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If you teach a person what to learn， 

you are preparing for the past. 

If you teach him how to learn， 

you are preparing him for life. 

Houle 1967 
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令和3年度歯学部学年暦

全学教育科目(年間30週)

1学期(1，3セメ) 16週(第 lクォータ8週、第2クォータ8週)

2学期(2，4セメ) 16週(第 1クォータ8週、第2クォータ8週)

専門教育科目 (1~4年 :年間30遡)

1学期 15週÷補講試験期間2週

2学期 15週÷補講試験期間2週

専門教育科目 (5年:年間35週以上)

1学期 15週+補講試験期間2遡

2学期前期 10遡十補講試験期間1遡

2学期後期 10週以上(臨床実習)

(参考) * 5伝次2学期前期は登院判定前まで， 2学期後期は臨床実習開始後。

*5年次2学期後期及び6年次の授業期間に関しては，臨床実習総責任者がこれを取り決める。

........・・・・・・・・・・....・・・・・・・・・・....・・・・・・・・・・....・・・・・・・・・・....・・・・・・・・・・....・・・・・・・・.....・・・・・・・・.....・・・・・・・・・・....・・・・・・
全学教育科目 (1~2年次)

l学期 4月12日(月)"""'8月6日(金)

2学期 10月 1日(金)-12月28日(火)及び 1月5日(火)- 2月4日(金)

専門教育科目 (1~5年次)

1学期 4月5日(月)- 7月30日(金)[1年次学生は4月8日(木)にオりアンテーション実施予

定、 4月12日(月)より授業開始]

5年次共用試験

補講試験期間

1-4年次 2学期

補講試験期間

5年次 2学期前期

補講試験期間

5年次 2学期後期

専門教育科目 (6年次)

CBT: 8月(予定) OSCE: 7月 17日(土)(予定)

8月18日(水)- 8月31日(火)

10月 1日(金)-12月28日(火)、 1月5日(水)- 1月31日(月)

2月 1日(火)-2月15日(火)

9月 1 日(水)~ll月 4 日(木)

11月 8 日(月 )~11月 19 日 (金)
11月22日(月)-12月28日(火)、 1月5日(火)，......3月18日(金)、

3月 28 日(月 )~3月 3 1 日 (木) (予定)

4月 1日(木)，，-， 7月23日(金)、 8月16日(月)-10月8日(金)(予定)

臨床実習修了認定試験 10月 18 日(月 )~10月 29 日(金) (予定)

<参考>

全学教育

仁二コ :授業期間 - 補講期間又は試験期間



授業計画(シラパス)の作成にあたって

大学における学術研究の成果は、真理の探究という人間本来の知的創造活動によって獲得された人類

の知的資産であり、大学における教育は、それらを共通の資産として用いることが許された知的伝達活

動である。我々は常に、それらの知的資産を吟味し、時に修正し、新たに積み重ね、さらに拡げていく

責務を背負っている。それゆえに大学における教育 ・研究には、新たな真理を求める自由思考が許され

るのであり、また大学は教育する側と教育を受ける側が一体となってその努力を行う場でなければなら

ない。そこに学聞の進歩があり、東北大学の研究第一主義の真の意味が生み出される。

歯科医学は顎口腔領域を直接の治療対象として全身の健康福祉に貢献する健康科学 (healthscience) 

の一分野であるが、その教育の基礎となる知的資産は、すべからく先達の必死の努力によって獲得され

たものである。確かに、歯科医学が直接の対象とする治療域そのものは広くなく、またそれに関する授

業科目も直ちに健康に関係するものばかりではない。しかし、それが全身の健康に関わる役割はおそら

く身体の器官のなかで最たるものといえよう。それも単に肉体的な健康のみならず、精神的な健康にま

で深く関わることを思えば、我々が担う歯科医療の役割は極めて大きいことを認識すべきである。この

ような背景を有するがために、歯科医学を構成する学問領域は臨床治療科目のみならず、それを支援す

る多様な基礎科目を擁するものとなっている。我々はそれらのそれぞれが必要とする知的資産を学生に

効率よく伝達し、その実践化のなかで学生が将来において人類の健康福祉に寄与することを期待してい

る。

このシラパスは、教員がそれぞれの担当科目を教授するうえで、また学生が歯科医学を学習するうえ

で、それぞれの科目の縦横の連携の理解を容易にするために作成されたものである。それぞれの科目の

教育目標はもとより、それらの教育項目とその教育順序の中から、関連する知識の統合や整合性を求め

て授業や学習の効果を挙げるものとして活用されたい。しかし、このシラパスは授業科目聞の連携を示

しでも、歯科医療に携わる者として具備すべき全ての要素を網羅したものではない。言うまでもなく、

歯科医師には人類の健康福祉に貢献するうえで必須の条件となる人間愛の精神が要求されることを忘れ

るべきではないc この重要な精神の酒養はとくに専門教育の場で意識的に行われるものではなく、 平成

5年度よりスタートした 6年一貫教育の理念のなかで全学教育科目 の履修を含めて学生が自らの努力で

培っていく ものである。

医聖ヒポクラテスの簸言にあるように、人生は短く 学は遥かであり 、機は逸し易く試みは過ち多く、

そして判断は至難であることが、我々が携わる医療の厳しい現実であることを心に銘記して、教員 ・学

生ともに一人の真撃な歯科医学徒として授業に取り組んで欲しいと願っている。



学部名:歯学部

1.カリキュラムポリシー

歯学部は、医療人、研究者としての基本的素養、すなわち豊かな教養と人間性、

高い倫理観を備え、 「科学する心Jを持って知的探求を行い得る高度専門職業人

としての歯科医師、教育研究者を育成養成することを目標とし、基礎歯学と臨床

歯学の統合を希求する 「臨学一体Jを基本理念としています。

歯学部では、これらの目標、理念に基づき、以下の方針でカリキュラムを実施

しています。

1.入学直後の 1年次には、歯学を勉学する意欲の動機付け (earlymotivation) 

と歯科医療現場の早期体験 (earlyexposure)を支援します。

2.豊かな教養と人間性、高い倫理観を酒養するため、全学教育科目と専門教育

科目間の有機的な連携を重視します。

3.専門教育科目では、 「臨学一体」を基盤とするカリキュラムを通して、科目

聞の有機的な連携を重視し業す。

4. f臨床実習Jに先立つて、基礎系の研究分野で実施する、英文論文抄読から

研究立案、実施、発表に至る一連の研究過程を経験する f歯学基礎演習 ・基

礎研究実習Jを通して「科学する心」を育みます。

5. 5、6年次では、 「一口腔ー単位j 、 「全人的歯科医療j を基盤とする診療

参加型の f臨床実習j を通して、次代を担いうる高度専門職業人を育成しま

す。

2.デ、ィプロマポリシー

歯学部に 6年以上在学し、全学教育科目 49単位以上、専門教育科目 152単

位以上 【共用試験 (CBT・osCE)を含む】、合計 201単位以上を取得し、

豊かな教養と人間性、高い倫理観を身に付けた学生について卒業を認定します。
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1.歯学部の教育理念

東北大学歯学部は、昭和40年の創設以来、「論理的な思考jにもとづき全ての事象に

対して常に発展的に考究することを教育理念とし、歯学の進歩発展と人類の健康福祉

に貢献することを使命としている。また、本学部の教育方針は、単に歯科医師の養成に

とどまらず、 研究第一主義にもとづいた論理的な思考力を身につけ、各分野で指導的

立場となる人材を育成することにある。

上記の教育を実践するため、本学部では平成5年度の教養部廃止に伴う東北大学の

教育改革に呼応し、進学課程と専門課程の区分を鹿止し、入学から卒業までの新カリ

キュラムによる6年一貫教育を全国の国立大学歯学部に先駆けて導入した。また、平成

12年度の大学院重点化以降、大学院教育に連動する学部教育編成を行うとともに、大

学院教育の充実に伴い飛躍的に活性化した研究成果を学部教育にフィードバックして

いる。さらに、平成 13年に提示されたモテ、ノレコアカリキュラムを導入し、現在の歯学部授

業科目は導入科目、コア科目 、アドバンス科目 、臨床実習の 4つに区分されている。授

業達成度の評価手段として、各学年における定期試験のほか、 5年次の臨床実習開始

前には全国共用試験である CBT(Computer Based Testing)により歯学知識の修得

度が確認される。同時に客観的臨床能力試験 OSCE(Objective Structured 

Clinical Examination)により基本的な臨床能力が確認される。

現在、本学部の教育の特徴としては、①1年次における、歯学を勉学する意欲の動機

付け(earlymotivation)を支援し、歯科医療の現場を早期に体験(earlyexposure) 

する「歯学概論jとf歯科臨床入門Jの開講、②専門教育科目聞の有機的連携を重視し

たカリキュラムの編成、③5年次には、基礎系分野研究室に所属し研究を行う「歯学基

礎演習Jおよび「基礎研究実習Jの実施、④基礎系と臨床系複数分野の「合同講義」の

実施、⑤各臨床系教員の連携指導のもとに行われる「一口腔ー単位jを基盤とした「臨

床実習J、などが挙げられる。

さて、歯学部学生が最初に学習すべきことは、歯科医学を志す歯学生としての認識と

使命感である。歯学部における教育では、学生が真理探究や知識の統合などの楽しさ

を学び、学問に対する自発的な興味と意欲を高め、主体的に学習する習慣が身につく

ような指導を心掛けている。また、歯学生としての最終段階では、医療人としての「人間

形成」を図ることを心掛け、医療に従事する者には必須の資質であるべき生命に対する

畏敬の念や人間に対する思いやりを備えるよう指導している。

医療人として、また研究者、教育者としての基本的素養と高い倫理観・豊かな人間性

を習得し、卒業後の人生に活かしてほしい。諸君、「志を高くもて !



－ 2－

1ｾﾒ 2ｾﾒ 3ｾﾒ 4ｾﾒ 5ｾﾒ 6ｾﾒ 7ｾﾒ 8ｾﾒ 9ｾﾒ 10ｾﾒ 11ｾﾒ 12ｾﾒ

1 1 歯学概論 DDE-DEN201J 30 30

2 2 歯科臨床入門 DDE-DEN202J 30 30

3 3 人体の構造 DDE-DEN211J 180 180

4 4 歯のかたち DDE-DEN212J 60 60

5 5 人体の発生 DDE-DEN213J 30 30

6 6 人体の細胞と組織 DDE-DEN214J 30 60 90

7 7 口腔の細胞組織と発生 DDE-DEN215J 60 60

8 8 生体分子の科学Ⅰ DDE-DEN216J 60 60

9 9 生体分子の科学Ⅱ DDE-DEN221J 90 90

10 10 生体の機能 DDE-DEN217J 60 60

11 11 口腔の機能 DDE-DEN222J 60 60

12 12 生体の機能－応用 DDE-DEN223J 30 30

13 13 歯科生体材料の科学Ⅰ DDE-DEN218J 60 60

14 14 歯科生体材料の科学Ⅱ DDE-DEN224J 90 90

15 15 くすりの科学 DDE-DEN225J 90 60 150

16 16 感染と免疫 DDE-DEN226J 90 60 150

17 17 病理総論 DDE-DEN227J 60 60

18 18 口腔病理 DDE-DEN228J 30 60 90

19 19 口腔修復学Ⅰ DDE-DEN301J 150 150

21 20 口腔修復学Ⅱ DDE-DEN312J 90 90 180

22 21 口腔修復学Ⅲ DDE-DEN302J 90 90

23 22 口腔機能回復学ⅠA DDE-DEN303J 60 60

24 22 口腔機能回復学ⅠB DDE-DEN313J 60 60

25 23 口腔機能回復学Ⅱ DDE-DEN314J 60 90 150

27 24 口腔機能回復学Ⅲ DDE-DEN315J 90 90

28 25 口腔保健発育学Ⅰ DDE-DEN304J 120 120

29 26 口腔保健発育学Ⅱ DDE-DEN316J 120 120

30 27 口腔保健発育学Ⅲ DDE-DEN317J 120 120

31 28 口腔病態外科学Ⅰ DDE-DEN318J 60 60

32 29 口腔病態外科学Ⅱ DDE-DEN319J 75 75

33 30 口腔病態外科学Ⅲ DDE-DEN320J 60 15 75

34 31 口腔病態外科学ⅣA DDE-DEN321J 30 30

35 31 口腔病態外科学ⅣB DDE-DEN332J 30 30

36 32 社会歯科学 DDE-DEN231J 60 60

37 33 隣接医学 DDE-DEN333J 100 80 180

38 34 総合歯科学 DDE-DEN334J 60 60

39 35 アドバンスⅠ（生体材料学） DDE-DEN801J 30 30

40 36 アドバンスⅡ（再生・創建医歯学Ⅰ） DDE-DEN811J 30 30

41 37 アドバンスⅢ（再生・創建医歯学Ⅱ） DDE-DEN812J 30 30

42 39 アドバンスⅣ（口腔病態科学） DDE-DEN814J 30 30

43 40 アドバンスⅤ（災害歯科学） DDE-DEN822J 30 30

44 41 イノベイティブ基礎歯学 DDE-DEN802J 30 30

45 41 合同講義 DDE-DEN815J 30 30

46 41 医の倫理・社会の倫理 DDE-DEN816J 30 30

47 41 イノベイティブ展開歯学 DDE-DEN817J 30 30

48 42 歯学臨床ゼミ DDE-DEN818J 50 50

49 43 歯学基礎演習 DDE-DEN819J 50 50

50 44 基礎研究実習 DDE-DEN820J 220 220

51 45 臨床シミュレーション実習 DDE-DEN821J 100 100

52 46 臨床講義A DDE-DEN401J 40 40

53 46 臨床講義B DDE-DEN411J 60 40 100

54 47 臨床実習A DDE-DEN402J 360 360

55 47 臨床実習B DDE-DEN412J 540 360 900

56 国際交流科目 48 歯学海外研修 DDE-DEN501J

60 0 240 360 540 540 540 540 560 800 600 400 5180

６年次

導入科目

コア科目

２．専門教育科目

No. 区分 授業科目 科目番号

授業配当時間数
時
間

アドバンス
科目

臨床実習科目

３年次 ４年次 ５年次１年次 ２年次



3. 令和3年度歯学部・歯学研究科学事予定表

日程

区分 学部
大学院

全学教育科目 専門教育科目

入学式 4月2日(金)

オリエンテーション(1年) 4月8日(木) 4月2日{金)

第1クオーダー 4月12日(月) - 6月9日(水)
4月5日{月)-7月30日(金)

修士:4月-9月
(1年-5年}

1学期授業
4月5日(月)-7月30日(金)

第2クオーダー 6月10日(木) - 7月30日(金)
(6年)

博士・4月-9月

4月12日(月) - 4月23日(金}3帯1学期Web履修登録(確認訂正含む}
Web入力・線認 一 一

4月12日(月) - 4月23日(金)
1.2年次学生は、Wcbで入力を行う。3年次以

履修登録 上の学生は、履修笠録不聖書(教務係で一括笠 4月中旬Web入力
録する)

学生定期健康診断 5月7日(金)午後(6年}、 5月7日{金)午前(2-5年)

創立記念日(佼業実施) 6月22日(火)※授業実施(全学、専門)

夏季休業学芸月末休業 歯学郎学年暦参照

補論及び試験 一

オープンキャンパス 7月28日ω<)-7月29日(木)

学期末休業 8月2日(月)-9月30日(木) 一

大学院入学試験(1次) 7月中旬

.10月1日(金)-12月24日{金)及び1月5日

第3クォーター 10月l日{金)- 12月1日(水) (水)-1月31日{月) (1年-4年)

2学期授業
'9月1日(水)-11月5日(金)、
11月22日明}-12月24日(金)、 10月-12月

(冬期l休業前まで) 1月4日(火)-3月18日(金〉及び
第4クオーター 12月2日(木) - 2月1日(火)3月28日間 )-3月3L日(氷)(5年)

.8月16悶(月)-10月15日{金) (6年)

首l2学期Web履修主主録(確認訂正を含む) 10月1日(金) - 10月15日
1'2年次学生は、Webで入ノJをfTう。3年次以
上の学生は、履修差是録不安(事責務係で一指設 10月中旬

(金) Web入力
録する)

医学部・留学郎
10月20日(水)

合同慰霊霊祭・遺骨返還式

研究ァーマ選定会議
9月-10月

(大学院博士1年)

縛士論文予備審査
10月(大学院博士4年)

大学祭 11月5悶(金)(休講}-ll月7回(悶)

臨床実習修了認定試験
(6年) 10月12日ωく)-10月29日(金)

5年生登院資格発表 一 11月248(水)予定 一
1噂士論文提出締切

一 12月上旬(大学院修士2年・1噂士4年)

大学院入学試験(2次) 一 一 12月中旬

冬期休業 12月29日(水) - 1月4日(火)
12月29日(水} - 1月4日(火)

(1年-4年) 一

2学期授業(冬期休業後) 1月5日(水}-1月31日(月)
1月5日(水)-1月31日(月)

1月-3月
(1-4年)

大学入学共通テスト
実施に伴う休講 1月14悶(金)

補誘及び試験 2月1日ωく)-2月15日(火)
(1年-4年)

学部入試(AO) 2月上旬予定

事業・修了認定発表 一 2月17日{木)予定

学部入試〈前期日程) 2月25日(金)・26日(土)

学期末休業 2月4日(金)- 2月16日(水)- (1-4年) 一

進級判定発淡 3月17日(木)予定

学位記授与まえ 一 3，ij25日(金)

※日程は、予定であり変更の場合もあるので注意すること。
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全
学

教
育

科
目

　
(川

内
)

人
体

の
構

造
　

(B
1
講

 ・
 B

１
実

)　
市

川

全
学

教
育

科
目

　
(川

内
)

生
体

分
子

の
科

学
Ⅱ

　
(A

3
講

 ・
 A

3
実

)　
髙

橋
（
信

）

臨
床

実
習

B

臨
床

実
習

B

特
別

講
義

・
補

講
等

(B
1
講

)

臨
床

実
習

B

月 火

臨
床

実
習

B

歯
学

概
論

　
(A

1
講

)

人
体

の
構

造
　

(B
1
講

 ・
 B

1
実

)　
市

川

口
腔

の
機

能
／

生
体

の
機

能
－

応
用

　
(A

1
講

・
A

2
実

)　
中

井

歯
科

生
体

材
料

の
科

学
Ⅱ

　
(B

2
講

 ・
 B

2
実

)　
髙

田

Ｐ
Ｂ

Ｌ
（
B

2
講

）
／

補
講

等

ア
ド

バ
ン

ス
Ⅴ

（
災

害
歯

科
医

学
）

全
学

教
育

科
目

　
(川

内
)

口
腔

病
態

外
科

学
Ⅲ

　
(B

1
講

)　
髙

橋
(哲

)

全
学

教
育

科
目

　
(川

内
)

口
腔

保
健

発
育

学
Ⅱ

　
(B

1
講

)　
小

関
社

会
歯

科
学

　
(B

1
講

)　
小

関

ア
ド

バ
ン

ス
Ⅱ

・
Ⅲ

(再
生

・
創

建
医

歯
学

Ⅰ
・
Ⅱ

)　
(B

3
講

 ・
 B

2
実

)　
笹

野
(泰

)・
鈴

木

合
同

講
義

　
(A

1
講

)／
イ

ノ
ベ

イ
テ

ィ
ブ

展
開

歯
学

　
(A

1
講

)／
補

講
　

(A
1
講

)／
P
B

L
／

歯
学

基
礎

演
習

全
学

教
育

科
目

　
(川

内
)

全
学

教
育

科
目

　
(川

内
)

臨
床

実
習

B

総
合

歯
科

学
　

(B
3
実

・
B

４
実

)　
菊

池

全
学

教
育

科
目

　
(川

内
)

人
体

の
構

造
　

(B
1
講

 ・
 B

１
実

)　
市

川

臨
床

実
習

B

臨
床

実
習

B

特
別

講
義

・
補

講
等

(B
2
講

)

総
合

歯
科

学
　

(B
3
講

・
B

3
実

)　
菊

池

人
体

の
細

胞
と

組
織

／
人

体
の

発
生

　
(B

1
講

 ・
 B

２
実

)　
笹

野
(泰

)

金水

全
学

教
育

科
目

　
(川

内
)

口
腔

機
能

回
復

学
Ⅱ

　
(B

4
講

・
B

3
実

・
B

4
実

)　
服

部

木

口
腔

機
能

回
復

学
Ⅲ

　
(B

3
講

・
B

3
実

・
B

4
実

)　
山

田

口
腔

保
健

発
育

学
Ⅱ

　
(A

1
講

)　
溝

口
、

福
本

全
学

教
育

科
目

　
(川

内
)

全
学

教
育

科
目

　
(川

内
)

病
理

総
論

/
口

腔
病

理
　

(B
2
講

 ・
 B

2
実

)　
清

水

臨
床

実
習

B

口
腔

修
復

学
Ⅱ

　
(B

4
講

・
B

3
実

・
B

4
実

)　
江

草

医
の

倫
理

・
社

会
の

倫
理

　
(B

1
講

)／
補

講
　

(B
1
講

)／
Ｐ

Ｂ
Ｌ

／
歯

学
基

礎
演

習
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５．科目別教育目標及び授業計画

授業科目
開講

セメスター
時間数 授業細目 代表担当教員 頁 科目番号

歯学概論 1 30 学部長 14 DDE-DEN201J
歯科臨床入門 1 30 副病院長（教育担当） 15 DDE-DEN202J

A.　人体解剖学総論（歯を含む）

Ｂ．体幹・体肢 16

Ｃ．頭部・頚部（「歯のかたち」（４セメスター）内で実施する）

歯のかたち 4 60 各論（講義・実習） 19 DDE-DEN212J
人体の発生 3 30 人体の発生 21 DDE-DEN213J

講義（総論・各論）

実習

講義

実習

生体構成分子の構造と機能

物質代謝

遺伝情報の発現と制御

情報伝達の分子機構

口腔構成分子の構造と機能

口腔エコシステムと口腔疾患

栄養生化学

生化学実習

口腔生化学実習

生理学の基礎

体液と血液の生理学

循環生理学

呼吸生理学

消化と吸収の生理学

神経生理学の基礎

自律神経生理学

筋生理学

感覚生理学

口腔・顔面の感覚生理学

高次神経機能生理学

体温・排泄の生理学 42

運動生理学

下顎の運動生理学

内分泌・生殖・代謝生理学

味覚閾値の測定

咀嚼能率の測定

血圧の計測

皮膚感覚点の計測 49

唾液分泌量の測定

誘発筋電図の記録

カエル坐骨神経活動電位の記録

歯科生体材料科の基礎

歯科生体材料基礎実験

歯科生体材料の成形

歯科生体材料 52

歯科生体材料実習

くすりの科学総論

神経系、循環器系、腎臓に作用する薬物

炎症と感染、悪性腫瘍に用いる薬物 50

歯科臨床薬理学・硬組織薬理学

くすりの科学実習

DDE-DEN217J

DDE-DEN222J

DDE-DEN223J

DDE-DEN218J

DDE-DEN224J

DDE-DEN225J

DDE-DEN211J

DDE-DEN214J

DDE-DEN215J

DDE-DEN216J

高田　雄京

中井　淳一

34

50

29 DDE-DEN221J

22

23

25

60

90

若森　実90-605-6

口腔の細胞組織と発生

4

5

生体分子の科学Ⅰ

生体の機能

4

5

生体分子の科学Ⅱ

歯科生体材料の科学Ⅱ

4

4

生体の機能－応用

60

60

60

口腔の機能

5

人体の細胞と組織 3-4

180

30-60

60

歯科生体材料の科学Ⅰ

くすりの科学

30

笹野　泰之

市川　博之
人体の構造

5

3

高橋　信博

90
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授業科目
開講

セメスター
時間数 授業細目 代表担当教員 頁 科目番号

微生物学入門

細菌学総論

細菌学各論

ウイルス学

免疫学 60

口腔感染症

微生物学・免疫学特論

細菌学実習

口腔微生物学実習

病理総論

病理学総論顕微鏡実習

歯および歯周疾患の病理

顎口腔の病理

顎口腔の病理顕微鏡実習

保存修復学

保存修復学実習

クラウンブリッジ補綴学　総論

クラウンブリッジ補綴学　各論

クラウンブリッジ補綴学　関連領域・先端技術論

クラウンブリッジ補綴学　実習１

クラウンブリッジ補綴学　実習２

クラウンブリッジ補綴学　実習３

歯内治療学

歯内治療学実習

歯・周囲組織欠損による障害とその治療

欠損歯列の診査・診断と治療方針 84

可撤性部分床義歯補綴学

可撤性部分床義歯治療学１

可撤性部分床義歯治療学２ 87

可撤性部分床義歯治療学３

加齢歯科学総論・各論

全部床義歯補綴学総論・各論

顎口腔機能回復学

全部床義歯補綴学実習

歯周病学

歯周病学実習

環境学

疫学・栄養学

社会衛生学

衛生学実習

小児の心身の発育

歯列・咬合の発育と発育障害 101

小児の齲蝕・歯周疾患

咬合形成に関わる生物学

顎・顔面・頭蓋部の成長発育

齋藤　正寛

DDE-DEN303J

DDE-DEN313J

DDE-DEN314J

DDE-DEN315J

DDE-DEN302J

DDE-DEN227J

DDE-DEN301J

DDE-DEN304J

DDE-DEN226J

DDE-DEN228J

DDE-DEN312J

97

105

95

江草　宏

溝口　到

福本　敏

82

90

71

76

69

74

90

服部　佳功

90-90

佐々木　啓一

齋藤　正寛

小関　健由60

20

7-8

清水　良央

菅原　俊二

30-60

山田　聡

8

90-60

6

40

90

7

6

5-6

5-6

感染と免疫

口腔機能回復学Ⅱ

口腔修復学Ⅱ

病理総論

口腔修復学Ⅲ

口腔病理

口腔修復学Ⅰ

口腔機能回復学ⅠA 6 60

7

90

60口腔機能回復学ⅠB

口腔機能回復学Ⅲ

口腔保健発育学Ⅰ

口腔保健発育学Ⅰ
（口腔の発育）

5 60

6 90
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授業科目
開講

セメスター
時間数 授業細目 代表担当教員 頁 科目番号

歯口の健康

う蝕とその予防

歯周疾患の予防と疫学 106

歯科保健と社会

予防歯科学実習

口腔保健発育学Ⅱ
（障害者歯科）

20 障害児・者の歯科治療 高橋　温 111

矯正歯科診断学

矯正歯科治療学 112

不正咬合

小児歯科疾患の予防法

小児歯科疾患の治療法

咬合誘導

小児期咬合管理の治療学実習

矯正診断学実習（１）

矯正診断学実習（２）

矯正治療学実習（１） 117

矯正治療学実習（２）

矯正治療学実習（３）

放射線物理学

放射線生物学

画像診断学 125

画像診断学実習

口腔診断学

口腔外科領域に生じる各種疾患2

口腔外科領域に症状を生じる全身疾患と機能異常

口腔外科疾患の診察と臨床検査学

口腔外科領域に生じる各種疾患１、インプラント 132

手術学総論・各論－偶発症

口腔病態外科学ⅣA 8 30 歯科麻酔学Ⅰ（臨床生理と麻酔・全身管理の基礎） 135

口腔病態外科学ⅣB 9 30 歯科麻酔学Ⅱ　（麻酔・全身管理の臨床） 136

医の原則と社会との関わり

歯科の歴史と現在の医療 137

医療保障と歯科

隣接医学 9-10 100-80 若森　実 140 DDE-DEN333J
態度・臨床技能実習（１）

態度・臨床技能実習（２）

アドバンスⅠ（生体材料学） 8 30 生体材料学 高田　雄京 143 DDE-DEN801J
アドバンスⅡ（再生・創建医歯学Ⅰ 9 30 再生・創建医歯学Ⅰ・Ⅱ 笹野　泰之 144 DDE-DEN811J
アドバンスⅢ（再生・創建医歯学Ⅱ 9 30 再生・創建医歯学Ⅰ・Ⅱ 鈴木　治 144 DDE-DEN812J
イノベイティブ基礎歯学 8 30 未来型歯学・歯科医療 髙橋　信博 145 DDE-DEN802J
アドバンスⅣ（口腔病態科学） 9 30 口腔と全身 高橋　哲 146 DDE-DEN814J
アドバンスⅤ（災害歯科医学） 9 30 災害歯科医学総論・各論 佐々木　啓一 147 DDE-DEN822J
合同講義 9 30 五十嵐　薫 148 DDE-DEN815J
医の倫理・社会の倫理 9 30 笹野　泰之 149 DDE-DEN816J
イノベイティブ展開歯学 9 30 未来型歯学・歯科医療 髙橋　信博 150 DDE-DEN817J
歯学基礎演習 9 50 基礎系分野 151 DDE-DEN819J
歯学臨床ゼミ 9 50 山田　聡 152 DDE-DEN818J
基礎研究実習 10 220 基礎系分野 153 DDE-DEN820J

アドバンスト・インレー修復法

画像診断学実習

歯科矯正学

歯科補綴治療の基礎

臨床講義A 10 40 156 DDE-DEN401J
臨床講義B 11-12 60-40 157 DDE-DEN411J
臨床実習A 10 360 158 DDE-DEN402J
臨床実習B 11-12 540-360 159 DDE-DEN412J
歯学海外研修 洪　光 160 DDE-DEN901J

DDE-DEN321J

DDE-DEN231J

DDE-DEN334J

DDE-DEN821J

DDE-DEN316J

DDE-DEN317J

DDE-DEN318J

DDE-DEN319J

DDE-DEN320J

154

116

130

141

高橋　哲

臨床実習総責任者（臨床実習要項参照）

福本　敏

水田　健太郎

溝口　到

髙橋　哲

溝口　到

60 小関　健由

40
口腔保健発育学Ⅱ
（不正咬合と矯正治療）

口腔保健発育学Ⅲ
（小児期口腔管理の
理論と実践）

口腔保健発育学Ⅱ

8

7

口腔保健発育学Ⅲ
（矯正診断・矯正歯科治療学実
習）

小関　健由

菊池　雅彦609

口腔病態外科学Ⅱ 75

60

総合歯科学

口腔病態外科学Ⅲ

8

10010臨床シミュレーション実習

60

8 60
口腔病態外科学Ⅰ
（口腔診断・放射線学）

社会歯科学

7-8

7

60-15

60

飯久保　正弘
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在学中に購入が必要となる実習器具・材料は次のとおりです。 
＊実習器具・材料の購入は、2021 年度の 3年次・前期（5セメスター）からとなります。 
＊実習内容や単価の変更等により、金額が変わることがあります。 
＊実際の購入にあたっては、事前に担当分野からの指示を受けてください。 
 

歯科生体材料学分野     

品名 規格 数量 単価（円） 金額（円）

彫刻刀 YDM 彫刻刀 エバン＃AT1 1 2916  2916 

ワックススパチュラ YDM ﾜｯｸｽｽﾊﾟﾁｭﾗ＃1 1 2079  2079 

普通石膏 ノリタケ デンタルプラスター 1kg 袋

入り 

1  88 

硬質石膏 ＧＣ ニュープラストーンⅡ【3kg】 1  23 

超硬質石膏 ＧＣ ニューフジロック【3kg】 1  33 

歯科用セメント ＧＣ エリートセメント 100 粉末 1 本 1  41 

歯科用セメント ＧＣ エリートセメント 100 液 1本 1  20 

光重合型コンポジットレジン 松風 ライトフィル II 1  82 

ワックス ＧＣ インレーワックス ソフト 1 箱

【60 本】 

1  34 

ワックス ＧＣ パラフィンワックス【500g】 1  31 

埋没材 ＧＣ イデアベスト ミクロ【3kg】 1  37 

埋没材 ＧＣ ソルダベストクイック【1.2kg】 1  61 

アルジネート印象材 ＧＣ アローマファイン プラス スロ

ーセット 

1  27 

シリコーン印象材 ＧＣ エグザミックスファインＲＧ

【2Ct】 

1  281 

シリコーン印象材 ＧＣ エグザミックスファインＩＪ

【2Ct】 

1  112 

義歯床用レジン ＧＣ アクロン MC 粉末 1  68 

義歯床用レジン ＧＣ アクロン MC 液 1  23 

実習用合金 Ｋメタル【1kg】 1 時価 300 

合計     6256 

    

歯科保存学分野     

保存修復学     

品名 規格 数量 単価（円） 金額（円）

人工歯 ニッシン・AB1-TO.C.12(21S) A5-500 21

本組 

1 4305  4305 

人工歯 ニッシン・う蝕検知液可染模型歯

A16AN-34B 

1 800  800 

実習書 保存修復学実習書 1 1000  1000 

合計     6105 

歯内療法学     

品名 規格 数量 単価 金額（円）

手用ファイル ジッペラー・Kファイル 21mm #10 1 972  972 

手用ファイル ジッペラー・Kファイル 25mm#10 1 972  972 

手用ファイル ジッペラー・K ファイル 21mm#15-40 アソ

ート 

1 756  756 

手用ファイル ジッペラー・K ファイル 25mm#15-40 アソ

ート 

1 756  756 

根管形成バー ジッペラー・ゲーツグリデンドリル#1-4

アソート 

1 864  864 

ペーパーポイント JM・ペーパーポイントアソート 200 本入

り 

1 756  756 

人工歯 ニッシン・人工歯 B22-END#11 1 2000  2000 

人工歯 ニッシン・人工歯 B22-END#24 2 2150  4300 

人工歯 ニッシン・人工歯 B22-END#26 2 2300  4600 

透明根管 ニッシン・エンドブロック END1002-30 

#20 

1 430  430 

実習書 歯内療法学実習書 1 1000  1000 

合計     17406 
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歯内歯周治療学分野     

品名 規格 数量 単価（円） 金額（円）

歯周病基礎実習用顎模型 ニッシン・PER1032-UL-SP-HM28 1 36180  36180 

グレーシーキュレット ヒューフレディー・＃1／2 1 4900  4900 

グレーシーキュレット ヒューフレディー・＃7／8 1 4900  4900 

グレーシーキュレット ヒューフレディー・＃11／12 1 4900  4900 

グレーシーキュレット ヒューフレディー・＃13／14 1 4900  4900 

ダルインスツルメント練習用 ヒューフレディー 規格なし 1 3000  3000 

プラスティックテストスティッ

ク 

ヒューフレディー 1 400  400 

シャープニングストーン YDM 砥石 F 13006 1 1550  1550 

替刃メス フェザー・＃12 1 50  50 

替刃メス フェザー・＃15 1 50  50 

替刃メスハンドル フェザー・＃3 1 900  900 

縫合針 マニー・21 4 210  840 

縫合糸 YDM ﾅｲﾛﾝ縫合糸 4-0  1 160  160 

縫合糸付き縫合針 マニー・No.1 2 415  830 

咬合紙 (赤･青 各 12 枚) 12 枚綴り 2 115  230 

カーボランダムポイントＣＡ 

＃２８  

松風 1 125  125 

スチールバーＣＡ ラウンド 

０１２  

メルファー 1 133  133 

小筆（レジン用） 松風 1 500  500 

合計     64548 

    

高齢者歯科分野     

品名 規格 数量 単価（円） 金額（円）

模型 ベースプレート咬合堤付き石こう製無歯

顎模型 ND-N8（ニッシン） 

1 3261 3261 

人工歯 ベラシア SA・アンテリア S4 A3 上顎（松

風） 

1 632 632 

人工歯 ベラシア SA・アンテリア MA4 A3 下顎（松

風） 

1 632 632 

人工歯 ベラシア SA・ポステリア S28 A3 上顎（松

風） 

1 842 842 

人工歯 ベラシア SA・アンテリア S28 A3 下顎（松

風） 

1 842 842 

技工用バー ｶｰﾎﾞﾗﾝﾀﾞﾑﾎﾟｲﾝﾄ HP No.19、120 本入 1 107 107 

技工用バー ｶｰﾎﾞﾗﾝﾀﾞﾑﾎﾟｲﾝﾄ HP No.44、120 本入 3 107 320 

技工用バー ｶｰﾎﾞﾗﾝﾀﾞﾑﾎﾟｲﾝﾄ HP No.13、120 本入 1 107 107 

技工用バー ﾋﾞｯｸﾞｼﾘｺﾝﾎﾟｲﾝﾄ HP 147 R2、6 本入 1 350 350 

技工用バー MS スチールバー ラウンド 008 1 680 680 

技工用バー MS スチールバー ラウンド 016 1 680 680 

技工用バー MS スチールバー フィッシャー００８ 1 680 680 

技工用バー ペーパーコーン（中）黄 60 個入（大木化

学） 

3 57 171 

技工用バー ペーパーコーン（荒）黒 60 個入（大木化

学） 

3 57 171 

技工用バー ペーパーコーン用二股マンドレール 12

入（大木化学） 

1 148 148 

技工用バー エンタ 技工用カーバイドバー１２５１ 1 2600 2600 

埋没材 アドバストーン 18kg 缶(ジーシー） 1 546 546 

咬合紙 咬合紙（赤） 1 1 1 

咬合紙 咬合紙（黒） 1 1 1 

ワックス パラフィンワックス ＧＣ 1kg_72 枚 2 42 85 

手用器具 松風 デンタルメジャーⅡ 1 450 450 

機能検査器具 連結チューブ（舌圧）10 本入 JMS 1 1500 1500 

機能検査器具 舌圧プローブ（舌圧）25 本入 JMS 1 500 500 
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機能検査器具 濾過セット（咀嚼能率）50 個入 GC 1 70 70 

機能検査器具 グルコラム（咀嚼能率）70 個入 GC 1 86 86 

機能検査器具 センサーチップ（咀嚼能率）25 枚入 GC 1 400 400 

機能検査器具 紙コップ（咀嚼能率）100 個入 日本デキ

シー 

1 400 400 

機能検査器具 デンタルプレスケールⅡ（咬合力）40 枚

入 GC 

1 743 743 

機能検査器具 センサーカバー（ムーカス）120 枚入

LIFE 

1 50 50 

合計     17054 

    

口腔システム補綴学分野     

品名 規格 数量 単価（円） 金額（円）

クラスプ線 サンプラチナ半円線 #16 3m 1 229  229 

クラスプ線 サンコバルトクラスプ線 0.9mm 1m 1 250  250 

スチールバー エラススチールバーHP 3 1 108  108 

スチールバー エラスチールバーHP 701 1 137  137 

カーボランダムポイント カーボランダムポイント HP 24 1 109  109 

カーボランダムポイント カーボランダムポイント HP 25 1 109  109 

ホワイトポイント ホワイトポイント HP 24 1 104  104 

ホワイトポイント ホワイトポイント HP 25 1 104  104 

カーバイドバー 技工用カーバイドバーHP 7B 1 3126  3126 

人工歯 エフセラ-P シンプラーピーシーズフォ

ーム 20 歯  A3-S28 右下 5 

1 98  98 

人工歯 エフセラ-P シンプラーピーシーズフォ

ーム 20 歯  A3-S28 右下 6 

1 98  98 

人工歯 エフセラ-P シンプラーピーシーズフォ

ーム 20 歯  A3-S28 右下 7 

1 98  98 

人工歯 エフセラ-P シンプラーピーシーズフォ

ーム 20 歯  A3-S28 左下 5 

1 98  98 

人工歯 エフセラ-P シンプラーピーシーズフォ

ーム 20 歯  A3-S28 左下 6 

1 98  98 

ワックス シートワックス #26 32 枚 1 121  121 

ワックス インレーワックス ミディアム（グリー

ン） 60 本 

1 54  54 

ワックス ニューステッキーワックス 20 本 45g 1 61  61 

咬合紙 咬合紙（赤） 1 1  1 

咬合紙 咬合紙（黒） 1 1  1 

プライヤー クラスプベンディングプライヤー 1 12100  12100 

プライヤー 三又鉗子 1 8050  8050 

プライヤー 捻転鉗子 1 9350  9350 

PK トーマス PK トーマス 1 3300  3300 

平均値咬合器 松風 ハンディⅡ 1 9018  9018 

合計     46822 

    

分子・再生歯科補綴学分野     

品名 規格 数量 単価（円） 金額（円）

顎模型 上下顎セット ﾆｯｼﾝ D18FE-500A(GUB)-QF FE 咬合器付 1 21967  21967 

人工歯 ﾆｯｼﾝ A5A-500 #11 1 270  270 

人工歯 ﾆｯｼﾝ A5A-500 #21 2 270  540 

人工歯 ﾆｯｼﾝ A5A-500 #22 1 270  270 

人工歯 ﾆｯｼﾝ A5A-500 #24 1 270  270 

人工歯 ﾆｯｼﾝ A5A-500 #25 4 270  1080 

人工歯 ﾆｯｼﾝ A5A-500 #26 1 270  270 

人工歯 ﾆｯｼﾝ A5A-500 #27 1 270  270 

人工歯 ﾆｯｼﾝ A5A-500 #45 1 270  270 

人工歯 ﾆｯｼﾝ A5A-500 #46 2 270  540 

人工歯 ﾆｯｼﾝ A5A-500 #47 1 270  270 
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スキャン用人工歯 ﾆｯｼﾝ A5SA-500 #25 1 270  270 

バースタンド 松風 バーステーションⅡ 1 1166  1166 

ダイヤモンドポイント FG 松風 ダイヤモンドポイント FG 102R【6

入】 

1 454  454 

ダイヤモンドポイント FG 松風 ダイヤモンドポイント FG 104【6

入】 

1 454  454 

ダイヤモンドポイント FG 松風 ダイヤモンドポイント FG 106RD 1 756  756 

ダイヤモンドポイント FG 松風 ダイヤモンドポイント FG 114 1 756  756 

ダイヤモンドポイント FG 松風 ダイヤモンドポイント FG SF114 1 756  756 

ダイヤモンドポイント FG 松風 ダイヤモンドポイント FG 265R 1 572  572 

ダイヤモンドポイント FG 松風 ダイヤモンドポイント FG 440SS【6

入】 

1 324  324 

カーボランダムポイント FG 松風 カーボランダムポイント FG 24【12

入】  

1 97  97 

ホワイトポイント CA 松風 ホワイトポイント CA 28【12 入】 1 98  98 

シリコンポイント茶 HP 松風 シリコンポイント HP M2 13【12 入】 1 113  113 

シリコンポイント青 HP 松風 シリコンポイント HP M3 13【12 入】 1 113  113 

ビッグシリコンポイント HP 白 松風 ビッグシリコンポイントHP R3 147

【6 入】  

1 272  272 

カーバイドバーHP 松風 技工用カーバイドバー HP 13B 1 2495  2495 

ラウンドバーHP 山八 カーバイドラウンドバー018【6 入】 1 1728  288 

CAD/CAM レジンブロック セラスマート 270 12 【5 入】 1 1944  1944 

既製プラスチッククラウン JM ポリクラウン 10 入 451‐015‐16 (21 

XL)【10 入】 

1 73  73 

トレーレジン 松風 トレーレジン 粉【1kg】 1  149 

トレーレジン 松風 トレーレジン 液【500mL】 1  53 

即時重合レジン 松風 プロビナイス 粉【250g】 1  293 

即時重合レジン 松風 プロビナイス 液【250mL】 1  193 

前装用硬質レジン ＧＣ ディアーナ 各種 1  240 

築造用レジン ＧＣ ユニフィルコアＥＭ3 ｶｰﾄﾘｯｼﾞ 1 585  585 

寒天印象材 ＧＣ アローマロイド【48 本入】 1 69  69 

アルジネート印象材 ＧＣ アローマファイン【5kg】 1  302 

シリコーン印象材 ＧＣ エグザファイン パテ 1  382 

シリコーン印象材 ＧＣ エグザミックスファインＲＧ

【2Ct】 

1  772 

シリコーン印象材 ＧＣ エグザミックスファインＩＪ

【2Ct】 

1  154 

硬石膏 ＧＣ ニュープラストーンⅡLE ﾌｧｽﾄ ｲｴﾛ

ｰ【3kg】 

1  129 

硬石膏 ＧＣ ニュープラストーンⅡﾎﾜｲﾄ【3kg】 1  129 

超硬石膏 ＧＣ ニューフジロック【3kg】 1  90 

埋没材 松風 クリストバライト PF【3kg】 1  145 

糸鋸 マイスター ソー替刃【12 本】 1 180  180 

ワックス ＧＣ パラフィンワックス【1kg_72 枚】 1  85 

ワックス ＧＣ ニュースティッキーワックス【20

本】 

1 44  44 

ワックス ＧＣ  ユーティリティーワックス

【100g_48 本】 

1 16  16 

ワックス ＧＣ インレーワックスミディアムグレ

ー 

1 54  54 

ワックス 松風 カラーワックス【20 本】 2 42  84 

歯頚彫刻用ワックス棒 ＧＣ （特注） 2 380  760 

実習用合金 Ｋメタル【時価】 10  3000 

手用器具 YDM ﾜｯｸｽｽﾊﾟﾁｭﾗ＃７A 1 2550 2550 

手用器具 YDM ﾜｯｸｽｽﾊﾟﾁｭﾗ＃３１ 1 3300 3300 

手用器具 YDM PKT インスツルメント＃１ 1 4750 4750 

      55526 
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小児歯科学分野     

品名 規格 数量 単価（円） 金額（円）

小児歯科実習用顎模型  ニッシン PD15004-UL-SCP-HM 1 34540  34540 

顎模型欠損プラグ ニッシン 左上 D 1 350  350 

RSM 用石膏模型 ニッシン 全顎石膏模型 D2-IK-2 1 5000  5000 

ナチュラルオルソドンティック

レジン 

ニッシン 粉 20ｇ 液 150ｍｌ 分離剤 

セット 

1 1020  1020 

ダイヤモンドポイント 松風 ダイヤモンドポイントFGレギュラ

ー ＃204 

1 1050  1050 

ダイヤモンドポイント 松風 ダイヤモンドポイントFGレギュラ

ー ＃301 

1 750  750 

ダイヤモンドポイント 松風 ダイヤモンドポイントFGレギュラ

ー ＃401 

1 65  65 

ダイヤモンドポイント 松風 ダイヤモンドポイントFGレギュラ

ー ＃117 

1 1500  1500 

ダイヤモンドポイント GC ダイヤモンドバーFG B18ff 1 1190  1190 

エンジンバー 松風 エラスチールバー ラウンド ＃

4 

1 1290  1290 

エンジンバー 松風 エラスチールバー テーパードフ

ィッシャー ＃701 

1 1620  1620 

エンジンバー 松風 ホワイトポイント CA ＃60 1 1550  1550 

ハンドピースバー 松風 技工用カーバイドバーGP7W 1 4000  4000 

ハンドピースバー 松風 カーボランダム ＃2 1 1500  1500 

ハンドピースバー 松風 カーボランダム ＃44 1 1500  1500 

ハンドピースバー 松風 茶シリコン Ｍtype ＃10 1 1750  1750 

ハンドピースバー 松風 茶シリコン Ｍtype ＃13 1 1750  1750 

ハンドピースバー 松風 青シリコン Ｍtype ＃10 1 1750  1750 

ハンドピースバー 松風 青シリコン Ｍtype ＃13 1 1750  1750 

ハンドピースバー 松風 ビッグシリコン R2 1 2100  2100 

ハンドピースバー 松風 ビッグシリコン R3 1 2100  2100 

ペーパーコーン 大木化学工業 アソート 1 1130  1130 

レジン用筆 GC No4 1 2100  2100 

合計     71355 

    

歯科矯正学分野     

品名 規格 数量 単価（円） 金額（円）

シルバーソルダー TOMY 0.5mm 5ｍコイル巻き 1  818 

矯正用線 RM ツルクロームワイヤー0.5mm 1  196 

矯正用線 RM ツルクロームワイヤー0.7mm 1  157 

矯正用線 RM ツルクロームワイヤー0.9mm 1  982 

パラフィンワックス シープ パラフィンワックス 500ｇ 1  358 

ノリタケデンタルブラスター 

18kg 

ノリタケデンタルブラスター 18kg 1  242 

ガスボンベ YDM ハンディートーチ用ガスボンベ 1  48 

ダイヤマットスーパー KIMOTO ＃200 A4 1  176 

接着剤 技工用アロンアルファー201 ノズル付

き 2g×5入り 799029 

1  21 

合計     2998 

 



授業科目 歯学概論 綬業担当 0歯学部長高橋信博

授業細目
責任者 歯学部教務委員長若森実

曜日一時限 月一1・2
対象年次 1年次

講義室名 A1講義室 科目番号 日正ーD印201
学期 1セメスター

授業の目標 目標と目的 :導入科目として、新入生に将来の歯科医師として学ぶ自覚を持たせる。

並びに目的 概要:東北大学歯学部・歯学研究科と病院および今後学る基礎歯学と臨床歯学の概要を各

と概要 分野の教員が紹介する。

一般目標:将来の歯科医師として学ぶ自覚を持つ。

学習の到達
個別目標 :

目標
( 1 )東北大学歯学部・歯学研究科と:病院の概要を学ぶ。

(2)基礎歯学科目の概要を学ぶ。

(3)臨床歯学科目の概要を学ぶ。

回 数 授 業 肉 "骨ー- 担当者

授
1 歯学とは 高橋信博

2 これからの歯科医療 五十嵐薫

3 グローパルネ土会における歯学 洪光

業 4 口腔の仕組み 市川博之

5 口腔生態系という小宇宙 高橋信博

6 口の中の免疫力 菅原俊二

7 カルシウムと生理機能 若森実

言十 8 再生医歯学と生体材料 鈴木治

9 国際協力と DentalPubl ic Health 小坂健

1 0 口腔と全身をつなぐ病気、歯周病 山田聡

1 1 口の病気をいかに予防するか 小関健由
画

1 2 小児の歯科治療 福本敏

1 3 歯・顎骨・顔面の欠損の病態と治療 佐々木啓一

1 4 高齢者の歯科口腔保健 服部佳功

1 5 岐合異常による障害 五十嵐薫

アドバイス
.4月12日(月)......6月7日(月)の8週で実施する。(1週あたり 2回実施。)

必ず出席すること。講義の順番は変更になることもある。

慢業時間外学習 -復習を兼ねるレポートの提出を必須とする。

テキスト・教材・参考.等 担当教員が適宜紹介する。

成措評価の方法 出席及びレポート提出に基づいて教務委員会で判定する。
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授業科目 歯科臨床入門 授業担当 0副病暁長(教育担当)

溝口到

授業細目
責 任者 指導教員

曜日一時隈 月一3・4
対象年次 1年次

講義室名 各診療科 科目番号 凹E-D印202J
学期 2セメスター

捜業の目標
目標と目的 :歯科医師の業務を理解させ、歯科医師としての将来像の確立を促す。

並びに目的
概要 :宮町ヰ医師の職責や基本的資質を学ぶ。

と概要

一般目標 :歯科医師の職責を理解する。

学習の到達 個別目標 :①欄壌の機能を説明できる。

目標 ②歯科医師の職責を説明できる。

③歯科医師に求められる基本的資質を説明できる。

授
回 数 慢 業 内 R廿H 担当者

1 
オリエンナーション 【A-1】

授業担当責任者
(2021年 11月下旬を予定 ;場所は未定)

業

'6グ)lrープlこ分かれ、下記診療科を見学する。【A-1】
①歯肉療法科/歯周病科

②岐合修復科/岐合回復科
各診療科・部

言十 2""7 ③歯科顎口腔外科

④総合歯科診療部/口腔機能回復科
授業担当者

⑤小児歯科/障がい者樹ヰ/矯正樹ヰ

⑥口腔支持療法科/顎口腔画像診断科

画

( 1 ) 病院が病者のための場である」とを理解すること。

( 2) 清潔な白衣(上下)、白い靴を着用し、身だしなみに気をつけること。

アド1¥イス
(3) 医療者にふさわしい立ち居振る舞いを心がけること。

( 4) 開始時間を厳守し、決して遅刻しないこと。

(5) 小児抗体検査を受診すること。抗体がない場合、少なくとも麻疹のワク

チンを接種しない限り、受講を認めない。

アーリー ・エクスポージャー型授業は、スタディプログフム型のそれと異なり、

内容が事前に設定されていず、予習は不要である。学生は現場で、主体的に臨床

授業時間外学習 の現実を感じ取るよう努めねばならない。また自己研舗に向けた意欲や態度が歯

科医師に求められる基本的資質の一つであることを意識し、現場で生じた疑問は、

当日の質問や復習により自己解決することが望まれる。

テキスト ・教材・参考書等
オリエンテーション時にシラパスを配布する。清潔な白衣、白い靴を用意するこ

と。

成績評価の方法 担当教員の評価を集計して教務委員会で判定する。
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授業科目 人体の織造 授業担当 市川博之

責任者 口臨書官構造学分野

授業細目 A.人体解剖学縦倫

火-3・4
対象年次 2年次

B1講義室

曜日一時限 水-1・2 講義室名 B3講義室 科目番号 即日制211
金一3・4

学期 3セメスター
B1実習室

授業の目標 目標と目的:献体制度や人体の基本構造について理解させる。

並びに目的 概要献体制度や人体の方向 ・部位について説明を受け、器官系の構成要素と器官の基本

と概要 構造を学ぶ。

一般目標人体解剖学における総論的内容を理解する。

学習の到達 個別目標:①献体制度の概要について説明できる。

目標 ②人体における方向用語や部位の用語を正しく用いることができる。

③骨 ・筋 ・内臓 ・脈管 ・神経 ・感覚器の基本繕造を概説できる。

授
回 数 授 業 内 "廿h 担当者

1-2 A-1 解剖学概説 【A-1-1)】【8-1】 市川博之

業
鈴木敏彦

3-12 A-2 骨学・筋学総論 【G-3-1，3， 4)】【E-2-1，2，3，4】
佐藤匡

13-19 A-3 内臓学総論 【G-3-1，3，4)】【E-2-1，2，3，4】
市川博之

計 清水良失

20-32 
A-4 神経学(脳実習を含む)・脈管学総論 【G-3-1，3，4)】

清水良失
【E-2-1，2，3，4】

画
32-34 試験 【G-3・1，3，4)】【E-2-1，2，3，4】 教室員全員

「人体の構造』の全てに共通する留意事項:

- 授業はシラパスの!闘亨通りに行われるわけではないので注意すること(初回

に進行表を配布する)。

- 学習を進めるよである程度の基礎的事項は記憶しなければならないが、教科

アドバイス 書的な記述の全てを丸暗記するのではなく、目の前の実際の人体の姿を客観的に

観察し、個体の情造や変異について理解することが肝要である。

- 解剖学実習で用いるご遺体は、全て本人の生前の意思による献体である。医

療従事者育成のために深い理解を示されたご本人と家族の期待に背かないよう、

高い倫理観を持って実習に臨んでほしい。

授業や実習に使用する資料の一部は前日までに配布するので、予習を行うことが

授業時間外学習 望ましい。人体に関する用語は多岐にわたり、その構造は複雑であるが多い。毎

回の授業後の復習が必須である。

テキスト・教材・参考書害事
参考書 :伊緩隆、解-81)学講義、南山堂

実習書:浦良治:実習人体解剖図譜、南江堂

成績平価の方法
筆記試験および平常点(出席、実習態度等)による。筆記試験は、d酒鋤器②

脈管 ・神経③内臓@河本肢・体幹⑮買頭部に分けて行う。
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授業科目 人体の構造 授業担当 市川 博之

責任者 口腔器官構造学分野
授業細目 B 体総 ・体肢

火-3・4
対象年次 2年次

81講義室

曜日一時限 水一1・2
学期 3セメスター

講義室名 83講義室 科目番号 即E-D印211
金一3・4 81実習室

授業の目的 目標と目的 :体幹・体肢の情造について理解させる。

と概要 概要体幹 ・体肢を構成する骨・筋 ・関節 ・内臓・脈管 ・神経の構造を学ぶ。

一般目標:人体を構成する骨 ・筋・臓器の基本構造を理解する。

学習の到達
個別目標:①上肢 ・下股の骨 ・筋 ・関節 ・脈管 ・神経について説明できる。

目標
②体肢の骨・筋 ・関節・脈管 ・神経について説明できる。

③胸部及び腹部内臓の名称と位置を説明できる。

④頭蓋骨の形と構造とを説明できる。

回 数 授 業 肉 廿円句 担当者

捜 ， ......1 8 B-1 上肢 【0-3-1.3.4)】
鈴木敏彦・佐藤匡他

教室員全員

業
B-2 胸部及び腹部 【G-3-1.3.4)】

佐藤匡他
19-28 

教室員全員
富十

29-50 B-3 下肢 【0-3-1.3.4)】
佐藤匡 ・清水良失他

画 教室員全員

51-56 B-4 頭部離断(頭蓋骨を含む)【E-2-1.2.3.4】
佐藤匡 ・清水良央他

教室員全員

「人体の構造』の全てに共通する留意事項:

- 授業はシラパスの順序通りに行われるわけではないので注意すること(初回

に進行表を配布する)。

- 学習を進める上である程度の基礎的事項は記憶しなければならないが、教科

ア ドバイス 書的な記述の全てを丸暗記するのではなく、目の前の実際の人体の姿を客観的に

観察し、個体の構造や変異について理解することが肝要である。

- 解剖学実習で用いるご遺体は、全て本人の生前の意思による献体である。医

療従事者育成のために深い理解を示されたご本人と家族の期待に背かないよう、

高い倫理観を持って実習に臨んでほしい。

授業や実習に使用する資料の一部は前固までに配布するので、予習を行うことが

授業時間外学習 望ましい。人体に関する用語は多岐にわたり、その構造は複雑であるが多い。毎

固の授業後の復習が必須である。

テキスト・教材・参考書等
参考書:伊藤隆、解剖学講義、南山堂

実習書:浦良治:実習人体解剖図譜、南江堂

成績l評価の方法
筆記試験および平常点(出席、実習態度等)による。筆記試験は、 d漣動器②

脈管・神経@澗臓④体肢・体幹⑮頭部に分けて行う。
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授業平ヰ目 人体の構造
授業担当 市川 博之

責任者 口腔器官権造学分野
授業細目 C.頭部 ・頚部

対象年次 2年次
81講義室

権回一時限 木-3・4
学期 4セメスター

講義室名 83講義室 科目番号 DDE--D印211
81実習室

授業の目的 目標と目的:口腔を含むE騒部の立体的構造と機能を理解させる。

と概要 概要:頭頚部を構成する骨・筋・関節・ 内臓・脈管・神経の構造を学ぶ。

一般目標:口腔を含む頭頚部の立体的構造とそれらの機能を理解する。

個別目標:①頭頚部の骨格筋・脈管・神経その他の情造物について説明できる。

学習の到達 ②頭部と頚部との連絡を説明できる。

目標 ③ 口腔の体表解剖学的構造を説明できる。

④ 口腔粘膜の深部にある構造物とその位置関係を説明できる。。

⑤平鍋撹器 ・視覚器の精進を説明できる。

回 数 授 業 肉 "台h 担 当者

授 清水良失 ・

1-2 C-l 顔面浅層 【E-2-1，2，3，4】 佐藤匡他

教室員全員

清水良央 ・
業 3-6 C-2 顔面深層 【E-2-1，2，3，4】 佐藤匡他

教室員全員

7-8 ひ3 口腔 ・咽頭 .D憶買 ・鼻腔 【E-2-1，2，3，4】
佐藤匡・清水良失他

教室員全員
言十 佐藤匡他

9......10 0-4 平衡聴覚器 【E-2-1，2， 3，4】
教室員全員

1 1-1 2 0-5 視覚器 ・上顎洞 【E-2-1，2，3，4】
佐藤匡他

教室員全員
画

13-14 C-6 特別講義 【E-2-1，2，3，4】 非常勤講師

15-16 C-7 試験 【E-2-1，2，3，4】 教室員全員

「人体の構造」の全てに共通する留意事項 :

- 授業はシラパスの順序通りに行われるわけではないので注意すること

(初回に進行表を配布する)。

- 学習を進める上である程度の基礎的事項は記憶しなければならないが、

アドバイス 教科書的な記述の全てを丸暗記するのではなく、目の前の実際の人体の姿を

客樹句に観察し、個体の構造や変異について理解すること仰干要である。

- 解剖学実習で用いるご遺体は、全て本人の生前の意思による献体である。

医療従事者育成のために深い理解を示されたご本人と家族の期待に背かない

ょう、高い倫理観を持って実習に臨んでほしい。

授業や実習に使用する資料の一部は前固までに配布するので、予習を行うこ

授業時間外学習 とが望ましい。 人体に関する用語は多岐にわたり、その備造は複雑であるが

多い。毎回の捜業後の復習が:記、須である。

テキス ト・教材・参考書等
参考書:伊藤隆、解剖学講義、南山堂

実習書 :浦良治 :実習人体解剖図譜、南江堂

成績評価の方法
筆諒式験および平常点(出席、実習態度等)による。筆記試験は、倒観器

⑫!配管・神経③内臓@河本脹 ・体幹⑤頭頭部に分けて行う。
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授業平ヰ目 歯のかたち 授業担当 市川博之

責任者 口腔器官構造学分野
授業細目 各論(講義 ・実習)

対象年次 2年次
81講義室

曜日一時限 木-1・2
学期 4セメスター

講義室名 83講義室 科目番号 阪-D印212
81実習室

授業の目的 目標と目的:歯のかたち・歯列・岐合について理解させる。

と概要 概要 :それぞれの歯における構造の名称やかたち、歯列・岐合や、それらの変異を学ぶ。

一般目標:個々の歯の形態ならびに歯列、岐合について理解する。

個別目標 :① 三表微などに従って左右の歯部制IJする方法を説明できる。

②全ての歯について、個々の歯の形態的特徴を説明できる。

学習の到達 ③歯列弓の湾曲について説明できる。

目標 ④上下顎の歯の基本的対岐関係を説明できる。

⑤前歯部および臼歯部の岐合様式を分類できる。

⑥接触点およUI礎在歯聞の空隙について説明できる。

⑦主な歯や歯列の変異形態について説明できる。

回 数 授 業 内 廿.，." 担 当者

捜 市川博之・佐藤 匡
1・2 歯の鑑別の手JI債、切歯 【E-3-1)】

矢島健大他

3・4 犬歯 【E-3-1)】
市川博之・佐藤匡

矢島健大他
業

市川博之・佐藤匡
5・6 小臼歯【E-3-1)】

矢島健大他

7-10 大臼歯 【E-3-1)】
市川博之・佐藤匡

富十
矢島健大他

， ，・， 2 乳歯 【E-3-1)】
市川博之・佐藤匡

矢島健大他

1 3・14 歯列・岐合 -歯の変異 【E-3-1)】
市川博之・佐蕨匡

画 矢島健大他

1 5 鑑別実習 【E-3-1)】
市川博之・佐藤匡

矢島健大他

アド1¥イス
歯科医療に携わるものにとって、歯の形態的特徴に基づいて個々の歯を鑑別

できることは基本中の基本である。確実な学習を望む。

授業や実習に使用する資料は、授業初日に配布するので、これを用いて予習

授業時間外学習 を行うことが望ましい。歯に関する用語は数多く、その形も複雑で、個人差

もある。毎回の授業後の復習が必須である。

テキスト・教材・参考書等 教科書は特に指定しない。随時、参考書等を紹介する。

成績評価の方法 筆記試験および平常点(出席、実習態度等)による。
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授業科目 人体の発生 授業担当 笹野泰之

授業細目 人体の発生
責任者 顎口腔組織発生学分野

晦日一時隈 金一1，2
対象年次

3セメスター 講義室名 B1講義室 科目番号 即E-D印213J
学期

授業の目標 目標と目的 :個体の発生の仕組みと人体諸器官の発生を理解させる。

並びに目的 概要各種疾患の病態を根本から理解するための礎として、人体と多棚包生物の発生を細胞

と概要 や分子のレベルで学ぶ。

一般目標:人体および多細胞生物の発生機構を理解する。

学習の到達 個別目標:① 個体発生と器官発生を概説できる。

目標 ② 発生機構を細胞や分子のレベルで慨見できる。

③ 器官発生と先天異常を概説できる。

回 数 授 業 内 国廿明 担当者

1 導入及び概説 【0-3-2)】
大隅典子

(医学系研究科)

2， 3 
発生学概要 ・モデル生物、 【Gー3-2)】 大隅典子

授 遺伝と遺伝子・ 発生研究技術 (医学系研究科)

4， 5 細胞分裂、細胞分化 【Gー3-2)】
若松義雄

(医学系研究科)

業
6， 7 初期発生1，2 【0-3-2)】

若松義雄

(医学系研究科)

8， 9 器官発生1，2 【Gー3-2)】
若松義雄

言十 (医学系研究科)

1 0， 1 1 神経堤繍包 【0-3-2)】
若松義雄

(医学系研究科)
画 脳の発生、顔面の発生、感覚器の発生 大隅典子

1 2、13 
【Gー3-2)】 【E-2-3)】 (医学系研究科)

1 4 幹細胞生物学、附iaD説 【0-3-2)】
大隅典子

(医学系研究科)

1 5 特別講義 【0-3-2)】 外部講師

- 高等学校程度の生物学の知識がある』とが望ましい。全学教育科目 『生命科

学C Hω18n BiologyJ r生命と自然からだの生物学J等で学んだ内容を復習し

ておくこと。

アドJ¥イス • 3セメスターの前半で受講する『人体の細胞と組織総論」での理解が重要

となるので、「人体の発生』の授業開始前に十分に復習しておくこと。

- 細かい単語の暗記は必要ないが、発生の仕組みを感覚的に理解してもらいた

し、。

授業時間外学習 • 「人体の細胞と組織」の 「総論」の復習が、『人体の発生Jの予官に繋がる。

- 授業の復習を欠かさないこと。

「エッセンシャル発生生物学JJonathan Slack著、大隅典子訳 羊土社

テキスト ・ 教材 ， ~考書毒事 「人体発生学』南山堂

「ラングマン人体発生学第11版」メデイカルサイエンスインターナショナル

成績評価の方法 筆記鼠験で評価する。再試験は1固に限って実施する。
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授蛸ヰ目 人体の細胞と組織 授業担当 笹野泰之

授業細目 A.講義(鱒命・各論) 責任者 顎口腔組織発生学分野

金ー1，2
対象年次 3セメスター

61講義室

曜日一時限 火一1，2
学期 4セメスター

講義室名 62講義室 科目番号 ∞E-[刷 214J

金-3，4 62実習室

綬書院の目標 目標と自的..全身を織成する細胞と組織の形態と機能を理解させる。

並びに目的 概要総論で人体の基本単位である細胞と組織について学び、各論で細包と組織がどのように器官を織成し

と概要 人体を構築するのかについて学ぶ。

一般目標 どのように細線カ湘織を、また組織が器官を織成するのかを理解する。

学習の到達 個別自標:①細胞、組織、緩官の関係カ句蹴できる。

目標 ②細胞と組織の形態と機能の特徴が説明できる。

③器官の全体像から微細構造までを役割をふまえて説明できる。

固 数 授 業 内
調甘』 担当者

1、2 (縦命)細胞 【C-2-3)】【C-2-4)】 笹野泰之

3 (縦命)上皮組織 【C-3-4)ー(1)】 笹野泰之

4 (鱒命)結合組織 【C-3-4)ーω】 笹野泰之

5 (樹齢血液 ・骨髄 【C-3-4)ー(4)】 中村 l!j 

6 (総論)骨 ・軟骨組織 【C-3-4)ー(2)】 笹野泰之

授 7 (縦命)筋組織 【ひ3-4)-ω】 中村恵

8、9 (総論)縛唯組織 1、2 【C-3-4)ー(句】
天野修

(月勝大学歯学部)

業 1 0 (各論)リンパ組織 【Gー3-4)ー(4)】
中村雅典

(昭和大学歯学部)

1 1 (各論)循環器系 【C-3-4)ー(4)】 笹野泰之

計
1 2 (各論)皮膚 【C-3-4)一(1)】 中村恵

13、14 (各論)内分泌系 1、2 【C-3-4)ー(9)】 中村恵

1 5、16 (各論)消化器系 1、2 (食道、胃、小腸、大腸) [C-3-4)ーm】 中村恵

画 1 7 (各論)消化器系 3 (JJ干臨胆暴篠臓〉 【Gー3-4)一(7)】
菱川善隆

(宮崎大学医学部)

1 8 (各論)呼吸器系 【C-3-4)ーω】 笹野泰之

19 (各論)泌尿器系 【ひ3-4)一(10)】 笹野泰之

20、21 (各論)男性生殖器系 1、2 【か3-4)ー(11)】 笹野泰之

22、23 (各論)女性生殖器系 1、2 【C-3-4)ー(11)】 中村恵

24 (各論)視覚器 【C-3-4)ー(6)】 笹野泰之

25 (各論)平衡聴覚器 【C-3-4)ー(6)】 笹野泰之

• 3セメス告ーに受総する『総槍Jでの理解カ常に重要となる。不明な点は教員に積循約に質問すること。

基本となる 「総論』の知機カ場につlす1ま、 4セメス告ーに受信する『割舶の理解カ寝まる。

アドJ，イス • 『人体の細胞と組織論議(制禽・各論)Jは「人体の細胞と組織実習』と関遣させながら学奮するこ

と。

• 「人体の細告と組織』の理解には全身僻伴の錦織カ午可欠である。授業科目『人体の機動をしっかり

勉強するζと。

- 高等学校程度の生物学の匁瑚断ある』とカ湿ましい。全学教育税目『生命科学C 人体の構造と彼能そし

て環唆Jr生命と自然からだの生物学J等で学んだ内容を復習しておくこと。

授業時品物本学習 . 下記で紹介するテキスト等を読み、予習、復習をすること。『入F稿欄浮改訂第2版』は細胞組織学の工

ッセンスカ匂易な言葉で説明されているので理解し易く、高等学校で生物学を大学受験科目として屡修しなか

った学生に特に薦めたい。

「入門曲目段挙改訂第2飯』牛木辰男(南江盆}

テキスト ・教材._考書有事 「組織学鴫T20版J阿部和厚・牛木辰男 {爾山堂)

「機準組織学紛輸・各論第5版』藤田尚男 ・藤田恒夫・岩永敏彦・石村和敬(医学書冊

3セメスターと4セメス~ーのそれぞれの学期末で実施する諒験の成績を総合して評価する。再試験は 1 回
成績利面の方法 に限って実脆する。「僚議{総論・各自由)Jと「実習』の濁方の合絡をもって、『人体の級車担と組織Iの単位取

得を偲める。
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授業科目 人体の細胞と組織 授業担当 笹野泰之

授業細目 B.実習
責任者 顎口腔組織発生学分野

金一1，2
対象年次 3セメスター

曜日ー時限 火.-1，2 金
学期 4セメスター

講義室名 82実習室 科目寄号 阪 4刷 21ω
-3，4 

綬業の目標並 目標と目的全身を構成する細胞と組織の形態と織能を理解させる。

ぴに目的と概 概要 :組織標本を肉眼と光学顕微量産を通して観察し、組織構造を学ぶ。その際、顕微鏡像をスケッチし、自分の

要 目で組織の特徴を捉え、所見をまとめる能力を養う。

一般目標 どのように細胞が組織を、また組織カ鳴官を構成するのかを理解する。

学習の到達目 棚 IJ目標①細胞、組織、器官の関係洲蹴できる。

標 ②細胞と組織の形態と機能の糊蜘明朗できる。

③細胞と組織の顕微鏡像の特蜘税明できる。

回 数 綬 業 肉 容 担当者

1 光学顎微鏡の使用法 【0-3-4)】
笹野泰之、中村恵、

帆.t-01eOYang 

2 よ皮組織、結合組織 【0-3-4)ー(1)】 【0-3-4)ー(2)】
笹野泰之、中村恵、

伽0聞 Yang

綬 3 血液 ・骨髄 【0-3-4)ー(4)】
笹野泰之、中村恵

眺.MJ剛 Yang

4 骨 ・軟骨組織 【0-3-4)一α)】
笹野猿之、中村恵、

• 眺.MJ四、 Yang

5 筋組織 【0-3-4)一(め】
笹野泰之、中村恵、

眺.t-01eOYang 

言十 笹野泰之、中村恵、
6 皮膚 【Gー3-4)ー(1)】 腕.t-01eOYang 

函 7、8 内分泌系 [0-3-4)一(1)】
笹野泰之、中村恵、

腕rα官、 Yang

9-11 消化器系 【Gー3-4)ー(η】
笹野泰之、中村恵、

伽-<llenYang 

12 呼吸器系 【Gー.3-4)ー(8)】
笹野泰之、中村恵、

鰍.MJ珊1Yang 

13 泌尿器系 【0-3-4)ー(1ω】
笹野泰之、 中村 恵、

帆.t-01eOYang 

• 『人体の級車起と組織実習」の学習には「人体の細胞と組織講穣(縦薗・各論i)Jの理解カ句可欠。

アドバイス • OI型車と実習の両方に出席して悩直に学習するζとカ報集を理解するよで最も効果的。

• rAn Atlas of Hi stologyJを教科書として千量定する。実習には必ず持って来ること。

- 毎回『人体の細胞と組織講穣(結権・各論i)Jを予習して議事監に臨み、議事直に続く実習に取り組むこと。

授業時間外学習 - 実習後に該当する「人体の細胞と組織総理E偽猶・各論)Jを復習することで理解カ寝まり、効率的な学習と

なる。

テキスト ・教材 ・参考.等 『加 Atlasof HistologyJ Shu-Xin Zhang (Springer) 

実習諒験で評価する。再読験Iま1回のみ実施する。実習への2/3以上の出席を「人体の細胞と組織』の単位取

成績評価の方法 得要件とする。スケッチを綬業への取絡みとして務価する。 rit義(総議・各掛』と『実習」の両方の合絡をも

って、 「人体の細胞と組織」の単位取得を飽める。
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授業科目 口腔の細胞組織と発生
捜業担当 笹野泰之

責 任者 顎口腔組織発生学分野

授業細目 A.講義

曜日一時隈
火-1.2 対象年次

4セメスター 講義室名
B2講義室

科目番号 DOE~印215J
金'-3.4 学期 B2実習室

授業の目標 目標と目的口腔を構成する細胞と組織の形態と機能および発生を理解させる。併せて、口

並びに目的 腔に関する導入科目として、将来の口腔医療の専門家として学ぶことを意識付ける。

と概要 概要:構造・機能と発生を学ぶことを通して、人体における口腔細包組織の特徴を学ぶ。

一般目標 :口腔がどのような細胞組織から構成され、どのように発生するのかを理解する。

学習の到達 個別目標:①細胞、組織、口腔諸器官の関係カ鴨説できる。

目標 ② 口腔の細胞と組織の形態、機能および発生の持徴が説明できる。

③ 口腔諸器官の全体像から枇細構造までを役割をふまえて説明できる。

回 数 慢 業 内 "廿‘『 担当者

1、2 口腔の細胞組織総論 岳会2)】【E-3-1)】 中村恵

授 3、4 口腔の発生総論 【ト2-3)】[E-3-1)】 中村恵

業
5 総論まとめ庄一2-2)】【E-2-3)】庄一3-1)】 中村恵

6、7 エナメル質・象牙質 ・歯髄 1、2 【E-3-1)】 笹野泰之

百十
8、9 セメント質 ・歯板膜 ・歯槽骨 1、2 【E-3-1)】 笹野泰之

画
1 0、11 歯肉 ・口腔粘膜、舌、唾液腺 1、2 圧-2-2)】[E-3-1)】 笹野泰之

1 2、13 顔面 ・口腔・歯の発生1、2 【ト2-3)】【E-3-1)】 中村恵

1 4、15 関連研究紹介 1、2 【E-2-2)】【E-2-3)】【Eー3-1)】俳8-1)】
笹野泰之

中村恵

• 「人体の細胞と組織』で習得する知識が必須である。特lこ3セメスターで受

講する 「総論Jでの理解が重要となるので、 「口腔の細胞組織と発生」の授業開始

アドJ¥イス
前に十分に復習しておくこと。

• 「口腔の細胞組織と発生講義」は『口腔の細胞組織と発生実習」と関連

させながら学習すること。

- わからない点は教員に積極的に質問すること。

• 『人体の細胞と組織』の『縦命Jの復習が、 「口腔の細胞組織と発生』の予習

授業時間外学習 に繋がる。

- 授業の復習を欠かさないこと。

「口腔組織 ・発生学第2版J脇田、前回、中村、網塚編 (医歯薬出版)

テキスト ・教材・参考.等 rOral AnatαllY， Histology and Entlryology 5怯 EditionJ

Berkovitz，肋 Iland.Moxh訓編 (Mosby，Elsevier) 

成績評価の方法
試験で評価する。需式験は1回に限って実施する。「講義」と「実習』 の両方の合

格をもって、「口腔の細胞組織と発生」の単位取得を認める。

内。
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授業平ヰ目 口腔の細胞組織と発生 慢業担当 笹野泰之

授業細目 B.実習
責 任者 顎口腔組織発生学分野

曜日一時限
火-1，2 対象年次

4セメスター 講義室名
B2講義室

科目番号 即E-DEN215J
金~3， 4 学期 B2実習室

授業の目標 目標と目的:口腔を構成する細胞と組織の形態と機能および発生を理解させる。

並びに目的 概要 :組織標本を肉眼と光学顕微鏡を通して観察し、口腔の組織構造を学ぶ。その際、顕微

と概要 鏡像をスケッチし、自分の目で組織の特徴を捉え、所見をまとめる能力を養う。

一般目標 口腔がどのような細胞組織から構成され、どのように発生するのかを理解する。

学習の到達 個別目標①細胞、組織、 口腔調書官の関係が概説できる。

目標 ② 口腔の細胞と組織の形態、機能および発生の特徴が説明できる。

③ 口腔をつくる細胞組織の顕微鏡像の特徴が説明できる。

回 数 授 業 肉 廿再』 担当者

捜
笹野泰之

1、2 エナメル質 ・象牙質 ・歯髄 1、2 【E-3-1)】 中村恵、肋令官、Yang
業

笹野繁之
3、4 セメント質・歯根膜 ・歯槽骨 1、2【E-3-1)】 中村 恵、肱炉偽聞 Yang

言十

5、6 歯肉 ・口腔粘膜、舌、略星夜腺 1、2【E-2-2)】[E-3-1)】
笹野繁之

画
中村 恵、肱炉偽聞 Yang

7、8 実習総括[E-2・2)】【E-2-3)】【ト3・1)】
笹野泰之

中村恵、肱Ml1enYang 

• 「人体の細胞と組織Jで習得する知蜘切要である。相こ3セメスターで受講する 『縦命』

での理解が重要となるので、 「口腔の細胞組織と発生」の綬業開始前に十分に復習しておく こと。

アドバイス • 『口腔の糊包組織と発生講義Jと『口腔の細胞組織と発生 実習Jと関連させながら学習

すること。講義と実習の両方に出席して地道に学習することカ鴨業を理解する上で最も効果的。

- わからない点は教員に積極的に質問すること。

• 「人体の細胞と組織Jの『縦命」の復習が、『口腔の細包組織と発生』の予習に繋がる。

授業時間外学習 - 実習後に該当する『口腔の細胞組織と発生講義』の復習をすると理解カ寝まり、効率的な
学習となる。

『口腔組織・発生学第2版』 脇図、前回、中村、網塚編(医歯薬出版)

テキスト ・教材・参考書等 rOral Anatany. Histology and Entryology 伊 Edi t i cnJ Berkov i tz. Ho 11 and. ftlxh釧編

CMosby. Elsevier) 

実習試践で評価する。帯撒は1固のみ実施する。実習への2/3以上の出席を『人体の細胞

成績評価の方法 と組織』の単位取得要件とする。スケッチ提出を授業への取組みとして評価する。「講義Jと

『実習』の両方の合格をもって、「口j穫の細目欄織と発生」の単位取得を認める。
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授業科目
生体分子の科学I

(生体分子の構造と機能) 授業担当 高橋信博

生体構成分子の
責任者 口腔生化学分野

授業細目
構造と機能

曜日一時隈 火-3・4
対象年次 2年次

講義室名 A3講義室 科目番号 DOE~印21ω
学期 4セメスター

授業の目標
私たちヒトをはじめ生物の身体を形作り存在ならしめる「生側務成分子Jである核酸、タン

並びに目的
パク質、糖質、指質の構造を、分子レベルで学び、その分子構造から生体構成成分の機能を

と概要
理解することを目標とする。なお、核酸の分子構造とその機能については授業細目「遺伝情

報の発現と制御Jで学ぶ。

一般目標 :生命を構成する基本物質について理解する。

学習の到達 個別目標 :①アミノ酸とタンパク質の構造および機能について説明できる。

目標 ②糖質の情造およt鵬能について説明できる。

③脂質の情造およt織能について説明できる。

回 数 慢 業 内 開廿』 担当者

慢
1 生化学序論 :歴史と概要 【Gート1) • Cー2-1)】 高樹罰尊

業
2 タンパク質の構造 【Gー2-1)】 鷲尾純平

3 タンパク質の機能 【cー2-1)】 鷲尾純平

言十
4 糖質の構造 【Cー2-1)】 鷲尾純平・安彦友希

画 5 糖質の機能 【C-2-1)】 鷲尾純平・安彦友希

6 指質の構造 【Cー2-1)】 鷲尾純平

-具体的な授業日程については授業ネ万回に周知する。

アド1¥イス
-本綬業内容の理解には、基本的な物理、化学、生物学の修得を必痩とする。一見複

雑な生体構成分子も、生体においては理にかなった構造をとっており、優れた機能を

発律している事実を理解したい。

授業時間外学習 『一般医化学Jrビジュアル生化学・分子生物学Jの該当箇所の通読を勧める。

テキスト ・教材・参考'等
テキスト‘一般匿化学(南山堂)、ビジュアル生化学・分子生物学(日本医事新報社)

参考書 .ヴオート生化学(東京化学同人)、ハーパ一生化学(丸善)

成績評価の方法 筆記試験(講義への出席率を加味する場合がある。)

zu 

の
L



授業科目
生体分子の科学I

(生体分子の構造と機能) 授業担当 高橋信博

責 任者 口腔生化学分野

授業細目 物質代謝

曜日一時隈 火-3・4
対象年次 2年次

講義室名 A3講義室 科目番号 DOE~印21ω
学期 4セメスター

授業の目標
私たちヒトをはじめ生物は生存に必要なエネルギーを 「化学反応JIこよって得ている。この

並びに目的
一連の化学反応を 「物質代謝』あるいは 「代謝」といい、代謝反応は「酵素JIこよって制御

と概要
される。本捜業では、エネルギー産生の仕組みと、主要なエネルギー産生基質である糖質と

脂質の代謝過程、さらに、多様なアミノ酸代謝過程を理解することを目標とする。

一般目標 :生命を構成する基本物質について理解する。

個別目標 :① 生体内におけるエネルギー利用について説明できる。

学習の到達 ②アミノ酸とタンパク質の代謝について説明できる。

目標 ③ 糖質の代謝について説明できる。

④脂質の代謝について説明できる。

⑤ 酵素の機能と主な代謝異常について説明できる。

回 数 捜 業 内 "廿‘『 担当者

1 • 2 生体エネルギー論 【G-l-1)】 高樹 罰尊
授

3・4 酵素と酵素反応論 【G-l-l). G-2・1)】 高欄 言1専

業
5・6 糖代謝経路 【Cート1) • G-2-1)】 高樹言博

言十
7・8 電子缶違系と酸化的リン酸化 【G-l-1) • G-2-1)】 高樹言博

9 • 1 0 
糖質の代謝分解と合成および糖質代謝との相関

高欄 罰専
【C-l-1) • G-2-1)】

画
タンパク質代謝と代謝回転 【G-l-1) • G-2-1)】 高樹言博1 1・12 

1 3・14 
アミノ酸の代謝分解と合成および代謝疾患 【Cート1).

高欄 罰尊
G-2-1)】

-本綬業の理解には、基本的な物理、化学の嬬援を必要とする。一見複雑な代謝周芯

ア ド1¥イス も物理、化学の原則に沿った巧妙な化学反応からなっており、生物とは効率の高いエ

ネルギー機関であることを理解したい。

慢業時間外学習 『一般医化学Jrビジュアル生化学・分子生物学Jの該当箇所の通読を勧める。

テキスト ・教材・参考'等
テキスト .一般匿化学 (南山堂)、ビジュアル生化学・分子生物学(日本医事新報社)

参考書 .ヴオー ト生化学 (東京化学同人)、ハーパ一生化学 (丸善)

成績評価の方法 筆記試験(講義への出席率を加味する場合がある。)
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授業科目
生体分子の科学I

(生体分子の構造と機能) 授業担当 高橋信博

遺伝情報の発現
責 任者 口腔生化学分野

授業細目
と伽脚

曜日一時隈 火-3・4
対象年次 2年次

講義室名 A3講義室 科目番号 DOE~印21ω
学期 4セメスター

生物の特徴は、『物質 ・エネルギーの流れ』と「情報の流れ』を持つことである。情報の流

捜業の目標
れの中心となるものは遺伝子であり、その本態は『核酸 (DNA)Jである。本授業では、

核酸の構造やゲノムという遺伝子の基礎に始まり、 DNA複製、そして転写、翻訳といった、
並びに目的

一連の遺伝情報が読みとられタンパク質として遺伝引育報が発現する過程を理解すること
と概要

を目標とする。さらに、近年長足の進歩が見られる遺伝子工学、遺伝子診断、遺伝子治療の

基礎を学ぶ。

一般目標 :遺伝子と遺伝について理解する。

個別目標 :①遺伝子(染色体)の情造とセン トラルドグマについて説明できる。

学習の到達 ② DNAの複製と修復の機序について説明できる。

目標 ③転写と転写調節の機序について説明できる。

④翻訳の機序について説明できる。

⑤遺伝性疾患の発生の機序について説明できる。

回 数 捜 3長 内 開廿』 担当者

1 核酸の構造、合成と分解 【0-2-2).。ー2-3)】 鷲尾純平
授

2 DNAの複製と修復 【Gー2-2)】 鷲尾純平

業 3・4 RNAの合成(原核細包と真核棚包の転写)【C-2-2)】 鷲尾純平

言十
5 タンパク質の合成(翻訳) 【C-2-1). C-2-2)】 鷲尾純平

6 タンパク質の修飾と分泌 【0-2-1) • C-2-2)】 鷲尾純平

画 遺伝子工学・遺伝子診断・遺伝子治療 【Cー2-2). 佐藤拓ー7・8
C-2-3)】 {新潟大学)

-現代の最先端隼餅ヰ学の1領場である遺伝子も、これまで学んできた生化学の知識

アド1¥イス から十分理解することが可能である。しかし、その理解には論理的思考力や洞察力が

求められる。

撞業時間外学習 『一般医化学Jrビジュアル生化学・分子生物学Jのi妥当箇所の通読を勧める。

テキスト・教材・参考書等
テキスト・ 一般医化学(南山堂)、ビジュアル生化学・分子生物学(日本医事新報社)

参考書.ヴオート生化学(東京化学同人)、ハ-1¥.一生化学(丸善)

成績評価の方法 筆記鼠験(講義への出席率を加味する場合がある。)
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授業科目
生体分子の科学E

(口腔工コシステムの枠学) 捜業担当 高橋信博

責任者 口腔生化学分野

授業細目 情報伝達の分子機構

曜日一時限
月一1 対象年次 2年;欠

講義室名 A3講義室 科目番号 DOE~印221J
木-3・4 学期 4セメスター

生物は、遺伝子という時空を越えた情報伝達に加え、短期間の情報伝達である細胞内、細胞

授業の目標 問、そして組織・臓器開の情報伝達によって統合されている。本授業では、その機構と特徴

並びに目的 を分子レベルで理解し、それが身体の分化・発育、外的刺激に対する恒常性維持等の多くの

と概要 生命現象と関連していることを理解する。さらに、情報伝達の異常がその原因のひとつとな

るがんについて理解する。

学習の到達
一般目標:細胞のコミュニケーションについて理解する。

目標
個別目標:受容体を介するホルモン、サイ トカイン等による細胞問、細胞内の情報伝達機構

を概説できる。

捜
回 数 捜 業 内 円甘向 担当者

1 情報伝達の基本システム 【G-2-4). G-3-4)】 鷲尾純平

業
2 

各種ホルモンの情報伝達シスァム 【G-2-4). 
鷲尾純平

G-3-4)】

3 
アポトーシスとサイトカインネットワーク

鷲尾純平
言十 【C-2-3). G-2-4)】

4.5 がんの生化学 【か2-3). G-S-6)】 本橋lまづみ
伽齢医学研究所)

画

-現在進展が著しい生化学のー領峨である情報伝達機構も、これまで学んできた生化

ア ドバイス 学の知識で理解することが可能である。しかし、情報伝達の統合的理解には組織 ・臓

器に関する「解剖学Jr組織学:Jr生理学」との知識の統合が必要である。

授業時間外学習 『一般医化学』の該当箇所の通読を勧める。

テキスト.一般医化学(南山堂)、口腔生化学(医歯薬出版)

テキスト・教材・参考書等 参考書;ビジュアル生化学・分子生物学(日本醤事新報社)、ヴオート生化学(東京化

学同人)、ハ.-J~一生化学(丸善)

成績評価の方法 筆記誼験(謙譲への出席率を加味する場合がある0)
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授業科目
生体分子の科学E

(口腔エコシステムの科学) 授業担当 高橋信博

口腔構成分子の
責任者 口腔生化学分野

授業細目
構造と機能

曜日一時限
月一1 対象年次 3年次

講義室名 A3講義室 科目番号 凶Hl印221J
木-3・4 学期 5セメスター

授業の目標 本授業では、顎顔面口腔領域を形作る諸器官・組織の構造と機能を分子レベルで理解するこ

並びに目的 とを目的とする。とくに歯学の対象となる歯、歯周組織、 口腔粘膜、顎骨・筋、時色濃等を生

と概要 化学的に学ぶことを通して、歯学学問領織の重要性とその特徴を学ぶ。

一般目標
個別目標

学習の到達

回線

きる。
できる。
。

回 数 捜 業 内 開曾h 担当者

1-3 全【身C-と3-口4腔)】組織の血液循環、血液成分、老廃物処理機構 鷲尾純平

捜 4 時色宅長 【C-3-4)， E-2-2)】 鷲尾純平

5 筋と神経 【C-3-4)】 高樹言↑尊

業

6 結合組織と歯周組織 【C-3-4)】 高樹言博

言十
結合組織の代謝動態 【Cー3-4)】 高樹罰専7 

画 8 炎症反応 【C-5-5)】 高樹言博

9 • 1 0 歯と硬組織 【C-3-4)】 高樹罰幕

， ，・ 12 硬組織の代謝 【Gー3・4)】 高樹言博

主カ可鶴能と怠筆る。 者諜舗で関した鰐謹器調アドJ¥イス
lこ 科目
よって、はじ

授業時間外学習 『一般医化学』および f口腔生化学Jの該当箇所の通読を勧める。

テキスト :一ジ、ー般ュパア医一ル化生生学化化学(学南山(・丸分堂善子))、生口物腔学生(化日学本書(医事歯新薬報出社版)、) テキスト・教材・参考書等 参学考同書人)、ピJ ヴオート生化学(東京化

成績評価の方法 筆記試験(講義への出席率を加味する場合がある。)
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授業科目
生体分子の科学E

(口腔エコシステムの科学) 授業担当 高橋信博

口腔エコシステムと
責任者 口腔生化学分野

授業細目
口腔疾患

曜日一時限
月一1 対象年次 3年次

講義室名 A3講義室 科目番号 凶Hl印221J
木-3・4 学期 5セメスター

授業の目標
歯学領域で頻繁に遭遇する疾患、う蝕と歯周病は、口腔全体を生態系として捉えることで理

並びに目的
解が容易になる。本授業では、 口腔全体をホス ト (歯、粘膜、唾液等)とパラサイト(口腔

と概要
共生微生物叢)からなる 1つのヱコシステム(生態系)として捉え、これら口腔疾患や口腔

関連疾患の発症機序を理解することを目標とする。

一般目標 :口腔エコシスァムと口腔疾患について理解する。

学習の到達
個別目標 :① 口腔エコシステムについて説明できる。

目標
②歯の硬組織の疾患、歯髄 ・根尖歯周組織疾患の病因と病態について説明できる。

③歯周疾患の病因と病態について説明できる。

④他の口腔関連疾患について説明できる。

授
回 数 授 業 内 "廿h 担当者

1 
口腔エコ シスァムと 口腔周囲器官 【E-3-1). 

高樹罰尊
E-3-2) . E-3-3)】

業
2-4 う蝕 【E-3-2)】 高樹罰尊

5・6 歯周病 【E-3-2)】 真柳弦
言十 ⑩学イノベーションリ工、えノセ万ー)

7・8
その他の口腔関連疾患(口臭症、顎顔面口腔領犠感染症

鷲尾純平
など) 【E-2-4) • E-3-2)】

画

-具体的な授業日程については授業初回に周知する。

-口腔を1つのエコシステム(生態系)として捉える考え方は新しく、今後の歯学の

アド1¥イス 方向の1っと思われる。とりわけそのエコシステムの構成メン1¥'ーである莫大な数の

パラサイト(口腔共生微生物叢)は、私たちホストと巧妙なバランスをとりながら共

存しており、その理解は口腔のみならず全身の健康を考えるよで重要である。

授業時間外学習 『一般医化学』および『口腔生化学」の該当箇所の通読を勧める。

ァキスト・ 一般医化学(南山・分堂子)、生口物腔学生(化日学本昌(医事歯新薬報出社版)、) 
テキスト ・教材・多考書等 参考書:ビジュアル生化学 ヴオート生化学(東京化

学同人)、ハーパ一生化学(丸善)

成績評価の方法 筆記詰験(講義への出席率を加味する場合がある。)
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授業科目
生体分子の科学E

(口腔エコシステムの科学) 授業担当 高橋信博

責任者 口腔生化学分野
授業細目 栄養生化学

曜日一時限
月一1 対象年次 3年次

講義室名 A3講義室 科目番号 凶Hl印221J
木-3・4 学期 5セメスター

授業の目標
ヒト体内で生じる物質代謝を健康科学から見れば、栄饗学となる。私たちヒトは、「栄養J
として口から物質を取り込み、そこからエネルギーと必要な物質を得ている。本授業では、

並びに目的
三大栄養素とビタミン・ミネラルの役割を栄養生化学的に理解し、さらに口腔の健康に関わ

と概要
る食物について理解することを目標とする。

一般目標 :三大栄養素とビタミン ・ミネラルの役割を栄饗生化学的に理解する。

学習の到達 個別目標 :① 生体内におけるエネルギー利用について説明できる。

目標 ② 口唇 ・口腔 ・顎顔面領域に症状を現すビタミン欠乏症とその症状について

列挙できる。

捜
回 数 捜 業 内 R廿H 担当者

1-4 
栄饗学の基礎(ニ大栄養素、ビタミン、ミネフル)

高橋信1導・安彦友希
【C-2-1)】

業
5 ビタミンの生化学 【Gー2-1)】 高橋信博・安彦友希

言十

画

-日常何気なく使っている 「栄養」の意味を理解するためには、これまでに学んでき

アドJ¥イス
た生化学の知識とその考え方が不可欠である。口は栄養の入り口であり、将来、 臨床

に関わるものの常識として栄養学を確実に修めて欲しい。さらに、食事と口腔疾患と

の関わりについて理解を深めて欲しい。

授業時間外学習 『一般医化学』および f口腔生化学Jの該当箇所の通読を勧める。

ァキスト :一般医化学 (南山堂)、口腔生化学(医歯薬出版)

テキスト・教材・参考書等 参考書 :ビジュアル生化学・分子生物学 (日本醤事新報社)、ヴオート生化学(東京化

学同人)、ハーパ一生化学(丸善)、

成績評価の方法 筆記試験(講義への出席率を加味する場合がある。)
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授業科目
生体分子の科学E

(口腔エコシステムの科学) 授業担当 高橋信博

責任者 口腔生化学分野
授業細目 生化学実習

曜日一時限
月一1 対象年次 3年次

講義室名
A3講義室

科目番号 回Hl印221J
木-3・4 学期 5セメスター A3実習室

授業の目標 本実習は、生化学・分子生物学実験法の原理・手技を理解し、実践することを通して、実験

並びに目的 科学の基礎を学ぶことを目標とする。さらに、得られた実験結果を論瑚句に考察し、再構成

と概要 し、発表する力を修得する。

一般目標 :生化学 ・分子生物学実験法の原理 ・手技について理解する。

学習の到達 個別目標:<D主化学 ・分子生物学実験法の原理 ・手技について説明できる。

目標 告演験結果を論甜句に考察し、 再構成し、発表することができる。

授
回 数 授 業 内 R官H 担当者

1 実習概論:生化学的研究の基礎理論 【A-2-1)】 高樹罰導他

業
2・3

生化学実習機器概論 :生化学実験機器の基礎原理
鷲尾純平他

【A-2-1)】

4.5 
生化学実習 I 生体分子の分離定量法(比色法と分光ス

鷲尾純平他
言十 ペクトラム)【A-2-1)】

6.7 
生化学実習II:生体分子の機能(タンパク質の酵素機能)

鷲尾純平他
【G-2-1)】

画 生化学実習m:分子生物学 (核酸抽出 とPC R) 
8・9

【C-2-2)】
鷲尾純平他

-実習では、個々人の取り組み方で得られるものが大きく異なる。自主的に実験し、

アドJ¥イス 考察し、発表することが重要である。また、実験を安全に成功させるためには、実験

機器の取級い等についての説明をよく聞き、十分理解しておくことが不可欠である。

慢業時間外学習 『一般医化学』および『口腔生化学」の該当箇所の通読を勧める。

テキスト一田:;実般本臨習医事書化新学報(社南)山、テキスト ・教材・参考書等 参生物考書学: 堂ヴ)、 口腔ト生生化化学学((東医京歯化薬学出同版人)、)ビジュアル生化学(・丸分善子) 
( ォ一 、ハーパ一生化学

成績評価の方法 筆記試験(講義への出席率を加味する場合がある。)
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授業科目
生体分子の科学E

(口腔エコシステムの科学) 授業担当 高橋信博

責任者 口腔生化学分野
授業細目 口腔生化学実習

曜日一時限
月一1 対象年次 3年次

講義室名
A3講義室

科目番号 回Hl印221J
木-3・4 学期 5セメスター A3実習室

授業の目標 本実習は、生化学実習での修得内容を応用し、 口腔生化学、とりわけう蝕や歯周病といった

並びに目的 口腔疾患に関する実習を行うことを通して、歯学研究の一端を体験し理解することを目標と

と概要 する。

学習の到達
一般目標:口腔生化学に関する実験j去の原理 ・手技について理解する。

個別目標 :①口腔生化学に関する実膨去の原理・手技について説明できる。
目標

@演験結果を論理的に考察し、再構成し、発表することができる。

授
回 数 捜 業 内 R廿H 担当者

1・2
口腔生化学実習 1:歯質脱灰試験と無機質分析

鷲尾純平他
【E-3-2)】

業
3・4

口腔生化学実習 E デンタルプフークの酸産生能
鷲尾純平他

【E-3-2)】

5・6
口腔生化学実習m:唾液の機能(緩衝能と酵素活性)

鷲尾純平他
言十 【G-2-1)， G-3-4)】

画

-実習では、個々人の取り組み方で得られるものが大きく異なる。自主的に実験し、

アド1¥イス 考察し、発表することが重要である。また、実験を安全に成功させるためには、実験

機器の取扱い等についての説明をよく聞き、十分理解しておくことが不可欠である。

授業時間外学習 『一般医化学』および f口腔生化学」の該当箇所の通読を勧める。

ァキスト :実習書

テキスト ・教材・参考書等 参考書 :一般医化学(南山堂)、口腔生化学(医歯薬出版)、ビジュアル生化学 ・分子

生物学(日本醤事新報社)、ヴオー ト生化学(東京化学同人)、ハーパ一生化学(丸善)

成績評価の方法 筆記試験(講義への出席率を加味する場合がある。)
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授業科目 生体の機能 授業担当 中井淳一

責任者 口腔生理学分野
授業細目 生理学の基礎

曜日一時限 月一3・4
対象年次 2年次

講義室名 A3講義室 科目番号 凶Eー0印217J
学期 4セメスター

授業の目標
目標と目的生理学という学問を概観し、その基礎となる一般的な分子生物学的・細胞生物

並びに目的
学的知識、人体の老化を習得する。

と概要
概要:r生理学とはどういう学問か」、ホメオスタシス、成長と機能的発達、老化、細胞が共

通してもっている機能について解説する。

一般目標:生理学における総論的内容を理解する。

個別目標 :①生理学という学聞がどういう学聞か、その特徴を説明できる。

学習の到達 ② ホメオスタシスを説明できる。

目標 ③人体の成長、機能的発達を説明できる。

④老化、寿命、老化に伴う細胞 ・組織の機能的変化を説明できる。

⑤細胞内小著書官の働きや細胞膜の一般的性質を説明できる。

捜
回 数 捜 業 内 円甘句 担当者

業 1 
生理学序論、人体の成長と老化 【Cー3-2)母渇1，<r3-3)① 

中井淳一
@③】

百十 2 
細胞内崎署官の機能、細胞周期 【ひ2-2)(1渇，ひ2-3)①

安藤恵子
③】

3 エネルギー代謝 【<r2・1)<1渇】 安藤恵子
画

「生体の機能』の全てに共通する留意事項

- 授業はシラパスの順序通りに行われるわけではないので注意すること(初回

に進行衰を配布する)。

- 生理学は、生命が維持される “しくみ"の理解を目指す学問であり、分子レ

アド1¥イス ベルから器官レベル、さらには個体レベルの行動発現に至る、多岐にわたる内容

を含んでいる。解剖学や生化学の知識も必要となる。高校理科3科目、すなわち、

物理、化学、生物の全てが関係する分野でもある。必要に応じて、高校理科の教

科書、参考書に遡って予習、復習すると、一見遠回りなようでかえって学習効率

が向上する場合もある。

毎回の授業後の復習は非常に大切である。また、本細目の学習に必、要な晶校理科

授業時間外学習 の関連事項として生物(細胞の構造とはたらき、生命活動とエネルギーなど)が挙

げられる。

教科書 :基礎歯科生理学(医歯薬出即日 :全身生理学と口腔生理学の両者を一通り

カバーしているが、内容をよく理解するためには他のテキス卜の参照が必要にな

テキス卜・教材・参考書等 ることカTある。

参考書 :標準生理学(医学劃現):非常に詳しい。一般生理の参考書

生理学テキス ト (文光堂)入門書として最適。 一般生理の参考書

成績評価の方法 筆記鼠験 (出席不足者には受験資格を認めない。再試験は1回のみ行う。)
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授業科目 生体の機能 授業担当 中井淳一

責任者 口腔生理学分野
授業細目 体液と血液の生理学

曜日一時限 月一3・4
対象年次 2年次

講義室名 A3講義室 科目番号 凶Eー0印217J
学期 4セメスター

授業の目標
目標と目的 :植物機能の基礎となる体;夜、血液のはたらきについて理解させる。

並びに目的

と概要
概要:体液、血液の構成要素(成分)のはたらきについて解説する。

一般目標 :体液や血液の機能を理解する。

個別目標①体;夜、血液の構成要素(成分)と、その役割について説明できる。

学習の到達 ②体液、血液のイオン組成について説明できる。

目標 ③造血器官と造血機構を説明できる。

④止血および統容の過程や血液型について説明できる。

慢
回 数 捜 業 内 開廿』 担当者

1 
体液(細胞外液と細胞内紛 【Gー3-4)ー(4)④1，C-3-4)ー(10)

工藤忠明
②】

業
2 aL混血液型 【C-3-4)一(4)@⑥】 工藤忠明

言十
3 リンパ液、脳脊髄液 【cー3-4)ー(4)⑤】 工藤忠明

4 血小板 ・灘固系、線溶系 【C-3-4)一(4)⑦】 工藤忠明

画

- 本細目は生体内部の恒常性の維持(ホメオスタシス)を考える上で重要であ

る。循環、呼吸、原生成、消化などの植物機能を学習する際の基礎となる。

アドJ¥イス - 血液は、“流動性のある器官'と考えるべきものであり、多様な細胞や物質が

含まれて循環している。体液の恒常也維持に、血液は必須の役割を担う。

- 傷口からの出血を防ぐための小血管の閉鎖にも血液の機能が必要となる。

授業時間外学習
毎回の授業後の復習は非常に大切である。また、本細目の学習に必要な高校理科

の関連事項として生物(動物体内の輸送系な却が挙げられる。

教科書 :基礎歯科生理学(医歯薬出即日 :全身生理学と口腔生理学の両者を一通り

カバーしているが、肉容をよく理解するためには他のテキストの参照が必要にな

テキス卜・教材・参考書等 ることカTある。

参考書 :標準生理学(医学劃現):非常に詳しい。一般生理の参考書

生理学テキス ト (文光堂)入門書として最適。 一般生理の参考書

成績評価の方法 筆記鼠験 (出席不足者には受験資格を認めない。再詰験は1回のみ行う。)
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授業科目 生体の機能 授業担当 中井淳一

責任者 口腔生理学分野
授業細目 循環生理学

曜日一時限 月一3・4
対象年次 2年次

講義室名 A3講義室 科目番号 凶Eー0印217J
学期 4セメスター

授業の目標
目標と目的 :循環機能における心臓と血管の役割について理解させる。

並びに目的
概要:心臓、血管系の情造を確認した後、それぞれの機能、メカニズムについて解説する。

と概要

一般目標循環機能における心臓と血管の役割、動作機序を理解する。

個別目標:①心臓のポンプ作用を構造に基づいて説明できる。

学習の到達
②心臓の自動能と興奮伝導系について説明できる。

目標
③心筋活動電位の発生機序(分子機構)の特徴を説明できる。

④心電図の基本原理、心電図波形について説明できる。

⑤血圧を決める因子、血圧調節のしくみについて説明できる。

⑥循環調節に関与する神経系、ホルモンについて説明できる。

授 回 数 捜 業 内 "廿‘『 担当者

業 1-2 血液循環、心機能、自動能 【か3-4)ー(4)<1ゆ】 中井淳一

計 3 刺激伝導系、イオン機構、心電図、 【G-3-4)ー(4)①】 中井淳一

画 4 血管、血圧調節、循環調節 【Gー3-4)一(4)③】 中井淳一

- 心臓のポンプ作用を理解するためには、心臓の構造の理解が必須である。

- 心筋の活動電位と、神経細胞や骨格筋の活動電位を比較してみるとよい。固

有心筋と特殊心筋の波形の違い、イオン機構の違いも理解すること。

アドJ¥イス - 心電図波形を理解するためには、活動電位を理解すると共に、刺激伝導系か

ら心臓内部での興奮伝播の様子を立体的に頭の中に想起できるとよい。

- 血圧の維持、物質交換においては、細動脈、毛細血管が重要な役割を担って

いることに留意すること。

毎回の授業後の復習は非常に大切である。また、本細目の学習に必、要な事項とし

授業時間外学習 て、解剖学的知識、イオンチャネルの機造と機能、ナ トリウムポンプの働き、物

理(流体の運動・力学)が挙げられる。

教科書 :基礎歯科生理学(医歯薬出即日 :全身生理学と口腔生理学の両者を一通り

カバーしているが、内容をよく理解するためには他のテキストの参照が必要にな

テキスト・教材・参考書等 ることカtある。

参考書 :標準生理学(医学割安):非常に詳しい。一般生理の参考書

生理学テキス ト (文光堂)入門書として最適。一般生理の参考書

成績評価の方法 筆書蹴験 (出席不足者には受験資格を認めない。再試験は1回のみ行う。)
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授業科目 生体の機能
授業担当 中井淳一

責任者 口腔生理学分野

授業細目 呼吸生理学

曜日一時限 月一3・4
対象年次 2年次

講義室名 A3講義室 科目番号 凶Eー0印217J
学期 4セメスター

授業の目標 目標と目的 :呼吸機能の意義、呼吸運動やガス交換のしくみについて理解する。

並びに目的 概要 :呼吸器系の情造を確認した後、呼吸のしくみ、気道防衛樹賞、肺気量の測定、ヘモグ

と概要 ロビン、酸塩基平衡、呼吸運動の調節について説明する。

一般目標:呼吸機能の意義、呼吸運動やガス交換のしくみについて理解する。

学習の到達
個別目標 :①呼吸運動を司る駆動系(神経、筋、肺、胸郭)について説明できる。

②肺気量分画、死腔量、肺胞換気量について説明できる。
目標

③肺胞気や血液中のガス組成(ガス分Eについて説明できる。

④呼吸調節に関与する神経系について説明できる。

捜
回 数 授 業 内 "廿h 担当者

業 1 呼吸器、肺胞換気、ガス交換 【G-3-4)一(8)①】 中井淳一

2 呼吸運動、肺気量の測定 【C-3-4)ー(8)②】 中井 淳一
言十

3 ヘモグロビン、酸塩基平衡、呼吸調節 【G-3-4)一(8)②】 中井淳一

画

- 健常者の安静呼吸時には、呼吸運動に使われるエネルギーが少なくてすむよ

うなしくみが備わっている。

アドJ¥イス
. 呼吸は、循環と密綾な関連があることに注目する。呼吸運動に目が奪われが

ちであるが、ガス交換と血液循環が正常に機能して初めて呼吸が成立する。

. 呼吸が生体肉の恒常性の維持にどう関わっているか、を考える。

授業時間外学習
毎回の慢業後の復習は非常に大切である。また、本細目の学習に必要な事項とし

て、解剖学的知識、生化学の知議、、化学(ガス分圧、緩衝系)が挙げられる。

教科書:基礎酎ヰ生理学(医歯薬出即日 全身生理学と口腔生理学の両者を一通り

カバー しているが、内容をよく理解するためには他のテキストの参照が必要にな

テキスト ・教材・参考書等
ることがある。

参考書 :標準生理学(医学劃境):非常に詳しい。一般生理の参考書

生理学テキス ト (文光堂)入門書として最適。 一般生理の参考書

成績評価の方法 筆記説験 (出席不足者には受験資格を認めない。再試験は1回のみ行う。)
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授業科目 生体の機能 授樹脂 中 井 淳 一

責任者 口腔生理学分野
授業細目 消化と吸収の生理学

曜日一時隈 月一3・4
対象年次 2年;欠

講義室名 A3講義室 科目番号 即E-D印217J
学期 4セメスター

授業の目標 目標と目的:消化管における消化、吸収のしくみについて理解させる。

並びに目的 概要 ・消化管の構造を確認した後、消化管の運動や、各栄養素が消化される過程(消化酵素

と概要 の役割を含む)について説明する。

一般目標 .消化管における消化、吸収のしくみについて理解する。

個別目標①消化管の神経系(腸管神経系と外来性自律神経系)について説明できる。

学習の到達
②消化管の運動について説明できる。

目標
③消化液(唾液含む)の分泌機序を説明できる。

④唾液の役割を列挙して説明できる。

⑤ 三大栄養素の消化、吸収過程と、それに関連する消化酵素を説明できる。

⑥排便の神経・筋メカニズムを説明できる。

捜
回 数 捜 業 肉 "廿h 担当者

業
1 口腔内の消化と唾液 【cー3-4)ー(7)①】 千葉美麗

言十

2-4 消化、吸収と排便 【C-3-4)ー(7)(I怠渇】 千葉美麗
画

- 消化管機能の自律性、すなわち外来性神経の指令がなくともかなりの』とが

できる、ということに注目する。

- 消化には、管腔内消化と膜消化があることに留意する。

アド1¥イス - 消化管のタンパク質分解酵素では、管腔内に外分泌されて初めて活性化され

るものが多い。その意義を考える。

- 消化管ホルモンの内分泌と、消化液の外分泌を区別すること。

- 排便には、体性神経と自律神経の両者が関与する。

授業時間外学習
毎回の授業後の復習は非常に大切である。また、本細目の学習に必要な高校理科

の関連事項として生物(動物の栄養など)が挙げられる。

教科書:基礎歯科生理学(医歯薬出即日 全身生理学と口腔生理学の両者を一通り

カバーしているが、内容をよく理解するためには他のテキストの参照が必要にな

テキスト・教材・参考書等
ることがある。

参考書 :標準生理学(医学劃境):非常に詳しい。一級生理の参考書

生理学テキス ト (文光堂)入門書として最適。一般生理の参考書

成績評価の方法 筆記諒験 (出席不足者には受験資格を認めない。再試験は1回のみ行う。)
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授業科目 生体の機能 授樹脂 中 井 淳 一

責任者 口腔生理学分野
授業細目 神経生理学の基礎

曜日一時隈 月一3・4
対象年次 2年;欠

講義室名 A3講義室 科目番号 即E-D印217J
学期 4セメスター

授業の目標
目標と目的 :興奮性細包における興奮現象と神経細胞聞の情報伝達について理解する。

並びに目的
概要 :細胞内外のイオン組成、細胞膜の基本的性質、受容体、チャネル、輸送体、平衡電位、

と概要
静止膜電位、電気緊張性電位と活動電位、興奮伝導、シナプス伝達、統合、可塑性について

説明する。

一般目標 :興奮性細胞における興奮現象と神経細胞聞の情報伝達について理解する。

個別目標①細胞内外のイオン組成、平衡電位、電気化学的勾配について説明できる。

②受容体、 イオンチャネルの構造と機能、輸送体について説明できる。

学習の到達 ③静止電位とその発生機序を説明できる。

目標 ④電気緊張性電位と活動電位を説明できる。

⑤興奮伝導のしくみを説明できる。

⑥電気シナプスと化学シナプスでの伝達とそのしくみについて説明できる。

⑦ シナプスにおける統合、可塑性について説明できる。

慢
回 数 捜 業 内 円官句 担当者

1-2 
イオン組成、膜の性質、受容体、 チャネル、輸送体

中井淳一
業 【Cー3-4)一(5)⑧】

言十 3-4 静止電位、膜電位変化、興奮伝導 【cー3-4)ー(5)⑧】 中井淳一

画 5-6 興奮の伝達、情報の統合、可塑性 【cー3-4)ー(5)⑨】 中井淳一

アドJ¥イス
- 神経や筋肉の興奮に関連する重要細目であり、十分理解を深める必要がある。

- 高校理科の電気物理(オームの法則な日を復習しておくとよい。

授業時間外学習
毎回の授業後の復習は非常に大切である。また、本細目の学習に必要な高校理科

の関連事項として生物(動物の神経おや物理(電気物密が挙げられる。

教科書:基礎歯科生理学(医歯薬出版):全身生理学と口腔生理学の両者を一通り

カバーしているが、内容をよく理解するためには他のテキストの参照が必要にな

テキスト ・教材・参考書等 ることがある。

参考書 ;標準生理学(医学劃境):非常に詳しい。 一般生理の参考書

生理学テキスト(文光堂)入門書として最適。一般生理の参考書

成績評価の方法 筆記試験 (出席不足者には受験資格を認めない。再試験は1回のみ行う。)
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授業科目 生体の機能
授業担当 中井淳一

責任者 口腔生理学分野

授業細目 自律神経生理学

曜日一時限 月一3・4
対象年次 2年次

講義室名 A3講義室 科目番号 凶Eー0印217J
学期 4セメスター

授業の目標 目標と目的 :生体内の恒常性を自動的に維持する神経系のしくみについて理解させる。

並びに目的 概要:自律神経系の解剖学的な構成を確認した後、自律神経の遠心路と求心路の機能につい

と概要 て説明する。

一般目標:生体内の恒常性を自動的に維持する神経系のしくみについて理解する。

個別目標 :① 自律神経系の構成について説明できる。

学習の到達
② 二重神経支配と措抗性支配について説明できる。

目標
③ 
各器官への具体的作用について説明できる。

④②があてはまらない器官について説明できる。

⑤ 自律神経遠心路の神紺云達物質と受容体について説明できる。

授
回 数 捜 業 内 R廿H 担当者

業
1-2 交感神経系 【Cー3-4)一(5)笹沼海】 安勝恵子

言十

3 
画

副交感神経系 【C-3-4)ー (5)③】 安藤恵子

- 自律機能;は、自律神経系と内分泌系が車の両輸のように担っている。

- 交感、副交感神経の各器官への作用については、“交感神経は緊急事態で働

く"、“副交感神経はリラックスしたときに働く"と理解すると、器官ごとに

アドI~イス 逐一記憶しないで済む。

- 神経伝達物質と受容体に関する知識は、作用機序を理解する際に必要となる。

- 自律神経は側主神経と協調して実際の機能を担うことが少なくない(呼吸、排

原や排便)。

授業時間外学習 毎回の授業後の復習は非常に大切である。また、解剖学的知識を必要とする。

教科書:基礎酎ヰ生理学(医歯薬出即日 全身生理学と口腔生理学の両者を一通り

カバーしているが、内容をよく理解するためには他のテキストの参照が必要にな

テキスト ・教材・参考書等
ることがある。

参考書 :標準生理学(医学劃境):非常に詳しい。一般生理の参考書

生理学テキス ト (文光堂)入門書として最適。 一般生理の参考書

成績評価の方法 筆書蹴験 (出席不足者には受験資格を認めない。再試験は1回のみ行う。)
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授業科目 生体の機能 授樹脂 中 井 淳 一

責任者 口腔生理学分野
授業細目 筋生理学

曜日一時隈 月一3・4
対象年次 2年;欠

講義室名 A3講義室 科目番号 即E-D印217J
学期 4セメスター

授業の目標
目標と目的 :筋肌備の様式、肌備の分子樹務について理解させる。

並びに目的
概要まず骨格筋について説明を行う。筋の構造を確認した後、筋机備の型の種類、机簡の

と概要
分子機構について説明する。最後に、骨格筋、心筋、平滑筋の3者について、収縮機構など

の違いについて説明する。

一般目標 .筋収縮の様式、収縮の分子機構について理解する。

個別目標①膜の構造と筋原線維の構造について説明できる。

学習の到達
②筋収縮の型(強縮、等尺性、等張性帆縮)について説明できる。

目標
③筋収縮の分子機構と、筋節の“長さー張力関係"について説明できる。

④筋樹監の構造と機能に基づく分類と、筋の疲労について説明できる。

⑤筋紡錘の役割と、その感度を調節するしくみについて説明できる。

⑥骨格筋、心筋、平滑筋の構造や機能の共通点、相違点について説明できる。

授
回 数 捜 業 肉 "廿h 担当者

業
1-2 筋の構造と機能 【G-3・4)ー(3)任ゆ】 中井淳一

言十

画
3 筋収縮のメカニズム 【G-3-4)ー(3)②】 中井淳一

- 生理学授業細目「神経生理学の基礎Jと、解制学の筋の構造の細目をよく復

習しておくこと。筋机縮の分子機構の理解に必須である。

- 骨格筋についてまず理解を深めた上で心筋や平滑筋をながめ、共通点、相違

アドJ¥イス 点を検討するとよい。

. この細目で扱う筋の疲労とは、主観的な“疲労感"をいっているのではない。

- 骨格筋には、筋紡錘という感覚受容器が僻コっていることに注目する。

- 口腔生理学の唱曙筋機能の理解に必須の細目である。

授業時間外学習
毎回の授業後の復習は非常に大切である。また、本細目の学習に必h要な関連事項

としてイオンチャネルの構造と機能、輸送体、生化学の知識が挙げられる。

教科書基礎餅ヰ生理学(医歯薬出臨む:全身生理学と口腔生理学の両者を一通り

カバーしているが、内容をよく理解するためには他のテキストの参照が必要にな

テキスト ・教材・参考書等
ることカfある。

参考書 :標準生理学(医学劃碇):非常に詳しい。一般生理の参考書

生理学テキスト(文光堂)入門書として最適。一般生理の参考書

成績評価の方法 筆記諒験 (出席不足者には受験資格を認めない。再試験は1回のみ行う。)
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授業科目 口腔の機能
授業担当 中井淳一

責 任者 口腔生理学分野

授業細目 感覚生理学

曜日一時限
火-2・ 対象年次 3年次

講義室名 A1講義室 科目番号 凶Eー0印泣2J3.4 学期 5セメスター

授業の目標 目標と目的 :感覚機能全般に通ずる事項と各種感覚機能の役割や機序について理解する。

並びに目的 概要:感覚機能全般に共通する事項を説明した後、各種感覚を受容する末梢機序や感覚情報

と概要 処理の中枢機序について説明する。

一般目標感覚機能全般に通ずる事項と各種感覚機能の役割や機序について理解する。

学習の到達 個別目標 :① 感覚の種類、闇値について説明できる。

目標 ②各種感覚を受容する末梢機序(受容器など)や伝導路、感覚情報処理の中枢

機序について説明できる。

捜
回 数 捜 3長 内 開廿』 担当者

1 感覚総論、内臓感覚 【C-3-4)ー(6)③】 安藤恵子
業

2 体性感覚 【C-3-4) 一 (6)~場】 安藤恵子

計 3 視覚 【C-3-4)ー(6)①】 安藤恵子

画
4 聴覚・平衡感覚 【C-3・4)ー(6)①】 安藤恵子

「口腔の機能』の全てに共通する留意事項

- 本科目には全身生理学に関する細目も含まれている。授業はシラパスの順序

通りに行われるわけではないので注意すること(初回に進行表を配布する)。

ア ドI~イス 細目「感覚生理学JIこ関して

- 各種感覚の受容機構と伝導路、中枢をしっかり学習すること。

. 受容された感覚情報のごく一部が意識にのぼり知覚されることに注意する。

物理化学的な刺激の強さと知覚の大きさとの関係は一定ではない。

授業時間外学習
毎回の授業後の復習は非常に大切である。また、本細目の学習に必要な事項とし

て解剖学的知識、組織学の知識が挙げられる。

教科書基礎餅ヰ生理学(医歯薬出即日 :全身生理学と口腔生理学の両者を一通り

カバー しているが、内容をよく理解するためには他のテキストの参照が必要にな

テキスト ・教材・多考書等
ることカtある。

参考書 :標準生理学 (医学劃境):非常に詳 しい。一般生理の参考書

生理学テキス ト (文光堂)入門書として最適。一般生理の参考書

成績評価の方法 筆言蹴験 (出席不足者には受験資格を認めない。再試験は1回のみ行う。)
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授業科目 口腔の機能
授業担当 中井淳一

責 任者 口腔生理学分野
授業細目 口腔・顔面の感覚生理学

曜日一時限
火-2・ 対象年次 3年次

講義室名 A1講義室 科目番号 凶Eー0印泣2J3.4 学期 5セメスター

授業の目標 目標と目的 :口腔機能に関連した感覚種の役割や受容機序について理解する。

並びに目的 概要:口腔感覚に関する縦命的説明をした後、各種目腔感覚を受容する末梢機序や感覚情報

と概要 処理の中枢機序について説明する。

一般目標:口腔機能に関連した感覚種の役割や受容のしくみについて理解する。

個別目標:① 口腔体性感覚の特徴について説明できる。

②歯根膜感覚の受容機構について説明できる。

学習の到達 ③歯髄と象牙質の痛みの受容機構について説明できる。

回線 ④痛みと鎮痛に関わる末梢・中枢機序を説明できる。

⑤味覚 ・喚覚に関わる末梢 ・中枢機序を説明できる。

⑤ 下顎位や顎関節の運動に関する感覚の受容機構について説明できる。

⑥昧覚 ・嘆覚に関わる末梢・中枢機序を説明できる。

慢
回 数 捜 業 内 開:ff 担当者

1 口腔感覚総論、歯根膜感覚【Gー3-4)一 (6)~④" E-2-2)⑨】 平業美麗
業

2 痛みと鎮痛 【C-3-4)ー(6)④" E-2-2)⑨】 千葉美麗

3 歯髄と象牙質の痛み 【Cー3-4)一(6)④1，E-2-2)⑨】 干葉美麗
言十

4 筋と顎関節の感覚 【C-3-4)一(紛②1，E-2-1辺海】 工藤忠明

画 5 昧覚・嘆覚 【C-3-4)ー(6)①" E-2-2)⑩】 工藤忠明

- 細目“感覚生理学"の体性感覚を復習しておく」と。

- 歯髄、歯根膜や顎関節と他の身体部位の体性感覚との類似点や相違点に注目

アドバイス する。

- 化学感覚(味覚、嘆婚の障害は食欲、延いては全身の健康状態にも影響を及

ぽすため、その受容機構の理解は重要である。

授業時間外学習
毎回の授業後の復習は非常に大切である。また、本細目の学習に必要な高校理科

の関連事項として生物(外界の刺激と動物の反応、動物の行動)が挙げられる。

教科書:基礎餅ヰ生理学(医歯薬出即日 全身生理学と口腔生理学の両者を一通り

カバーしているが、内容をよく理解するためには他のテキストの参照が必要にな

テキスト ・教材・参考書等
ることカfある。

参考書:標準生理学(医学劃境):非常に詳しい。 一般生理の参考書

生理学テキス ト (文光堂)入門書として最適。一般生理の参考書

成績評価の方法 筆記鼠験 (出席不足者には受験資格を認めない。再試験は1回のみ行う。)
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授業科目 口腔の機能
授業担当 中井淳一

責 任者 口腔生理学分野
授業細目 高次神経機能生理学

曜日一時限
火-2・ 対象年次 3年次

講義室名 A1講義室 科目番号 凶Eー0印泣2J3.4 学期 5セメスター

授業の目標 目標と目的 :覚醒・醐民や高次脳機能について理解する。

並びに目的 概要 :大脳皮質の機能局在と視床下部、脳幹網様体賦活系、脳波の発生機序、醐民・覚醒に

と概要 ついて説明する。さらに言語、学習、記憶について説明する。

一般目標 高次脳機能とそれを支える脳部位について理解する。

学習の到達
個別目標 :① 醐民と脳波、脳皮の発生機序について説明できる。

② 睡眠 ・覚醒に関与する脳部位と神経機構について説明できる。
目標

③言語中枢を説明できる。

④ 記憶の種類、 記憶の過程、学習の機序を説明できる。

捜 回 数 捜 3長 内 開廿』 担当者

業 1 種眠・覚醒、脳波 【か3・4)ー(5)④】 中弁 淳一

言十 2 脳機能の全体論と局在論、言語機能 【G-3-4)ー(5)④】 中井淳一

画 3 学習と記憶、高次脳機能 【C-3-4)ー(5)④】 中弁 淳一

- 醐民は脳波上で特徴的な波形が現れるため、脳波との関連を意識して学習す

アドJ¥イス
るすること。

- 言語中枢の局在の機能をしっかり勉強すること。

• “学習と記憶"の項目は、 LTPやLTDなどの繁過程を意識して学習する事。

授業時間外学習
毎回の授業後の復習は非常に大切である。また、本細自の学習に必h要な事項とし

て解剖学的知識、特に神経系の解剖学的知識が必要である。

教科書:基礎餅ヰ生理学(医歯薬出船 全身生理学と口腔生理学の両者を一通り

カバーしているが、内容をよく理解するためには他のテキストの参照が必要にな

テキスト ・教材・参考書等
ることカfある。

参考書:標準生理学 (医学書現):非常に詳しい。一般生理の参考書

生理学テキスト(文光堂)入門書として最適。一般生理の参考書

成績評価の方法 筆言蹴験 (出席不足者には受験資格を認めない。再試験は1回のみ行う。)
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授業科目 口腔の機能 授業担当 中井淳一

責任者 口腔生理学分野
授業細目 体温 ・報伝世の生理学

曜日一時限
火-2・ 対象年次 3年次

講義室名 A1講義室 科目番号 凶Eー0印泣2J3.4 学期 5セメスター

授業の目標
目標と目的 :腎臓における原生成、排原と、体温調節のしくみについて理解する。

並びに目的
概要腎臓の構進を復習した後、腎糸球体における，瓶畠、原細管での再吸収や分泌、排尿の

と概要
機序について説明する。水・電解質、浸透圧調節機能、酸塩基平衡、腎障害について説明す

る。また、体温調節では、体熱の産生・放散、発熱とその調節の中枢機序について説明する。

一般目標 :腎臓における原生成、排原と、恒常性維持、体温調節のしくみについて理解す

る。

学習の到達
個別目標①腎血疏の調節、腎糸球体における漉過について説明できる。

②腎原細管における再吸収と分泌を説明できる。
目標

③腎による調節{水、電解質、漫透圧、 pH調節など)を説明できる。

④排原機序を説明できる。

⑤熟産生、発汗、発熱、体温調節の機序を説明できる。

回 数 捜 業 肉 同廿情 担当者

授
1 

腎臓の構造と機能、原の性状、体液量 ・電解質 ・浸透圧
中井淳一

調節機序と異常 【G-3・4)ー(10)C!な③】

業
漉過、再吸収、分泌 【C-3-4)一(10)C!怠⑤】 中井淳一2 

言十
酸塩基平衡、カルシウム代謝調節、排原の機序

3 
【G-3-4)ー(10)③】

中井淳一

画

4 
熱産生 ・放散、皮膚乱賀、発;干、発熱、体温の調節機構

中井淳一
【C-3-4)ー(9)③】

- 腎臓の情造に関する解剖学的、組織学的知識を復習しておくこと。さらに、

毛細血管での物質交換をよく復習し、憤死レベルでは能動輸送、受劃輸送な

アド1¥イス ど物質の移動を復習しておくこと。循環器、内分泌との関係(レニンーアン

ギオテンシンーアルドステロン系)を復習しておくこと。

- 体温調節では、褐色目旨肪細包を復習しておくとよい。

慢業時間外学習
毎回の授業後の復習は非常に大切である。また、本細目の学習に必要な事項とし

て解剖学、組織学、生化学が挙げられる。

教科書:基礎餅ヰ生理学(医歯薬出船 全身生理学と口腔生理学の両者を一通り

カバーしているが、内容をよく理解するためには他のテキストの参照が必要にな

テキスト ・教材・参考書等
ることカtある。

参考書 :標準生理学(医学劃現):非常に詳しい。一般生理の参考書

生理学テキスト(文光堂)入門書として最適。 一般生理の参考書

成績評価の方法 筆言蹴験 (出席不足者には受験資格を認めない。再読験は1回のみ行う。)
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授業科目 口腔の機能 授業担当 中井淳一

責任者 口腔生理学分野
授業細目 運動生理学

曜日一時限
火-2・ 対象年次 3年次

講義室名 A1講義室 科目番号 凶Eー0印泣2J3.4 学期 5セメスター

授業の目標
目標と目的: 中枢神経系、脳血管系の構造と機能、ニューロン、グリアについて学習し、

並びに目的
姿勢制御判埴意運動が達成されるしくみを理解する。

と概要
概要:脊髄や脳の情造と機能、ニューロンとグリアの情成と機能を学習した後、伝導路や反

射、姿勢の維持、リズム運動、随意運動の企画と遂行について説明する。

一般目標;運動には様々な水準がある』と、さらにその発現を調節している脊髄や脳のし

くみについて理解する。

学習の到達
個別目標:①脊髄反射(伸張反射、回曲反射、交叉性伸展反射など)の神経回路と、それ

目標
らの反射の機能的意義について説明できる。

②脳幹を介する姿勢維持に関係した反射について説明できる。

③高次の運動中枢(ー;加重動野、運動前野、補足運動野)について説明できる。

④運動調節における小脳、大脳基樹東の役割を説明できる。

回 数 授 業 内 R官H 担当者

捜
中枢神経系の構造と機能、ニューロンとグリアの構造と

1 
機能、脳血管の構造と機能 【Gー3-4)一(5凋渇⑤】

中井淳一

業

言十 2 
運動野、伝導路、運動制御、小脳運動学習、大脳基底核

中井淳一
【G-3-4)ー(5)④" E-2-1沼湾海ゆ】

画

3 反射、半自動運動、臨意運動 【G-3-4)ー(5)⑥1，E-2-1)⑦】 中弁淳一

- 中枢神経系の解剖をよく復習しておく こと。
アド1¥イス - 反射は重要なので確実に理解するように努めること。

- 大脳基底核J!rープや小脳J!rープは複雑であるがその意義を考えること。

授業時間外学習
毎回の授業後の復習は非常に大切である。また、本細目の学習に必要な事項とし

て神経解剖学、組織学が挙げられる。

教科書:基礎歯科生理学(医歯薬出版):全身生理学と口腔生理学の両者を一通り

カバーしているが、内容をよく理解するためには他のテキストの参照が必要にな

テキスト ・教材・参考書等
ることがある。

参考書 :標準生理学(医学劃暁):非常に詳しい。一般生理の参考書

生理学テキスト(文光堂)入門書として最適。一般生理の参考書

成績評価の方法 筆記鼠験 (出席不足者には受験資格を認めない。再詰験は1回のみ行う。)
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授業科目 口腔の機能 授業担当 中井淳一

責任者 口腔生理学分野
授業細目 下顎の運動生理学

曜日一時限
火-2・ 対象年次 3年次

講義室名 A1講義室 科目番号 凶Eー0印泣2J3.4 学期 5セメスター

授業の目標 目標と目的:顎、額面、口腔領域で発現する運動の役割やその発現機序を理解させる。

並びに目的 概要 :顎、顔面、口腔に関する筋や神経系の確認をした後、各運動の特徴やその発現機序に

と概要 ついて説明する。また、也液の性状、作用について説明する。

一般目標:顎、顔面、口腔領犠で発現する運動の役割やその発現機序を理解する。

個別目標:①顎反射、 下顎位、舌反射、および、顎運動や舌運動の神経 ・筋メカニズム

学習の到達
について説明できる。

目標
②岨鴫の意義、岨鴫時の顎運動、岨曙能率、岨噌過程、岨鴫のパターン発生

機構、岨鳴運動の調節要素、岨鴫の加齢変化について説明できる。

③発声、吸畷、幅吐に関わる神経 ・筋メカニズムについて説明できる。

④聴下の神経・筋メカニズムと誤聴防止のしくみについて説明できる。

回 数 授 業 内 R官H 担当者

授 1・2
顎運動、岨鴫運動・岨鴫能率 【Gー3-4)一(5)⑥， ι2-1)③

工藤忠明
信定⑤】

業 3 下顎反射 ・舌反射 【G-3-4)ー(5)⑥1，E-2-1)⑦1， E-2-2)③】 工藤忠明

言十 発声、吸畷(きゅうてつ)、聴下(えんげ)、 P!i吐{おうと)
千葉美麗4.5 

【G-3-4)ー(5)⑥1，， E-2-1)~溜⑪1， E-2-2)~渇】
画

6 
唾液の性状、作用、異常 【Cー3-4)-(7)①， E-2-2) <2XID， 

千葉美麗
E-2-4)ー(8)笹沼溶か】

- 顎運動は食物の摂取、岨晴、時下、呼吸、発声まで非常に精巧に組み立てら

れた口腔 ・顔面領域の復雑な運動であることに注目すること。

- 岨唱は、生命維持に直接関わる行動であるだけでなく、ホルモン分泌や歯槽

アドバイス 骨の維持、顔貌・審美性、脳神経機能・精神機能などにも関係するため、広

くとらえて学ぶこと。

- 高齢者では誤聴性肺炎が死亡原因となることが多いため、膜下のメカニズム、

誤聴防止のしくみについてよく理解すること。

授業時間外学習
毎回の授業後の復習は非常に大切である。また、本細目の学習に必要な高校理科

の関連事項として生物(外界の刺激と動物の反応、動物の行動)が挙げられる。

教科書:基礎歯科生理学(医歯薬出版):全身生理学と口腔生理学の両者を一通り

カバーしているが、内容をよく理解するためには他のテキストの参照が必要にな

テキスト ・教材・多考書等 ることがある。

参考書 :標準生理学(医学劃境):非常に詳しい。一般生理の参考書

生理学テキスト(文光堂)入門書として最適。一般生理の参考書

成績評価の方法 筆記誌験 (出席不足者には受験資格を認めない。再試験は1回のみ行う。)
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授業科目 口腔の機能 授業担当 中井淳一

責 任者 口腔生理学分野
授業細目 内分泌・生殖・代謝生理学

曜日一時限
火-2・ 対象年次 3年次

講義室名 A1講義室 科目番号 凶Eー0印泣2J3.4 学期 5セメスター

授業の目標 目標と目的 :性腺や生殖器、内分泌器官、ホルモンとその制御、異常について理解する。

並びに目的 概要 :性腺、生殖器、性決定、減数分裂、生殖細胞の形成、女性の性周期について説明する。

と概要 また、肉分泌組織、ホルモン、ホルモン作用、調節、異常について説明する。

一般目標;性腺と生殖器、受精、肉分泌組織、ホルモン作用、内分泌調節、異常について

理解する。

学習の到達 個別目標①性腺、生殖器の構造、機能と性ホルモンについて説明できる。

目標 ②卵巣や子宮の性周期とホルモン分泌、伽階。を説明できる。

③内分泌組織の構造と機能について説明できる。

④ホルモン作用、ホルモンの調節、分泌異常ついて説明できる。

授
回 数 捜 業 内 円甘句 担当者

1 
性腺、生殖器の構造、性の決定、減数分裂、排卵周期、

中井淳一
受精 【Gー3-4)ー(11)①】

業

2 
性ホルモン、ホルモンによる制御、手じ十分泌、、脳の性分

中井淳一
化、発育、思春期の成長、加齢変化【G-3-4)ー(11)①】

言十
内分泌組織 (視床下部、脳下垂体、副腎、障肱甲状腺、

3 
副甲状腺、その他)の構造と機能 【cー3-4)ー(9)(1沼渇】、 安藤恵子

画
4-5 ホルモンの作用、異常、分泌調節 【か3-4)ー(9)(1渇】 安藤恵子

- 月経周期と子宮内膜の変化、ホルモン分泌を対応付けて理解すること。

アド1¥イス - ホルモンはたくさんあり、作用も多岐に及ぶものがあるので個々のホルモン

についてしっかり理解する必要がある。

毎回の授業後の復習は非常に大切である。また、本細目の学習に必要な事項とし

授業時間外学習 て解剖学的知識、組織学の知識、ステロイドホルモンの生化学な知i勧噂げられ

る。

教科書 :基礎歯科生理学(医歯薬出即日 :全身生理学と口腔生理学の両者を一通り

カバーしているが、内容をよりよく理解するために他のテキストも参照すると良

テキスト・教材・参考書等 い。

参考書 :標準生理学(医学書現):非常に詳しい。一般生理の参考書

生理学テキスト(文光堂)入門書として最適。一般生理の参考書

成績評価の方法 筆記鼠験 (出席不足者には受験資格を認めない。再試験は1回のみ行う。)
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授業平ヰ目 生体の機能一応用 授業担当 中井淳一

責任者 口腔生理軒、野

授業細目 生理学実験

曜日一時限 火-3・4
対象年次 3年次

講義室名
A1講義室

科目番号 凶Eー0印泣3J
学期 5セメスター A2実習室

授業の目標
目標と目的 :r生体の機能」と『口腔の機能」で学習した内容の一部について、実際に実験

並びに目的
を行うことによって確認し、 より深く生理学を理解する。

と概要
概要:班分けし、 各実習項目をローテーションですべて回り実習を行う。 1週間後までに実

習レポー トを提出する。

一般目;標:r生体の機能」と『口腔の機能」で学習した内容の一部について、実際に実験を

行うことによって確認し、より深く生理学を理解する。

学習の到達 個別目標 :①各実習項目で行う実習内容について、各学生が説明でき実際に実験を行う

目標 ことができる。

②座学で学習した知識を基に、実験データの解析や、結果の解釈を行うこと

ができる。

回 数 捜 業 内 円甘句 担当者

授 1 • 2 味覚闇値の測定 【G-3・4)ー(6)① E-2・2)⑩】 分野全教員

3・4 唾;夜分泌量の測定 【G-3-4)ー(7)①1，E-2-2)信海】 分野全教員

業 5・6 岨晴効率測定 【G-3-4)ー(7)①" E-2-1辺海】 分野全教員

7・8 皮膚感覚点の計測 【G-3-4)ー(6)②】 分野全教員

言十 9 • 1 0 血圧測定 【G-3-4)一(4)③"G-3-4)一(5)③】 分野全教員

1 1・12 誘発筋電図の記録 【ひ3-4)ー(3)②，ひ3-4)ー(5)(1怠渇】 分野全教員

画
1 3・14 カエル坐骨神経からの活動電位記録 【G-3-4)一(5)⑧】 分野全教員

1 5 実習総括 中井淳一

- 各実習項目の担当教員から説明や注意を聞いた上で、積極的に取り組んでほ

しい。誘発筋電図の実習は、ヒト被験者の腔骨神経に電気刺激を加えるため

慎重に行う必要があるが、内容をよく理解して謝包する限り、極めて安全で

アドJ¥イス ある。

- 実習項目は変更される場合がある(実習開始に先立って進行表を配布する)。

- 実験では、必ずしも座学の知識から予想される実験結果が得られるとは限ら

ない。その遣いの理由あるいは原因をよく考察してみる姿勢が大事である。

授業時間外学習
実習書などを事前によく読んでくること。実習後のレポート作成を通して、座学

で得られた知識を再確認すること。

実習書(教員作劇

テキスト・教材・参考書等 基礎歯科生理学(医歯薬出船

生理学実習書(日本生理学会教育委員会監修、南江堂)

成績評価の方法 実習への参加とレポート(出席は3/4以上必要)
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授業平ヰ目 歯科生体材料の科学I 授業担当 高田雄京

責任者 樹ヰ生体材料学分野
授業細目 歯科生体材料科の基礎

曜日一時限 木-3・4
対象年次 2年次

講義室名 82講義室 科目番号 即E4:>印218J
学期 4セメスター

授業の目標

並びに目的 歯科治療で用いられる生体材料の徳造と力学的、物理的、科学的、生物学的性質を学ぶ。

と概要

学習の到達 歯科治療で用いられる生体材料の構造と力学的、物理的、科学的、生物学的性質を理解し、

目標 説明できる。

回 数 捜 業 内 ~ 担当者

捜 1 概 論 高田雄京

2-4 機棚惟質、レオロジー 高田雄京

業

5-8 物理的性質、化学的性質、生物学的性質 高田雄京

9'10 物質の構造、純物質と混合物の物理化学的性質 高田雄京
計

1 1 -1 4 金属材料、有機材料、無機材料 高田雄京

画
1 5-17 複合材料 ・接着の基礎 高図鑑京

1 8 加工と熱処理 高田雄京

基礎教育科目の物理、化学、生物が基礎となっている。

アドバイス 1 0月-1 1月は1・2時限、 12月以降は3・4時限に講義を行う。

ただし、Covid-19の感染状況によっては、遠隔講義となる場合がある。

配布資料を事前に熟読し、参考書等で下調べをすること。また、講義後は、配

授業時間外学習 布資料をファイルし、重要事項をノー トにまとめる習慣をつける。演習問題等

は必ず復習すること。

現代歯科理工学(医歯薬出版)、DentalMaterials and Their Selection Third 
テキスト ・教材・参考書等 Edition (伽intessencePubul ishing Co， Inc)、目で見る歯科理工学(医歯薬

出版)等

歯科生体材料の科学Iとして一括で評価する。

成績評価の方法 レポート、出席率、筆記詰験(再試験は1度のみ。出席不足者には再試験受験

資格を認めない)。
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授業平ヰ目 歯科生体材料の科学I 授業担当 高田雄京

責任者 歯科生体材料学分野
授業細目 歯科生体材料基礎実験

曜日一時限 木-3・4
対象年次 2年次

講義室名 82実習室 科目番号 即E-DEN218J
学期 4セメスター

授業の目標

並びに目的 歯科生体材車初基礎的な性質を実験から学ぶ。

と概要

学習到達 実験を通して樹ヰ生体材料の基礎的な性質を理解することができ、その成果を正しくレポー

目標 トにまとめることができる。

回 数 授 業 肉 廿開』 担当者

授 1・2 引張試験 高田雄京、高橋正敏

3・4 熱分析 高田雄京、高橋正敏
業

言十

画

実験は時聞が延びる」とがあるので後の時間を空けておくこと。欠席が一回で

アド1¥イス
もあると不合格となるので十分注意すること。レポートを必ず提出すること。

レポー ト未提出の場合も不合格となるので十分に注意すること。ただし、

Covid-19の感染状況によっては、遠隔講義となる場合がある。

授業時間外学習
十分予習をしてから実験に臨むこと。実験・実習内容も定期試験に含まれてい

るので、復習を兼ねてレポー ト作成に当たること。

テキスト ・教材・参考書等
実験テキストを配布する。現代歯科理工学(医歯薬出版)、DentaI Mater i a I s and 

Thei r Selection刊 irdEdition (伽intessencePubul ishing Co. Inc) 

歯科生体材料の科学Eとして一括で評価する。

側責評価の方法 レポー ト、出席率、筆記E式草食(再説験は1度のみ。出席不足者には再説験受験

資格を認めない)。
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授業科目 歯科生体材料の科学E
授業主E当 高田雄京

責任者 断ヰ生体材草津分野
授業細目 歯科生体材料の成形

曜日一時限
月一3・4 対象年次 3年次

講義室名 82講義室 科目番号 即E-DEN224J
木一 1 学期 5セメスター

授業の目標
歯科生体材料科学入門で学んだことを基礎に、歯科臨床における保存修復物、補積物の形成

並びに目的
加工法の理論と成型用材料の構造及び物性について学ぶ。

と概要

学習到達 歯科臨床における保存修復物、補擁物の形成加工法の理論と成型用材料の情造及び物性を理

目標 解し、説明できる。

回 数 授 業 肉 開廿』 担当者

授

1・2 加工技術(塑性加工切削と研磨，鋳造，断ヰ用CAD/G馴) 高田雄京

業 3・4 接合技術 (雛付.v-ザー溶接) 高閲雄京

5・6 模型材料 (石膏 レジン系模型材料) 高田雄京

計
7 印象材 高国雄京

8 原型材料(ワックス.レジン) 高田雄京
画

9 埋没材 高田雄京

2年次の歯科生体材料の科学Iが基礎となっている。これを良く復習して理解

アドI~イス し講義に臨むこと。ただし、Covid-19の感染舵兄によっては、遠隔講義となる

場合がある。

慢業時間外学習
配布資料を事前に熟読し、参考書等で下調べをすること。また、講義後は、配

布資料をファイルし、重要事項をノー トにまとめる習慣をつける。

現代歯科理工学 (医歯薬出版)、 DentalMaterials and Their Selection Third 
テキスト・教材 ・参考書等 Edition (伽intessencePubul ishing Co. Inc)、目で見る歯科理工学(医歯薬

出版)等

歯科生体材料の科学Eとして一括で評価する。

成績評価の方法 レポート、出席率、筆記試験 (再説験は1度のみ。出席不足者には再試験受験

資格を認めない。)
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授業科目 歯科生体材料の科学E 捜業担当 高田雄京

責任者 断ヰ生体材料学分野
授業細目 断ヰ生体材料

曜日一時限
月一3・4 対象年次 3~欠

講義室名 B2講義室 科目番号 叩E-D印22ω
木一 1 学期 5セメスター

授業の目標 歯科生体材料科学入門で学んだことを基礎に、歯科臨床における保存修復物、補綴物な

並びに目的 どの歯科生体材料についての化学組成、特徴、物性、用途等を理論的に学ぶことを目的

と概要 とする。

学習到達 歯科臨床における保存修復物、補綴物などの歯科生体材料についての化学組成、特徴、

目標 物性、用途等を理解し、臨床においてこれらの樹牲体材料を理論的に応用できる。

回 数 授 業 内 台- 担当者

捜
1 義歯床用材料 (床用レジン) 高田雄京

2......4 人工歯材料 (陶歯，レジン歯，硬質レジン) 高田雄京

業 5 
合着・接着材料(歯科用セメント，接着性レジンセメ

高田雄京
ント)

6 • 7 貴金属合金 (金合金銀合金) 高田雄京

計 8 卑金属合金 (白ーCr，N i -Cr ， T i ) 高田雄京

9 陶材焼付冠用合金 高田雄京

1 0 
セフミックス材料(陶材，ジJレコニア，二ケイ酸1)チウ

高岡雄京

画 ムガラス)

1 1・12 
成形歯冠修復材料(コンポジットレジン.アマルガ

高田雄京
ム)

2年次の歯科生体材料の科学Iが基礎となってし、る。これを良く復習して

アド1¥イス 理解し講義に臨むこと。ただし、CovicH9の感染状況lこよっては、遠隔講

義となる場合がある。

授業時間外学習
配布資料を事前に熟読し、参考書等で下調べをすること。また、講義後は、

配布資料をファイルし、重要事項をノー トにまとめる習慣をつける。

現代歯科理工学(医歯薬出版)、DentalMaterials and Their Selection 
テキスト・教材・参考書等 Third Edition (Quintessence向bulishing Co， Inc)、目で見る歯科理工

学 (医歯薬出版)等

歯科生体材料の科学Eとして一括で評価する。

成績評価の方法 レポート、出席率、筆記試験(再試験は1度のみ。出席不足者には再試験

受験資格を認めない)。
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授業科目 断ヰ生体材料の科学E 授業担当 高図鑑京

責任者 断ヰ生体材料学分野
授業細目 歯科生体材料実習

曜日一時限 月一3・4
対象年次 3年欠

講義室名 82実習室 科目番号 DDE-D印泣ω
学期 5セメスター

授業の目標
実験実習を通して、歯科臨床における保存修復物、補綴物など各種歯科生体材料を材車将ヰ学

並びに目的
的に理解し、臨床応用できる基礎力を養う。

と概要

学習到達 歯科臨床における保存修復物、補綴物など各種歯科生体材料を劃擦に使用できる基礎的技術

目標 を身に着け、材料学的見地からその物性を説明できる。

回 数 授 業 肉 廿開』 担当者

捜
1 . 2 石膏 高田雄京、高橋正敏

3.4 合着・接着材料 高田雄京、高橋正敏

業

5.6 修復用材料 高田雄京、高橋正敏

計
7・8 埋没材 高田雄京、高橋正敏

9 . 10 印象材
高田雄京、高橋正敏、

坂詰花子

1 1・12 レジン
高田雄京、高橋正敏、

画 塩詰花子

13-16 鋳造
高田雄京、高橋正敏、

塩詰花子

十分予習をしてから実験に臨むこと。実験は時聞が延びることがあるので後の

アドバイス 時間を空けておくこと。欠席が一回でもあると不合格となるので十分注意する

こと。ただし、CovicH9の感染状況によっては、遠隔講義となる場合がある。

授業時間外学習
十分予習をしてから実験に臨むこと。実験・実習内容も定期試験に含まれてい

るので、復習を兼ねてレポート作成に当たること。

テキスト ・教材・参考書等
実験テキス トを配布する。現代歯科理工学(医歯薬出版)、DentaI Mater i a I s and 
Their Selection Third Edition (Quintessence Pubul ishing Co. Inc) 

歯科生体材料の科学Eとして一括で評価する。

成績制面の方法 レポート、出席、筆筒式験(荷鵡剣ま1度のみ3 出席不足者には南鵡食受験資

格を認めない。)
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授業科目 くすりの科学 授業担当 若森実

授業細目 くすりの科学総論 責 任者 歯科薬理学分野

曜日一時限
木-2 対象年次 3年次

講義室名 82講義室 科目番号 目:f-lll到225J
金一1・2 学期 5セメスター

目標と目的 疾病の回復を促進する薬物の基本について理解させる。

授業の目標 概要:くすりの歴史と薬理学の成立、薬物の適用法、薬物動態学、薬理作用を

並びに目的 規定する要因、細胞内情報伝達系、薬物の連用と併用に関わる問題点、新薬の

と概要 開発、薬物の有害性と安全性について学び、日本薬局方、薬事法、処方婁等に

ついて理解する。

一般目標:薬理学における総論的内容を理解する。

個別目標:① 薬理作用 ・作用機序の基本形式、薬理作用を規定する因子を説

学習の到達
明できる。

② 薬力学と薬物動態学の基本を概説できる。
目標

③ 薬物の連用と薬物の併用と相互作用を説明できる。

④ 薬物の副作用 ・有害作用、医薬品適用上の注意を説明できる。

⑤ 日本薬局方、薬機j去を説明できる。

回 数 捜 業 内 国廿『 担当者

捜
くすりの科学入門、薬理作用、用量と薬理作用、薬理作

若森実，
1 ..... 1 1 用機序、細胞内情報伝達系 【C-2-2)③】 【C-2-4)②】

【C-2-4)】 【Cーか1)①】 【C-6-2)①②③】
野口拓也

事長 1 2....... 1 6 
薬物の適用法、薬物動態学(薬物の吸収、分布、代謝、

若森実
排池 (ADME)) 【C-2-3)②】【C-6-3)①②】

1 7....... 1 8 
薬物の連用と薬物の併用と相互作用、薬力学 【C-6-

若森実
計 2)①④⑤】

薬物の副作用 ・有害作用、医薬品適用上の注意 【C-6-
19.......20 1)② 】 【C-6-4)①② 】 【Eート4)ー(1)⑤ 】 【E-2-4)ー 若森実

画 (10)⑦】【E-5-1)②)】

21.......22 
日本薬局方、薬機j去、処方筆、ゲノム薬理学 【B-2-

若森実
1)④】 【C-6-1)③】

「くすりの科学』の全てに共通する留意事項

- 授業はシラパスの順序通りに行われるわけではないので注意すること。
. 一般目標と個別目標は上に書き切れないので、授業中に追加する。

アドバイス
- 薬物の作用機序の理解には、既に学んだ解剖l学的知識、生理学的知識、
生化学的知識が必須である。

- 薬物数は膨大であり丸暗記は非効率的である。薬物は構造や作用機序に
より分類されており、常に全体の中でのその薬物の位置付けを確認するこ

と。

捜業時間外学習
- 予習として解剖学、生理学、生化学の関連知識を整理しておくこと。
. 毎回の授業後の復習が必須である。

ァキスト :現代歯科薬理学第6版(大谷啓一監修、医歯薬出版)

参考書 :イラス トレイテッ ド薬理学原書6版 (RichardFinkel、Luigi

テキスト・教材・参考書等
X. Cubeddue、MichelleA. Clark， Richard A. Harvey)、カッツング

薬理学 原著 10版(丸善)、薬がみえる(メディックメディア)、

Goodman and Gilman' s The Pharmacological Basis of Therapeutics 
(Brunton編、 McGraw-Hi 11) 

成績評価の方法
筆記試験による(再試験は 1回のみ。出席不足者には再試験受験資格を

認めない)。
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授業科目 くすりの科学 捜業担当 若森実

捜業細目
神経系、循環器系、腎臓、 責任者 歯科薬理学分野
消化器系に作用する薬物

曜日一時限
木-2 対象年次 3年次

講義室名 82講義室 科目番号 DDE-DEN225J 
金一 1・2 学期 5セメスター

目標と 目的 :歯科医療を適切に行うために原因疾患に対応した薬物療法を理解させる。
授業の目標 機要:化学的神経伝達物質、薬物受容体、細胞内情報伝達系等について理解した上で、

並びに目的 末梢神経系に作用する薬物、中枢神経系に作用する薬物、循環器系・呼吸器系・ 腎臓・

と概要 消化器に作用する薬物、血液凝固に関わる薬物、ビタミン ・ホルモン等の作用と作用機

序、臨床応用について理解する。

学習の到達
一般目標:各種疾患に対する薬物療法を寝解する。

個別目標:①各種疾患の病因と病態を説明できる。
目標

② 各種疾患に用いる薬物とその作用機序を説明できる。

回 数 授 業 肉 円廿句 担 当 者

末梢神経系に作用する薬物(自律神経系に作用する薬物、神

1-3 経筋接合部に作用する薬物) 【C-3-4)ー(3)CD%][C-3-4)ー 若森 実

授
(5)②③】

中枢神経系に作用する薬物(全身麻酔薬、催眠薬・鎮静薬、

麻薬性鎮痛薬、向精神薬、抗てんかん薬、中枢神経輿書薬、
若森 実，

業 4-13 パーキンソン病治療薬、脳循環代謝改善薬、抗痴呆薬) 【C-
兼松 隆

3-4)ー(5)③⑤⑨】 【C-3-4)ー(6)④ 】 【E-1-4)ー(2)①@ゆ】

【E-1-4)ー(4)②】 [E-2-4)ー(9)②③④】

言十 循環器系・呼吸器系に作用する薬物、体液調節に関わる薬

14-18 物、救急用薬剤 [C-3-4ト(3)②】 [C-3-4)一(4ゆ@ゆ】 【C- 若森実

3-4)ー(10)①@児島】 【C-5-4沼海】 【E-1-6)③】

画 1 9 止血薬、抗凝血薬 【C-3-4)ー(4)⑦】 【C-5-4)告別 中 村 卓 史

20 消化器系に作用する薬物 【C-3-4)ー(7)①@ゆ〕 中 村 卓 史

21-22 
ビタ ミン・ホルモ ンおよびホルモ ン措抗薬 [C-3-4)ー
(9)①②】 【E-2-4)ー(10)⑨】

「くすりの科学」の全てに共通する留意事項

- 綬業はシラパスの順序通りに行われるわけではないので注意すること。
. 一般目標と個別目標は上の指定領域に書き切れないので、授業中に追加

する。

アドパイス - 薬物の作用機序の理解には、既に学んだ解剖学的知識、生理学的知識、
生化学的知識が必須である。

- 薬物数は膨太であり丸暗記は非効率的である。薬物は構造や作用機序に
より分類されており、常に全体の中でのその薬物の位置付けを確認する必要

がある。

授業時間外学習
- 予習と して解剖学生理学生化学の関連側の知識を翻吋くこ l
と。 ・ 毎回の綬業後の復習が必須である。

7 キス ト:現代歯科薬理学第6版(大谷啓一監修、医歯薬出版)

参考書:イラストレイテッド薬理学原書6版 (RichardFinkel、LuigiX. 

テキスト・教材・参考書等
Cubeddue、MichelleA. Clark、 R i chard A. Harvey)、カツツング薬理学

原著 10版(丸善)、薬がみえる(メディック メディア)、 Goodmanand 
Gilman' s The Pharmaco 1 og i ca 1 Bas i s of Therapeut i cs (Brunton編、

McGraw-H i 11) 

成績評価の方法
筆記試験による(再試験は 1回帆時不肱は再試験受験資格を認め l

ない)。
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授業科目 くすりの科学 授業担当 若森実

授業細目
炎症と感染、悪性腫癒 責任者 歯科薬理学分野

に用いる薬物

曜日一時限 木-3・4
対象年次 3年次

講義室名 A3講義室 科目番号 D使-DEN225J
学期 6セメスター

目標と目的 :顎口腔領域の疾患に対応した薬物療法を理解させる。
援業の目標 概要 :腫癒 ・炎症 ・痛み ・発熱 ・アレルギーの発生機序について学び、化学療法薬、抗

並びに目的 悪性腫療薬、ステロイド性・非ステロイド性抗炎症薬、抗ヒスタミン薬、消毒薬、抗生

と概要 物質、抗ウイルス薬、局所麻酔薬等の薬理作用、作用機序、臨床的用途について理解す

る。

学習の到達
一般目標 :上記疾怠に対する薬物療法を理解する。

目標
個別目標 :① 各種疾怠の病因と病態を説明できる。

② 各種疾患に用いる薬物とその作用機序を説明できる。

回 数 授 業 肉 時'e"司 担当者

'......3 
抗炎症薬および解熱鎮痛薬 [C-3-4)一(6)④】 【C-5-

中村 卓史
授 5)②】 【E-2-4)ー (3)⑤】

4 
局所麻酔薬 【C-3-4)ー (5)⑧ 】 【E-1-4)ー

若森実
(3)①@ゆ@@】

業 5......8 抗感染症薬 【C-4-1)④⑤】 【C-6-4)②】 吉田 卓史

9 
免疫薬理学(免疫抑制薬、免疫増強薬、抗アレルギ

中村 卓史
言十 一薬)

， 0......' ， 抗悪性腫療薬 【C-5-6)②⑥】 中村卓史

画 ， 2 唾液腺に作用する薬物 【E-2-2)⑤⑥} 中村卓史

， 3 局所的抗感染薬(消毒薬) 【C-4-1)④】 中村卓史

「くすりの科学」の全てに共通する留意事項

- 綬業はシラパスのI1慎序通りに行われるわけではないので注意すること。
. 一般目標と個別目標は上の指定領域に書き切れないので、綬業中に追加

する。

アドバイス - 薬物の作用機序の理解には、既に学んだ解剖学的知識、生理学的知識、
生化学的知識が必須である。

- 薬物数は膨大であり丸暗記は非効率的である。薬物は構造や作用機序に
より分類されており、常に全体の中でのその薬物の位置付けを確認する必要

がある。

授業時間外学習
- 予習として解剖学、生理学、生化学の関連領織の知識を整理してお くこ
と。 ・ 毎回の授業後の復習が必須である。

ナキスト:現代歯科薬理学第6版(大谷啓一監修、医歯薬出版)

参考書 イラス トレイテッ ド薬理学原書6版 (RichardFinkel、LuigiX. 

テキスト ・教材・参考.等
Cubeddue、MichelleA. Clark、 Richard A. Harvey)、カッツング薬理

学 原著 10版(丸善)、薬がみえる(メディックメディア)、Goodman
and Gi Iman' s The Pharmacological Basis of Therapeutics (Brunton 
編、 McGraw-Hi I 1) 

成績評価の方法
筆記試験による(再試験は 1回のみ。出席不足者には再試験受験資格を認

めない)。
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授業科目 くすりの科学 授業担当 若森実

授業細目
硬組織薬理学 責任者 歯科薬理学分野

歯科臨床薬理学

曜日一時限 木一3・4
対象年次 3年次

講義室名 A3講義室 科目番号 目)f-l潤 225J
学期 6セメスター

目標と目的 歯科医療を適切に行うために原因疾患に対応した薬物療法を理解させ

授業の目標 る。

並びに目的 概要 嗣蝕予防薬、根管治療薬、歯周病治療薬、 カルシウム調節ホルモン、骨粗悪

と概要 症治療薬、骨代謝に影響を与える薬物・ホルモン・成長因子等の作用、作用機序に

ついて理解する。

一般目標 :甑蝕予防 ・根管治療 ・歯周病治療時の薬物療法を理解させる。

学習の到達
個別目標 :①甑蝕予防に用いる薬物について説明できる。

② 歯髄保存療法に用いる薬物について説明できる。
目標

③ 感染根管治療に用いる薬物について説明できる。

④ 歯周疾患治療に用いる薬物について説明できる。

回 数 捜 業 内 胃廿白岡 担当者
捜

1 • 2 踊蝕予防薬・硬組織薬理学 【C-3-4)ー(9)①】 中村卓史

業 3 歯周病治療薬 【C-4-1凋 児島】 中村卓史

計
4 根管治療薬 【C-4-1)④⑤】 中村卓史

5.6 臨床薬理学 梶 岡 俊 一

画

「くすりの科学」の全てに共通する留意事項

- 授業はシラパスの順序通りに行われるわけではないので注意するこ

と。

. 一般目標と個別目標は上の指定領域に書き切れないので、慢業中に追

アドパイス
加する。

- 薬物の作用機序の理解には、既に学んだ解剖学的知識、生理学的知

識、生化学的知識が必須である。

- 薬物数は膨大であり丸暗記は非効率的である。薬物は構造や作用機序

により分類されており、常に全体の中でのその薬物の位置付けを確認する

必要がある。

授業時間外学習
- 予習として解制学、生理学、生化学の関連領域の知識を整理しておく

こと。・ 毎回の授業後の復習が必須である。

ナキスト :現代歯科薬理学第6版(大谷啓一監修、医歯薬出版)

参考書 Goodman and Gi Iman' s The Pharmacological Basis of 
テキスト ・教材・参考書等 Therapeutics (Brunton編、 McGraw-Hi 11)、 分子骨代謝学と骨粗軽症(松

本編、メディカルトリビュー ン社)、ピスホスホネー トと骨疾患

(Fleisch著、森井監修、篠田 ・稲葉訳、医薬ジャーナル社)

成績評価の方法
筆記試験による(再試験は 1回のみ。出席不足者には再読験受験資格を認

めない)。
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授業科目 くすりの科学 授業担当 若森実

授業細目 くすりの科学実習 責任者 歯科薬理学分野

曙日一時限 金一1・2
対象年次 3年次

講義室名 A2実習室 科目番号 目)E-{削225J
学期 5セメスター

授業の目標 目標と目的:薬理作用機序を理解させる。

並びに目的 概要:各種薬物の薬理作用の発現を、動物実験を通して自分の目で観察し、その結

と概要 果をまとめて考察する訓練を行う。

一般目標:薬理作用機序を理解する。

個別目標 :① 動物実験における 3 Rを説明できる。

学習の到達
② 実験動物を正しく取り扱うことができる。

目標
③ 薬理作用機序を説明できる。

④ 実験ノ ー トを正確に過不足なく記載、実験結果を正しく解析でき

る。

⑤ 実験結果から結論に至るまで深く考察する習慣を身に付ける。

授 回 数 授 業 内 再廿『 担当者

1 • 2 
実験動物の扱い方と薬物投与法(全身麻酔薬の効

教員全員
業 果) [C-3-4)一(5)②③】

3・4
薬物の協力作用と箔抗作用(唾液分泌に影響を与

教員全員
える薬物) 【C-6-2)⑤】

言十
5.6 止血作用【C-3-4)ー(4)③⑦】 教員全員

画 7・8 フッ化物の作用、消毒薬の効果 【C-4-1)@渇}】 教員全員

薬理学における動物実験の重要性を理解する。

実験の目的を事前に充分に理解し実験を実施すること。

アドパイス 実験に際しては観察を丁寧に行い、記録することを心がける。

予期に反した結果を得た場合でも、その結果をありのまま受け止め考察す

る態度が必要である。

授業時間外学習
薬理学実習用プリントは前固までに配布するので、必ず該当する項目をテ

キストや参考書で予習を行うこと。

薬理学実習用プリント、薬理学実習書(松本・千葉・松本編、学建書

院)、動物実験の手技手法(緒方監修、井上・松本編、共立出版)、現代

テキスト ・教材・参考.等 歯科薬理学第 6版(大谷啓一監修、医歯薬出版)、 Goodman and 

Gi Iman' s The Pharmacological Basis of Therapeutics (Brunton編、

McGraw-H i 11) 

成績評価の方法
レポート、期末の筆記詰験の一部として出題する(再試験は 1回のみ。欠

席者には再試験受験資格を認めない)。
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慢業科目 感染と免疫 授業担当 菅原俊二

責任者 口腔分子伽胸学分野
授業細目 微生物学入門

曜日一時限
月一2 対象年次 3年次

講義室名 A3講義室 科目番号 凹Hl印226J
金一3・4 学期 5セメスター

授業の目標
目標と目的:現代の医療における微生物学の位置づけと概要を把握し、病原微生物学の歴史

並びに目的
を理解させる。

と概要
概要:微生物学の対象となる微生物の分類法、権造、生態ならびに性状に関して全体像を概

観する。病原微生物学の歴史を通して、宿主イ敏生物関係・感染症の変遷について学ぶ。

学習の到達
一般目標 :微生物学における概論を理解する。

個別目標 :①微生物(細菌、真菌、ウイルス、原虫)を分類し、概説できる。
目標

②病原微生物学の歴史を概説できる。

捜
回 数 捜 業 肉 国廿明 担当者

1 • 2 微生物の世界 【G-4-1)】【G-4-2)】 多国浩之

業
3・4 病原微生物学の歴史 【G-4-1)】【c-4-2)】 多国浩之

言十

画

アドJ¥イス
講義に出席して地道に学習するのが効果的である。講義内容が膨大であるため、

講義内容をその都度まとめることが重要である。

高等学校の生物学に関して予め復習しておくことが望ましい。さらに下記テキス

慢業時間外学習 ト等を予習した上で講義に臨み、毎回受講後にはテキス トと配布資料を中心とし

た復習が必要である。

テキスト ・教材・参考書等 口腔微生物学 ・免疫学(医歯薬出版)、戸田新細菌学(南山堂)等

成績評価の方法 筆記誌験 (5セメ)と出席により総合的に評価する。
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慢業科目 感染と免疫 授業担当 菅原俊二

責任者 口腔分子伽胸学分野

授業細目 細菌学縦命

曜日一時限
月一2 対象年次 3年次

講義室名 A3講義室 科目番号 凹Hl印226J
金一3・4 学期 5セメスター

授業の目標 目標と目的 :細菌の生態、共生 ・寄生関係および感染症予防を理解させる。

並びに目的 概要:細菌の自然界の中での生態、細菌の構造・機能、増殖・代謝、病原因子および細菌感

と概要 染機構 ・感染予防法について学ぶ。

一般目標 :細菌の生態、病原性および化学療法に関する微生物学を理解する。

学習の到達
個別目標 :①細菌の構造・機能、憎殖・代謝、病原因子について、自然界での生態と宿主

目標
の中での病原性について説明できる。

② 化学療法の定義、化学療法薬、薬剤耐性、歯科診療に際して留意すべき感染

症、標準予防策、滅菌と消毒、細菌感染機構について説明できる。

回 数 捜 業 内 官円旬 担当者

捜 ， . 2 細菌の構造と機能 【G-4-1)】 多国浩之

書長
3・4 細菌の増殖と代謝 【C-4-1)】 多国浩之

5・6 細菌の遺伝/1¥クテリオファージ 【ひ4-1)】 多国浩之

言十
7・8 細菌毒素(内毒素/外毒素) 【G-4-1)】 菅原俊二

画
9 • ， 0 化学療j去/院内感染対策ゾ滅菌 ・消毒 【G-4-1)】 多国浩之

， ，・， 2 細菌感染織防感染症対策 【G-4-1)】 多国浩之

アド1¥イス
講義に出席して地道に学習するのが効果的である。講義内容が膨大であるため、

講義内容をその都度まとめることが重要である。

下記テキスト等を予習したよで講義に醇♂与、毎回受講後にはテキス トと配布資料

摂業時間外学習 を中心とした復習が:記、要である。なお、細菌学各論における各種の病原微生物を

理解するためにも、本講義を復習しておく必要がある。

テキスト・教材・参考書等 口腔微生物学・免疫学(医歯薬出版)、戸田新細菌学(南山堂)等

成績評価の方法 筆記鼠験 (5セメ)と出席により総合的に評価する。
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慢業科目 感染と免疫 授業担当 菅原俊二

責任者 口腔分子伽胸学分野
授業細目 細菌学各論(含真菌学)

曜日一時限
月一2 対象年次 3年次

講義室名 A3講義室 科目番号 凹Hl印226J
金一3・4 学期 5セメスター

授業の目標 目標と目的 :ヒトに関連する代表的な病原微生物と感染症の特徴を理解させる。

並びに目的 概要:臨床で一般的に見られる細菌・真菌による感染症に関連する微生物の性状・発症機序・

と概要 病因について学ぶ。

一般目標 :代表的な病原微生物と感染症の特徴を理解する。

学習の到達
個別目標 :①代表的な病原細菌(グラム陽性球菌、グラム陽性得菌、グラム聞主球菌、グラ

目標
ム陰性樗菌)の性状・発症機序・病因について説明できる。

逗漢菌、スピロヘータ、リケッチア、クラミジア、マイコプラズマの性状・発症

機序・病因ならびに一般的な細菌との相違について説明できる。

回 数 捜 業 内 甘円旬 担当者

捜 ， . 2 グラム陽性球菌(レンサ球菌、ブドウ球菌)【G-4-1)】 多国浩之

3・4
グフム陽性得菌(ジフアリア菌、リスアリア菌、パシフ

多国浩之
業 ス属、クロストリジウム属、抗酸菌)【0-4-1)】

グフム陰性球菌(ナイセリア属、モクフセフ属)

5・6
グラム陰性樗菌(腸肉細菌科、ピブリオ科、らせん状樗

多国浩之
言十 菌、緑腫菌、盲目咳菌、レジオネラ属、ブルセラ属、パ

スツレラ贋)【0-4-1)】

画
7・8 真菌 【0-4-1)】 多聞浩之

9・， 0 
スピロヘータ・リケッチア・クフミジア・マイコプフズ

多国浩之
マ【0-4-1)】

アドI~イス
講義に出席して地道に学習するのが効果的である。講義内容が膨大であるため、

講義内容をその都度まとめることが重要である。

下記テキスト等を予習したよで講義に臨み、毎回受講後にはテキストと配布資料

授業時間外学習 を中心とした復習カT必要である。なお、個々の病原微生物の理解には、細菌学総

論の理解が必須である。

テキスト ・教材・参考書等 口腔微生物学・免疲学 (医歯薬出版)、戸田新細菌学(南山堂)等

成績評価の方法 筆記諒験 (5セメ)と出席により総合的に評価する。
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慢業科目 感染と免疫 授業担当 菅原俊二

責任者 口腔分子伽胸学分野
授業細目 ウイルス学

曜日一時限
月一2 対象年次 3年次

講義室名 A3講義室 科目番号 凹Hl印226J
金一3・4 学期 5セメスター

授業の目標 目標と目的 :ウイルスの性状およびウイルス感染症の特徴を理解させる。

並びに目的 概要医療従事者として必須のウイルス学の基本的な知識を身につけ、実際の臨床で遭遇す

と概要 る可能性があるウイルス感染症について学ぶ。

一般目標 :ウイルスの性状およびウイルス感染症を理解する。

学習の到達 個別目標 :① ウイルスの生物学的特徴を説明できる。

目標 ② ウイルスの構造を説明できる。

③ ウイルスの増殖方法を説明できる。

捜
回 数 捜 業 肉 国廿明 担当者

1 • 2 ウイルス学総論 【C-4-1)】 多国浩之

業
3・4 ウイルス学各論(凶Aウイルス、剛Aウイルス)【C-4-1)】 多国浩之

5・6
ウイルス学各論(レトロウイルス[HIV，HTLV]、肝炎ウイ

多国浩之
言十 ルス)【G-4-1)】

画

アドJ¥イス
講義に出席して地道に学習するのが効果的である。講義内容が膨大であるため、

講義内容をその都度まとめることが重要である。

慢業時間外学習
下記テキスト等を予習したよで講義に昨品、毎回受講後には配布資料を中心とし

た復習が必要である。

テキスト ・教材・参考書等 口腔微生物学 ・免疫学(医歯薬出版)、戸田新細菌学(南山堂)等

成績評価の方法 筆記誌験 (5セメ)と出席により総合的に評価する。
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慢業科目 感染と免疫 授業担当 菅原俊二

責任者 口腔分子制御学分野
授業細目 免疫学

曜日一時限
月一2 対象年次 3年次

講義室名 A3講義室 科目番号 蹴:-0印226J
金一3・4 学期 5・6セメスター

授業の目標
目標と目的:免疫学は生餅ヰ学の中で医学・歯学と密後に関わる領域である。免疫は病原微生

物 ・抗原から宿主を防御する生体防衛嚇構であることを理解させる。
並びに目的

概要:免疲の栂幹を成す免疫機構(自然免疫応答、抗原認識、獲得免疫応答)を中心に、最新
と概要

の知見も含めて学ぶ。

一般目標:免疫学における宿主の防衡嶋構について理解する。

個別目標:① 免疫の基本原理(抗原特異性・多棟性 ・自己寛容・免疫記憶)を説明できる。

学習の到達 ②免疲担当細胞の分類、役劃について説明できる。

目標 ③抗原認識の機序について説明できる。

④ 自然免疫応答、獲得免疫応答の機序について説明できる。

⑤過敏症 ・自己免疫疾患・移植免疫について説明できる。

回 数 捜 業 内 同廿『 担当者

授
1・2 免疫学総論 【G-4-2)】 菅原俊二

3・4 リンパ組織 ・リンパ器官 【G-4-2)】 菅原俊二

業 5.6 免疫担当細胞 【G-4-2)】 菅原俊二

言十
7 . 8 自然免疫 【C-4-2)】 菅原俊二

9.10 液性免疫 【G-4-2)】 菅原俊二

画
細胞性免疫 【G-4-2)】 菅原俊二1 1・12 

13......16 過敏症・自己免疫疾患 ・移植免疫・粘膜免疫 【G-4-2)】 菅原俊二

講義に出席して地道に学習するのが効果的である。講義内容が膨大であるため、講義

アドバイス
内容をその都度まとめることが重要である。免疫学は多くの専門用語があることから

教科書・プリントの暗記で対応する学生が多いが、免疫学の基本原理を理解し、免疫

系を体系的に把握することが望ましい。

高等学校の生物学に関して予め復習しておくことが望ましい。さらに下記テキス ト等

授業時間外学習 を予習した上で講義に臨み、毎回受講後にはテキストと配布資料を中心とした復習が

必要である。

テキスト・教材・参考書害事
エッセンシャル免疫学(メディカル・サイエンス ・インターナショナル)、免疫生物

学(南江堂)、免疫学コア講義(南山堂)、戸田新細菌学(南山堂)等

成績評価の方法 筆記試験 (6セメ)と出席により総合的に評価するe
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慢業科目 感染と免疫 授業担当 菅原俊二

責任者 口腔分子伽胸学分野
授業細目 口腔感染症

曜日一時限 月一1・2
対象年次 3年次

講義室名 A3講義室 科目番号 回Hl印22ω
学期 6セメスター

授業の目標
目標と目的:う蝕と歯周病に関連する細菌の性状およびう蝕と歯周病の特徴について理解さ

並びに目的
せる。

概要:う蝕と歯周病は口腔の二大感染症である。う蝕と歯周病に関わる病原細菌の性状、病
と概要

像・予防法について学ぶ。

一般目標 :口腔細菌学におけるう蝕と歯周病に関わる細菌について理解する。

学習の到達 個別目標 :① 口腔細菌叢の生態について説明できる。

目標 ② う蝕に関わる細菌の性状、病像 ・予防について説明できる。

③歯周病に関わる細菌の性状、病像・予防について説明できる。

捜
回 数 捜 業 肉 国廿明 担当者

1 • 2 口腔の微生物 【G-4-1)】 多国浩之

業
3・4 デンタルプラーク・う蝕 【G-4-1)】 多国浩之

言十
5・6 歯周病 ・歯肉疾患 【C-4-1)】【G-4-2)】 多国浩之

7・8 口腔微生物と全身疾患 ・口腔免疫学 【G-4-1)】【C-4-2)】 多国浩之

画

アドJ¥イス
講義に出席して地道に学習するのが効果的である。講義内容が膨大であるため、

講義内容をその都度まとめることが重要である。

慢業時間外学習
細菌学総論の内容を再確認し、さらに下記テキスト等を予習した上で講義に臨む

こと。毎回受講後にはテキストと配布資料を中心とした復習が必要である。

テキスト ・教材・参考書等 口腔微生物学 ・免疫学(医歯薬出版)、戸田新細菌学(南山堂)等

成績評価の方法 筆記誌験 (6セメ)と出席により総合的に評価する。
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慢業科目 感染と免疫 授業担当 菅原俊二

責任者 口腔分子伽胸学分野

授業細目 微生物学 ・免疲学特論

曜日一時限 月一1・2
対象年次 3年次

講義室名 A3講義室 科目番号 回Hl印22ω
学期 6セメスター

授業の目標
目標と目的 :生体防御免疫に関する先端研究について理解させる。

並びに目的
概要 :生体防衛職権の解明には多年にわたる医学・歯学研究の発展による貢献があるが、今

と概要
なお多くの未解明な科学的課題があり、大学棋ではその課題解決のため先端的研究が進めら

れていることを学ぶ。

学習の到達 一般目標:生体防御免疫に関する先端研究を学習し、微生物学・免疫学研究の重要性を理解

目標 する。

回 数 捜 業 内 国廿明 担当者

授
疾患モデルと生体防御機構 【ひ-4-2)】

石井直人
1・2

(医学系研究科)

3・4 粘膜での生側首御 【ひ4-2)】
野地智法

業 (農学研究科)

犬塚博之
5 がんと免疫 【C-4-2)】 (先端再生医学研究セ

言十 ンター)

画

アドJ¥イス
微生物学・免疫学分野における先端研究に触れることで、これまで学んだ微生物

学 ・免疫学と関連させて学習することで理解を深めて欲しい。

授業時間外学習
受講に際して、これまで受けた講義の内容を再確認しておくこと。さらに、毎回

受講後には、テキストと配布資料を中心とした復習が必要である。

テキスト ・教材・参考書等 資料を配布する。

成績評価の方法 出席で評価する。
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慢業科目 感染と免疫 授業担当 菅原俊二

責任者 口腔分子伽胸学分野

授業細目 細菌学実習

曜日一時限 集中実習
対象年次 3年次

講義室名 A3実習室 科目番号 回Hl印22ω
学期 6セメスター

授業の目標 目標と目的 :細菌学研究の基本的手技について理解させる。

並びに目的 概要:細菌を扱うための基本的手技および細菌を観察するための培養法・染色法について学

と概要 ゐ、。

一般目標 :細菌を扱うための基本操作を理解する。

学習の到達 個別目標 :① 白金耳を用いた火炎滅菌j去を修得する。

目標 ②細菌の接亀ま・培葺去を修得する。

③ グラム染色法を修得する。

捜
回 数 捜 業 内 国廿明 担当者

1......4 ゲラム染色法 【か4-1)】
多国浩之

黒石智誠

業

計

画

細菌を扱うための基本手技とゲフム染色法は、細菌学研究の重要な基本手技とな

アドJ¥イス
るため必ず出席すること。本実習では病原細菌を取り扱うため、実習前の説明を

よく聞いた上で実習に臨んで欲しい。また、実習で得られた実験結果を考察して

レポートを作成する過程で、科学論文における論理的思考を学んで欲しい。

授業時間外学習
これまで学習した細菌学総論 ・各論の理解なくしては、実りある実習とならない

ため、実習前に細菌学の総復習を行っておくこと。

テキスト・教材・参考書等 実習書ならびに資料を配布する。

成績評価の方法 出席とレポートに加えて、筆言直式験 (6セメ)により評価する。
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慢業科目 感染と免疫 授業担当 菅原俊二

責任者 口腔分子伽胸学分野

授業細目 口腔微生物学実習

曜日一時限 集中実習
対象年次 3年次

講義室名 A3実習室 科目番号 回Hl印22ω
学期 6セメスター

授業の目標 目標と目的 :口腔の病原細菌の性状と口腔の免疫応答について理解させる。

並びに目的 概要 :う蝕と歯周病に関連する病原細菌を指養・観察し、細菌学ならびに免疫学実験を通し

と概要 て性状を確認することで病原性について学ぶ。

一般目標 :口腔の病原細菌の性状と口腔の免疫応答を理解する。

学習の到達
個別目標 :① う蝕と歯周病に関連する病原細菌の性状(グラム染色性、形態、配列、大き

目標
さ、コロニ→生状)、培養法を説明できる。

② う蝕に関連する病原細菌の酸産生能、多糖形成能について説明できる。

③抗原抗体反応について説明できる。

授
回 数 捜 業 内 官円旬 担当者

1 • 2 口腔肉細菌の繕養 【G-4-1)】
多聞浩之

黒石智誠

業
3・4 口腔肉細菌の観察(グラム染色)【G-4-1)】

多国浩之

黒石智誠

5・6 口腔肉細菌の性状(糖分解能、多糖産生能)【ひ4-1)】
多国浩之

言十 黒石智誠

7・8 歯周病関連細菌の観察(グラム染色)【G-4-1)】
多国浩之

黒石智誠

画
口腔免疫学実習 【C-4-2)】

黒石智誠9 • 1 0 
多国浩之

実習は各回の連続した実験で構成されるため、毎回の出席が必須である。

アドI~イス 実習で得られた実験結果を元にレポー トを作成するため、確実に実験結果を記録

しておくこと。

授業時間外学習
口腔微生物学におけるう蝕と歯周病の病原細菌の性状、ならびに免疫学における

抗原抗体反応に関する総復習を実習前にしておくことが望ましい。

テキスト ・教材・多考書等 実習書ならびに資料を配布する。

成績評価の方法 出席とレポー トに加えて、筆書直鵡食 (6セメ)により評価する。
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捜業科目 病理総論 授業担当 清 水 良 央

授業細目 病理総論
責任者 口腔病理学分野

曜日一時限
火ー 1 対象年次 3年次

議議室名 62講義室 科目番号 日JE-[定限27J
水-1・2 学期 5セメスター

授業の目標 目標と目的 各組織、臓器に共通して生じうる基本となる疾病の体系を理解する。

並びに目的 概要:病理学の体系で基本となる循環障害、先天異常、代謝障害、修復、炎症(免

と概要 疫異常を含む)、腫療について、用語、概念、分類等の基礎的知識を習得する。

一般目標:各分類項目で病理学用語および分類を用いて基本的な考え方が理解でき

学習の到達 る。

目標 個別目標:各分類を代表する疾病を通じて総論で学んだ知識を応用して病態を説明

する力をつける。

回 数 捜 業 内 胃廿』 担当者

1 概論 【C-5-1)②】 清水良央

捜
2、3 循環障害 【C-5-4)①宰ゆ@⑤⑥】 粛藤 悠

業
4 代謝障害① 【C-5-2)①②③④】【C-5-7)】 佐野有哉

5 代謝陣害② 【E-2-4)一(10)⑧】 佐野有哉

言十
6 先天異常 【C-5-1)①②】 粛藤 悠

7.....10 炎症 【C-5-5)①@ゆ④】 安 藤 紀 昭
画

11、12 修復 【C-5-3)①信ゆ@渇】 清水良央

13.....15 腫場 【C-5-6)①笹ゆ@渇⑥】 清水良央

病理学の理解には、正常の人体の構造・機能の知識が不可欠である。病理

アドバイス 総論では、まずは病理学用語、概念、分類について自分の言葉で説明でき

るようにする。

授業時間外学習
予習としては平易な教科書を読んで全体をつかんでおく。復習として講義

内容について複数の参考書を読み多様な表現から理解を深めるとよい。

平易な教科書:わかりやすい病理学(恒吉正澄他)南江堂、シンプル病理

テキスト・教材・ 学(笹野公伸ほか)南江堂、比較的詳しい教科書 :ヱッセンシャル病理学
参考書等 (笹野公伸他)医歯薬、標準病理学(北川昌伸他)医学書院、参考書:

Pathologic Basis of Disease(Kumar V他)Saunders

成績評価の方法
筆記試験にて評価を行う。試験は病理総論顕微鏡実習の肉容を含む。(再

試験は 1固まで行う。)
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授業科目 病理総論 授業担当 清 水 良 央

授業細目 病理総論顕微鏡実習
責任者 口腔病理学分野

曜日一時限
火ー 1 対象年次 3年次

講義室名 62実習室 科目番号 即E市町227J
水一 1・2 学期 5セメスター

授業の目標
目標と目的:病理総論で学んだ体系において、代表的な疾患を顕微鏡で観察し、正

並びに目的
常との違いや病態の特徴を確認、説明できるようにする。

と概要
概要:病理学の体系で基本となる循環障害、先天異常、代謝障害、修復、炎症(免

疫異常を含む)、腫窺における特徴となる所見を探してスケッチを行う。

一般目標 様々な疾患について、まずは臓器名を確認し、そこに含まれる正常組織

学習の到達 と特徴となる病態を探すことができる。

目標 個別目標:各標本で病態の時間的経過が異なるため、発症から治癒までの流れを踏

まえて、観察する疾患の進行状況を考える力をつける。

回 数 授 業 内 "廿‘R 担当者

1、2 循環障害 【C-5-4)任渇@ゆ⑤⑥】
授

業
3、4 代謝障害 【C-5・2)任ゆ@ゆ】

清水良央

百十
5、6 修復 【C-5-3)任⑫@渇⑤】 斎藤 悠

佐野有哉

7-10 炎症 【C-5-5)任渇@海】
画

1 1 -1 4 腫痕 【C-5-6)CIゅ@⑨⑤⑥】

標本観察において正常組織の理解は不可欠である。組織学の教科書も持参

アドパイス して正常構造との違いについて時間をかけてみていくこと。また常に観察

する標本から立体像と時間経過を考える。

予習としては事前に配布する標本の疾患名リス トを教科書で調べて、原

授業時間外学習
園、病態などを事前に理解しておくとよい。復習についてはア トラスに加

え実習で書いたスケッチまたバーチヤルスライドを利用し、各疾患の特徴

を整理するの

テキス ト・教材・
カラーア トラス 病理組織の見方と鑑別診断(赤木忠厚他)医歯薬出版

参考書等

病理総論の筆記詰験に含ませ病理総論と一括で評価する。(再試験は 1回

成績評価の方法
まで行う。)

すべての出席を原則とするが欠席時は、後目、実習範囲のレポートの提出

等を指示する。
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授業科目 口腔病理 授業担当 清 水 良 央

授業細目
責任者 口腔病理学分野

歯および歯周組織の病理

7]<-1・2

曜日一時限
(5セメ) 対象年次 3年次

議議室名 B2講義室 科目番号 即E屯印228J
月一 3 ・4 学期 5セメスター
(6セメ)

授業の目標
目標と目的 :歯および歯周組織にみられる多様な疾患について、原因、病態、予後

並びに目的
を理解する。

と概要
概要 .歯にみられる疾患と歯を支える歯周組織にみられる疾患について、原因を整

理し、病態を分類、予後を考えることを学ぶ。

一般目標:歯および歯周組織の疾病について病因、病態、病理学用語および分類を

学習の到達 理解する。

目標 個別目標:各項目を代表する多彩な疾病について肉眼的、病理組織学的に説明でき

る。病理総論での知識が活用できるようにする。

回 数 授 業 内 開廿』 担当者

授
1、2 歯の発育異常 ・損傷・付着 【E-3-1)③】【E-3-2)①】 斎藤 悠

業

3 甑蝕 【E-3-3)ー(1)①】 斎藤 悠

計

4 歯髄・根尖病変 【E-3-2)②】 安 藤 紀 昭

画

5 辺縁性歯周組織病変 【E-3-2)③】 安 藤 紀 昭

歯および歯周組織の疾患は臨床でも最も重要な治療対象の 1つである。臨

アドバイス 床につながる肉眼的所見を病理組織学的所見と重ね合わせて考えるように

意識することが重要である。

予習としては参考資料として紹介する成書を読んで概略、分類を把握して

授業時間外学習 おくとよい。病理診断は改定されることがあるので、最新刊の参考書で確

認しなければならないこともある。

テキス ト・教材・
新口腔病理学(下野正基ほか)医歯薬出版

参考書等
Oral and Maxi Ilofacial Pathology(Nevi I le BW ほか)Saunders 

Oral Pathology(Regezi JA ほか)Saunders 

成績評価の方法
口腔病理学として顎口腔の病理と合わせて筆記詰験にて評価を行う。試験

は口腔病理学実習の内容を含む。(再詰験は 1固まで行う。)
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授業科目 口腔病理 授業担当 清水良央

責任者 口腔病理学分野
慢業細目 顎口腔の病理

水ー 1・2
3年次

植田一時限
(5セメ) 対象年次

5・6 講義室名 B2講義室 科目番号 即E舟印228J
月一3・4 学期

(6セメ)
セメスター

授業の目標
目標と目的 :顎口腔領場における硬組織、軟組織に発症する多彩な疾病について原

並びに目的
園、病態、分類等を修得する。

と概要
概要:口腔粘膜、顎骨、唾液腺など歯、歯周組織を除く口腔構成諸組織にみられる

疾患の分類、病態を体系的に習得する。

一般目標:顎口腔領域の硬組織、軟組織に発症する多彩な疾病の病名とその原因、

学習の到達 病態、分類などの特徴を理解する。

目標 個別目標:顎口腔領域の疾病について、病理総論の知識を活用して説明できるよう

にする。

回 数 授 業 内 間骨』 担当者

捜 1 顎口腔の発育異常 【E-2-4)ー(1)①②@ゆ】 清水良央

2、3 口腔粘膜病変 【E-2-4)ー(4)①②】 安 藤 紀 昭

業 4、5 顎骨顎関節病変 【E-2-4)ー(2)④，(7)任児島】 佐野有哉

6、7 嚢胞 【E-2-4)一(5)①②】 小 野 寺 健

言十 8、9 歯原性腫嬢 【E-2-4)一(6)任ゆ③@ゆ⑥】 粛目家 悠

10、11 口腔腫虜 【E-2-4)ー(6)①@ゆ④⑤⑥】 佐野有哉

画
12、13 唾液腺病変 【E-2-4)ー(8)也②@ゆ信ゆ⑦】 清水良失

14、15 口腔病理学特論 浅井澄人

顎口腔領域には特異的な疾病も多く、 正常構造、発生に加え、総論的な疾

アドバイス 病の理解が不可欠である。様々な分類があり、分類の理解は疾患そのもの

の理解にもつながることが多いのでしっかり勉強する。

講義内容については参考書などを参照して復習する必要がある。実習につ

授業時間外学習 いては予め観察する疾患名を記した資料を配付するので予習を行うこと。

またバーチャルスライドシステムによる復習を推奨する。

子キスト ・教材 ・
新口腔病理学(下野正基ほか)医歯薬出版

参考書等
Oral and Maxi I lofacial Pathology(Nevi I le BW ほカ、)Saunders

Oral Pathology(Regezi JA ほか)Saunders

口腔病理学と して歯および歯周疾患の病理と合わせて筆記試験にて評価を

成績評価の方法 行う。試験は口腔病理学顕微鏡実習の内容を含む。(再試験は 1固まで行

う。)
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授業科目 口腔病理
授業担当 清 水 良 央

歯および歯周組織の病

授業細目 理 ・顎口腔の病理顕微 責任者 口腔病理学分野

鏡実習

水ー 1・2
3年次

曜日一時限
(5セメ) 対象年次

5・6 議議室名 82実習室 科目番号 即日潤228J
月一3・4 学期

(6セメ)
セメスター

授業の目標
目標と目的:歯および歯周組織また顎口腔領繊の硬組織、軟組織に発症する多彩な

並びに目的
疾病の標本を顕微鏡で観察し、特徴的な病態のスケッチ等を行う。

と概要
概要:代表的な疾病の標本を観察し、病理診断名が推察できるようにすることに加

え、標本から原因、予後を考える。

学習の到達
一般目標:歯および歯周組織、顎口腔領域の硬 ・軟組織に発症する多彩な疾病につ

目標
いて特徴となる病態をみつけて、診断名を推測できるようにする。

個別目標 ・各症例の病態分類から原因、予後を考える力をつける。

回 数 授 業 内 "廿‘R 担当者

1、2 歯の発育異常 ・損傷 ・付着 【E-3-1)③】【E-3-2)①】

3、4 踊蝕 【E-3-3)ー(1)①】

授 5、6 歯髄・根尖部病変 【E-3-2)②】

7、8 辺縁性歯周組織病変 【E-3-2)③】

業
9、 10 顎口腔の発育異常 【E-2-4)ー(1)①告ゆ④】

清水良央
1 1、 12 口腔粘膜病変 【E-2-4)ー(4)①②】 粛藤 悠

百十
1 3、 14 顎骨顎関節病変 【E-2-4)ー(2)④】【E-2-4)ー(7)任児島】

佐野有議

1 5、 16 嚢胞 【E-2-4)一(5)任渇】
画

1 7、 18 歯原性腫痕 【E-2-4)ー(6)①②@ゆ告別号】

1 9、20 口腔腫揚 【E-2-4)一(6)CIゆ③④⑤⑥】

2 1、22 唾液腺病変 【E-2-4)ー(8)①@⑤@⑥⑥⑦】

口腔領域での疾病に限定するが、口腔肉の詳細な正常構造を把握しておく

必要があるため、 口腔解剖、組織のアトラス等があれば、持参し比較しな

アドバイス がら観察を行う方がよい。標本内に含まれる正常組織と比較することも可

能である。教員とのディスカッションは理解を深めるのに役立つと思われ

るので遠慮なく質問をすること。

予習については病理学総論と問機に事前に観察標本の疾患リス トを配布す

授業時間外学習
るので、各疾患に関する基本的な知識を得てから実習を行うことが望まし

い。復習にはアトラス、スケッチ、バーチャルスライ トシステムを用いる

とよい。

テキス ト・教材・
口腔病理アトラス (高木賞他)文光堂

参考書等

口腔病理学と して筆記試験に含ませ一括で評価する。(再試験は 1固まで

成績評価の方法 行う。)すべての出席を原則とするが欠席時は、後目、実習範囲のレポー

トの提出等を指示する。
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慢業平ヰ目 口腔修復学 I 授業担当 驚藤正寛

授業細目 保存修復学
責任 者 歯科保存学分野

曜日一時限 水，-1 
対象年次 3年次

講義室名 83講義室 科目番号
学期 6セメスター

綬業の目線並ぴ 保存修復学の目的、理念、修復に必要な総崩句事項 :
に目的と概要 歯の硬組織疾病の種類と病園、歯髄保存療法、病態の把握に闘する基礎知識を習得する

一般目標:保存修復学における総論的内容を理解する。

個別目標:① 硬組織疾患を説明できる。

②寓洞形成の基本概念を説明できる。

学習の到達
③歯髄温存療法を説明できる。

目標
④接着歯学を説明出来る。

⑤ コンポジッ トレジン修復、グラスアイオノマー修復の手技を説明出来る。

⑥各種インレーの特徴及び手技を説明出来る。

⑦ 審美修復、漂白、 mi n i llUl1 i ntervent i on (MI)の基本知識と手技を説明出来る。

⑧ 再生医療の概念を説明出来る。

回 数 慢 業 内 廿.... 担当者

1 保存修復学の目的と切削の基本理念 驚藤 正賞

2 う蝕の種類およびう蝕以外の硯組織疾患 11 

授 3 治療姿勢、医療面接、検査方法 11 

4 切削の講義、寓洞形成の基本概念 11 

5 歯髄保存療法 11 

業 6 アド1¥ンス講義 特別講師

7 直接修復、コンポジッ トレジンの基礎 務藤正寛

8 直接修復 :コンポジットレシン手技1 11 

計 9 直接修復 .コンポジットレシン手技2 11 

10 グラスアイオノマー修復の基礎と臨床 11 

11 銃畳修復 特別講師

画 12 コンポジットレジンインレ一、ポーセレンインレー 驚藤正寛

13 補修修復、審美修復、漂白、 ベニア 11 

14 再生医療の基本概念 11 

15 アド1¥ンス講義 特別講師

. 基礎医科歯学をπに保存修復学の臨床基礎を理解する。
- 授業への出席者のみに資料を配布する。

アドパイス - 綬集中でも不明な点があれば積鐘的に質問すること。
- 授業期間中.授業当日の 17:∞ー18:∞にo行 icehωr:を役ける。授業肉容について質問があれ

1まC練8階歯科保存学長:哩予研究室に質問に来るように。
保存修復学の領広い学問内容について理解を深めるためには，下記ナキスト等による授業の予習・

授業時間外学習 復習lお必須である。綬業は要約講型車であり，配布資料は各自が予習 ・復習するための牒免資料であ
ると心得ること。

教材として毎回プリントを配布する。
テキスト・教材・参考書毒事 第5版保存修復学21(永末書庫、 2017)

第7版保存修復学 (医歯薬出版、 2019)

成績評価の方法 出席状況および定期試験結果を総合開面する。

aq
 

n
i
 



授業科目 口腔修復学 I 授業主E当 粛藤正寛

授業細目 保存修復学実習
責任者 餅ヰ保存学分野

対象年次 3年次
83講義室

曜日一時理 火-3・4
学期 6セメスター

講義室名 83実習室 科目番号 DDE-D印初1J

84実習室

授業の目標並び 基本的な歯髄保存療法、成形修復症例、鋳造修復をシミュレートし、治療姿勢、器材の使用法
に目的と概要 を修得する。

一般目標 保存修復学における成形充填の基本的な理論と術式を理解する。

学習の到達
個別目標:①成形充填の各過程における基本的手技ができる。

目標
② う蝕除去の基本的手技ができる。

③覆髄の基本的手技ができる。

④鋳造修復の寓洞形成ができる

回 数 侵 業 内 廿..... 担当者

Orienta等t歯ion牙.器植材立配:布人工:歯治療牙植姿勢立、器材の使用法、メンァ 務藤正寛他ナンス

2 実習準備、器具説明、植立模型作製 11 

3 直接覆髄 11 

4 う蝕除去、 踊蝕除去歯の成形充壊 11 
捜

5 寓澗形成、成形修復実習 1: 11 

1級コンポジットレジン嵩洞形成、充填、研磨

寓洞形成、成形修復実習2: 11 

業
6 3級、4級コンポジットレジン高洞形成隔壁装着、充填、

研磨

7 寓洞形成、成形修復実習3: 11 

5級コンポジットレジン寓洞形成、隔壁装着、充填、研磨

8 高洞形成、成形修復実習4: 11 

計 附Dグラスアイオノマ一高洞形成、充填、研磨

9 
高洞形成、成形修復実習5: 11 

2級コンポジットレジン高洞形成、隔壁装着、充境、研磨

10 
寓洞形成、成形修復実習6: 11 

画 2級コンポジットレジン寓洞形成、隔壁装着、充填、研磨

11 実技試験1(評価を含む) 11 

12 2級メタルインレー窟洞形成去1 11 

13 2級メタルインレー寓澗形成去2 11 

14 2級メタルインレー窟洞形成法3 11 

15 実技試験2(割面を含む) 11 

- 模型実習は、講義と連動する形で行われる。
- 模型実習は座学中心の講義とは異なり、模擬患者(マネキン)を稲手にした臨床想定実習であ
る。実際に自分が患者さんを診る場面を想定して実習に臨むこと。身なり ・服装に留意し、 欠席、

アドバイス
遅刻をしないように。 届けでなき欠席f~ 2固でも履修不可となるので十分に留意すること。
- 配布する実習警に従って実習を進める。十分な予習をし、 示説による解説および実習肉容につ
いての理解を深めるようにする。
- 綬業期間中、実習当日の17:∞-18:∞にofficehourを怠ける。実習内容について質問があれ
ぱ担当ライターの部屋 (C様8階)に気軽に質問に来るように。

限られた実習時間肉で理解を深めるためには、配布実習書およぴ下記テキスト等による予習・復習
授業時間外学習 は必須である。内容を理解しないまま実習を進めることのないよう、毎回の実習では担当ライター

による獄閥均匂サコれる。十分な予習 ・復習をもって実習に臨むこと。

独自の実習書
テキスト ・教材・参考書等 第5版保存修復学210'k末書底、 2017)

第7版保存修復学(医歯薬出版、 2019)

成績評価の方法 出席状況実習プロダクト、2証言薗式験およt舟宴後鋲験結果を総合相面する。

R
U
 

n
t
 



授業科目 口腔修復学E
授業担当 江草宏

クラウンブリッジ補綴学
責任者 分子 ・再生歯科補綴学分野

授業細目
総論

曜日一時限
木一 対象年次 4年;欠

講義室名 B4講義室
科目

OOE4:l印312J
2'3・4 学期 7セメスター 番号

授業の目標 目標と目的 クラウンブリッジ補綴学における縦 鮒q肉容を理解する。

並びに目的 概要 .クラウンブリッジ補綴学の概論について説明を受It.講義および陀Lを介してクラウンブ

と概要 リッジ治療に必要な診察・検査・診断 ・治療計画の一連の流れを学ぶ。

一般目標:クフウンブリッジ補綴学の意義・重要性およびクフウンブリッジ治療の診察から治療

学宮の到達
計画までの流れを理解する。

個別目標 :① クラウンブリッジ補綴学の目的を説明できる。
目標

② クラウンブリッジの要件，種類を説明できる。

③クラウンブリッジ補綴治療の診察から治療計画までの加もを説明できる。

捜
回 数 授 業 内 国廿刊 担当者

1 クラウンブリッジ補綴学概説【E-3-4)ー(1)①】 江草宏

業
2 クラウンブリッジの種類【E-3-4)一(1)②】 江草宏

3 
診察，検査診断

江草宏
言十 【E-H)①~⑧】【E-1-2)~か】【E-2-2沼海】

4 開L-1 (治療計画):課題提示【A-4-1)②】【F-3-4)①】 江草宏

画 開L-1 (治療計画):グ)v-ープ討論，発表，全体討論 江草宏，
5-7 

【A-4-1)②】 【F-3-4)①】 山田将↑尊，他

- 本授業平ヰ目では，クフウンブリッジ補綴学を『これ以上歯質や歯の欠損を拡大し

ないための固定性補綴の学問」としてとらえ講義肉容(総論と各論)が実習と連動

する形で行われる。

- 綬業前に各自が分野HPから講義資料をダウンロードし，講義に臨むこと。

- 授業には必ず出席し，遅刻，居眠りなどしないように。

アドJ¥イス • P乱形式の授業では，ディペート，グJLr-ープ・ディスカッション，グ凡fープ・ワ

ークへの積纏的な参加を心がけ，討議ができるよう準備をして授業に臨むこと。

- 授業中でも不明な点があれば積極的に質問することが学生全員のより深い理解に

つながる。ためらわずに発言すること。

. 授業期間中，授業当日の16:∞-17:∞にofficehourを設ける。綬業内容につい

て質問があれば綬業担当者の部屋 (C棟7階)に気軽に質問に来るように。

クラウンフリッジ補綴学の幅広い肉容について理解を深めるためには，下記テキスト

授業時間外学習 による授業の予習 ・復習は必須である。授業は要約講義であり，講義資料は各自が予

習・復習するための概覚資料であると心得ること。

テキスト ・教材・参考書等
クフウンブリッジ補綴学(第6版)医歯薬出版 2021
冠橋義歯補綴学テキス ト (第4版)永末書庖 2021

形成的評価を授業態度(講義 ・実習).実習小ナスト，実習プロダクトおよび開L

成績評価の方法
肉容をもとに行い，総括的評価を論述調鱗果および出席状況をもとに行う。論迎式

験では，総論，各論，関連領域 ・先立議技術論および実習で達成した学習成果の程度を

評価する。
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授業科目 口腔修復学E
授業担当 江草宏

授業細目
クフウンブリッジ布絹張学

責任者 分子 ・再生歯科補綴学分野
各論

木-2 対象年次
4年次

科目
曜日一時限 7セメスター 講義室名 84講義室 凶E-D印312J

月-2 学期
8セメスター

番号

授業の目標
目標と自的:クラウンブリッジ治療の一連の;J，f;hを，生物学的.材料学約，審美的な観点から理解する。

並ぴに目的
概要:各権クラウンブリッジの治療ステップ!こついて.論議および陀L:を介してその具糊憶援を学ぶ。

と概要

一般目標クラウンブリッジの選択および治療過程を.クラウンブリッジの要件と関係づけて理解する。

個別目標:①クラウンブリッジ治療および技工の各過程を説明できる，

学習の到達 ②クラウンブリッジ治療の吋墓の;J，f;hを説朋できる。

目標 ③クラウンブリッジ治療について生牧伴者協から説明できる。

④クラウンブリッジ治療について材料学的な観点から説明できる。

⑤クラウンブリッジ治療について審美的な観点から説明できる。

回 数 授 業 肉 4廿『 担当者

1・2 補綴前処置支台築造 【E-3-4)ー(1)③】 山田将博

3 
支台歯形成・プロピジョナルレストレーション

原悶章生
【肘③】【ト3-4)ー(1)告別

4 印象採得，色調選択 【E-3-4)ー(1)信渇】 大川博子

5 印象採得物の消毒・院内感染対策 【Aーか1)⑥】【介6-3河渇】 漉辺隼

捜 6 岐合採得【E-3-4)一(1)⑤】【E-3-4)一(2)⑧】 江草宏

7 作業用模型・岐合器 【E-3-4) 一 (1)~ゆ】 勝田悠介

8 ワックスパターン形成【E-3-4)ー(1)告活動】 勝目悠介

業 9 埋没.鋳造，研磨 【E-3-4) 一 (1)~⑤】 勝因悠介， 0 試適，合着セメント.術後管理【Dー2③】 【E-3-4)一(1)⑪~⑬】 江草宏

， ， 歯科金属 ・材料アレルギー【か悶渇】
局永和

言十 (大阪府開業)， 2 レジン前装冠，陶材焼付冠 【A-2-2)①~③】【D-2②】 大川博子

， 3 オールセフミッククフウン，コンポジットレジンクフウン.
原悶章生画 ラミネートベニア 【A-2-2)①~③】【D-21②】

， 4 ブリッジ概説 (臨床的意義・構成支台歯負担・形成)
長崎敦洋

【E-3-4)-(1) <I渇】

， 5 
ブリッジの製作(連結法の種類，ろう付け)

奥山弥生
【E-3-4)-(1)告@】

， 6 口腔インプフント支台のクフウンブリッジ
山田将博

【Dー2⑤】 【E-3-4)一(3)⑥~⑧】

- 本授業科目では，クラウンブリッジ繍綴学を「これ以上歯質や歯の欠績を鉱大しない

ための固定性補綴の学問Jとしてとらえ，講義肉容が実習と連動する形で行われる。

アド1¥イス
- 授業前に各自が分野I-Pから講義資料をダウンロードし，講義に臨むこと。

- 綬業には必ず出席し，遅刻，居眠りなどしないように。

- 授業期間中，授業当日の 16:∞-17:∞にoffice加urを設ける。授業内容について質

問があれば授業担当者の部屋 ω練7階)に気軽に質問に来るように。

クフウンブリッジ補綴学の幅広い内容について理解を深めるためには，下記ァキストによ

授業時間外学習 る授業の予習 ・復留は必須である。綬業は要約講義であり，講義資料は各自が予習 ・復菅

するための概説資料であると'i:.-f写ること。

テキスト ・教材・参考書等
クラウンブリッジ補綴学(第6版)医歯薬出版 2021
冠橋義歯補綴学テキスト(第4版)永末書庖 2021

形成的評価を，授業態度(講緩・実習).実習小テスト，実習プロダク トおよび陀L肉容を

成績評価の方法 もとに行い.総指的制面を論述鋲験結果および出席状況をもとに行う。論述誌験では.総

論，各論，関連領域・先端技術論および実習で達成した学習成果の程度を評価する。
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授業科目 口腔修復学E 授業担当 江草宏

授業細目
クフウンブリッジ補綴学

関連領場・先端技術論 責任者 分子 ・再生餅ヰ補綴学分野

曜日一時限
月ー 対象年次 4年次

講義室名
84講義室 科目

∞E-I刷312J
2・3・4 学期 8セメスター 民実習室 番号

目標と目的:自分の目指す歯科医師を想像するために，クラウンブリッジ関連続衡を例に知掲の歯科医療

授業の目標並び 技術 ・研究を知ることで.歯科医師の多様なニーズおよびチャンスを意思量する。

に目的と概要 概要クラウンブリッジに関連する技術および先端研究について，講義あるいは阻を介してその基礎知

識を学び，得た知謀を参考に自分の目指す断ヰ医師を想像する。

一般目標:自分の目指す歯科医師を想像するために.クフウンブリッジの関連技術を中心に近未来の餅ヰ

医療の動向を理解し，酎ヰ医師という職業のやりがいと魅力を考察する。

個別目標:①スポーツ歯科の具体的目標について説明できる。

②デジタルデンテイストリーの現状を説明できる。

学習の至1腫目標
③超高餅士会やMI(ミニマルインターペンション)の観点から，歯周補綴

短縮歯列.接着技術.インプラント治療を説明できる。

③再生医療を固定性補舵台療と関連して説明できる

④先端歯科医療技術や近未来の歯科医療の動向について資料を収集できる。

⑤収集した資料をもとに自分にとって理想的な歯科医師像を考察し.その

肉翻こついて討議できる。

回 数 授 業 肉 慣廿』 担当者

スポーツ歯科 【A-1-3)①】臥-5-1)①】
近藤尚知

(浩手医科大学)

2 
デジタルデンテイストリー (CNJ/(淵テクノロジー) 馬得一美

圧-3-4)ー(1)②】 帽和大学)

授 3 後着歯学とクラウンブリッジ治療 【Dー衣IDl[E-3-4)ー(1沌⑪】
矢谷博文

(大阪大学)

4 再生医療のクラウンブリッジ治療への展開臥-8-(1)<1丈島】 江草宏

業 5 高齢者/有病者におけるクラウンブリッジ治療 【E-5-1)①--@.】 未定

6 
歯周病患者におけるクフウンブリッジ治療【E-3-3)ー(3)⑫ 臥ート1)

菅野対 日
①~③】

言十 7 
口腔インプラント織舵台療の実際と展望(オンデマンド)【A-8-(1)

山悶将鱒
任③】

陀L-3(自分の目指す歯科国鴫)

8 【A-1-3)①】【A-2-1)G)-ゆ】 【A-4-1)②】 【A-9-1)①~③】 江草宏

画 概絡説明 ・予習課題提示

9・10
陀L-3:グ)L戸プ分lす.予習課題討論，発表課懸提示

江草宏，他
【A-1-3)①】臥-2-1)①ベIDl何 回1)②】【A-9-1)①~③】

1 1・12
開L-3:グループ討論，発表資料作成

江草宏，他
臥ー1-3)①】 【A-2-1河〉喝】【A-4-1)②】【A-9-1)~:】

1 3・14
内L-3:発表全体討論

全教員
臥.-1-3)①】臥-2-1)①~⑤】臥-4-1)②】臥，-9--1)①~③】

. ;;伝授業では，先端のクフウンブリッジ関連技術を学ぶことで'-れからの社会における固

定性補綴のニーズおよび自分の将来の歯科医師像を考えていく。午前中の講義肉容を参考に.

午後からは与えられたテーマにグループで取り組む。

アドバイス - 灼v-プ作業をはじめ，授業への書簡的な参加を求める。積極的な討議ができるよう，準

備をして授業に臨むこと。

- 綬業期間中.綬業当日の16:∞-17:∞にofficehωrを設ける。侵業内容について質問が
あれば授業担当者の部屋 (C練7階)に気経に質問に来るように。

授業時間外学習
予習 ・復習には，下記テキストに加え図書館，インターネットフィールドワークから得ら

れる情報を活用すること。

テキスト ・教材・参考書等
クラウンブリッジ繍綴学(第6版)医歯薬出版 2021
冠橋義歯補綴学テキスト(第4版)永末書庖 2021

形成的評価を.授業態度(講義・実習).実習小テスト，実習プロダクトおよび陀L内容をもと

成績S軒面の方法 に行い，総事前信刺画を論述試験結果および出席状況をもとに行う。論述試験では，総論.各論.

関連領媛 ・先端銭術論Iおよび実習で達成した学習成果の程度を評価する。

ハ
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捜業科目 口腔修復学E
授業担当 江草宏

授業細目
クラウンブリッジ織綴学

責任 者 分子 ・再生歯手i崎綴学分野
実習1

曙日一時隈 木-3・4
対象年次 4年;欠

講義室名
B3実習室 科目

凹Eーo印312J
学期 7セメスター B4実習室 番号

援業の目標並び
目標と目的.全部鋳造冠治療の基本的な理論と術式を理解する。

概要‘模型実習を通して全部鋳造冠による歯冠修復治療の術式およE触工操作を診療の手I1頃に沿
に目的と概要

って学ぶ。

一般目標:全部鋳造冠治療の基本的な理論と術式を理解する。

学習の到達 個別目標 :①全部鋳造冠治療の基本的手技を具体的に述べることができる。

目標 ②全部鋳造冠作製の基本的技工操作を具体的に述べることができる。

③下顎大臼歯の解剖学的な歯冠形態をワックスパターンで説明できる。

回 数 捜 業 内
開台』 担当者

1 実習概説 【A-3⑤】【A-4-1)②】【A-4-2)②】
江草宏，

勝因悠介，他

2 概形印象採得，研究用模型作成 【F-3-1)信⑥】
勝田悠介，

奥山弥生，他

捜 3-7 全部鋳造冠支台歯形成 【0-1③】【F-3-4)③】
勝田悠介，

奥山弥生，他

8 個人トv-製作 【E-3-4)ー(1)②】
勝田悠介，

奥山弥生，他
業

勝田悠介，
9 精密印象探得(シリコーンラパ一印象)【F-3-4)⑥】

奥山弥生，他

百十 1 0 
精密印象探得(寒天アルジネート連合印象)【F-3-4)⑥】. 勝田悠介，

岐合採得【F-3-4)⑧】 奥山弥生，他

1 1 -1 6 作業用模型作製，岐合器装着 【E-3-4)ー(1)②】
勝田悠介，

画 奥山弥生，他

17-20 全部鋳造冠ワックスパターン形成 【E-3-4)ー(1)②】
勝田悠介，

奥山弥生，他

21-23 全部鋳造部里没.鋳造 【E-3-4)ー(1)②】
勝田悠介，

奥山弥生，他

24・25 全部鋳造克蹴適.調整，研磨 【ト3-4)-(1)②】
勝田悠介，

奥山弥生，他

- 模型実習は，講義(総論と各論)と連動する形で行われる。
- 模型実習は座学中心の講義とは異なり，模綴患者(マネキン)を相手にした臨床想定

実習である。実際に自分が患者さんを診る場面を想定して実習に臨むこと。身なり ・服装
に留意し欠席.遅刻をしないように。届けでなき欠席は， 1回でも履修不可となるので

アドJ¥イス 十分に留意すること。

- 実習書に従って実習を進める。毎回の授業にあたり，実習書を分野HPからダウンロー

ドし，十分な予習をしたよで実習に臨むこと。

- 授業期間中，実習当日の 16:∞ー17:∞にoffice加urを設ける。実習内容について賃

聞があれば担当ライターの部屋 (C棟7階)に気軽に質問に来るように。

限られた実習時間内で理解を深めるためには.実習書および下記テキストによる予習 ・復

授業時間外学習
習は必須である。内容を理解しないまま実習を進めることのないよう，十分な予習 ・復習

をもって実習に臨むこと。毎回の実習前には小テストを行い，当日行う実習内容の理解度

を評価する。

クフウンブリッジナクニック(第2版)医歯薬出版 2018
テキスト・教材・参考書等 冠橋義歯補綴学テキスト(第4版)永末書庖 2021

クラウンブリッジ繍綴学(第6版)医歯薬出版 2021

形成的評価を，授業態度(講義・実習)，実習小テスト，実習プロダク トおよび陀L肉容を

成績評価の方法 もとに行い，総括的評価を論述獄験結果および出席状況をもとに行う。論述鼠験では，総

論，各論，関連領減・先織筏術論および実習で達成した学習成果の程度を評価する。

-79-



授業科目 口腔修復学E
授業担当 江草宏

授業細目
クフウンブリッジ織綴学

責任者 分子・再生歯平特需綴学分野
実習2

木-3・4 対象年;欠
4年次

63実習室 科目
曜日一時隈

月-3・4 学期
7セメスター 講義室名

64実習室 番号
叩E-{)印312J

8セメスター

授業の目標 目標と目的 .支台築造.レジン前装冠および叫0/(淵冠治療の基本的な理論と術式を理解する。

並びに目的 概要:模型実習を通して支台築造.レジン前装冠およびωI/C馴冠による歯冠修復治療の術式お

と概要 よぴ技工操作を診療の手l傾向沿って学ぶ。

一般目標 :支台築造，レジン前装冠および叫D/C馴冠治療の基本的な理論と術式を理解する。

個別目標 :① コンポジットレジン支台築造における基本的手技を具備 qに述べることが

学習の到達
できる。

目標
② レジン前装冠治療の基本的手技および技工操作を具体的に述べることが

できる。

③ 叫0/(淵冠支台歯形成の要点について具体的に述べることができる。

④叫0/(淵冠治療の一連のmthが説明できる。

回 数 捜 業 内 同廿『 担当者

1 支台築造(ファイパーポストコア)【F-3-4)②】
勝田悠介，

奥山弥生，他

2.....4 レジン前装冠支台歯形成 【F-3-4)③】
勝悶悠介，

捜 奥山弥生，他

5 プロピジョナルクラウン作製 【F-3-4)⑤】
勝悶悠介，

奥山弥生，他

業
6・7

レジン前装冠 ワックスパターン形成， 勝田悠介，

窓開け，リテンションビーズ付与【E-3-4)一(1)②】 奥山弥生，他

8・9 レジン前装冠 :鋳造 【E-3-4)ー(1)②】
勝田悠介，新都邦透，

言十 奥山弥生，他

1 0 
レジン前装冠 :レジン築盛・ 重合，形態修正・研磨 勝因悠介.新都邦透，

【E-3-4)-(1)②】 奥山弥生，他
画

仙D/CAM冠支台歯形成【F-3-4)③】
勝田悠介，新都邦透，

1 1..... 1 5 
奥山弥生，他

16.....18 叫D設計.c馴加工【E-3-4)ー(1)②】
勝因悠介，新都邦透，

奥山弥生，他

- 模型実習は，講義 (総論と各論)と連動する形で行われる。
- 模型実習は庭学中心の講義とは異なり，模擬患者(マネキン)を相手にした臨床想定

実習である。実瞭に自分が患者さんを診る場面を想定して実習に臨むこと。身なり ・服装

に留意し欠席.遅刻をしないように。届けでなき欠席は.1固でも霞修不可となるので

アド1¥イス 十分に留意すること。

- 実習書に従って実習を進める。毎回の授業にあたり，実習書を分野HPからダウンロー

ドし，十分な予習をしたよで実習に臨むこと。
. 授業期間中，実習当日の 16:∞-17:∞にoffice加urを設ける。実習内容について賃

聞があれば担当ライターの部屋 (C様7階)に気軽に質問に来るように。

限られた実習時間内で理解を深めるためには，実習書および下記テキストによる予習 ・復

授業時間外学習
習は必須である。肉容を理解しないまま実習を進めることのないよう.十分な予習 ・復習

をもって実習に臨むこと。毎回の実習前には小テストを行い，当日行う実習内容の理解度

を評価する。

クラウンブリッジテクーツク (第2版)医歯薬出版 2018
テキスト ・教材・参考書等 冠橋型車歯補綴学テキスト (第4版)永末書后 2021

クラウンブリッジ補綴学 (第6版)医歯薬出版 2021

形成約評価を，慢業態度 (講義・実習).実習小テスト，実習プロダクトおよび陀L内容を

成績評価の方法 もとに行い，総指的評価を論述銑験結果および出席札涜をもとに行う。論述舘験では，総

論， 各論， 関連領域・先端技術論および実習で達成した学習成果の程度を評価する。

-80-



授業科目 口腔修復学E 授業担当 江草宏

授業細目
クラウンブリッジ補綴学 責任者 分子・再生断ヰ補綴学分野

実習3

曜日一時限 月-3・4
対象年次 4年;欠

講義室名
B3実習室 科目

凶Eーo印312J
学期 8セメスター B4実習室 番号

授業の目標 目標と目的 ・ブリッジ治療の基本的な理論と術式を理解する。

並びに目的 概要・模型実習を通してブリッジによる歯冠修復治療の術式および技工操作を診療の手順に沿っ

と概要 て学ぶ。

一般目標 :ブリッジ治療の基本的な理論と術式を理解する。

学習の到達 個別目標 :① ブリッジ治療の基本的手技を具備句lこ述べることができる。

目標 ② ブリッジ作製の基本的技工操作を具体的に述べることができる。

③ポンティックの設計をワックスパターン形成から説明できる。

回 数 捜 業 肉 廿~ 担当者

授 ブリッジ実習用模型準備 【E-3-4)ー(1)①】
新都邦透.勝因悠介，

奥山弥生，他

業 2-5 ブリッジ支台歯形成 【F-3-4)③】
新都邦透.勝目悠介，

奥山弥生，他

言十 6 
プロピジョナルブリッジ作製(ポンァイツク) 新都邦透，勝回悠介，

【F-3-4)⑤】 奥山弥生，他

画 7 ろう着 【E-3-4)ー(1)⑧】
新都邦透.勝因悠介，

奥山弥生，他

- 模型実習は，講義(縦命と各論)と連動する形で行われる。

- 模型実習は座学中心の講義とは異な札機嫌患者{マネキン)を相手にした臨床

想定実習である。劃蜘こ自分が患者さんを診る場面を想定して実習に臨むこと。身な

り・服装に留意し，欠席，遅刻をしないように。届けでなき欠席は. 1回でも履修不

アド1¥イス 可となるので十分に留意すること。

- 実習書に従って実習を進める。毎回の授業にあたり，実習書を分野HPからダウン

ロードし十分な予習をした上で実習に臨むこと。

- 綬集期間中.実習当日の 16:∞-17:∞にofficehourを設ける。実習内容につい

て質問があれば担当ライターの部屋 (C練7階)に気経に質問に来るように。

限られた実習時間肉で理解を深めるため1:::は，実習書および下記テキストによる予

授業時間外学習
習 ・復習は必須である。内容を理解しないまま実習を進めることのないよう，十分な

予習 ・復習をもって実習に臨むこと。毎回の実習前には小テストを行い.当日行う実

習肉容の理解度を評価する。

クフウンブリッジァクーツク(第2版)医歯薬出版加18
テキスト・教材・参考書等 冠橋義歯繍綴学テキスト(第4版)永末書庖却21

クラウンブリッジ補擁学 (第6版)医歯薬出版却21

形成的評価を授業態度(講義 ・実習).実習小テスト，実習プロダクトおよび P乱

成績評価の方法
内容をもとに行い，総括的制函を論述試験結果および出席状況をもとに行う。論述試

験では，縦命，各論，関連領域 ・先端技術論および実習で達成した学習成果の程度を

評価する。

唱
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慢業平ヰ目 口腔修復学E 授業担当 驚藤正寛

授業細目 歯肉治療学
責任者 歯科保存学分野

曜日一時限 7.1<-2 
対象年次 3年次

講義室名 83講義室 科目番号
学期 6セメスター

綬業の目機並び 歯肉疾患の腿機構と病態に基づいた治療の考え方、診断及槻管治駒基本技術、外科的歯
に目的と概要 内療法および顕微鏡を用いた逆根管治療技術の概念、外傷歯の治療技術を習得する。

一般目標:根管形態の理解、根管治療その治療の進め方を理解する。

個別目標:①歯髄 ・根尖性歯周組織疾患の病園、病態、診断および治療方法を説明できる。

学習の到達
②各餅重における根管形態の特徴を説明できる。

③根管治療の基本技術を説明できる。
目標

④外科的歯肉療法を説明できる。

⑤外傷、根未完成歯、病的歯根吸収に対する歯肉療法を説明できる。

⑥手術用実体顕微鏡を説明出来る。

回 数 授 業 肉
台，守.同.

担当者

1 歯髄疾患の分子病態メカニズムと臨床症状 驚蘇正寛

2 根尖歯周組織疾患の分子病態メカニズムと臨床症状 11 

捜 3 
歯髄疾患、根尖歯周組織疾患の診査・検査・診断および 11 

治療方針

4 根管処置1髄室開拡、根管長測定と作業長の決定 11 

5 根管処置2 手用切削器具と根管形成 11 

業 6 根管処置3 根管洗浄と貼薬 11 

7 根管充墳の術式と治癒経過 11 

8 歯根と歯髄腔の形態およびその変化 八幡祥生

言十 9 ニッケルチタン製ファイルを用いた楓管治療 11 

10 再根管治療の術式、歯肉療法の安全対策 斎藤正寛

11 アドJ¥ンス講義 特別講師

画 12 外科的歯肉療法と手術用実体顕微鏡を用いた逆根管治療 八幡祥生

13 根未完成歯、歯視の病的吸収に対する歯肉療法 驚蘇正寛

14 外傷歯の診断と処置 11 

15 アドバンス講義 特別講師

- 綬業を理解するためには、生化学、細胞生物学、解剖学を中心とする基礎医科歯学を冗に歯肉

紙三在学の磁床基礎を理解する。

アドバイス
. 授業への出席者のみに資料を配布する。

- 授業中でも不明な点があれば積極的に質問すること。

- 綬業期間中、授業当日の17:∞ー18:∞にo行icehour :を設ける。慢業内容について質問があれ
!まC練8階歯科保存学分量開究室に質問に来るように。

歯肉療法学の幅広い学問内容について理解を深めるためには、下記ァキスト等による授業の予轡・

授業時間外学習 復習!秘、須である。授業lま要約講義であり、配布資料lま各自が予習・復習するための概鋭資料であ
ると心得ること。

教材として毎回プリントを配布する。
何len's Pathways of the Pulp 12~ (Elsevier) 

テキスト・教材・参考書等 Endωontics: Principles and Practice 6出征Isevier)
エンドドンティクス第5版(永末害賠)

歯肉治療学第5版(医歯薬出版)

成慌平価の方法 出席状況および定期試験結果を総合割面する。
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授業科目 口腔修復学E 授業担当
粛藤正寛

0八幡祥生
授業細目 歯肉治療学実習

責任者
歯科保存学分野

対象年次 3年;欠
83講義室

曜日一時限 水，-3・4
学期 6セメスター

講義室名 83実習室 科目番号 DDE-DEN302J 
64実習室

綬重量の目標並び 歯肉治時習では吋床で行う歯肉治蜘跡的関側す吋目標と…一日服
に目的と概憂 管機型、砲立歯模型、顎模型を用いて、各歯種の線管処置から根管先場まで一連の治療技術を習得する。

一般目標:歯髄炎 ・根尖性歯周組織疾患の治療のために、根管治療についての知恥技能および態度を修得す

る。

個別目標 :① ラパーダム防j動恒しくできる。

学習の到達 ② 髄室開鉱、 電気的根管長測定が正しくできる。

目標 ③ 緩管形成が正しくできる。

④ 綴管充袋が正しくできる。

⑤ ニッケルチタン製ファイルを用いた穣管形成、銀管充績が正しくできる。

⑥ 手術用実体顕微鏡の基本的使用方法を理解する。

回 数 授 業 肉 台- 担当者

オリエンテーション、実習準備、器具説明、模型作製 八幡祥生他

2 透明根管模型根管形成、ラパーダム防湿1 11 

授 3 透明根管模型根管充壌、ラパーダム防湿2 11 

4 小臼歯孤立歯根管形成、根管充填1 fI 

5 小臼歯孤立歯根管形成、根管充填2 11 

業 6 実習試験1 fI 

7 前歯ッ植ケル立模チ型タをン製用いフたァ根イル管形を使成用、根し管た根充填管形1成
11 

8 前電気歯的植根立模管長型測を定用いた根管形成、根管充填2
fI 

言十 9 小臼歯植立模型を用いた根管形成、根管充填1 11 

10 小臼歯植立模型を用いた根管形成、根管充填2 fI 

11 大臼歯植立模型を用いた根管形成、根管充填1 11 

画 12 大臼歯植立模型を用いた根管形成、根管充渓2 11 

13 大臼歯植立模型を用いた楓管形成、根管充填3 11 

14 再根管治療 11 

15 実習試験2(評価を含む) fI 

- 模型実習は、講義と連動する形で行われる。

- 模型実習は座学中心の講義とは異なり、模擬患者 (マネキン)を絡手にしたe諒葱定実智であ

る。実際に自分が患者さんを診る場面を想定して実習に臨み、身なり ・服装に留意し、欠席、

アドバイス
遅刻をしないように。届け出なき欠席!ま、 1固でも履修不可となるので十分に留意すること。

- 配布する実習蓄に従って実習を進める。十分な予習をし、示制こよる解説および実智内容につ

いての理解を深めるようにする。

- 授業期間中.実習当日の 17:∞ー18:∞にo行icehωr:を訟ける。実習肉容について質問があれ

ぽ担当ライターの部屋 ω棟8階)に気軽に質問に来るように。

限られた実習時間肉で理解を深めるためには、配布実習書およぴ下記テキスト等による予管・復習

授業時間外学習 lま必須である。肉容を理解しないまま実習を進めるζとのないよう、毎回の実習では担当ライター

による試聞が行われる。十分な予習 ・復習をもって実習に臨むこと。

独自の実習書

倒 1en's Pathways of the Pulp 12出 (Elsevier)
テキスト・教材・参考書等 白刈ωontics:Principles and Practice 6出 (Elsevier)

エンドドンティクス第5版 (永末書庖)

歯肉治療学第5版 (医歯薬出版)

成績評価の方法 出席状況、実習プロダクト、筆記鼠験およt焼損撒結果を総合開面する。
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授業科目 口腔機能回復学 1A 授業担当 佐 々 木 啓 一

授業細目
歯・周囲組織欠損による陣

責任者 口腔システム補綴学分野
害とその治療

曜日一時限 火- 1・2
対象年次 3年次

講義室名
Onl ine 

科目番号 DDE-DEN303J 
学期 6セメスター B4講義室

授業の目標
1歯から多数歯の欠損により生じる形鯵異常・機能館書・社会的障害・心掛鳴容についての知識を修得し欠

並びに目的

と概要
損歯列に対する歯科補綴学的治療の意義・目的を理解する。

学習の到達
一般自標:歯の欠損により生じる形態異常・担豊能障害・社会依韓害・心掛旬障害についての知識を修得

目標
個別目標欠損歯夢l応対する酎ヰ補綴学的治療、意祭および目的を理解

回 数 捜 業 内 台開』 担当者

1 補綴樹ヰ学と歯科締綴治療入門 【E-3-4)ー(2)】 佐々木啓一

捜
2 

欠損歯列を有する症例提示・酬と文献検索の概説 [E-3-4)
小川徹

ー(2)】

3 歯の欠損による障害 【E-3-4)一(2)】 重光竜二

業
部分欠損補綴治療の目的・生物学的事項、分類

4・5
部分床義歯の構成要 【E-3-4)ー(の】

目 原 大 賞

6 
言十

部分床義歯治療における診査・診断 【E-3-4)ー(2)】 佐藤奈央子

7 部分床義歯の支持樹誇 ・把持機構 【E-3-4)一(2)】 重光竜二

画
8 部分床義歯の維持機構 【E-3-4)ー(2)】 白石成

9 治療方針の立案と部分床義歯の設計 【E-3-4)ー(2)】 依田 信裕

10 部分床義歯における前処置 【E-3-4)一(2)】 泉国一賢

オンライン ・ハイブリッド型講義受織→各授業の課題の把握→課題レポート作成・提出

アドバイス 講義肉容は当分野HPに掲載する積樹qな自習を望む

講義内容とPBし実習を連動するものとして学習する

授業時間外学習 PBL課題の症例に反映させてオンライン・ハイブリッド型講義を受講・自主学習を行う

有床車産歯補綴学第1版(山下秀一創湖面白永末書庖 2021 

テキスト・教材・参考書等
スタンダードパーシャルデンチャ→税震学第3版(藍稔緩)学鍵書院 2018
歯学生のパーシャルデンチャー第6版{三谷春保編〉医歯薬出版 2018

その他lま議議中に説明する

成縦平価の方法 授業課題(レポート)・ PBL課題・定期詰験 (6セメ)により判定する
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授業科目 口腔機能回復学 1A 授業担当 佐 々 木 啓 一

授業細目
欠損歯列の診査・診断と治

責任者 口腔システム補綴学分野
療方針

曜日一時限 火- 1・2 対象年次 3年次
講義室名

Onl ine 
科目番号 DDE-DEN303J 

学期 6セメスター B4講義室

授業の目標
欠損歯列患者に対する診査・診断、綿織官僚の種類とその選択 G台療方法の診断)、さらに可糊全部分床義歯の

並びに目的

と概要
構成要素を理解する。

学習の到達
一般自標:欠損歯列患者に対する診査・診断、補語昆官僚の種類とその選択(治療方法の診断)の修得

目標
個別目標可制全部分床義歯用いた欠損繍綴、その織成要繁・特徴を理解

回 数 授 業 内 廿開』 担当者

1・2
印象の種類と分類 【E-3-4)ー(2)】

泉田一賢
部分床義歯における印象採得、校合採得 【E-3-4)ー(2)】

授 3 人工歯の種類と人工歯選択、下顎運動【E-3-4)ー(2)】 小川徹

4 岐合機式、岐合器 【E-3-4)一(2)】 佐藤奈央子

業
5 

部分床義歯の装着、メインァナンス、修理、リフイン
天雲太一

【E-3-4)ー(2)】

6 歯科インプラント 【E-3-4)一(3)】 依田信裕

言十
三浦宏之

7 機能的な岐合面形態を回復するために 【E-3-4)一(2)】
(東京医科歯科大学)

8 顎機能診断と岐合構成 【E-3-4)ー(2)】
小出馨

画 (日本歯科大新潟歯学部)

9 部分床義歯治療のまとめ 【E-3-4)ー(2)】
羽鳥弘毅

(奥羽大学)

1 0 顎顔面補綴?台療、インプラント 【E-3-4)ー(3)】 小山重人

オンライン ・ハイブリッド型講義受精→各授業の課題の把握→調Eレポート作成・鑓出

アドバイス 議議内容は当分野HPに掲載する積樹qな自習を望む

講務内容とPBL実習を遠動するものとして学習する

授業時間外学習 PBL課題の症例に反映させてオンライン・ハイブリッド型講義を受講・自主学習を行う

有床車虫歯補綴学第1版(山下秀一郎編)永案審庖お21

テキス卜・教材・参考書等
スタンダードパーシャルデンチャ→轍学第3版嘩稔録)学健審院 2018
歯学生のパーシャルデンチヤー 第6版(一谷著保編)医歯薬出版 2018
その他lま講議中に説明する

成績評価の方法 出席状況・授業態度 ・レポート・定期試験 (6セメ)により判定する
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授業科目 口腔機能回復学 1A 授業担当 佐 々 木 啓 一

授業細目 可鮒主部分床義歯補綴学 責任者 口腔システム補綴駒士野

曜日一時限 火ー 1・2
対象年次 3年次

講義室名
Onl ine 

科目番号 DDE-DEN303J 
学期 6セメスター B4講義主

授業の目標
欠場歯列患者に対する診査 ・診断、補綴治療の種類とその選択(治療方法の診断)、さらに可制全部分床議歯の

並びに目的
構成要繁を理解する。

と概要

学習の到達
一般目標:欠損歯列患者に対する可制全部分床義歯用いた欠損補綴i台療の手l順、各相時成要繁の特徴 ・その選択

方法に関する気臓の修得
目標 個別目標:可搬性部分床事長歯用いた欠領補寵台療の手順、各ステップの詳細の理解

回 数 授 業 肉 同骨『 担当者

1・2 顎口腔系の生体力学、生体力学的要件 【E-3-4】 佐々木啓一

3 
領食鴨下、探食膿下障害、摂食鴨下リハビリテーション、

白石成
捜 NST【E-3-4】【E-5-2】

4 歯周病と補綴治療 【E-3-4】 天雲太一

業 5.S 可搬性音s分床務歯の設計 (PBL)【E-3-4)ー(の】
佐々木啓一

小川徹

7 .8 可椴性部分床義歯の設計 (PBL)【E-3-4)一(幻】
佐々木啓一

百十
小川徽

9 • 10 可制全部分床義歯の設計 (PBL)【E-3-4)一(2)】
佐々木啓一

小川徹

画

オンライン・ハイブリッド型講義受鋳→各授業の課題の把握→課題レポート作成・提出

務務内容は当分野HPに掲載する積極的な自習を望む

アドパイス PBL実習は所定の時間に、グ凡rープメンバーおよびチューターがweb上で集まり、 PBL学習

を行う。鰻終回は、引いプ毎に峨にて治療計画・可搬性部分床義歯の設1+，英語論文妙畿の発

表会を行う

授業時間外学習
務教肉容とPBL実習lま進動ずるものとして学習する、それに基づきPBL症伊膿題の自主学習お

よぴグループ学習を行う

有床義歯補般学第1版(山下秀一創漏)永末書庖 2021

テキスト・教材・参考書害事
スタンダードパーシャルデンチャ→繊学第3版嘩稔録)学鍵書院 2018
歯学生のパーシャルデンチヤー 第6版(一谷著保編)医歯薬出版 2018

その他lま講畿中に説明する

成績評価の方法 出席状況・授業態度 ・レポート・定期試験 (6セメ)により判定する

-86-



授業科目 口腔機能回復学 1B 捜業担当 佐 々 木 啓 一

授業細目 可搬性部分床義歯治療学1 責任者 口腔システム補綴学分野

対象年次 4年次
Onl ine 

瞳日一時限 金一 3・4 講義室名 郎、B4実習 科目番号 DDE-DEN313J 
学期 7セメスター

室 ・講義室

慢業の目標

並びに目的 可搬性昔日分床義歯治療に必要な知識/基本的技能を示説・実習を通して修得する

と概要

学習の到達 一般目標可徴性部分床畿歯治療に必要な知識/基本自嚇能の修得

目標 個別自標.可徴性部分床義歯製作に関して必要な知識/基本的妓能の修得

回 数 授 業 肉 同骨『 担当者

症例提示 ・診査 ・診断 ・設計 【E-3-4)ー(2)】 天雲太一

捜
2 設計・サペイング 【E-3-4)一(幻】 天雲太一

3 設計 ・前処置 ・印象採得 【E-3-4)ー(2)】 天雲太一

業

4 サベイング ・鶴十線の記入 ・岐合床作製 【E-3-4)ー(2)】 天婁太一

5 岐合採得 ・唆合器装着 【E-3-4)一(2)】 天雲 太一

富十
ワイヤーペンディング・メタルフレーム作成 .ijj没 [E-3-4)

6 
ー(2)】

天雲太一

7 
メタルフv-ム鋳造・研磨、人工歯配列、歯肉形成 [E-3-4)

天雲太一
画

一(2)】

8 包没・流ロウ、レジン壌入 ・重合・義歯完成 【E・3-4)・(2)】 天雲太一

アドバイス 講義肉容は当分野HPに掲載する積回句な自習を望む

授業時間外学習 伽Iineを利用した学習

有床義歯術級学第1版(山下秀一蹴齢永末書庖 2021

テキスト・教材・参考書等
スタンダードパーシャルデンチャ→耐震学第3版(藍稔縁)学鍵書院 2018
歯学生のパーシャルデンチヤー 第6版{一谷著保編)医歯.出版 2018
その他lま講畿中に説明する

成績評価の方法 出席状況・授業態度 ・レポート・作製物・定期試験 (7セメ)により判定する

勾
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授業科目 口腔機能回復学 1B 授業担当 佐々木 啓一

授業細目 可制全部分床義歯治療学2 責任者 口腔システム補綴学分野

対象年次 4年次(半劃
Onl ine 

曜日一時限 金-3・4 講義室名 郎、B4実習 科目番号 DDE-DEN313J 
学期 7セメスター

室・講義室

授業の目標

並びに目的 可鮒全部分床義歯治療に必痩な知識/基本的枝能を示鋭・実習を通して修得する

と概要

学習の到達
一般目標可撤性部分床義歯治療に必要な知識/基本自犠能の修得

目標
個別目標:可撤性部分床義歯製作に関して必要な知識/基本的技能の修得

回 数 授 業 肉 廿..... 担当者

1・2 サペイング/ブロックアウト/設計 [E-3-4)ー(2)] 天雲太一

捜 3.4 設計/クラスプワイヤーデンディング 【E-3-4)・(2)] 天雲太一

5・6 岐合床作成/岐合採得 【E-3-4)一(2)] 天雲太一

業

7・8 岐合器装着/クラスプwaxup【E-3-4)ー(2)】 天雲太一

言十 9・10 クラスプW猷 up/人工歯配列 【E・3-4)ー(2)】 天雲太一

11・12 人工歯配列歯肉形成 【E-3-4)一(2)] 天雲 太一

画

ア ドパイス 講義内容は当分野HPIこ掲鍛する積働旬な自習を望む

授業時間外学習 加Iineを利用した学習

有床義歯補際学 ml版(山下秀一郎漏)永末書庖加21

テキス ト・教材・参考書等
スタンダードパーシャルデンチャ→高綴学第3版喧稔録)学鍵書院 2018
自留学生のパーシャルデンチャー 第6版{三谷春保編)医直面禁出版 2018

その他lま講義中に説明する

成績評価の方法 出席状況・授業態度 ・レポー ト・製作物・定期試験 (7セメ)により判定する
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授業科目 口腔機能回復学 1B 授業担当 佐々木 啓一

授業細目 可制全部分床義歯治療学3 責任者 口腔システム補綴学分野

対象年次 4年次(半劃
Onl ine 

曜日一時限 金-3・4 講義室名 郎、B4実習 科目番号 DDE-DEN313J 
学期 7セメスター

室・講義室

授業の目標

並びに目的 可鮒全部分床義歯治療に必痩な知識/基本的枝能を示鋭・実習を通して修得する

と概要

学習の到達
一般目標可撤性部分床義歯治療に必要な知識/基本自犠能の修得

目標
個別目標:可撤性部分床義歯製作に関して必要な知識/基本的技能の修得

回 数 授 業 肉 廿..... 担当者

1・2 岐合床作此/岐合採得 [E-3-4)ー(2)】 天雲 太一

捜 3・4 校合器装着/クラスプwaxup[E-3-4)一(2)】 天雲太一

5・6 サペイング/ブロックアウ ト危蹟十 【E-3-4)一(2)] 天雲太一

業

7・8 設計/クラスプワイヤーデンディング 【E-3-4)ー(2)】 天雲太一

計
9・10 クラスプW猷 up/人工歯配列 【E・3-4)ー(2)】 天雲太一

11・12 人工歯配列歯肉形成 【E-3-4)一(2)] 天雲太一

画

ア ドパイス 講義内容は当分野HPIこ掲鍛する積樹qな自習を望む

授業時間外学習 伽Iineを利用した学習

有床義歯補傑学 ml版(山下秀一創緬)永末書庖加21

テキス ト・教材・参考書等
スタンダードパーシャルデンチャ→繍学第3版唖稔録)学鍵書院 2018
歯学生のパーシャルデンチャー 第6版(三谷春保編)医歯薬出版 2018
その他lま講義中に説明する

成績評価の方法 出席状況・授業態度 ・レポー ト・製作物・定期試験 (7セメ)により判定する
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授業科目 口腔機能回復学E
授業担当 服部佳功

加齢歯科学
責 任者 加齢歯科学分野

捜業細目
総論 ・各論

対象年次 4年次
B2/B4議義

曜日一時限 水-2
学期 8セメスター

講義室名 室.G∞gle 科目番号 回E-D印314J
Classroαn 

授業の目標 加齢や高齢者の概念、高齢者の心理・社会・身体的特徴、顎口腔の加齢変化、高齢者の顎口

並びに目的 腔疾患・障害やそれへの対処法、高齢者の顎口腔疾患と全身の健康の相互的関係、高齢者の

と概要 口腔保健やそれを支える医療や介護の制度を理解する。

一般目標 :高齢者の身体・心理・社会的特徴に配慮した医療・介護を理解する。

学習の到達 個別目標:①高齢者と社会状況を説明できる。

目標 ②老化と老化に関連する疾患や障害を説明できる。

③ 他職種との連携に基づく歯科保健医療を説明できる。

回 数 捜 業 内 円甘句 担当者

1 • 2 
老化、老年症候群・老人病・生活習慣病・認知症 (0-3-3.E-

服部佳功
捜 5-1) 

3.4 人口の少子高齢化と社会保障へのインパク ト(s-2-2.8-4-
服部佳功

3) 

業 5・6 高歯惜の健康.AIX..が歯科口腔保健に及ぼす影響(8-1) 服部佳功

7・8
高齢者の歯科口腔保健が健康 .A此 ・OoLに及ぼす影響(8-

服部佳功
言十 1) 

9 • 1 0 
高齢者の歯科口腔保健の方法(A-1-2・3.A-3. A-4-1・2.8-

服部佳功
3-2. E-l-l. E-2-3. E-5-1) 

画 摂食鴨下障害への歯科的対応 (8-1.E-2-1. E-2-2. E-2-4-
1 1・12 

11. E-5-1) 
服部佳功

13-15 
多職種連携に基づく晶齢者歯科保健 (A-5-1.A-7-1. 8-2-

服部佳功
1. ) 

高齢者の歯科口腔保健に不可欠な知識の範鴎は、老年期に特有の社会 ・心理 ・医

アド1¥イス 学的諸問題の複雑さを反映してきわめて広いことを、本講を通じて理解されるよ

う希望する。

授業時間外学習 テキストを用いた予習 ・復習を求める。

テキス ト・教材
老年断ヰ医学医歯薬出版 2015年

-参考書等

成績評価の方法
授業の7CfYo以上の出席を前提lこ、筆記試験を行い、 60点以上の者に単位を認定す

る。授業ごとの小試験への回答をもって出席とみなす。
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授業科目 口腔機能回復学E 授業担当 山口哲史

全部床義歯補綴学 責任者 加齢歯科学分野
捜業細目

総論 ・各論

火-3・4 対象年次 4年次
B2/B4講義

曜日一時限
金一3・4 学期 7・8セメスター

講義室名 室.G∞gle 科目番号 凶E-D印314J
Classroαn 

授業の目標 無歯顎者の顎口腔の形態的・機能的特徴を有歯顎者との対比において理解するとともに、無

並びに目的 歯顎補綴診療の意義や特徴、全部床義樹制轟の臨床術式や、全部床義歯に特化した補綴概念

と概要 を学習する。

一般目標 :全部床義歯製作の基本的な理論と術式を理解する。

学習の到達
個別目標:①全部床義歯製作の工程を説明できる。

目標
②全部床義歯の支持、維持、安定に係る理論と方法を説明できる。

③全部床義歯補綴における下顎運動記録、ならびに下顎運動と調和した岐合付

与の理論と方法を説明できる。

回 数 捜 業 内 開廿』 担当者

1 
歯の欠損の生物学的影響 【E-2-3)】【Eーら1)】

山口哲史
無歯顎補綴診療の意義と特徴

無歯顎の口腔解剖 【E-2-2)】

授 2 全部床義歯の構成、支持・維持安定、診療の流れ【E-3-4)一 山口哲史

(2)】

3 
無歯顎の印象探得 【E-3-4)一(2)】

山口哲史
業 (概形印象/精密印象、機能印象、印象圧)

4 
岐合採得の目的と方法 【E-3-4)ー(2)】

山口哲史
(岐合位、岐合高径、歯列位置)

言十 下顎運動の記録と岐合器による再現 【E-3-4)ー(2)】
山口哲史5 

(岐合器の選択、チェックバイト記録、岐合器調節)

6.7 
人工歯封印IJ (前歯 ・臼歯)【E-3-4)一(2)】

山口哲史画 (人工歯の選択と排列j去、平衡岐合の概念)

蝋義歯完成から装着まで完成義歯の装着と管理【E-3-
8 4)ー(2)】 山口哲史

(埋没、重合、岐合調整、研磨、装着、経過観察)

9 
種々の無歯顎補綴 【E-3-4)一(2)】【E-3-4)一(3)】

山口哲史
(即時義歯、オーバーデンチヤ一、インプラン ト義歯)

アド1¥イス
全部床義樹械学が含む平衡岐合などの独自の概念を十分に理解されるよう期待

する。

授業時間外学習 テキストを用いた予習・復習を求める。

テキスト・教材
無歯顎補綴治療学第3版医歯薬出版 2016年

-参考書等

成績評価の方法
授業の7叩以上の出席を前提lこ、筆記試験を行い、 60点以上の者に単位を認定す

る。
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授業科目 口腔機能回復学E 授樹脂 山口哲史

責任者 加齢歯科学分野

授業細目 顎口腔機能回復学

対象年次 4年;欠
B2/B4講義

曜日一時限 金-3・4
学期 8セメスター

講義室名 室.G∞gle 科目番号 凶Eーo印314J
Classr悶 n

授業の目標

並びに目的 顎口腔機能とその障害の概要を理解し、機能障害に対する治療法を学習する。

と概要

学習の到達
一般目標:顎口腔機能とその障害を理解する。

個別目標 :① 各種の顎口腔機能とその低下や障害を説明できる。
目標

② 口腔機能低下の評価に関わる検査j去を説明できる。

捜
回 数 捜 業 内 "廿‘『 担当者

1 各種の顎口腔機能とその低下と障害 【G-3-3)】【E-5-1)】 山口哲史

業
2 瞭下機能障害とその検査および治療 【G-3-3)】【E-5-1)】 小宮山貧将

言十

画

高齢者における口腔機能低下は、低栄養などを介して全身機能へも影響を与える

アド1¥イス ことが、近年の研究によって明らかになってきている。それだけに、 最新の情報

の参照が望ましい。

授業時間外学習 配布資料や参考書を用いた復習を望む。

テキスト・教材
必要に応じて紹介する。

-参考書等

成績S利面の方法
授業の 7叩以上の出席を前提lこ、筆記試験を行い、 60点以よの者に単位を認定す

るの
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授業科目 口腔機能回復学E
授業担当 猪狩洋平

責任者 加齢歯科学分野
捜業細目 全部床義歯補綴学実習

躍日一時隈
火-3・4 対象年次 4年次

講義室名
B3実習室

科目番号 叩Eーo印314J金-3・4 学期 7・8セメスター B4実習室

授業の目標
全部床義歯作製のほぼ全過程をファントムにて再現する実習を通じ、全部床義歯補績の諸概

並びに目的
念、と りわけ維持安定に関わる岐合平衡などの考え方に習熟する。

と概要

一般目標:全部床義歯製作の基本的な理論と術式を理解する。

個別目標:①岐合器を適切に操作できる。

学習の到達
② 人工歯材開リと岐合調整により、全部床義歯に適切な岐合を付与できる。

目標
③全部床義歯に適切な研磨面形態を付与できる。

④埋没、 BF謝、寝入、重合、割り出し、岐合器再装着を行うことができる。

⑤平衡岐合の概念を理解して岐合調整を行うことができる。

⑥義歯の形態を理解してレジン床義歯を完成させることができる。

回 数 慢 業 内 開廿』 担当者

捜 1 . 2 器具配布・スプリットキャス ト形成・暁合床作製 【E-3-4)一
猪狩洋平

(2)】

3-10 岐合器装着 ・人工歯配列(前歯部)【E-3-4)ー(2)】 猪狩洋平

業 1 1""'20 人工歯封印リ(臼歯部)【E-3-4)ー(2)】 猪狩洋平

21""'26 歯肉形成 【E-3-4)一(2)】 猪狩洋平

言十
27""'32 

埋没 ・流蝋、壊入、重合、割り出し、岐合器再装着 【E-3-
猪狩洋平

4)ー(2)】

33""'38 岐合調整 【E-3-4)一(2)】 猪狩洋平
画

39""'44 形態修正 ・研磨 【E-3-4)一(2)】 猪狩洋平

45 完成提出、器具回収、清掃 【E-3-4)ー(2)】 猪狩洋平

両側性平衡校合など全部床義歯補綴に特化した岐合の概念や、義歯の維持安定に

アドバイス 関して、座学によって会得することは困難な知識、技術を、実習を通して理解さ

れるよう希望する。

授業時間外学習 講義用テキストを用いた予習を求める。

テキス ト・教材 加齢歯科学分野、実習の手引き、(配布)

-参考書等 無歯顎補綴治療学第3版医歯薬出版 2016年

成績E軒面の方法
実習への参加を前提に、実習中の態度、製作義歯に反映された全部床義歯学の知

識や技能に基づいて評価する。
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授業科目 口腔機能回復学E 授業担当 猪狩洋平

責 任者 加齢歯科学分野

捜業細目 加齢歯科学実習

曜日一時隈 金一3・4
対象年次 4年次

講義室名
63実習室

科目番号 即E-{)印314J
学期 8セメスター 64実習室

授業の目標

並びに目的 顎口腔機能とその障害の概要を理解し、機能障害に対する治療法を学習する。

と概要

学習の到達
一般目標:顎口腔機能とその障害を理解する。

個別目標①各種の顎口腔機能検査の論理と術式を説明できる。
目標

②顎口腔機能障害に対する治療法の論理と術式を説明できる。

授
回 数 授 業 内 "廿‘『 担当者

1 
車いすから断ヰ用ユニットへの移乗シミュレーション実習

猪狩洋平
【E-5-1)】

業
2 口腔機能検査シミュレーション実習 【E-5-1)】 猪狩洋平

言十
3 聴下内視鏡シミュレーション実習 【E-5-1)】 猪狩洋平

画

高齢者における口腔機能低下は、低栄養などを介して全身機能へも影響を与える

アド1¥イス ことが、近年の研究によって明らかになってきている。それだけに、最新の情報

の参照が望ましい。

授業時間外学習 配布資料や参考書を用いた復習を望む。

テキス ト・教材
必要に応じて紹介する。

-参考書等

成績E軒面の方法
実習への参加を前提に、実習中の態度や顎口腔機能検査や聴下内視a制実査等の知

識や技能に基づいて評価する。
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慢業科目 口腔機能回復学E 授業担当 0山田聡

授業細目 歯周病学
責任者 歯肉歯周治療制士野

瞳日一時限 水，-2 
対象年;欠 4年次

講義室名 83講義室 科目番号
学期 7セメスター

援業の目標 デンタルプラークに起因する慢性感染症である歯周病の発症過程においては、歯周組織の構造

並びに目的 の特F射主から、他の慢性炎症性疾患にみられない特徴的な病態が形成される。本損業において

と概要 は、歯周病の原因、誘因および特徴的な発症・進展樹禽について理解することを目標とする。

一般目標:歯周組織の常態、同組織に生じる疾患およびその治療の進め方を理解する。

学習の到達
個別目標 :① 歯周組織の発生、構造および機能を説明できる。

目標
②歯周組織の病因と病態を説明できる。

③ 歯周疾患の症状を説明できる。

④ 歯周治療の術式と適応症を説明できる。

回 数 慢 業 肉 胃廿』 担当者

歯周病学概論 ・歯周組織の構造 山田聡

2 歯周病の病態 山田聡
捜

3 歯周病の検査 ・診断 山田聡

4 歯周治療の組み立て 山悶聡

5 歯周基本治療1 山田聡

業 6 歯周基本治療2 山田聡

7 分岐部病変 ・歯肉歯周疾患 山田聡

8 歯周外科1 山田聡

9 歯周外科2 山田聡
計 10 歯周外科3 山田聡

11 先進的歯周治療 山田聡

12 口腔機能回復治療 山田聡

画
13 アドバンス講義 山田聡

14 SPT 山田聡

15 ペリオドンタルメディスン 山田聡

16 筆記試験 山田聡

授業を理解していくためには、」れまでに学習した基礎歯科医学の知識を確実に修

得していることが必要である。授業中でも不明な点があれば積極的に質問すること。

アドバイス 授業期間中、授業当日の 16:30-17 : 30にofficehourを設ける。授業内容につい

て質問があればC棟8階歯肉歯周治療学分野研究室に質問に来るように。

基礎医学の基盤なしには臨床医学を瑚草することはできない。関連する基礎医学を

授業時間外学習 徹底的に復習しておくことが必須である。また、講義中に適宜紹介するテキスト等

により、捜業の予習および復習を心掛けること。

子キスト・教材・拳考書等 教材として毎回プリントを配布する。第3版臨床歯周病学医歯薬出版

成績評価の方法 出席状況、履修態度、筆記試験により総合的に判定する。
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授業科目 口腔修復学E 授業担当
0 山悶聡

根本英二他

責任者
歯肉歯周治療学分野授業細目 歯周病学実習

対象年次 4年次
83講義室

晦日一時限 7}<-3・4
学期 7セメスター

講義室名 83実習室 科目番号 DDE-DEN315J 
84実習室

捜業の目標
本授業では、歯周病学(歯周病態学・臨床歯周病学)で学んだ知識を治療に具現化していく

並びに目的
ために、基本的な治療術式について体得し、さらにその知識を深めることを目標とする。

と概要

一般目標:歯周疾患の治療のために、歯周治療についての知識、技能および態度を修得する。

学習の到達 個別目標 :① 歯周組織疾患の検査および診断が正しくできる。

目標 ②診断に基づいて適切な治療計画を立案できる。

③ 適切な歯周基本治療、歯周外科治療ができる。

回 数 授 業 内 回世』 担当者

授
1 オリエンテーション、人工歯石模型作成 根本英二 他

2 顎模型作製 根本英二他

業 3-5 診断法実習 α線写真読影、歯周組織診査、岐合診査) 根本英二他

6・7 暫問固定法実習 根本英二他

言十
8.....10 スケーリング ・ルートプレーニング実習 根本英二 他

， 1 治療計画立案実習 根本英ニ他

， 2・， 3 歯周外科実習 根本英二 他

画
1 4・， 5 実技試験・実習筆記試験 根本英二他

なお歯周病学講義を本実習時間に実施する場合がある

ので注意すること。詳細な予定は別途配布する。)

本慢業で修得する歯周治療の基本的術式は将来の歯科臨床の実践に必須のもので

アドバイス
ある。従ってやむを得ない場合を除き、遅刻や欠席は認めない授業期間中、授業

当日の16・30.....17: 30にofficehourを設ける。授業内容について質問があれば

C棟8階歯肉歯周治療学分野研究室に質問に来るように。

授業時間外学習
講義内容と実習と連動する形で行われるため、講義で配布したプリントによる入

念な復習はもちろん、配布した実習書による予習ならびに復習は必須である。

実習開始にあたり実習書を配布する。またァキストは特に指定しないが、授業中

テキスト・教材・参考書等 に適宜参考書を紹介する。なお、実習に際しては、指定された人工歯が必要であ

る。購入については別途連絡する。

成績評価の方法
実習への出席、レポート及び実習に関する試験(筆記及び実技試験)をもって評

価する。
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授業科目 口腔保健発育学I 授業担当 小関健由

責任者 予防歯科学分野

授業細目 環境学

曜日一時隈 木一1・2
対象年次 3年次

講義室名 61講義室 科目番号 叩Hl印3倒J
学期 6セメスター

授業の目標 目標と目的 :ひとの活動を取り巻く環境の意義と重要性を理解する。

並びに目的 概要:日常生活を取り巻く環境の役割を理解し、国民の生活と健康を衛る断ヰ医療活動との

と紙要 関連を学習する。

一般目標 :環境と歯科医療活動の関連を理解する。

学習の到達 到達目標 :①環境を成り立たせる要因を説明する。

目標 ②環境と断ヰ医療活動の関連を説明する。

③環境維持保全の意義を説明する。

捜
回 数 捜 業 内 国廿刊 担当者

衛生学・公衆衛生学序論 【B-3-1)】 小関健由

業
2 環境衛生総論 【B-2-4】 小関健由

言十
3 環境衛生1 自然環境 【B-2-4】 小 関 健 由

4 環境衛生2:人工環境 【B-2-4】 小 関 健 由

画
5 環境汚染 【B-2-4】 小関健由

ひとを取り巻く環境への理解は、人類の生態系を保全し環境負荷を与えないと

いったひととしての義務レベルの理解、医療従事者としての環境が生体に及ぼす

影響として医学レベルの理解、さらに将来歯科医院を開設する場合には事業所と

しての環境負荷に関する理解といった、幾つかの理解のレベルがある。これを念

アドJ¥イス 頭に置いて予習を行い、授業に取り組んで欲しい。

環境に関する様々なニュースや話題がメディア上で連日注目を浴びている。こ

れらの情報を良く理解し、社会における人の営みとの関連を深く考察して欲しい。

これは授業の理解を深めると伴に、ひととしての自ら律した行動を選択すること

に繋がるであろう。

予習は、教科書の該当範囲を読むと共に、授業内容のキーワードを情報検索し、

慢業時間外学習 社会の話題とそれに対する社会や行政の対応、関遣法規等を確認すること。侵業

後の復習は、教科書から系統的に知識を確認すること。

テキスト ・教材・参考書等 シンプル公衆衛生学(鈴木庄亮、久道茂編集)南江堂

成績評価の方法 出席状況.および定期試験結果を総合評価する。

-97-



授業科目 口腔保健発育学I 授業担当 小関健由

責任者 予防歯科学分野

授業細目 疫学 ・栄養学

曜日一時隈 木一1・2
対象年次 3年次

講義室名 61講義室 科目番号 叩Hl印3倒J
学期 6セメスター

授業の目標 目標と目的 :公衆衛生の意義とその基盤となる疫学と栄養学を理解する。

並びに目的 概要:公衆衛生の基盤となる理論と疫学の重要性を理解し、さらに国民の栄養状態と健康の

と紙要 関係を理解し、歯科保健活動との関連を学習する。

一般目標 :公衆衛生の基本的理論と疫学を理解する。

学習の到達 到達目標 :①公衆衛生と疫学の基本的手法を列記する。

目標 ②公衆衛生の基本となる人口と生活基盤を説明する。

③健康を支える食を説明する。

回 数 授 業 内 国廿明 担当者

捜
疫学総論 【か4-1)】 丹田奈緒子

2 疫学・衛生統計 【B-4-2)】 丹田奈緒子

業
3 人口論 【B-4-2)】 小関健由

言十
4 栄養学 【B-1】 小関健由

5 食品衛生 【B-1】 小関健由

画
生活習慣病とその予防 【8-4-2)】

辻一郎
6 

(医学系研究科)

公衆衛生は、人類の生命線を支える食や疾病予防等の最低限生きるために必要

な要素から高次の社会システムの構築まで、様々なレベルの足り組みを含む。食

の確保といった、現代日本では当たり前の社会保障も含めて、基本的人権に含ま

アド1¥イス
れる健康を考える機会として予習を行い、授業に取り組んで欲しい。

世界の食糧問題や健康・保健に関する棟々なニュースや話題がメディア上で連

日注目を浴びている。これらの情報を良〈理解し、社会における人の営みとの関

連を深く考察して欲しい。これは授業の理解を深めると伴に、社会を衛るための

行動を選択する資質を養う事になるであろう。

予習は、教科書の設当範囲を読むと共に、慢業肉容のキーワードを情報検索し、

授業時間外学習 社会の話題とそれに対する社会や行政の対応、関連L漫規等を嬬恋すること。授業

後の復習は、教科書から系統的に知識を確認すること。

テキスト ・教材・参考書等 シンプル公衆衛生学(鈴木庄亮、久道茂編集)南江堂

成績評価の方法 出席状況.および定期試験結果を総合評価する。
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授業科目 口腔保健発育学I 慢業担当 小関健由

責任者 予防歯科学分野
授業細目 社会衛生学

曜日一時限 木一 1・2
対象年次 3年次

講義室名 B1講義室 科目番号 OOEーo印ぬ4J学期 6セメスター

授業の目標 目標と目的 :ひとの活動を支える社会の保樹監持システムの意義と重要性を理解する。

並びに目的 概要:様々なライフステージにおいて、ひとの健康を衛る社会システムを理解し、医療人と

と概要 してこの社会システムに参加するために必要な知識を身につける。

一般目標 :各ライフステージにおける保健の社会システムを理解する。

学習の到達 到達目標 :①字l幼児・小児期保健における社会システムをを説明する。

目標 ②成人期保健における社会システムをを説明する。

③老年期保健における社会システムをを説明する。

回 数 捜 業 内 開廿』 担当者

衛生行政・地域保健 【6-2-2)】 小 関 健 由
授

2 精神保健 【Bー2-2)】 小 関 健 由

業
3 母子保健 ・遺伝病と保健 【6-2-2)】 百々 美奈

言十
4 学校保健 【Bー2-2)】 石河理紗

5 産業保健・国際保健 【ト2-2)】 小関健由

画
高齢者保健樹止 【B十 2)】 小 関 健 由6 

7 感染症とその予防 【Bー3-1)】【0-4-1)】 小関健由

国民が日常生活を安寧に過ごすためには、社会の健康が一定レベルを維持する

事が必要である。本講義で、様々なライフステージで設定されている保健・健康

アド1¥イス 維持システムを理解し、それに専門職として参画するための知識を身につける。

健康や保健に関する様々なニュースや話題がメディア上で連日注目を浴びてい

る。これらの情報を良く理解し、保健と人との関連を深く考察して欲しい。

予習は、教科書の該当範囲を読むと共に、内容のキーワー ドを情報検索し、社

授業時間外学習 会の話題とそれに対する社会や行政の対応、関連法規等を確認すること。授業後

の復習は、教科書から系側句に知識を確認すること。

テキスト ・教材・参考書等 シンプル公衆衛生学(鈴木庄亮、久道茂編集)南江堂

成績評価の方法 出席状況，および定期試験結果を総合制面する。
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授業科目 口腔保健発育学I 慢業担当 小関健由

責任者 予防歯科学分野
授業細目 衛生学実習

曜日一時限 木一 1・2
対象年次 3年次

講義室名 B1講義室 科目番号 OOEーo印ぬ4J学期 6セメスター

授業の目標
目標と目的:ライフステージ毎の身体の状態・身体を取り巻く環境と口腔保健医療の関連を

並びに目的
理解する。

と概要
概要 :特に考慮を必要とする妊婦・高齢者の身体状態を疑似体験し、さらに環境測定等によ

り人に為害性の無い環境を理解し、歯科医療活動との関連を学習する。

一般目標 :ライフステージ毎の身体の状態・身体を取り巻く環境を理解する。

学習の到達 到達目標 :①妊婦の身体的特徴を説明する。

目標 ②高齢者の身体的特徴と車いすの注意事項を説明する。

③歯科医院内外の環境に関わる注意点を説明できる。

授
回 数 捜 業 内 開廿』 担当者

小関健由

業
1、2 環境の測定 ・水の環境衛生 ・生体測定 【8-2-4)】

丹田奈緒子

百々 美奈

石河理紗

言+
3， 4 

妊婦体験 ・高齢者体験・車いす体験 【E-5-1)】 中村康香

【E-5-2)】 畠山 博之

画

衝に出ると、子ども連れの母親や妊婦、杖を使っている高齢者や車いすの方々

を目にする機会が多い。命ある限り人の通過するライフステージであるが、これ

らの方には周りの方々が一定の配慮を行うことカ呼土会の安心と信頼を繋ぐやさし

い社会のありかたであろう。本実習では、医療人と して妊婦 ・高齢者の医学的な

アドバイス 特徴を理解すると共に、疑似体験を通してそれを実感して欲しい。この体験を元

に、諸君の社会での行動にやさしさがある寸吋1，1まと思う。さらに環境測定・生体

計測では、自身にも環境にもやさしく、考え行動する自分を考えて欲しい。

実習は、建物の外に出ても寒くなく、体験スーツを着用できる運動しやすい服

装である事。詳細は、実習前のガイダンス時に説明。

予習は、授業内容のキーワー ドを情報検索し、社会の話題とそれに対する社会

授業時間外学習 や行政の対応、関i重宝規等を確認すること。授業後の復習は、教科書から系統的

に知識を確認すること。

テキスト ・教材・参考書等
実習書を配布する。

シンプル公衆衛生学(鈴木庄亮、久道茂編集)南江堂

成績評価の方法 出席状況，実習プロダク ト，および定期誌験結果を総合制面する。
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授業科目 口腔保健発育学 I 捜業担当 福 本 敏

責任者 小児発違歯科学分野
授業細目 小児の心身の発育

曜日一時限 木一1・2
対象年次 3年次

講義室名 B1講義室 科目番号 DDE1:>ENお4J
学期 6セメスター

授業の目標
目標と目的:小児の心身ならびに顎顔面 ・口腔の正常な発育に関する知識を習得す

並びに目的
る。

と概要
概要 :小児の成長発育に関しての説明を受け、小児歯科臨床に必要な発育評価等のー

連の知識を習得する。

一般目標:小児歯科疾患の予防と健康の維持に必要な知識と方法を理解、修得する

学習の到達 個別目標 ・小児の身体的な特徴と、成長発育段階について説明できる。

目標 小児の精神発達について理解し、 その特徴について説明できる。

顎顔面の成長について、各部位ごとに説明できる。

回 数 捜 業 肉 四骨』 担当者

小児歯科顎織論 :小児歯科の意義と目的

授
1 小児の身体発育 :発育概論、身体発育の特徴と評価 福本敏

【C-3-2】

小児の精神発達 :幼児の心理特性、運動機能の発達、

業
2 情動の発達、 言語の発達、小児の生理的特徴 福本敏

【C-3-2】

3 
顎顔面 ・頭蓋の発達(1)脳頭蓋 ・顔面頭蓋の発育

粛藤幹
【C-3-2】

言十
顎顔面 ・頭蓋の発達(2)顎の成長発育、口腔機能の発

4 達 粛藤幹

画
【C-3-2】

5 

6 

• 成長発育を通 して小児歯科と成人歯科の相違を考える。特に年齢に

よる身体や精神の成長発育を理解する事が重要である。また、基本となる生

アドバイス
理的な特徴や、運動機能、情動の変化を理解し、全身疾患の診断や治療のた

めの基礎的な知識を身につける。

• 特別な理由が無い限り、遅刻、欠席は認めない。 1度の欠席でも受

験資格を失うので注意してください。

講義 1回 (90分)につきレポー トを 1部提出すること。提出したレポート

授業時間外学習 に関しては、試験時に加点の対象とする。捜業の終了時に、次回講義する範

囲を指示するので、 E妥当部分の予習を行なう事。

テキスト・教材・参考書等 小児歯科学第5版医歯薬出版

成績評価の方法 出席状況、履修態度、筆記試験により総合的に判断する。
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授業科目 口腔保健発育学 I 捜業担当 福 本 敏

歯列・岐合の発育と 責任者 小児発違歯科学分野
授業細目

発育障害

曜日一時限 木一1・2
対象年次 3年次

講義室名 B1講義室 科目番号 DDE1:>ENお4J
学期 6セメスター

授業の目標
目標と目的 歯および歯列 ・岐合の正常な成長発育とそれを阻害する因子 ・疾病に関

並びに目的

と概要
する知識を習得する。

学習の到達 一般目標 :

目標 個別目標:

回 数 授 業 内 "台』 担当者

1 
歯の発育と発育障害(， )歯の発生 ・発育 ・石灰化

丸谷由里子
【C-3-2】【E-3-1】

授 2 歯の発育と発育障害 (2)歯の形成障害 【E-3-1】 丸谷由里子

業
3 歯の発育と発育障害 (3)歯の萌出 【E-3-1】 丸谷由里子

4 
歯の発育と発育障害 (4)歯の萌出異常と萌出障害

丸谷由里子
【E-3-2】

言十 歯~IJ ・ 岐合の発育(， ) He Ilmanの岐合発育段階、
山田E矢5 

乳歯列の特徴 【E-2-2】

画 6 歯列 ・岐合の発育 (2)乳歯列の成長発育 【E-2-2】 山田E矢

7 
歯列 ・岐合の発育 (3)切歯群の交換期に見られる変

山田E矢
化 【E-2-3】

8 
歯列・岐合の発育 (4)側方歯群の交換期1::見られる

山田E矢
変化 【E-2-3】

• 歯の正常発育は、その異常を理解する為に必要な理論である。また

歯の形づくりのみならず、歯の萌出時期の理解lま、歯列がどのように形成さ

アドパイス
れ、岐合機能を獲得するかを理解する事にもつながり 、歯並びの異常に対す

る歯科的な処置の為の基礎的な知識となる。

• 特別な理由が無い限り、遅刻、欠席は認めない。 1度の欠席でも受

験資格を失うので注意してください。

講義 1回 (90分)につきレポートを 1部提出すること。提出したレポート

授業時間外学習 に関しては、試験時に加点の対象とする。捜業の終了時に、次回講義する範

囲を指示するので、 E妥当部分の予習を行なう事。

テキスト・教材・参考書等 小児歯科学第5版医歯薬出版

成績評価の方法 出席状況、履修態度、筆記試験により総合的に判断する。
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捜業科目 口腔保健発育学 I 授業担当 福 本 敏

授業細目 小児の甑蝕 ・歯周疾患
責任者 小児発達歯科学分野

躍日一時限 木一1・2
対象年次 3年次

講義室名 81講義室 科目番号 OOH )ENωω 
学期 6セメスター

授業の目標 目標と目的 :小児の口腔にみられる疾患、特に踊蝕と歯周疾患の病因論及病態につい

並びに目的 ての知識を習得する

と概要 概要 :

学習の到達
一般目標 :

目標
個別目標 :

回 数 授 業 内 R廿『 担当者

1 
乳歯の特徴:形態・構造・物理化学的特徴・生理的歯

丸谷由里子
根吸収 【E-3-1】

授 2 
幼若永久歯の特徴 :形態学的 ・事務造学的特徴 【E-3-

丸谷由里子

3 乳歯の踊蝕 (1 )乳歯踊蝕の統計 【E-3-3】【E-4-2】 粛藤幹
業

4 
乳歯の甑蝕 (2)乳歯甑蝕の臨床的特徴及び為害作用

粛藤幹
【E-3-3】【E-4-2】

言十
5 

乳歯の踊蝕 (3)乳歯踊蝕の診断と擢患型分類
粛藤幹

【E-3-3】【E-4-2】

幼若永久歯の甑蝕 :曜患の特異性、臨床的特徴
粛藤幹

画 【E-3-3】【E-4-2】

小児の歯周疾患:歯周疾患の統計、歯肉炎、若年性
粛藤章宇

歯周炎 【E-3-3】【E-4-2】

6 小児の軟組織疾患 【E-3-3】【E-4-2】 粛藤幹

• 乳歯の特徴の理解には、永久歯との差を考えながら理解する事が大

切である。類似した歯の形態を有していても、構造や成分に大きな差がある

事を理解し、歯科治療に際する注意事項も踏まえながら考察する事が大切で

アドパイス ある。また小児期に特徴的な軟組織疾患に関しでも、なぜ小児での発症が多

いかなどしっかり考えながら受講する事が大切である。

• 特別な理由が無い限り、遅刻、欠席は認めない。 1度の欠席でも受

験資格を失うので注意してください。

講義 1回 (90分)につきレポートを 1部提出すること。提出したレポー ト

授業時間外学習 に関しては、試験時に加点の対象とする。授業の終了時に、次回講義する範

囲を指示するので、 該当部分の予習を行なう事。

テキスト・教材・参考書等 小児歯科学第5版医歯薬出版

成績評価の方法 出席状況、履修態度、筆記試験により総合的に判断する。
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授業科目
口腔保健発育学I

(口腔の発育) 捜業担当 溝口到

責任者 顎口腔矯正学分野
授業細目 岐合形成に関わる生物学

曜日一時限 金一1・2
対象年次 3年;欠

講義室名 81講義室 科目番号 DDE-DEN304J 
学期 6セメスター

授業の目標
岐合の成り立ちについて理解を深める。岐合に関わる頭蓋各部の成長発達、正常岐合の条件、

並びに目的
不正岐合の分類について理解する。

と概要

一般目標:歯科矯正学における総論的内容を理解する。

個別目標:

学習の到達 ①矯正断ヰ治療の目的と意義を説明できる。

目標 ②頭部の成長発遣を説明できる。

③正常岐合の定義と成立条件について説明できる。

捜
回 数 捜 業 肉 悼官『 担当者

1 歯科矯正学総論・歯科矯正学の目的と意義 【E-4-1)① 】 溝口到

業
2 

顎 ・蘭面・頭業部の成長発育I・全身成長の評価および頭葉冠
溝口到

の成長、頭蓋底の成長 ・鼻よ顎復合体の成長 【G-3-4lー(2)】

3 
顎 ・顔面・頭蓑部の成長発育E・下顎骨の成長、下顎頭軟骨の

溝口到
計 特徴 【Cー3-4)一(2)】

4 
顎・顔面・頭蓋部の成長発育E・歯の萌出と殴合形成のメカニ

溝口到
ズム、成長発育の意義 【G-3-4)一(2)】

画
正常岐合の定義と成立条件 【E-4-1)② 】 溝口到5 

アドバイス
解剖学、組織学、生化学などの基礎的知働4必要とされるので、 1.2年に学んだ基

礎系科目をよく復習しておくこと。

授業時間外学習
下記にあるテキス ト・ 教材よる予習 ・復習は必須である。また、講義で配布される

講義レジュメを用いて復習することにより理解を深めること。

テキスト・教材・参考書等 歯科矯正学(第6版、医歯薬出版)。講義レジュメを配布する。

成編平価の方法 一括誌験(筆答)と出席により評価する。
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授業科目
口腔保健発育学I

(口腔の発育) 捜業担当 溝口到

責任者 顎口腔矯正学分野
授業細目 部員面頭蓋部の成長発育

曜日一時限 金一1・2
対象年次 3年;欠

講義室名 81講義室 科目番号 DDE-DEN304J 
学期 6セメスター

授業の目標
不正岐合の定義と分類に関する知識を習得する。不正岐合の分類、不正岐合の原因、矯正診断

並びに目的
学縦命および矯正力に対する生体反応について講義を行う。

と概要

一般目標 :不正校合の分類や原因、治療に関する知識を習得する。

個別目標:

学習の到達 ①不正岐合の定義と種類について説明できる。

目標 ②不正岐合の原因について説明できる。

③矯正診断の基本について説明できる。

④矯正力や整形力に対する生体反応について説明できる。

回 数 授 業 肉 同台『 担当者

捜
1 正常岐合 ・不正岐合の分類 【E-4-1)②、③ 】 溝口到

業
2 不正校合の原因 【E-4-1)③ 】 溝口到

3 先天異常と不正岐合 【E-2-4)① 】 【E-4-1)③ 】 溝口到

言十
4 矯正診断学総論 【E-4-1)③ 】 北浦英樹

5 矯正力に対する生体反応 【E-4-1)⑥、⑦ 】
飯田|慎一郎

画 (北海道大学)

アドバイス
解剖学、組織学、生化学などの知識が必要とされるので、 1.2年に学んだ基礎系科

目をよく復習しておくこと。

授業時間外学習
下記にあるテキス ト・ 教材による予習 ・復習は必須である。また、講義で配布され

る講義レジュメを用いて復習することにより理解を深めることを心得ること。

テキスト・教材・参考書害事 歯科矯正学(第6版、医歯薬出版)。講義レジュメを配布する。

成績評価の方法 一括鼠験(筆答)と出席により評価する。
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授業科目 口腔保健発育学E
授業担当 小 関 健 由

責任者 予防歯科学分野
授業細目 歯口の健康

曜日一時限 月一1・2
対象年次 4年次

講義室名 s2講義室 科目番号 凶E4>印31ω
学期 フセメスター

授業の目標 目標と目的 :歯口の健康と異常を理解し、疾患の予防に役立てる基礎を理解する。

並びに目的 概要:口腔の疾病を予防し、 口腔の健康を高く維持する保健・医療を提供するために、健全

と概要 な発育と健康な状態、それに対する疾病の病因論を学ぶ。

一般目標 :健全な口腔の発達とそれを脅かす疾病の病因論を理解する。

学習の到達 到達目標 :① 健全な口腔の発育閥替を説明する。

目標 ② 口腔の疾病とその病因を列挙する。

③ 口腔清掃の意義を説明する。

回 数 捜 業 内 押~ 担当者

授 予防歯科学縦命 【肘 一1)】 小 関 健 由

2 歯口の発達と機能 【Bー3・1)】 小関健由

業 3 歯口の異常について 【8-3-1)】 小関健由

4 歯口の環境 【8-3-2)】 小 関 健 由

言十
5 口腔の不潔物 【8-3-2)】 小関健由

6 プラークコントロール 【8-3-2)】 小 関 健 由

画
7 歯口清掃の効果 【8-3-2)】 小 関 健 由

8 歯口清掃の術式 【8-3-2)】 小 関 健 由

予防歯科学は、他の臨床系の多くの学問体系と異なり、疾病よりも健康をその

学問の中心lこ据える。よって、『公衆衛生の向上及び増進に寄与し、もって国民の

健康な生活を確保するものとする(歯科医師法)]餅ヰ国市の使命において、最も

アド1¥イス 基本的で真費量な学問であるとも言える。

口腔保健の維持に重要な口腔清掃は、まずは自身の口腔の管理を日々実践する

ことから手技を覚え、臨床への患者教育へ展開していくので、まずは自身の口腔

への関心を高めて欲しい

本講義は、』れまで学んだ歯科医学基礎分野の学習成果を、臨床の視点から再

展開すると同時に、同時進行で学ぶ口腔肉疾病の病因論とも深く関わるので、日々

授業時間外学習 の学びを大切にしてほしい。特に予習は、授業テーマに関わるこれまで学んでき

た基礎分野の内容を再学習して臨むこと。授業後の復習は、教科書から系統的に

知識を確認するζと。

テキスト ・教材・参考書等
新予防歯科学第4版(米満正美・小林清吾・宮崎秀夫 ・JI旧陽子・鶴本明久編)

医歯薬出版社

成績評価の方法 出席状況，および定期試験結果を総合評価する。
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授業科目 口腔保健発育学E 授業担当 小関健由

授業細目 う蝕とその予防
責任者 予防歯科学分野

曜日一時隈 月一1・2
対象年次 4年次

講義室名 82講義室 科目番号 凹Eーo印316J
学期 7セメスター

授業の目標 目標と目的 :国民の口腔保健の向上のために、踊蝕の病因論と予防法を理解する。

並びに目的 概要:口腔のニ大疾患の踊蝕に関して、生活者の視点や臨床の視点からその病因の発生要因

と概要 を理解し、臨床での実際のう蝕の予防法を学ぶ。

一般目標 :麟蝕の発生と予防法を臨床の立場から総合的に理解する。

学習の到達 到達目標 :①生活者の視点からう蝕の発生要因を列挙する。

目標 ②各ライフステージのう蝕の予防法を説明する。

③ う蝕予防におけるフッ化物の応用法を説明する。

回 数 捜 業 内 開廿』 担当者

甑蝕の病因 【8-3-2)】【E-3-3)一(1)】【E-4-2)】 小 関 健 由

捜

2 甑蝕の予防 【8-3-2)】【E-3-3)一(1)】【E-4-2)】 小 関 健 由

業 3 フッ化物と健康【8-3-2)】 小関健由

4 フッ化物の踊蝕予防機序 【8-3-2)】 小関健由
言十

5 フッ化物の踊蝕予防への応用【8-3-2)】 小 関 健 由

画 6 フッ化物の応用と地域歯科保健【8-3-2)】
霞原明弘

(新潟大学)

7 踊蝕のリスクアセスメント 【8-3-2)】【B-4-1)】 小 関 健 由

口腔肉疾病の予防は、全ての国民の願いであり、近年、小児期における踊蝕発

生は大きく減少してきた。これには、国民の口腔保健に取り組む意識の変化と、

嗣蝕予防法の社会への浸透が大きな効果をよげたからと考える。本講義で、踊蝕

アド1¥イス 発生要因と予防法を、局所の生化学的反応から社会学としての生活習慣までの

様々なレベルで捉え、臨床や一般社会の中での効果的な予防の取り組みを学ぶこ

と。人類の健康を学問の中心lこ据える予防歯科学は、 「樹ヰ医師」として最も基本

的で身近な学問である。

本講義は、」れまで学んだ歯科医学基礎分野の学習成果を、臨床の視点から再

展開すると同時に、同時進行で学ぶ口腔肉疾病の病因論とも深〈関わるので、日々

授業時間外学習
の学びを大切にしてほしい。特に予習は、授業テーマに関わるこれまで学んでき

た基礎分野の内容を再学習して臨むこと。さらに、授業内容のキーワー ドを情報

検索し、社会の話題とそれに対する社会や行政の対応を確認するζ と。授業後の

復習は、教科書から系統的に知識を確認すること。

テキスト・教材・参考書等
新予防歯科学第4版(米満正美 ・小林清吾 ・宮崎秀夫 ・)11口陽子・鶴本明久編)

医歯薬出版社

成績E判面の方法 出席状況，および定期試験結果を総合評価する。
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授業科目 口腔保健発育学E 授業担当 小関健由

授業細目 歯周疾患の予防と疫学
責 任者 予防歯科学分野

曜日一時限 月一1・2
対象年次 4年次

講義室名 s2講義室 科目番号 凶E4>印31ω
学期 7セメスター

目標と目的 :国民の口腔保健の向上のために、歯周疾患の病因と予防法、さらに、疫学手法

授業の目標 を理解する。

並びに目的 概要口腔のニ大疾患の歯周疾患に関して、生活者の視点や臨床の視点からその病因の発生

と概要 要因を理解し、臨床での実際の歯周疾患の予防法を学ぶ。さらに、 口腔に関する疫学手法を

学び、適確な口腔肉評価法を学習する。

一般目標 :歯周疾患の病因と予防法、さらに、疫学手法を理解する。

学習の到達 到達目標 :①乞官者の視点から歯周疾患の発生要因を列挙する。

目標 ②歯周疾患の予防法と全身との関連について説明する。

③ 口腔内評価法を目的ごとに列挙する。

回 数 捜 業 内 開廿』 担当者

授
歯周疾患の発症 【6-3-2)】【E-3-3)ー(3)】 小関健由

業
2 歯周疾患の予防 【6-3-2)】【E-3-3)ー(3)】 小関健由

3 口臭の基礎と臨床 【6-3-2)】 丹田奈緒子

言十 4 歯科疾患の統計と疫学(総論) 【6-4-1)】 丹田奈緒子

5 歯科検診と踊蝕の疫学 【6-4-2)】 小関健由

画 6 口の汚れと歯周病の疲学 【6-4-2)】 小関健由

7 不正岐合と口腔肉疾患の疫学【6-4-2)】 小関健由

成人からの口腔のは孔の低下には、歯周疾患が大きく関与する。歯を失う原因

となり、全身の健康との関連も多くの研究が為されている。本疾患の病因論は、

単純で有りながら未だ不明に点が数多く存在する。歯周疾患を理解することは、

アド1¥イス 成人の口腔管理と疾病予防に極めて重要であるので、国民の成人の口腔00..の維

持のために深く学ぶこと。本講義で、歯周疾患の発生要因と予防法を、局所の生

体防衛反応から社会学としての生活習慣までの篠々なレベルで捉え、臨床や一般

社会の中での効果的な予防の取り組みを学ぶこと。

本講義は、これまで学んだ歯科医学基礎分野の学習成果を、臨床の視点から再

展開すると同時に、同時進行で学ぶ口腔肉疾病の病因論とも深く関わるので、日々

捜業時間外学習
の学びを大切にしてほしい。特に予習は、授業テーマに関わるこれまで学んでき

た基礎分野の内容を再学習して臨むこと。さらに、授業内容のキーワー ドを情報

検索し、社会の話題とそれに対する社会や行政の対応を確認すること。授業後の

復習は、教科書から系統的に知識を確認すること。

テキスト・教材・参考書等
新予防歯科学第4版(米満正美・小林清吾・宮崎秀夫 .JI同陽子・鶴本明久編)

医歯薬出版社

成績評価の方法 出席状況，および定期試験結果を総合評価する。
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授業科目 口腔保健発育学E
授業担当 小 関 健 由

責任者 予防歯科学分野

授業細目 断ヰ保健と社会

曜日一時限 月一1・2
対象年次 4年次

講義室名 s2講義室 科目番号 凶E4>印31ω
学期 フセメスター

授業の目標 目標と目的:歯科保健の理念とシステムを、社会の中での予防歯科を理解する。

並びに目的 概要:様々なライフステージに於いて、口腔保健活動が取り組まれている。これらの社会シ

と概要 ステムを理解し、効果的な健康増進への取り組みを理解する。

一般目標 :口腔保健実践の社会システムを理解する。

学習の到達 到達目標:① 日本の歯科保健の現状を列挙する。

目標 ②各ライフステージの口腔保健の社会システムを説明する。

③社会の中での歯科医師の使命を説明する。

授
回 数 授 業 内 "廿‘"・ 担当者

歯科疾患の動向・歯科疾患実態調査 【6-3-2)】 丹田奈緒子

業
2 母子歯科保健 【B-2-2)】 百々 美奈

言十
3 学校歯科保健 【Bー2-2)】 石河車紗

4 産業歯科・障害者歯科 【Bー2-2)】 小関健由

画
歯科衛生教育と援助 【6-2-2)】 小関健由5 

国民の口腔保健を高い状態に維持するには、まず診療室レベルから社会全体の

活動までの様々なレベルでの口腔保健・健康増進への取り組みを理解し、そこに

参画する方々の役割とシステムの運用範囲等を考えなければならない。将来、歯

アド1¥イス 科医師としての社会参加し、歯科医師の使命である保健指導等の社会貢献を実施

する際には、本講義で学，5~社会システムの知識が必要である。我々が医療人であ
る以上、社会への貢献と して、医療のみならず保健・福祉分野でも大きな期待に

答えられるよう、専門家としての視点から本授業に取り組むこと。

本講義は、これまで学んだ歯科医学基礎分野の学習成果を、臨床の視点から再

展開すると同時に、同時進行で学ぶ口腔肉疾病の病因論とも深く関わるので、日々

捜業時間外学習
の学びを大切にしてほしい。特に予習は、授業テーマに関わるこれまで学んでき

た基礎分野の内容を再学習して臨むこと。さらに、授業内容のキーワー ドを情報

検索し、社会の話題とそれに対する社会や行政の対応を確認すること。授業後の

復習は、教科書から系統的に知識を確認すること。

テキスト ・教材・参考書等
新予防歯科学第4版(米;高正美・小林清吾・宮崎秀夫 ・JI旧陽子・鶴本明久編)

医歯薬出版社

成績評価の方法 出席状況および定期試験結果を総合評価する。
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授業科目 口腔保健発育学E 授業担当 小 関 健 由

責任者 予防歯科学分野
授業細目 予防歯科学実習

曜日一時限 月一 1・2
対象年次 4年次

講義室名 s2講義室 科目番号 凶E4>印31ω
学期 フセメスター

授業の目標
学齢期の口腔管理を実施できる歯科医師になるためには、学校歯科保健活動に関わる

知識を身に付け、実際の教育現場で歯科保健教育に関わるための技能や態度が求められ
並びに目的

る。本授業では、実際の学校歯科保健活動の現場に参画することにより、これらの素養を
と概要

身に付ける。

一般目標:学齢期の口腔管理を実施できる歯科医師になるために、学校歯科保健活動に必

学習の到達
要な知識・技能・態度を習得する。

目標
到達目標 :① 学校歯科保健官動を説明する。

②学校断ヰ保健の教材を説明する。

③ 学校断ヰ保健教育を実施する。

授 回 数 捜 業 内 開台』 担当者

1， 2 
学校歯科保健教育の教材について 【A-7-1)】【B-3-2)】 小関健由

業 【E-4-2)】 丹田奈緒子

3， 4 学校歯科保健教育の実際臥，-7-1)】【B-3-2)】【E-4-2)】
小関健由

丹田奈緒子

計

画

学齢期は成長が著しく、 個々の児童・生徒の身体と心の発育を把握しながら、

適切な情報提示とコミュニケーションをとる能力が求められる。子どもへの適切

な断ヰ保健と医療を提供するために、実際の学校歯科保健指導の現場を体験して、

アド1¥イス 多くの子どもたちとの関わり合いを学んで欲しい。また、実習は地域の小学校で

実施するので学外での実習となり、歯科保健の社会活動のデビューの場となるで

あろう。よって、この実習では成人した社会人と しての基本的な身なりや行動が

先ず求められ、さらに現場から歯科医師の社会的責務を実感して蹴きたい。

学校断ヰ健康診断の経験を思いだし、学校歯科保健活動と子どもの身体と心の

慢業時間外学習 発育を調べ、予習しておくこと。

授業後の復習は、教科書から系統的に知識を確認すること。

テキスト ・教材・参考書等
新予防歯科学第4版(米満正美・小林清吾・宮崎秀夫 ・川旧陽子・鶴本明久編)

医歯薬出版社

成績評価の方法 出席状況，および実習態度、レポートを総合評価する。
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授業科目
口腔保健発育学E

(障害者歯科) 授業訪日 高橋温

責任者 障害者歯科治療部

捜業細目 障害児者の断ヰ医療

曜日一時限
金一 対象年;欠 4年次

講義室名 Al講義室 科目番号 町市E陥16J
1・2 学期 7セメスター

授業の目標
目標と目的:障害のある人のは礼を高める歯科医療および健康支援を行うために必要な知識

並びに目的
を習得する。

と概要
概要:障害のある人の口腔保健および歯科医療におけるスペシャルニーズを理解し、ニーズ

に対応した健康支援法や治療法について学ぶ。

一般目標障害者の身体的、精神的および心理的特徴と断ヰ治療よの留意点を理解する。

学習の到達
個別目標:①障害者の身体的、精神的および心理的特徴を説明できる。

目標
②障害者の行動調整法と歯科治療に必要な注意点を説明できる。

③障害者における口腔のケアの必要性と留意点を説明できる。

③発達期の摂食鴨下障害の特徴と対応を説明できる。

捜
回 数 授 業 内 台同『 担当者

障害者歯科学総論 高橋温

業
2 障害者歯科で対象とする代表的な疾患 高橋温

計
3 障害者樹ヰにおける行動調整法 高橋温

4 摂食聴下障害/対応法 高橋温

画
高橋温5 まとめ

アドバイス
歯科医療のみならず、障害者への医療、樹止、教育制度など関連分野にも視野を

広げて障害と障害のある人に対する理解と関心を深めたい。

授業時間外学習
広し吟見点を持って歯科医療をどのように提供するのかを考える必要がある。

範囲が多岐にわたるので特に復習は重要です。

テキスト ・教材・参考書等
スペシャルニーズデンテイストリー障害者歯科第2版(医歯薬出版)

歯学生のための摂食・礁下山、ピリテーション学(医歯薬出版)

脚責評価の方法 筆言吾式験、出席状況
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授業科目
口腔保健発育学E

(不正岐合と矯正樹ヰ治療) 捜業担当 溝口到

責任者 顎口腔矯正学分野
授業細目 矯正歯科診断学

曜日一時限 金一1・2
対象年次 4年;欠

講義室名 Al講義室 科目番号 DDE-DEN316J 
学期 7セメスター

授業の目標
不正岐合がもたらす様々な障害と、治療による改善効果について解説し、矯正歯科治療の意義

について理解を深める。診断のための調査、診査、各種検査、分析法と総合診断から治療計画
並びに目的

立案、治療、治療効果も評価にいたる一連のプロセスについて講義を行う。また、矯正歯科治
と概要

療における抜歯および矯正装置や材料について解説する。

一般目標 :矯正歯手キ学における診断についての総論的内容を理解する。

個別目標:

学習の到達 ①矯正診断と治療計画の立案のプロセスを理解し説明できる。

目標 ②矯正診断に必要な検査および分析法(セファロ分析、模型分析、成長分析。機能分析)を

理解し説明できる。

③矯正歯科治療における綾歯の必要性と分析去について説明できる。

回 数 授 業 肉 悼官『 担当者

授 1 矯正診断と治療計画の立案 【E-4-1)③ 】 溝口到

業
2 セフアロ分析I【E-4-l)③ 】 溝口到

3 セファロ分析E 【E-4-1)③】 溝口到

計
4 模型分析、成長分析、機能分析 【E-4-1)③ 】 溝口到

画 5 抜歯と非抜歯 【E-4-1)③ 】 溝口 到

6 披歯分析 【E-4-1)③ 】 溝口到

アドパイス
基礎知識として、「頭蓋骨の解剖』 と『顎・顔面・頭蓋部の成長発達』の肉容を復習

しておくこと。

授業時間外学習
下記にあるテキスト・参考書による予習・復習は必須である。また、講義で配布さ

れる講義レジュメを用いて復習することにより理解を深めることを心得ること。

テキスト・教材・参考書等 歯科矯E学(第6版、医歯薬出版)。講義レジュメを配布する。

成績評価の方法 一括詰験(筆答)と出席により評価する。
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授業科目
口腔保健発育学E

(不正岐合と矯正樹ヰ治療) 捜業担当 溝口到

責任者 顎口腔矯正学分野
授業細目 矯正歯科治療学

曜日一時限 金一1・2
対象年次 4年;欠

講義室名 A1講義室 科目番号 DDE-DEN316J 
学期 7セメスター

授業の目標
矯正歯科治療に必要な基礎知識を習得する。成長期の矯正治療について理解を深める。また、

並びに目的
為害作用および保定について講義を行う。

と概要

一般目標:矯正歯科治療に必要な基礎知識を習得する。

学習の到達
個別目標:

目標
①矯正力や整形力に対する生体反応と偶発症を説明できる。

②歯の移動の生体力学について説明できる。

③ 21種類の矯正装置について説明できる。

捜
回 数 授 業 内

廿F晶『 担 当者

1 矯正力に対する生体反応と儒発症 【E-4-1)⑥、 ⑦ 】 北浦英樹

業
2 歯の移動様式と固定源 【E-4-1)⑥ 】 溝口到

言十
3 矯正用材料と器具 【E-4-1)④ 】 福永智広

4 矯正装置I【E-4-1)⑤ 】 溝口到

画
矯正装置E【E-4-1)⑤ 】 溝口到5 

アドパイス
「骨改造に関わる組織学、分子生物学』および「生体材料学」に関する基礎知i勧 t

必要とされるのでよく復習しておくこと。

授業時間外学習
下記にあるテキスト・参考書による予習・復習は必須である。また、講義で配布さ

れる講義レジュメを用いて復習することにより理解を深めることを心得ること。

テキスト・教材・参考書等 歯科矯正学(第6版、医歯薬出版)。講義レジュメを配布する。

成績評価の方法 一括誌験(筆答)と出席により評価する。
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授業科目
口腔保健発育学E

(不正岐合と矯正樹ヰ治療) 捜業担当
溝口到

責任者
顎口腔矯正学分野

授業細目 不正岐合1

曜日一時限 金一1・2
対象年次 4年;欠

講義室名 A1講義室 科目番号 DDE-DEN316J 
学期 7セメスター

授業の目標
矯正治療に必要な基礎的な知識を習得する。成人期および唇・顎・ ロ蓋裂に代表される先天異

並びに目的
常の矯正治療について理解を深める。また、患者管理について講義を行う。

と概要

一般目標:矯正歯科治療に必要な基礎的な知識を習得する。

個別目標 :

学習の到達
①動的治療後の後戻りの原因、保定の必要性および保定方法について説明できる。

目標
②各不正岐合に対する矯正治療の基礎的な知識を取得し説明できる。

③成人期の矯正治療について知識を取得し説明できる。

④ 口唇 ・口蓋裂に代表される先天異常の矯正治療について知識を取得し説明できる。

捜
回 数 授 業 内 廿開』 担当者

1 保定(静的治療)の必要性と方法 【E-4-1)⑤、⑥ 】 溝口 到

3農
2 

成人期の矯正歯科治療(通常のエッジワイズ治療)【E-4-1)
福永智広

③ 】

言十
3 成人期の矯正歯科治療(外科的矯正治療)【E-4-1)③ 】 溝口到

4 成人期の矯正歯科治療(歯周・補綴・MTM)【E-4-1)③ 】 北浦英樹

画
5 口唇 ・口蓋裂の矯正歯科治療 【E-4-1)③ 】 五十嵐薫

アドバイス
「矯正診断学J、「矯正歯科治療学縦命Jの基礎知動切凄とされるのでよく復習し

ておくこと。

授業時間外学習
下記にあるテキス ト・ 参考書による予習 ・復習は必須である。また、講義で配布さ

れる講義レジュメを用いて復習することにより理解を深めることを心得ること。

テキスト・教材・参考書等 歯科矯正学(第6版、医歯薬出版)。講義レジュメを配布する。

成績評価の方法 一括試験(筆答)と出席により評価する。
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授業科目
口腔保健発育学E

(不正岐合と矯正樹ヰ治療) 捜業担当 溝口到

責任者 顎口腔矯正学分野
授業細目 不正岐合2

曜日一時限 金一1・2
対象年次 4年;欠

講義室名 Al講義室 科目番号 DDE-DEN316J 
学期 7セメスター

授業の目標

並びに目的 診断と治療、形態と機能の関わり、顎口腔機能書割面について講義を行う。

と概要

一般目標:診断と治療、形態と機能の関わり、顎口腔機能評価について理解する。

学習の到達
個別目標:

目標
①顎口腔機能の評価に関する知識を取得し説明できる。

②顎関節の形態と顎口腔機能の関係について知識を取得し説明できる。

③矯正力が骨に作用した際の生体反応を理解し説明できる。

回 数 授 業 内
廿F晶『

担 当者

捜
1 

顎顔面骨格形態の分類と下顎骨の成長 【E-2-3)①、②、
溝口到

③ 】

業
2 顎口腔機能訓面 【E-2-2)④ 】【 E-4・1)③ 】 福永智広

3 先天異常の基礎と臨床 【E-2-4)一(1)】 山城隆(岡山大学教授)

計
4 顎関節の成長と発育 【E-2-3)①、②、③ 】

高橋一郎(九州大学教

授)

画
5 骨のメカノバイオロジー 【E-4-1)⑥ 】 上岡寛(岡山大学教授)

6 骨格性下顎前突における矯正治療 【E-4-1)③ 】 溝口到

アドパイス
「矯正診断学』、 「矯正歯科治療学総論」の基礎知識が必要とされるのでよく復習し

ておくこと。

授業時間外学習
下記にあるテキスト・参考書による予習・復習は必須である。また、講義で配布さ

れる講義レジュメを用いて復習することにより理解を深めることを心得ること。

テキスト・教材・参考書等 歯科矯正学(第6版、医歯薬出版)。講義レジュメを配布する。

成績評価の方法 一括鼠験(筆答)と出席により評価する。
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口腔保健発育学E

授業科目 (小児期口腔管理の理論 授業担当 福 本 敏
と実践)

責任者 小児発達歯科学分野
授業細目 小児歯科疾患の予防法

曜日一時限 木-1・2
対象年次 4年次

講義室名 82講義室 科目番号 DDE-OEN317J 
学期 8セメスター

授業の目標
目標と目的 :診断と治療、形態と機能の関わり、顎口腔機能評価について講義を行

並びに目的
つ。

と概要
概要 :小児の踊蝕や歯周疾患の予防と治療に関する説明を受け、口腔領域に関わる疾

患の診断や処置に必要な知識を習得する。

一般目標 :小児歯科疾患の予防と健康の維持に必要な知識と方法を理解、修得する

学習の到達 個別目標:小児の踊蝕や歯周疾患のリスク評価について説明できる。

目標 踊蝕予防の為の処置に関して歯種ごとの対応法を説明できる。

口腔疾患の治療の為の治療計画の立案ができる。

回 数 捜 業 内 '廿守・』司. 担当者

授 1 
小児患者の口腔管理:診査と診断、治療計画、定期診

福本敏
査 【E-4-2】

2 
甑蝕の予防と抑制(1 )カリエスリスク評価、歯口清

粛蕨幹
業 掃法 【E-4-2]

3 
嗣蝕の予防と抑制 (2)フッ化物による踊蝕予防、寓溝

驚藤幹
填審法 【E-4-2】

言十 小児の歯周疾患の予防.歯周疾患の診査と診断、予防の
驚藤幹4 

実際 【E-4-2】

画

• 治療するより予防が重要であることと理解し、甑蝕や歯周病の病因

論やエピエンスに基づく歯科疾患の予防法について学ぶ事が大切である。診

アドバイス
断に関しては、口腔内のみならず全身の状態を常に把握しながら考えるとい

うことを意識しながら受講してほしい。

• 特別な理由が無い限り、遅刻、欠席は認めない。 1度の欠席でも受

験資格を失うので注意してください。

講義 1回 (90分)につきレポートを 1部提出すること。提出したレポート

授業時間外学習 に関しては、試験時に加点の対象とする。授業の終了時に、次回講義する範

囲を指示するので、該当部分の予習を行なう事。

テキスト・教材・参考書等 小児歯科学第5版医歯薬出版

成績評価の方法 出席状況、履修態度、筆記試験により総合的に判断する。
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口腔保健発育学E

授業科目 (小児期口腔管理の理論 授業担当 福本敏
と実践)

責任者 小児発達歯科学分野
授業細目 小児歯科疾患の治療法

曜日一時限 木一1・2
対象年次 4年次

講義室名 82講義室 科目番号 DDE-DEN317J 
学期 8セメスター

授業の目標 目標と目的 小児歯科疾患の治療法とくに歯冠修復・歯肉療法・外科処置についての

並びに目的 理論および方法を理解、習得する

と概要 概要 :

一般目標.

学習の到達 個別目標:

目標

回 数 捜 業 内 #廿司、 担当者

授 1 • 2 
乳歯の歯冠修復(1 )乳歯修復に用いる歯科材料

丸谷由里子
【E-4-2】

業
3.4 乳歯の歯冠修復 (2)乳歯歯冠修復の実際 【E-4-2】 丸谷由里子

5・6
乳歯の歯肉療法 :~L歯歯髄炎および根尖性歯周炎の診

丸谷由里子
査 ・診断 ・治療 【E-4-2】

言十 幼若永久歯の歯肉療法 :アベキソゲネーシス、アペキ
山田E矢7 • 8 

シフィケーション 【E-4-2】

9 • 1 0 
小児歯科治療に関する外科処置 【E-4-2】

山田E矢画 小児の軟組織疾患に対する処置 【E-4-2】

• 小児の基本的な歯科治療は成人と閉じであるが、歯の形や構造が異

なるため、修復のための形成など乳歯と永久歯の違いを理解しながら行なう

必要がある。また、生活歯髄切断法、乳歯既製金属冠、 コンポジットレジン

アドバイス 冠など、小児に特徴的な治療については確実に知識を習得する必要がある。

• 特別な理由が無い限り、遅刻、欠席は認めない。 1度の欠席でも受

験資絡を失うので注意 してください。日常臨床での小児歯科の特徴を理解す

る

講義 1回 (90分)につきレポートを 1部提出すること。提出したレポート

授業時間外学習 に関しては、試験時に加点の対象とする。授業の終了時に、次回講義する範

囲を指示するので、該当部分の予習を行なう事。

テキスト・教材・参考書等 小児歯科学第5版医歯薬出版

成績評価の方法 出席状況、履修態度、筆記試験
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口腔保健発育学E

授業科目 (小児期口腔管理の理論 授業担当 福 本 敏
と実践)

責任者 小児発達歯科学分野
授業細目 暁合誘導

曜日一時限 木-1・2
対象年次 4年次

講義室名 82講義室 科目番号 OOH)EN317J 
学期 8セメスター

授業の目標 目標と目的 歯列・校合の育成のための岐合誘導法の理論と実際について理解、修得

並びに目的 する

と概要 概要 :

学習の到達 一般目標:

目標 個別目標 :

回 数 授 業 内 R廿』 唱 担 当者

授 1 
暁合誘導(1 )岐合誘導の定義、歯列・暁合を乱す因

驚藤幹
子 【E-4-21

2 
岐合誘導 (2)乳歯早期喪失の影響、組IJ方歯群の予測

粛蕨幹
業 【E-4-2】

3 岐合誘導(3)静的岐合誘導(保隙処置)【E-4-2】 福本敏

言十 岐合誘導(4 )動的岐合誘導、岐合習癖とその処置
福本敏4 

【E-4-21

画

• 成長発育に伴い、どのように不正岐合が生じるのかを理解する。特

に骨格的な問題のみならず、指しゃぶりなどの織々な習癖に起因するもの、

また踊蝕による根尖病巣に起因するものなど様々な要因があることから、疾

アドパイス 患の発生要因とその対処法、矯正歯科治療との差を理解しながら学ぶ事が必

要である。

• 特別な理由が無い限り、遅刻、欠席は認めない。 1度の欠席でも受

験資格を失うので注意してください。

講義 1回 (90分)につきレポー トを 1部提出すること。提出したレポー ト

授業時間外学習 に関しては、試験時に加点の対象とする。授業の終了時に、次回講義する範

囲を指示するので、該当部分の予習を行なう事。

テキスト・教材・参考書等 小児歯科学第5版医歯薬出版

成績評価の方法 出席状況、履修態度、筆記試験により総合的に判断する。
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口腔保健発育学E
捜業科目 (小児期口腔管理の理論 授業担当 福 本 敏

と実践)

小児期岐合管理の治療 責任者 小児発達歯科学分野
授業細目

学実習

躍日一時限 木一1・2
対象年次 4年次

講義室名 B2講義室 科目番号 OOH )EN317J 
学期 8セメスター

授業の目標
目標と目的 講義で習得した小児歯科学の知識を基礎として、混合歯列期の症例につ

並びに目的
いて顎顔面、岐合の分析および歯列岐合模型での歯冠修復、歯肉療法、岐合誘導等の

と概要
処置の一部について実習し習得する。

概要

一般目標:

学習の到達 個別目標 :

目標

回 数 授 業 肉 "廿‘" 担当者

， . 2 
混合歯列期の症例分析 :セファ口、パノフマX線写真

丸谷由里子
の分析、模型分析と評価 【E-4-2】

授 保隙装置の作製 :Crown 10叩の製作(， ) 
3.4 

Crown loopの製作 (2)【E-4・2】
丸谷由里子

業 5・6
保隙装置の作製 :Crown 10叩の製作 (3)

丸谷由里子
Crown loopの製作 (4)【E-4-2】

保隙装置の作製 :可搬保隙間装置の製作(， ) 

言十
7・8 可撤保隙間装置の製作 (2) 丸谷由里子

【E-4-2】

9・， 0 
保隙装置の作製 :可撤保隙間装置の製作 (3)

丸谷由里子
画 可撤保隙間装置の製作 (4) 【E-4-2】

， ，・， 2 
防湿法:フパーダム装着法の技術習得

丸谷由里子
歯髄切断法 :生活歯髄切断j去の技術習得 【E-4-2】

， 3・， 4 
高洞形成法 :乳歯銀合金インレーの寓澗形成

丸谷由里子
:乳前歯レジン充填の嵩洞形成 【E-4-2】

• 実習を通じて小児の岐合発育の予想し、不正岐合を防ぐ目的で使用

する保隙装置の作成を体験する。また、小児歯科で必要な基礎的な歯科処置

の手技を習得する。特に小児歯科は、臨床研修や卒後研修においても学ぶ機

アドバイス 会がほとんど無いため、本自習で基本技術を完全に習得するつもりで望む事

が大切である。

• 特別な理由が無い限り、遅刻、欠席は認めない。 1度の欠席でも受

験資格を失うので注意してください。

授業時間外学習
実習に関するレポートは諜さない。しかしながら、次回実習で行なう内容に

関しては事前に教科書等で学習する必要がある。

テキスト・教材・参考書等 小児歯科学第5版医歯薬出版

成績評価の方法 出席状況、履修態度、筆記試験により総合的に判断する。
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口腔保健発育学E
授業科目 (矯正診断・

授業担当 北;育英樹
矯正歯科治療学実習)

責任者 顎口腔矯正学分野
授業細目 矯正診断学実習(1 ) 

曜日一時限 木-3・4
対象年次 4年次

講義室名
83講義室

科目番号 DDE-DEN317J 
学期 8セメスター 83実習室

慢業の目標
初診時の資料を学生に配布し、各所見、分相直および重ね合わせ図から、その症例の分析、診

並びに目的
断方法についてマルチメディアシステム(問)を介して学習する。

と概要

一般目標:矯正診断に必要な知識と技術を習得する。

学習の到達
個別目標 :

①矯正樹ヰ診断に必要な検査に関して理解する。
目標

②矯正歯科診断に必要な分析の基本的手技を会得する。

③分析結果を評価できる知識を会得し診断の技術を習得する。

回 数 授 業 肉 4廿『 担当者

オリエンァーション

1、2 診断実習ト(1) (パノラマ、 エックス線写真およt膿型分 教員全員

祈)【 E-4-1)③】

3、4 診断実習ト(2) (セフア口分析)【 E-4-))③ 】 11 

5、6 診断実習ト(3) (成長分析 ・総合診断)【E-4-1)③ 】 11 

アドパイス 7セメスターの「歯科矯正学」の講義内容を復習しておくこと。

実習最初に行われるオリエンァーションの際に配布される下記の餅ヰ矯正学実習マ

授業時間外学習
ニュアルを実習前に熟読して理解しておくことは必須である。また、実習後、閉じ

く下記の歯科矯正学実習マニュアルをもとに復習を行い、理解を深めておくことと

心得ておくこと。

テキスト・教材・参考書等 歯科矯正学実習マニュアル

成績評価の方法 ステップ毎に行う小試験(筆答)と一括試験(筆答)により評価する。
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口腔保健発育学E
授業科目 (矯正診断・ 授業担当 北浦英樹

矯正歯科治療学実習)

責任者 顎口腔矯正学分野
授業細目 矯正診断学実習 (2)

曜日一時限 木-3・4
対象年次 4年次

講義室名
83講義室

科目番号 DDE-DEN317J 
学期 8セメスター 83実習室

授業の目標
第一段階治療終了時の資料を学生に配布し、各所見、分析値および重ね合わせ図から、その

並びに目的
症例の治療経過およびその評価についてマルチメディアシステム(陀)を介して学習する。

と概要

一般目標:矯正診断に必要な知識と技術を習得する。

学習の到達
個別目標 :

①矯正歯科診断に必凄な検査に関して理解する。
目標

②矯正歯科診断に必要な分析の基本的手技を会得する。

③分析結果を評価できる知識を会得し診断の技術を習得する。

回 数 授 業 肉 .廿守・ー司. 担当者

診断実習!I-( 1 ) 

1、2 (治療後パノラマ、エックス線写真および模型分析)【ι H 

4-1)③ 】

3、4 診断実習1l-(2) (治療後セファロ分析)【E-4-l)③ 】 11 

5、6
診断実習!I-(3)(治療結果評価 ・治療計画再立案)【 E-

11 

4-1)③ 】

アドバイス 7セメスターの「歯科矯正学」の講義内容を復習しておくこと。

実習最初に行われるオリヱンァーションの際に配布される下記の歯科矯正学実習

授業時間外学習
マニュアルを実習前に熟読して理解しておくことは必須である。また、実習後、

同じく下記の歯科矯正学実習マニュアルをもとに復習を行い、理解を深めておく

ことと心得ておくこと。

テキスト ・教材・参考書等 歯科矯正学実習マニュアル

成績評価の方法 ステップ毎に行う小試験(筆答)と一括試験(筆答)により評価する。
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口腔保健発育学E
授業科目 (矯正診断・

授業担当 北;育英樹
矯正歯科治療学実習)

責任者 顎口腔矯正学分野
授業細目 矯正治療学実習(1 ) 

曜日一時限 木-3・4
対象年次 4年次

講義室名
84講義室

科目番号 DDE-DEN317J 
学期 8セメスター 84実習室

慢業の目標

並びに目的 舌側弧線装置や保定装置の作成に必要なワイヤー屈曲や自在錨着の基本的手技を修得する。

と概要

一般目標:ワイヤー屈曲や自在錨着の技術を習得する。

学習の到達 個別目標:

目標 ① ワイヤー屈曲の基本的技工操作ができる。

② 自在鍋着の基本的技工操作ができる。

回 数 授 業 内 廿~ 担当者

1、2
治療学実習の説明

教員全員
基本手技(ワイヤー屈曲 ・自在蝋着)【E-4-1)④、 ⑤ ]

3、4
ワイヤー屈曲・自在蝋着の基本手技の試験 【E-4-1)④、

11 
⑤】

アドバイス 7セメスターの「歯科矯正学Jの講義内容を復習しておくこと。

実習最初に行われるオリヱンァーションの際に配布される下記の歯科矯正学実習マ

授業時間外学習
ニュアルを実習前に熟読して理解しておくことは必須である。また、実習後、同じ

〈下記の歯科矯正学実習マニュアルをもとに復習を行い、理解を深めておくことと

心得ておくこと。

テキストー教材・参考書等 歯科矯正学実習マニュアル

成擬平価の方法 ステップ毎に行う小試験 (筆答)と一括試験 (筆答)により評価する。
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口腔保健発育学E
授業科目 (矯正診断・ 授業担当 北浦英樹

矯正歯科治療学実習)

責任者 顎口腔矯正学分野

授業細目 矯正診断学実習 (2)

曜日一時線 木-3・4
対象年次 4年次

講義室名
83講義室

科目番号 DD吾f涯N317J
学期 8セメスター 83実習室

授業の目標
第一段階治療終了時の資料を学生に配布し、各所見、分析値および重ね合わせ図から、その

並びに目的
症例の治療経過およびその評価についてマルチメディアシステム(陀)を介して学習する。

と概要

一般目標 :矯正診断に必要な知識と技術を習得する。

学習の到達
個別目標 :

目標
① 矯正歯科診断に必痩な検査に関して理解する。

②矯正歯科診断に必漫な分析の基本的手技を会得する。

③分析結果を評価できる知識を会得し診断の技術を習得する。

回 数 授 業 内 廿..... 担当者

診断実習ll-(1) 

1、2 (;台療後パノラマ、エックス線写真および模型分析)【E- 11 

4-1)③ 】

3、4 診断実習ll-(2)(治療後セファロ分析)【1:-4-1)③ 】 11 

5、6
診断実習ll-(3)(治療結果評価・治療計画再立案)【E-4-

1)③ 〕
11 

アドパイス 7セメスターの「歯科矯正学Jの講義内容を復習しておくこと。

実習最初に行われるオリ工ンァーションの際に配布される下記の歯科矯正学実習

授業時間外学習
マニュアルを実習前に熟読して理解しておくことは必須である。また、実習後、

閉じく下記の歯科矯正学実習マニュアルをもとに復習を行い、理解を深めておく

ことと心得ておくこと。

テキスト ・教材・参考書等 歯科矯正学実習マニュアル

成績評価の方法 ステップ毎に行う小試験(筆答)と一括試験 (筆答)により評価する。
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口腔保健発育学E
授業科目 (矯正診断・

授業担当 北;育英樹
矯正歯科治療学実習)

責任者 顎口腔矯正学分野
授業細目 矯正治療学実習 (3)

曜日一時限 木-3・4
対象年次 4年次

講義室名
84講義室

科目番号 DDE-DEN317J 
学期 8セメスター 84実習室

慢業の目標

並びに目的 代表的な床矯正装置であるHawleyタイプリレーナーの使用目的と作製方法を修得する。

と概要

一般目標:床矯正装置 (Hawleyタイプリレーナー)の作製の技工操作を修得する。

学習の到達 個別目標:① 床矯正装置の基本的構造を理解する。

目標 ② 床矯正装置の適応症と治療効果を理解する。

③ 床矯正装置の基本的技工操作ができる。

回 数 授 業 内 廿同明 担当者

Hawleyタイプリレーナーの作製(1 ) 

1、2 Hawleyタイプリレーナーの目的と製作手li頂【E-4-1)④、 教員全員

⑤】

3、4
Hawleyタイプリレーナーの作製(2)

11 
援歯唇側線および単純鈎の屈曲 【E-4-1)④、 ⑤ 】

5、6
Hawleyタイプリレーナーの作製(3)

11 

レジン床の築盛と研磨 【E-4-1)④、 ⑤ 】

アドパイス 7セメスターの「歯科矯正学」の講義内容を復習しておくこと。

実習最初に行われるオリエンァーションの際に配布される下記の餅ヰ矯正学実習マ

授業時間外学習
ニュアルを実習前に熟読して理解しておくことは必須である。また、実習後、閉じ

く下記の歯科矯正学実習マニュアルをもとに復習を行い、理解を深めておくことと

心得ておくこと。

テキスト・教材・参考書等 歯科矯正学実習マニュアル

成績評価の方法 ステップ毎に行う小試験(筆答)と一括試験 (筆答)により評価する。
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授斜目
口腔病態外科学I

(口腔診断 ・放射線学) 捜樹脂 飯久保正弘

責任者 歯科医用情報学分野
授業細目 放射線物理学

曜日一時隈 火-3・4
対象年次 4年;欠

講義室名 62講義室 科目番号 叩E-D印318J
学期 8セメスター

捜業の目標 目標と目的 :放射線を有効かつ安全に利用するために、放射線(とくlこエックス線)の性質

並びに目的 について理解する。

と概要 概要:放射線について理解し、放射線を利用する際の利益と不利益(害)について学ぶ。

一般目標 :餅ヰ医療における放射線物理学の役割について理解し実践する。

学習の到達 個別目標 :①放射線の定義について説明できる。

目標 ②放射線の性質について説明できる。

③放射線を利用することの利益と不利益(害)について説明できる。

回 数 捜 業 肉 同廿情 担当者

授 放射線って何?

1 (身近な放射線、放射線の歴史、放射線利用の利益と不 飯久保正弘

利益(害)、医学と放射線)【E-1-2)(1濯渇】

業 エックス線って何?

2 (原子の構造、エックス線と放射線、エックス線と電磁 飯久保正弘

波、エックス線の発生)【E-1-2)(1⑤】)

言十
3 

エックス線の性質、エックス線の滅弱、
飯久保正弘

エックス線と物質との相互作用 【E-1-2)(I辺海】

4 
歯科用エックス線撮影装置、写真処理、デジタル画像

飯久保正弘画 【Eート2)笹⑤】

5 エックス線画像の成り立ち、画像診断のコツ 【Eート2)也⑤】 飯久保 正弘

物理が苦手な学生にもわかりやすいように、当分野ではやさしいテキストを作成

アドJ¥イス しています。コンビュータを用いたビジュアルな講義で、臨床例をたくさん供覧

しますから講義には必ず出席してください。

捜業時間外学習
当分野では、学生に分かりやすいテキスト (OralDiagnosis and Radiology 伊

edition)を無料で配布する。このテキストを用いて予習復習するとよい。

.Oral Diagnosis and Radiology 伊 edition(当分野オリジナル)

テキスト ・教材・参考書等 -歯科放射線学第6版(岡野友宏、小林馨、有地祭一郎編集)医歯薬出版株式会

宇土

授業への出席、態度および筆吉田鵡会等を参考に評価する。

成績評価の方法 出席は特に厳しく評価する。

毎回、小テストを行う。
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授業平ヰ目
口腔病態外科学I

(口腔診断 ・放射線学) 授業担当 飯久保正弘

責任者 歯科医用情報学分野
授業細目 放射線生物学

曜日一時隈 火-3・4
対象年次 4年;欠

講義室名 62講義室 科目番号 叩E-O印318J
学期 8セメスター

授業の目標 目標と目的:断ヰ医療において放射線を有効かつ安全に利用するために、放射線の人体に対

並びに目的 する影響と放射線防護の方法ならびに放射線治療について理解する。

と槻要 概要 :放射線防護と管理について学ぶ。

一般目標 :放射線の防護と管理について理解する。

学習の到達 個別目標 :①放射線障害について説明できる。

目標 ②放射線障害の予防について説明できる。

③放射線治療の特徴について説朋できる。

授 回 数 捜 業 内 同廿刊 担当者

【放射線防護と管理】

業
1 (放射線障害の防止に関する法令、核医学、放射線の単 小嶋布璃

位、放射線の測定、放射線防護の原則 【E-1-2)G:怠X号】
【放射線生物学】

言十
2 (放射線の生物作用、放射線感受性、確定的影響と確率 飯久保正弘

的影響、早期影響と晩発影響、遺伝的影響)【Eート2)告渇】

【搬す線治療】

画
3 (外部照射と組織内照射、放射線治療と歯科治療) 飯久保正弘

【E-2-4)(6)③】

物理・化学が苦手な学生にもわかりやすいように、当分野ではやさしいテキス ト

アドJ¥イス を作成しています。コンビュータを用いたビジュアルな講義で、臨床例をたくさ

ん供覧しますから講義には必ず出席してください。

授業時間外学習
当分野では、学生に分かりやすいテキスト (OralDiagnosis and Radiology 伊

edition)を無料で配布する。このテキストを用いて予習復習するとよい。

.Oral Diagnosis and Radiology 伊 edition(当分野オリジナル)

テキスト ・教材・参考書等 -歯科放射線学第6版(岡野友宏、小林馨、有地祭一郎編集)医歯薬出版株式

会社

綬業への出席、態度および筆記試験等を参考に総合的に評価する。

成績評価の方法 出席は特に厳しく評価する。

毎回、小テストを行う。
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授業科目
口腔病態外科学I

(口腔診断 ・放射線学) 捜謝E当 飯久保正弘

責任者 歯科医用情報学分野
授業細目 画像診断学

曜日一時隈 火-3・4
対象年次 4年次

講義室名 62講義室 科目番号 即Hl印31剖
学期 8セメスター

授業の目標
目標と目的:疾患を的確に診断するために必要な画像検査法の特徴と適応について学習し画

並びに目的
像を解釈する。

と概要
概要歯科放射線学の基礎および臨床の概論について学び、画傑嫡に必要な知識および技

術を習得する。

一般目標 ;口腔診断学における画像診断の役割について理解し実践する。

学習の到達 個別目標 :①画像診断の目的を説明できる。

目標 ②画像検査法及び週芯症について説明できる。

③問診、臨床所見、検査所見をもとに総合的に疾患を診断することを理解する。

授
回 数 授 業 内 国廿明 担当者

1 闘す線診断学 ・画像診断学 【E-1-2)(I渇】 飯久保 正弘

業
2 

放射線物理学 ・放射線管理学 ・放射線治療学 【E-1-2)②
飯久保正弘

③】【E-2-4)(6)③】

言十
3 餅ヰ蹴す線撮影学 【Eート2)鎚海港湾奇】 飯久保正弘

4 検査診断学 【E-1-3)(l沼沼港湾奇】 圧司憲明

画
口腔診断学 【E-2-4)】 庄司憲明5 

- 疾患を診断するために画像情報は必要不可欠である。様々な画像診断の特徴

およぴ郵について十分に理解し、臨床に役立ててほしい。

- 授業へのモチベーションを高めるために、授業毎に毎回小テストを行う。授

アド1¥イス
業には必ず出席し、配布するテキス トを用いて復習を行うこと。

- 授業では学生に対して質問を行い、その回答をみて授業を工夫する(双方向

的授業)。ためらわずに自分の考えを発言すること。

- 慢業期間中，接業当日の 16:30-17:20にofficehourを設ける。授業内容に

ついて質問があれば授業担当者の部屋 (C棟6階)に気軽に質問に来るように。

授業時間外学習
当分野では、学生に分かりやすいテキスト (OralDiagnosis and Radiology 伊

edition)を無料で配布する。このテキストを用いて予習復習するとよい。

• Oral Diagnosis and Radiology 伊 edition(当分野オリジナル)

テキスト ・教材・参考書等 -歯科放射線学6版(岡野友宏、小林馨、有地畿一郎編集)医歯薬出版株式会

キ土

援業への出席、態度および筆記試験等を参考に総合的に評価する。

成績評価の方法 出席は特に厳しく評価する。

毎回、小テストを行う。

句

t
の
J
U

噌

E
A



捜業科目
口腔病態外科学I

(口腔診断 ・放射線学) 授業担当 飯久保正弘

責任者 歯科医用情報学分野

授業細目 画儲術学実習

曜日一時隈 火-3・4
対象年次 4年次

講義室名
62講義室

科目番号 凹E-D印31剖
学期 8セメスター 62実習室

授業の目標 目標と目的:疾患を正しく診断するために、断ヰ臨床で用いられるエックス線画像の正常像

並びに目的 および病態像の読影能力を身につけ、画像を解釈することができる。

と概要 概要 :画像診断の重要性について学ぶ。

一般目標 :解副学的構造がどのように画像所見と して現れるかについて理解する。

学習の到達 個別目標 :①画像の正常像について解釈できる。

目標 ②画像の異常像について説明できる。

③画像の異常像と鹿患の特徴について理解できる。

捜
回 数 捜 業 内 国廿『 担当者

業
1 口内法正常像 【E-1-2)@ゆ】 当分野教員全員

2 口内法病態像 【E-1-2)笹渇】 当分野教員全員

言十
3 口外法正常像 【E-1-2)@②】 当分野教員全員

画
4 口外法病態像 【E-1-2)@②】 当分野教員全員

ア ド1¥イス
歯科臨床において、エックス線写真は疾患の診断と治療効果の判定に必、要不可欠

である。 エックス線写真の読影の基礎を十分に身につけ臨床に役立ててほしい。

授業時間外学習
当分野では、学生に分かりやすいテキスト (OralDiagnosis and Radiology 伊

edition)を無料で配布する。このテキストを用いて予習復習するとよい。

.Oral Diagnosis and Radiology 伊 edition(当分野オリジナル)

-歯科放射線学第6版(岡野友宏、小林馨、有地策一郎編集)医歯薬出版株式会

テキスト ・教材・参考書等 キ土

-歯科臨床における画像診断アトラス(日本歯科闘す線学会)、医歯薬出版株式会社

-臨床イメージノート(小林馨、笹野高嗣ら)、永末書庖

成績評価の方法 実習態度および実習成績等を参考に評価する。
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授業科目
口腔病態外科学I 授業担当 飯久保正弘

(口腔診断 ・放射線学)

授業細目 口腔診断学
責任者 歯科医用情報学分野

晦日一時隈 火-3・4
対象年次 4年;欠

講義室名 B2講義室 科目番号 叩Eーo印31剖
学期 8セメスター

捜業の目標 目標と目的:疾患を的確に診断するための臨床診断および画像診断のプロセスについて習得

並びに目的 し全人的かつ論理的な診断能力を身につける。

と概要 概要 問診、臨床所見、検査所見から疾患を診断するプロセスについて学ぶ。

一般目標 :問診、臨床所見、検査所見の重要性について理解する。

学習の到達 個別目標 :① 患者さんを大切にした医療面後ができる。

目標 ②全人的見地から鹿患を診断する知識 ・技術・態度を身につける。

③治療方針および予後について説明できる。

回 数 授 業 肉 "台h 担当者

1 歯および歯周組織の診断 【E-3-3)】 圧司憲明

捜
2 顎骨の診断 (奇形、外傷、炎症)【E-2-4)ー(1)(2) (3)】 庄司憲明

3 顎骨の診断 (嚢胞、腫燭)【E-2-4) -(5) (I渇】 圧司憲明

業
4 顎関節の診断 【E-2-4)一(7)】 庄司 憲明

言十
5 鼻腔 ・副鼻腔の診断 【E-2-2ベ吾】 圧司憲明

6 口腔粘膜の診断【E-2-4)-4】 菅原由美子

画
7 

味覚障害とドフイマウスの診断と口腔内科的治療
佐蕨しづ子

【E-2-4)ー(11)@⑤】

8 検査診断学 【E-1-3)任沼沼運渇】 圧司憲明

9 医療面接の基礎(実習を含む) 【E-H)~週渇沼海】 当分野教員全員

問診 ・臨床所見 ・検査所見をもとに、広い見地から口腔の状態を総合的に判断で

アドJ¥イス きる「考える歯科医師』を目指してほしい。ここでは診断のプロセスについてわ

かりやすく解説する。

授業時間外学習
当分野では、学生に分かりやすいテキスト (OralDiagnosis and Radiology 伊
edition)を無料で配布する。このテキストを用いて予習復習するとよい。

.Oral Diagnosis and Radiology 伊 edition(当分野オリジナル)

テキスト・教材・参考書等 -歯科放射線学第6版(岡野友宏、小林馨、有地集一郎編集)医歯薬出版株式

会社

授業への出席、態度および筆記訊験等を参考に評価する。

成績評価の方法 出席は特に厳しく評価する。

毎回、小テストを行う。
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授業科目 口腔病態外科学 11 
授業担当 高橋哲

口腔外科領域に生じる各
責任者 顎鯛・口腔外科学

授業細目
種疾患2

曜日一時限
月-1 対象年次 4年;欠

講義室名
82， 4講

科目番号
DDE-DEN319J 

水ー1 学期 7セメスター 義室 DDE-DEN32仏j

慢業の目標
目標と目的 :口唇・口腔・顎顔面領域に症状を呈する疾患で、特に専門的な治療を要する疾

並びに目的
患の病態、診断と治療について理解させる。

と概要
概要: 口腔顎顔面領域の先天異常、後天異常の疾患の種類、特徴について理解させる。

学習の到達
一般目標 :口唇 ・口腔・顎顔面領域に症状を呈する疾患で、特に専門的な治療を要する疾患の

目標
病態、診断と治療について理解する。

個別目標:腔顎顔面領域の先天異常、後天異常の疾患の種類、特徴について理解する。

授
回 数 授 業 内 廿開 h 担当者

1.....4 口腔顎顔面領域の先天異常 松井縫子、高橋哲

業 5.....9 口腔顎顔面領域の後天異常 山内健介

計
10.....18 口腔顎顔面領域の腫揚 森士朗、宮下 仁

19.....21 唾液腺疾患 永井宏和

画
補綴前処置 高橋哲22 

23.....26 
口腔顎顔面領域の神経性疾患と口腔顔面痛

千葉職、永井翻 l

27・28 歯科，心身症 干葉雅俊

- 必ず出席し、遅刻、居眠りなどしないように。

- 授業中でも不明な点があれば積極的に質問することが学生全員のより深い理解

アドパイス
につながる。ためらわずに発言すること。

- 授業期間中，授業当日の 17:∞-18・∞に officehourを設ける。授業内容につ

いて質問があれば前もって連絡の上授業担当者の部屋 (C棟 5階)に気軽に質問に

来るように。

授業時間外学習
下記に示す成書で予習しておくことで、講義の理解が深まる。各種疾患の病態

と診断に基づく、治療法を理解して欲しい。

最新口腔外科学(総論・各論) 口腔外科学(宮崎正)

テキスト・教材・参考書等
MGH口腔外科マニュアル

口腔外科ハンドマ二ュアJL-(クインテッセンス出版)

O伊を知る サイコ・デンテイスト リー

成績評価の方法
出席状況(講義 ・実習)，実習プロダクト， T乱(チーム基盤型学習)肉容および定

期試験結果を総合評価する。筆記喜鵡剣ま、総論および各論を併せて行う。
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授業科目 口腔病態外科学 11 
授業担当 高橋哲

口腔外科領域に症状を生
責 任者 顎顔面 ・口腔外科学分野

授業細目
じる全身疾患と機能異常

曜日一時限
月-， 対象年次 4年;欠

講義室名 B2講義室 科目番号 DDE-DEN319J 7k-， 学期 8セメスター

目標と目的 :全身疾患が原因で口唇・ 口腔・顎顔面領域に症状を呈する挽患と症候群を診断

授業の目標
できる。

並びに目的
概要: 口唇・口腔・顎顔面の各種疾患に対するリハビリテーションを理解する。

と概要

一般目標 :全身疾患が原因で口唇・口腔・顎顔面領域に症状を呈する疾患と症候群を診断でき

る。

学習の到達
個別目標 :① 各種疾患と症候群を理解する。

目標

② 各種疾患における機能障害を理解し、リハビリテーシヨンの種類を理解する。

捜
回 数 授 業 肉 岬廿『 担当者

口唇 ・口腔 ・顎顔面領域に症状を現す疾患(症候群を
永井宏和、三浦桂一郎、

業 1-4 含む)
野上晋之介、武田裕和l

5-B 
口唇・口腔・顎顔面領域の機能障害とリハビリァーション

松井桂子、山内健介
言十

画

- 必ず出席し、遅刻、居眠りなどしないように。

- 授業中でも不明な点があれば積極的に質問することが学生全員のより深い理解

につながる。ためらわずに発言すること。

アドバイス
- 授業期間中，授業当日の17:∞-18:∞lこofficehωrを設ける。授業内容につい

て質問があれぽ前もってi車絡の上授業担当者の部屋 (C棟5階)に気軽に質問に来る

ように。各種疾患の病態と診断に基づいた治療法、医科との連携について理解して

欲しい。

慢業時間外学習 全身疾患や成書で予習しておくことで、講義の理解が深まる。

口腔外科専門医マーユアル(医歯薬出船

テキスト・教材・参考書等 現代口腔外科学(エルゼピアジヤI~ン)

筆記試験、講義出席回数

成績評価の方法
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慢業科目 口腔病態学111 授業担当 高橋哲

口腔外科疾患の診察と臨
責 任者 顎顔面 ・口腔外科学分野

授業細目
床検査学

曜日一時限
火一 対象年次 4年次

講義室名 82講義室 科目番号
DDE-DEN319J 

1・2 学期 7セメスター DDE-DEN320J 

慢業の目標 目標と目的口唇・口腔・顎顔面領域に症状を生じる各種疾患を診断するために必要な基本的

並びに目的 診察と各種検査について理解させる。

と概要 概要基本的診察方法、臨床検査、 画像診断、有病者歯科治療を学ぶ

一般目標:基本的診察と各種検査について理解する。

学習の到達
個別目標 :① 病歴の聴取と身体所見の記載について理解する。

目標
②臨床検査の意義およびその概要を理解する。

③ 画像診断について理解する。

④ 有病者歯科治療を理解する。

授
回 数 授 業 肉 開曾』 担当者

1 口腔外科学総論 (口腔外科学診断法) 高橋哲
業

2. 3 口腔外科疾患の基本的診察(病歴採取と身体所見の記載法) 永井宏和

4-7 臨床検査学(血液、生化学、血清、尿、心電図) 森士朗
言十

8 口腔顎顔面領域の疾患に対する画像診断法 千葉雅俊

画
9 有病者の口腔外科処置 高橋哲

- 口腔外科の基本となる診察法と臨床検査、画像診断について学ぶ重要な講義と

なる。

- 授業への出席者のみに資料を配布する。必ず出席し、遅刻、居眠りなどしない

ように。

アドパイス
- 授業中でも不明な点があれば積極的に質問することが学生全員のより深い理解

につながる。ためらわずに発言すること。

- 授業期間中.授業当日の17・∞-18:∞lこofficehourを設ける。授業内容につい

て質問があれば前もって車絡のよ授業担当者の部屋 (C練5階)に気軽に質問に来る

ように。

授業時間外学習
下記のテキストを参考に、主要な診断方法にどのようなものがあるのかを予習して

欲しい。また講義の内容を整理して覚えること。

新口腔外科学(縦命 ・各論) 口腔外科学(宮崎正)

テキスト・教材・参考書等
臨床検査法提要(改訂第32版)

臨床研修イラストレイテッド基本手技「診察と検査」

薬を飲んでいる患者への歯科治療(高橋哲クインテッセンス出版 2019)

成績評価の方法 筆記試験、講義出席回数
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授業科目 口腔病態学 11 1 捜業担当 高橋哲

授業細目
口腔外科領域に生じる各 責 任者 顎顔面 ・口腔外科学分野

種疾患にインプラント

曜日一時限 火-1，2
対象年次 4年次

講義室名 82講義室 科目番号
DDE-DEN319J 

学期 7セメスター DDE-DEN32仏J

授業の目標 目標と目的:口唇・口腔・顎顔面領域に症状を呈する頻度の高い疾患の病態、診断と治療につ

並びに目的 いて理解させる。歯科インプラント治療のうち、外科について理解させる。

と概要 概要 :炎症性疾患、アレルギ一、口腔粘膜疾患、外傷、顎関節疾患、デンタルインプラント

一般目標:口唇口腔顎員面領域に症状を呈する頻度の高い疾患の病態、診断と治療につい

て理解する。

学習の到達
個別目標 :① 炎症・アレルギー疾患について理解する。

② 口腔粘膜疾患の種類と特徴を理解する。
目標

③ 外傷の診断と治療を理解する。

④ 顎関節挽患の診断と治療を理解する。

⑤インプラントの外科治療を理解する。

授
回 数 授 業 肉 廿恒&ー・ 担当者

業
10-15 口腔部員面領域の炎症とアレルギー 森士朗

16-19 口腔粘膜疾患 永井宏和

言十 20. 21 口腔顎顔面領域の劃包 宮下仁

22-25 口腔顎顔面領域の外傷 山内健介

画 26-29 顎関節疾患 千葉雅俊・野よ晋之介

初 デンタルインプラン ト 三浦桂一郎

. 日常臨床で遭遇する基本的な外科疾患の診断と治療を学ぶ大切な講義である。

- 授業への出席者のみに資料を配布する。必ず出席し、遅刻、居眠りなどしない

ように。

アドI~イス
- 授業中でも不明な点があれば積極的に質問することが学生全員のより深い理解

につながる。ためらわずに発言すること。

- 授業期間中.捜業当日の 17:αト18・∞ にofficehourを設ける。授業内容につ

いて質問があれば前もって連絡の上授業担当者の部量 (C棟 5階)に気軽に質問に

来るように。

授業時間外学習
成書で予習しておくことで、講義の理解が深まる。各種疾患の病態と診断に基

づいた治療法を理解して欲しい。

最新口腔外科学(総論・各論) 口腔外科学(宮崎正)

テキスト・教材・参考書毒事 インプラントのための骨造成法(高橋哲，医学情報社)

口腔外科ハンドマ二ュアJレ(クインテッセンス出版)T聞を知る

成績評価の方法 筆記試験、講義出席回数
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慢業科目 口腔病態学 111 授業担当 高橋哲

手術学縦命 ・各論
責 任者 顎顔面 ・口腔外科学分野

授業細目
偶発症

曜日一時限 金一2
対象年次 4年次

講義室名 82講義室 科目番号 DDE-DEN320J 
学期 7セメスター

援業の目標 目標と目的 :手術の適応と祭忌、消毒と滅菌の概念を理解させる。

並びに目的

と概要 概要彼歯を中心とした口腔外科手術の適応と患者への対応を学ぶ。

一般目標 :手術の適応と禁忌、消毒と滅菌の概念を理解する。

学習の到達 個別目標:① 手術の器具を理解する。

目標 ② 各種手術の特徴を理解する。

③抜歯の方法および偶発症を理解する。

回 数 授 業 肉 廿... 同. 担当者

捜
1 手術学縦命 高橋哲

業
山内健介、

2-7 手術学各論(扱歯と歯牙移植および小手術) 宮下 仁、

永井宏和、

言十 8 抜歯と偶発症
野上晋之介，

武田裕和l

画

手術に際して口腔顎顔面領域の解剖の知識の大切さを理解する。

アドパイス 抜歯その他の手術に対する準備項目を覚える。

授業時間外学習
成書で予習しておくことで、講義の理解が深まる。各種疾患の病態と診断に基

づいた治療法を理解して欲しい。

テキスト・教材・参考書等
図説 :口腔外科手術学 (上・中・ 下)、抜歯の臨床

成績評価の方法 筆記試験、講義出席回数
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授業科目 口腔病態外科学WA 授業~.ê.当 水田健太郎

捜業細目
歯科麻酔学1(臨床生理と

責任者 断ヰ口腔麻酔学分野
麻酔・全身管理の基礎)

曜日一時隈 金一 1
対象年次 4年次

講義室名
82講義室

科目番号 叩E-D印321J
学期 8セメスター またはWeb

授業の目標 目標と目的:基礎医学(生理学・薬理学)をベースにした麻時中学の基礎について理解する。

並びに目的 概要 ( 1 )周術期全身管理に必要な生理学 ・薬理学、 (2)ペインクリニック、 (3)局所

と概要 麻酔法について学ぶ。

一般目標 :麻酔・周術期・疹痛管理に必要な生理学・薬理学について学ぶ。

学習の到達 個別目標 :①生理学 ・薬理学に根ざした基礎麻酔科学について理解する。

目標 ②麻酔薬 ・麻酔関連薬の薬理作用について理解する。

③ペインクリニックについて説朋できる。

回 数 授 業 内 台開 h 担当者

1 麻酔医学総論 【E-1-4)】 水田健太郎

2 循環生理と麻酔(1)【C-3-4)】【ひらめ】【E-1-4)】 水田健太郎

3 循環生理と麻酔 (2)【C-3-4)]【からの】【E-1-4)】 水田健太郎

4 呼吸生理と麻酔 【C-3-4)】【【E-1-4)】 水図健太郎

5 神経 ・内分泌生理と麻酔 [0-3-4)】【【E-1-4)】 水田健太郎

6 体;在・腎 ・肝生理と麻酔 【C-3-4)】【E-l-4)】 星島宏

7 
静脈麻酔薬と吸入麻酔薬

安田真
【ひら2)】【ω -3)】【c-6-4)】【E-l-4)】

8 オピオイド 【ひか2)】【ひ毛ー3)】【ひか.4)】【E-1-4)】 星島宏

9 筋弛緩薬 【0-6-2)】【ふ6-3)】【Cーか4)】【E-l-4)】 水田健太郎

1 0 
モニタリング(呼吸、循環、体温、倒S、筋弛緩)

星島宏
【E-1-4)】

山内正憲
1 1 ペインクリニック 【E-2-4)ー(9)】 医学系研究斜

廓簡単学・周術期医明燭

1 2 局所麻酔薬 【ひか2)】【c-6-3)】【ひか4)】【E-1-4)】 水田健太郎

1 3 局所麻酔法 【ひか2)】【c-6-3)】【ひか4)】【E-1-4)】 水田健太郎

1 4 予備 水田健太郎

1 5 予備 水田健太郎

-指定教材による予習を行ってから授業に臨むことが望ましい。

アドI~イス -麻樹ヰ学を学ぶ上で生理学・薬理学の知識は必須である。生理学 ・薬理学を復

習したうえで受講すること。

授業時間外学習
限られた授業時間内で理解を深めるためには，麻酔科学の成書のみならず生理

学 ・薬理学 ・内科学の成書による予習 ・復習が必要である。

【推薦図書】歯科麻酔学第8版〈医歯薬出版)

テキスト・教材・参考書等 【参考図書】標準麻酔粋学(医学書院)、麻酔の科学(講談社ブJトパックス)、

ギャノング生理学(丸善出版)、 N印薬理学(南江堂)

筆記試験、毎講義後のレポート提出状況で評価する。尚、成績不良者に対して再

成績評価の方法 試験を行う場合があるが、脚責評価は本試験とともに評価するため、本試験を正

当な理由なく欠席した場合には自動的に単位は認定できなくなる。
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授業平ヰ目 口腔病態外科学IVB 授業担当 水田健太郎

捜業細目
餅ヰ麻酔学E 責任者 歯科口腔麻酔学分野

(麻酔・全身管理の臨府

曜日一時偲 金一1
対象年次 S年次

講義室名
A3講義室

科目脅号 凹E・0印321J
学期 9セメスター またはWeb

授業の目標 目標と目的麻酔・周術期管理の臨床について理解する。

並びに目的 概要周術期の麻酔管理方法、特に小児・高齢者、様々な基礎疾患を有する患者の麻酔管理

と概要 について学ぶ。 また心肺蘇生法、口腔顔面痛治療について学ぶ。

一般目標 :実臨床で用いられる麻酔去、周術期管理法、疹橋治療について学ぶ。

学習の到達
個別目標 :①全身麻酔法・鎮静j去の適応とその手順を説明できる。

②小児、高齢者、基礎疾患を有する患者の麻酔管理を理解する。
目標

③最新のガイドラインに則った心肺蘇生法について理解し説明できる。

④ 口腔顔面痛の診断・治療法について説明できる。

回 数 授 業 内 同台』 担当者

全身麻酔去 【E寸ーの】 水田健太郎

2 気道管理 【E-1-4)】 水田 健太郎

3 輸液管理と輸血 【E-1-4)】 飯島毅彦
昭和大学教授

4 精神鎮静法 【E-1-4)】 水田 健太郎

5 循環器疾患を有する患者の麻酔 【E-1-4)】【E-6】 水田 健太郎

6 呼吸器疾患を有する患者の麻酔 【E-1-4)】【E-6] 水田健太郎

7 肝・腎疾患を有する患者の麻酔 【E-1-4)】【E-6】 星島宏

8 
内分泌 ・代謝系疾患、血液疾患を有する患者の麻酔

星島宏
【Eート4)】【E-6】

9 口!聞東薗痛の病態と治療 【E-2-4)ー(9)】 水田健太郎

1 0 
ショック ~特にアナフイフキシーショック~ 輸嶋善一郎
【E-1-6)】 成仁手醗

1 1 心肺蘇生法(一次、一次救命処置)【E-1-6)】 星島宏

1 2 小児の麻酔管理 【E-1-4)】【E-4-2)】 蔵谷紀文
樋玉県立小児底疫セン~ー

1 3 高齢者の麻酔管理 【E-1-4)】【E-5-1)】 安田真

1 4 予備 水田健太郎

1 5 予備 水田健太郎

-指定教材による予習を行ってから捜業に臨むことが望ましい。

アドバイス -麻樹梓を学ぶよで生理学・薬理学の知識は必須である。生理学・薬理学を

復習したうえで受講すること。

慢業時間外学習
限られた授業時間内で理解を深めるためには，麻酔科学の成書のみならず生

理学・薬理学 ・内科学の成書による予習 ・復習が必要である。

【推薦図書】歯科麻酔学第8版(医歯薬出版)

テキスト ・教材・参考書害事 【参考図書】標準麻樹梓(医学書院)、麻酔の科学(講談社ブルーパックス)、

ギャノンゲ生理学(丸善出版)、剛薬理学(南江堂)

筆記試験、毎講義後のレポート提出状況で評価する。尚、成績不良者に対して

蹴責評価の方法 再試験を行う場合があるが、成績評価は本試験とともに評価するため、本試験

を正当な理由なく欠席した場合には自動的に単位は認定できなくなる。
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授業科目 社会歯科学 授業担当 小関健由

匿の原則と社会との
責任者 予防歯科学分野

授業細目
関わり

曜日一時隈 月一3・4
対象年次 3年次

講義室名 61講義室 科目番号 DOHl印231J
学期 6セメスター

捜業の目標
目標と目的:適切な歯科医療を社会で実践するために、歯科医師の基本的理念と関連法規の

並びに目的
知識および歯科法医学の概要を習得する。

と概要
概要歯科医師として社会での医療保健活動を実践する際に必、要な、医療人としての基本的

理念、守るべき関連法規等の社会の決まりと歯科法医学の基礎を学習する。

一般目標:1翻医師の基本的理念と間違法規、断ヰ法医学を理解する。

学習の到達 到達目標①歯科国市の基本的理念と匿の原則を説明する。

目標 ②歯科関逸漫規とその項目を列挙する。

③歯科法医学の意義を説明する。

捜
回 数 慢 業 内 開廿』 担当者

餅ヰ医師としての基本的な考え方や倫理観を養い、歯科
轟木吉信

1・2 医師が必要な基本的な匿の原則を身につける 【A-l-l)】
(東京歯科大学)

業 【A-1-2)】【A-1-3)】

3・4
医療法、断ヰ医師法等の医事法制の理解 【8-2-1)】

11 
社会保障制度と医療保険制度の理解 【8-2-2)】

言十
5 

法医学の目的と社会的意義、周辺諸分野との関わりにつ 舟山魔人

いて解説する 【か2-3)】 (医学系研究科)

事件 ・事故における歯科的個人識別の方法と歯科医師の
画 6'7・8 果たすべき役割の観点から餅ヰ法医学を解説する [8-2-3)】 鈴木敏彦

【8-4-3)】
医療人は、人の命を預かる使命から、確実に理解し行動し;なければならない医

の原則を守り通さなければならない。歯科医師も、他の多くの医療系職種と同様

にその責務を持つ。さらに、歯科医療特有の様々な関連法規や決まり事があるの

で、これも完全に理解しなければならない。歯科医療を行い基本の心構えの授業

であるので、内容を確実に学ぶこと。

アド1¥イス 東日本大震足時には、多くの歯科医師は医療救護を行う一方で、身元確認にも

燐わった。歯科的身元確認は法医学を専門としない歯科国市にとっても必須のス

キルであり、社会から期待される貢献であるので、その基本を理解すること。

本授業に関する様々なニュースや話題がメディア上で時折注目を浴びている。

これらの情報を良く理解し、社会における餅ヰ医師の責務を深く考察して欲しい。

これは授業の理解を深めるであろう。

予習は、法規等の概念的な内容が多くを占める」とから、指定許可書の該当部

捜3臨時間外学習
分を確実に理解してから授業に臨むこと。授業内容のキーワードを情報検索し、

社会の話題とそれに対する社会や行政の対応、関連法規等を揺思すること。授業

後の復習は、教科書から系統的に知識を確認すること。

テキスト・教材・参考書等
スタンダー ド社会歯科学(石弁拓男、岡田虞人、尾崎哲朗、平田幸夫編集)、学建

書院

成績評価の方法 出席状況，およびレポー トを総合評価する。
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授業科目 社会歯科学 授業担当 小関健由

責任者 予防歯科学分野

授業細目 歯科の歴史と現在の医療

曜日一時隈 月一3・4
対象年次 3年次

講義室名 61講義室 科目番号 DOHl印231J
学期 6セメスター

捜業の目標 目標と目的 :現在までの医療の歴史を学び、歯科医療保健を歴史面から理解する。

並びに目的 概要:医療の歴史を学ぶことから、医療の本質を考え、さらに現行の医療システムへ視線を

と概要 移すことで、日本の医療の特徴と問題点、歯科管理学を把握する。

一般目標:医の成り立ちと歴史、現在の歯科管理学を理解する。

学習の到達 到達目標 :①主な歯学史の出来事を列挙する。

目標 ② 日本の医療制度を説明する。

③歯科管理学の項目を列挙する。

回 数 慢 業 内 開廿』 担当者

捜 1 
ヒポクファス「医療とは何か」 【A-1-1)】【A-1-2)】

永田和弘
【A-1-3)】

2 岐合器の歴史 【A-ト1)】【A-1-2)】【A-1-3)】 11 

業

3 
レオナルド ・ダ・ヴインチ「解剖学』 【A-1-1)】【A-1-2)】

11 
【A-1-3)】

言十
4 

I~ーシャルデンチャーの歴史【Aート1)】【A-1-2) 】
【A-1-3)】

11 

5・6
餅ヰ管理学総論 【A-1-2)】【A-1-3)】【A-4-2)】臥.-6-1)】 轟木吉信

画 臥-6-2)】【A-6-3)】 (東京歯科大学)

7・8 全身の健康と医科歯科連携 【A-5-1)】
入野田昌史

(入野田歯科医院

歯科の歴史を訪ねる旅は、あなた自身を訪ねる旅である。講義を通して千年前

のあなた自身を見いだすであろう。歯科学には種々の素質・才能の分野が用意さ

アド1¥イス れているので、あなたは歯科学という場で必ず生かされる。

歯科に関わる様々なニユースや話題がメディア上で注目を浴びている。これら

の情報を良く理解することは授業の理解を深めるであろう。

予習は、授業内容のキーワードを情報検索し、社会の話題とそれに対する社会

授業時間外学習 や行政の対応、関i墓宝規等を確認すること。授業後の復習は、教科書から系統的

に知識を確認すること。

テキスト ・教材・参考書等 授業に際して指定する。

成績評価の方法 出席状況，およびレポートを総合評価する。
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授業科目 社会歯科学 授業担当 小関健由

責任者 予防歯科学分野

授業細目 医療保障と歯科

曜日一時隈 月一3・4
対象年次 3年次

講義室名 61講義室 科目番号 DOHl印231J
学期 6セメスター

捜業の目標 目標と目的 :歯科医業を行うために、日本の医療システムと医療保障を理解する。

並びに目的 概要 :断ヰ医業を行う際に必須である医療システムと医療保嘩の仕組みを理解すると共に、

と概要 世界の医療事象を把握して日本の医療をグロ-/¥ルな視点から理解する。

一般目標:日本の医療システムと医療保障を理解する。

学習の到達 到達目標 :① 日本の医療システムを説明できる。

目標 ② 日本の医療保障の制度を説明できる。

③ グローパルな視点から日本の医療の特徴を説明できる。

授
回 数 捜 業 内 開廿』 担当者

業
1 • 2 国際協力のあり方について 【A-7-1)】【A-7-2)】 小坂健

3・4 社会保障制度 ・医療保障と樹ヰ保健 【8-2-2)】 小坂健

言十

画

歯科医師は多彩な国際的活動を実践している。これらの活動をとおして、日本

の歯科医療をグローパJレな視点から見つめた場合の特徴と問題点を理解する。さ

アド/¥イス らに、社会保障制度・医療保障を理解し、断ヰ医療 ・保健のあり方を考える。

本講義の話題に関する様々なニュースや話題がメディア上で注目を浴びてい

る。これらの情報を良く理解して欲しい。これは授業の理解を深めるであろう。

予習は、授業内容のキーワー ドを情報検索し、社会の話題とそれに対する社会や

捜業時間外学習 行政の対応等を確認すること。授業後の復習は、教科書から系統的に知識を確認

すること。

テキスト・教材・参考書等 授業に際して指定する。

成績評価の方法 出席状況，およびレポー トを総合制面する。
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授耕目 隣接医学 授業担当 若森実

責任者 学部教務委員会
授業細目

9セメス~ー 水ー 1 ・2 対象
5年;欠 A1講義室

曜日一時限
9-1!メスタ一本- 1'2

年次 講義室名 科目番号 DDE屯 EN33ω1 ()セメス，~-;A・3 ・2・3'4 9セメスター B1講義室
1()セメス世ー火一 、・3'4 学期

目標と目的:官歯科医療を全身からとらえ、全身と口腔との関連を理解させる。

授業の目標 概要内科学及び外科学を学ぶとともに、歯学領域と関連が深く酎ヰ医療を遂行する上で必要とな

並びに目的 る耳鼻唱喉科学、眼科学、皮膚科学、小児科学、婦人科学及び精神科学等を統合的に学ぶ。これ

と概要 らの講義においては、頻度の高い疾患に関する確実な知識と口腔領域との関連性を理解するとと

もに、治療上の留意点を学ぶ。

一般目標:歯科医療を全身からとらえ、全身と口腔との関連を把握する。

学習の到達
個別目標:①内科学的な観点から、全身と口腔との関連を説明できる。

目標
②外科学的な観点から、全身と口腔との関連を説明できる。

③耳鼻噛騎ヰ学、眼科学、皮膚科学等、隣媛医学の観点から口腔との関連を説明で

きる。

回 数 捜 業 肉 廿胃』 担当者

授
詳細は、別途通知する。

業

計

画

捜業には必ず出席する」と。近年の歯科医師国家試験では本授業科目で学ぶ項目か

アド1'¥イス らの出題が増えている。歯科医療を遂行する上でも必ず役に立つ授業科目である。基

礎系科目の知識も活用し、深く理解する姿勢が大事である。

捜業時間外学習 範囲が膨大であるため、復習を欠かさないこと。

テキスト・教材・参考.等 別途指示する。

成績音羽面の方法 出席及び誤験により評価する。

-140 -



授制目 総合歯科学 授業担当 菊池雅彦

責任者 総合歯科診療部

授業細目 態度・臨床技能実習(1) 

対象年;欠 5年;欠
B3実習室

曜日一時限 金一3・4・5
学期 9セメスター

講義室名 B4実習室 科目番号 DDE-DEN334J 

ほか

捜業の目標 目標と目的臨床実習に参加する学生に必要とされる態度と基本的臨床技能を習得する。同時

並びに目的 に、コア科目の知識を整理する。

と概要 概要臨床実習を開始するために必須の臨床能力を実習によって習得する。

一般目標:臨床実習に必要な基本的臨床能力を習得する。

学習の到達 個別目標:①医療面接ができる。

目標 ②患者への説明・指導ができる。

③基本的な臨床手技ができる。

回 数 授 業 肉 廿- 担当者

総合断ヰ学オリエンテーション、共用試験(CBT/OSCE)につ
菊池雅彦

捜 1・2
いて (B2講義室・B2実習室)

CBT実施責任者

OSCE実施責任者

3・4 ブラッシング指導、フッ4ヒ物塗布 予防歯科学

業
5'6 

初診患者の医療面接(急性症状/慢性症状)、口腔肉状態の 歯科医用情報学

記録 総合断ヰ診療部

7'8 エックス線撮影の説明、エックス線写真の取扱いと読影 歯科医用情報学

言十
9 . ， 0 パイタルサイン、心肺蘇生 歯科口腔麻酔学

分子・再生歯科補綴学

1 1・12 概形印象探得、テンポラリークラウンの作製 口腔ンステム補綴学
画 加齢歯科学

欠損補綴の治療方針の説明、支台歯形成、レストシートの形
分子・再生歯科補綴学， 3・14 口腔ンステム補綴学

成
加齢歯科学

アド1¥イス
実習の順番は担当分野の都合により変更されるので、初回オリエンテーションで配布

する授業日程に従うこと。

授業時間外学習
下記資挙十の課題と学習目標について、よく予習しておくこと。履修した科目についてしっ

かりと復習すること。

テキスト・教材・参考書毒事
臨床実習開始前の『共用試験』第 18版(令和2年)(初回に必ず持参のこと)

その他適宜紹介する。

成績評価の方法
出席状況、履修態度、共用試験(CBT/OSCE)の成績を基に総合的に評価する。共用

試験の合格を単位修得の要件とする。
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授業平ヰ目 総合歯科学 授業担当 菊池雅彦

責任者 総合断ヰ診療部
授業細目 態度・臨床技能実習(2)

対象年;欠 5年;欠
83実習室

曜日一時限 金一3・4・5
学期 9セメスター

講義室名 84実習室 科目番号 DDE-DEN334J 

ほか

授業の目標 目標と目的臨床実習に参加する学生に必要とされる態度と基本的臨床技能を習得する。同時

並びに目的 に、コア科目の知識を整理する。

と概要 概要臨床実習を開始するために必須の臨床能力を実習によって習得する。

一般目標:臨床実習に必要な基本的臨床能力を習得する。

学習の到達 個別目標:①医療面接ができる。

目標 ②患者への説明・指導ができる。

③基本的な臨床手技ができる。

回 数 授 業 内 胃曾』 担当者

捜
1 • 2 保護者へのブラッシング指導、予防填塞 小児発達歯科学

3・4 保隙装置の説明、矯正装置の説明
小児発達歯科学

顎口腔矯正学

5・6
歯周病の病状の説明、スケーリング・ルートプIr-ニング、フパーダム防

歯肉歯周治療学
業 湿、根管治療

7 • B レジン充填、修復用隔壁の装着、う蝕象牙質の除去 歯科保存学

言十 9・10 縫合、頭頚部の診察 顎顔面・口腔外科学

1 1・12 手洗いと滅菌グローブの着用、普通銭歯 部員面・口腔外科学

画 1 3・14 OSCE:令和3年7月17日(土)予定 OSCE実施責任者

1 5・16 CBT :令和3年8月予定 CBT実施責任者

アド1¥イス
実習の順番は担当分野の都合により変更されるので、初回オリエンテーションで配布す

る授業日程表に従うこと。

授業時間外学習
下記資料の課題と学習目標について、よく予習しておくこと。履修した科目についてしつ

かりと復習すること。

テキスト・署妨オ・参考書等
臨床実習開始前の『共用試験J第 18版(令和2年)(初回に必ず持参のこと)

その他適宜紹介する。

成績評価の方法
出席状況、履修態度、共用試験(CBT/OSCE)の鵬責を基に総合的に評価する。共用

試験の合格を単位修得の要件とする。
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授業平ヰ目 アドバンス 1(生体材料学) 授業担当
高田雄京

責任者

授業細目 生体材料科学 餅 ヰ生体材料学分野

曜日一時限 火-2
対象年次 4年次

講義室名 A1講義室 科目番号 即E~印加l J
学期 8セメスター

授業の目標
歯科医療の最前線で使われる断ヰ生体材料やデバイスの基礎を理解し、材料の特性を踏まえ

並びに目的

と概要
た臨床応用を学習する。

学習の到達 歯科医療の最前線で使われる歯科生体材料やデバイスの基礎及び材料特性を踏まえた臨床応

目標 用例を説明できる。

回 数 捜 業 内 R台』 担当者

1-4 総論 ーチタンとチタン合金の基礎と応用
高回雄京、高橋正敏

(樹ヰ生体材料学分野)

5'6 チタンの生体反応、表面性状と表面処
橋隆夫

授
(東京医科歯科大学)

7 チタンの劣化(腐食と変色)
武本真治

(岩手医科大学)

洪光

業
8 生体用高分子材料 (歯学イノベーションリヱ

ゾンセンター)

9 臨床と材料1(保存治療用材料と保存治療用器具)
坂詰花子

(歯科生体材料学分野)

富十
臨床と材料2(インプラントと補綴材料)

笠原紳
1 0 

(薬師堂歯科)

1 1 臨床と材料3 (臨床における歯科材料のアレルギー)
佐蕨秀樹

画
(荒町さとう歯科医院

1 2 歯科における次世代の加工法 (CAO/CAM)
菊地聖史

(鹿児島大学)

1 3 臨床病理における生体材
清水良央

(口腔病理学分野)

1 4・15 磁性材料とデバイス
高田雄京

(歯科生体材車伴分野)

興味のある先端技術があればインターネットなどで情報を収集し、講義に出席

ア ドパイス すること。出席を重視する講義なので欠席しないこと。ただし、Covid-19の感

染状況によっては、遠隔講義となる場合がある。

捜業時間外学習 講義後は、配布資料をファイルし、重要事項をノー トにまとめること。

赤川安正、他編、よくわかる口控インプフント学、医歯薬出版、

テキスト ・教材・参考書等 Dental Materials and Their Selection Third Edition (Quintessence 

Publ ishing Co， Inc)等

脚責制面の方法 レポー ト、出席率、小テストなど
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授業科目 再生・創建医歯学 1• 11 授業担当
笹野泰之

顎口腔組織発生学分野

責任者
鈴木 治

授業細目 再生・創建医歯学 1• 11 顎 口腔機能創建学分野

晦日一時限 火-1.2
対象年次

9セメスター 講義室名 B3講義室 科目番号
DDE-DEN811J 

学期 DDE-DEN812J 

目標と目的 :プレ大学院授業として、再生・創建医歯学の基盤となる研究を分かり易〈紹介し、さら
授業の目線 に関連する学術情報に自主的に触れさせることで研究意識を濁養する。

並びに目的 概要 :ティッシュ ・バイオロジー(細胞組織生物学)とティッシュ ・エンジニアリング(組織工学)

と概要 に関する広範な研究分野の講義を受講し、さらに演習で関連する学術情報を収集して課題についてレ
ポー トを纏める。

ー鍛目練再生 ・創建医歯学の基盤となる学術情報に触れる。
学習の到達 個別回線 :① ティッシュ ・バイオロジーの学術情報を概説できる。

目標 ② ティッシュ・ エンジニアリングの学術情報を概説できる。

③ 関連する学術情報の収集方法を学ぶ。

回 数 捜 業 内 甘円旬 担当者

1 
ティッシュ・バイオロジー(1)

笹野泰之
【A-8-1)】【C-5-3)】

2 
ティッシュ・バイオロジー (2) 

中村恵
【A-8-1)】【C-5-3)】

3 
ティッシュ ・バイオロジー(3) 根本英二

【A-8-1)】【C-5-3)】 (歯肉歯周治療学分野)

ティッシュ ・バイオロジー (4)
高井俊行

授
4 

【A-8-1)】【C-5-3)】
(加齢医学研究所

遺伝子導入研究分野)

5 
ナイツシュ ・バイオロジー(5) 犬塚博之(先端再生医学

【A-8-1)】【C-5-3)】 研究センター)
業

網塚憲生
6 

ティッシュ・バイオ ロジー (6)
(北海道大学

【A-8-1)】【C-5-3)】
大学院歯学研究院)

言十 E ティッシュ・ エンジニアリング(， ) 
7 

【A-8-1)】【C-5-3)】【0-1】
鈴木治

8 
E ナイツシュ ・エンジニア リング (2)

塩飽由香利画 【A-8-1)】【C-5-3)】【0-1】

8 
E アイツシュ・ エンジニアリング (3) 

j賓井瞭
【A-8-1)】【C-5-3)】【0-1】

E ティッシュ・ エンジニアリング (4)
宮崎敏樹

9 (九州工業大学大学院
【A-8-1)】【C-5-3)】【0-1】

生命体工学研究科)

E ティッシュ ・エンジニア リング (5) 
山本修， 0 

【A-8-1)】【C-5-3)】【D-1】
(山形大学

大学院理工学研究科)

， ， 以降 1 . 11 演習 【A-8-1)】【C-5-3)】【0-1】
笹野泰之

鈴木治

アドバイス
- 新聞や科学雑誌等から各自の関心のあるティッシュ ・バイオロジーやティッシュ ・
エンジニアリングの情報を収集しておくことが望ましい。

授業時間外学習
- 関心を持った肉容について、自主的にさらに深〈学んでほしい。教員への積極的な
質問を歓迎する。

テキスト ・教材・参考書等 綬業で随時紹介する。

成績評価の方法 出席とレポー ト提出による。
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イノベイティブ基礎歯学 授業担当
0高橋信博

授業科目 真柳弦

口腔生化学分野

授業細目 未来型歯学 ・歯科医療
責任者

歯学イノベーションリエゾンセンター

曜日一時限 |対象年次 I8i!~年欠
火- 1 学期 8セメスター 総名 |;;謹|科開 |即日印船 J

目標と目的:超1午局齢社会の日本において必要となる、あらゆるフイフスァージに対応し

た全人的歯科医療のための基礎的知識を習得する。

捜業の目標 概要異分野融合型歯学、先端歯科医療、医療コミュニケーション、統合的硬組織バイオロ

並びに目的 ジ一、岨帽・鴨下機能、要介護高齢者に対する歯科訪問診療・摂食瞭下支援、スポーツ歯学、

と概要 周術期断ヰ医療など、 これからの歯学・断ヰ医療において、緊急性・重要性の高い領域につ

いて学ぶ。
※五大学連携事業:課題解決型高度医療人材養成プログラム『健康長寿を育む歯学教育コンソーシアムJ(文

部科学省事業平成26年度~平成30年度)で行われたコア科目をベースに講義を行う。

一般目標 :将来の歯学 ・歯科医療のあり方について、具体的に考察できる。

個別目標:<1漢分野融合型の歯学および先端歯科医療について説明できる。

@適切な患者対応を行うためのコミュニケーションに関する知識、技能、態度を

習得する。

学習の到達 @漉組織バイオロジーに関する知識を統合整理し、長寿社会における歯科医療の

目標 位置づけを確認する。

④正常な岨嘱・鴨下運動の遂行を担う生体機能について理解する。

⑤要介護高齢者に対する歯科訪問診療と摂食聴下支援を行うために必要な知識

を習得する。

⑥スポーツ歯学、周術期の歯科医療について理解する。

回 数 慢 業 内 台- 担当者

課題解決型局度医療人材養成プログフムが目指す』と 東北大学

臥ー7・1)】【A-8-1)】【A-9-1)】 真柳弦

捜 2 
異分野融合型先端歯学・歯科医療-先端的歯科医療とは 東北大学

【A-8-1)】【A-9-1)】 佐々木啓一

3 
異分野融合型先端歯学 ・歯科医療:異分野融合型歯学とは 東北大学

業
臥-8・1)】【A-9-1)】 高橋信博

4.5 テイラード・コミュニケーシヨン概論 【A-4-1)】【A-4-2)】 東京樹ヰ大学

6.7 長寿を支える砥組織バイオロジー 【A-8-1)】【ひ3-4)】 東京医科酎ヰ大学
言十

8・9 摂食鴨下のメカニズム 【A-8-1)】【0-3-4)】【E-2-1)】 新潟大学

1 0・11 
地域連機と摂食支援【A-5-1)】【A-7-1)】【ト2-2)】【E-2・1)】

日本断ヰ大学
画 【E-5-1)】【F-3-7)】

1 2・13 スポーツ歯学【E-2-4)】
東北大学

口腔システム補級学分野

1 4・15 周術期の歯科医療 【Aーか1)】
東北大学病境

周術期口腔支後センター

アドJ'¥イス 講義の内容、順番及び講義重は、都合により変更されることがある。

授業時間外学習 準備学習および理解度確認のための課題等を求めることがある。

テキスト ・教材・
別途指示される場合があるので、それに従うこと。

参考書等

成績評価の方法 出席、レポート等から総合的に判断する。連絡先:真柳弦 gem制ent.tohoku.ac. jp 
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授業科目
アドJ~ンスN 授業担当
(口腔病態科学) 高橋哲

顎顔面 ・口腔外科学分野

授業細目 口腔と全身
責任者

曜日一時限 金一2
対象年次 5年次

講義室名 A3講義室 科目番号 DDE-DEN814J 
学期 9セメスター

目標と目的:口腔と全人的歯科医療を実践するために、口腔と全身との双方向的な関わりについて理解

授業の目標 させる。

並びに目的

と概要 概要:口腔病異変を引き起こす全身疾患、全身疾患を引き起こす口腔病変、全身疾患と口腔機能、顎機

能、有病者、高齢者の治療、歯科疾患における全身附局発症について学ぶ

一般目標:口腔と会人的歯科医療を実陵するために、口腔と会身との双方向的な働コりについて理解する。

学習の到達
個別目標:①口腔病異変を引き起こす全身疾患を理解する。

②全身疾患を引き起こす口腔病異変を理解する。
目標 ③ 口腔機能およ視員機能と全身の関係を理解する。

④有病者、高齢者の特徴と樹ヰ治療上の間短的を理解する。

⑤歯科疾患における全身的偶発症を理解する。

回 数 捜 業 内 谷pゐー・ 担当者

1 (4月9日) 会身疾患と口腔病変 1口腔病変を引き起こす会身疾患
庄司憲明(断ヰ医用憎量

学分野)

2 (4月16日) 全身疾患と口腔病変 2全身疾患を引き起こす口腔病変
飯久保正弘 (酪堰用情

報学分野

3 (4月23臼) 全身疾患と口腔病変 3.全身疾患と口腔機能
佐藤しづ子(酎ヰ醐情報

学分野?

慢 4 (4月初日) 全身疾患と口腔病変 4.全身疾患と口腔粘膜病変
菅原由美子(歯科庭用情報

学分野

5 (5月7日) 顎顔面の変形 ・奇形と健康
山内健介偶蹄箆m'口腔

外科学分野)
業

6 (5月14日) 口腔顎顔面の再建外科治療

7 (5月21日) 顎関節の機能と疾患
千葉雅俊(顎瀕面 ・口腔

言十 外科学分野)

8 (5月28日) 有病者・高齢者への治療

画 9 (6月4日) 口腔顎顔面領域の俊隆痛
平薬雅俊(顎頗菌・ロ!控

外科学分野

10 (6月11日) 口腔癌と免疫樹書

11 (6月18日) 外来障害者歯科麻酔
星島宏

(断ヰ口腔麻酔学分量約

12 (6月25日) 歯科における全身制島発症とその対処
安田真

(歯科口腔麻酔学分野

13 (7月 2目) 周術期管理
水田健太郎

(歯科口腔麻齢学分量f)

全身疾患の部分症状あるいは初発症状が口腔に現れるζ とがある。遂に、口腔病変が原因と

アドパイス なり全身疾患を引き起こす場合もある。全身と口腔の関わりを理解することは、診断および

治療を行う上で重要である。

授業時間外学習 下記テキストで該当部分の内容について予習、復習を行い理解を深める。

テキスト ・教材 ・参考書等
Oral Dia伊osisand Radiology(口臨嫡学分野製作)宥病者 ・融情歯科治療マニュアル(医歯

薬出船、歯科麻酔学第8版(医歯薬出版)

成績評価の方法 2証言茂式験、講義出席回数
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授業科目
アドパンスV

(災害歯科医学) 慢業担当

佐 々 木 啓一

責任者

授業細目 災害歯科医学総論・各論

曜日一時限 月-1・2
対象年次

5年次前期 講義室名 B2講義室 科目番号 即日刷822J
学期

目標と目的 :災害と災害における歯科保健医療の役割を理解する。

授業の目標 概要 :災害の種類や歴史とその対策、災害フェイズにおける歯科の関わり方につい

並びに目的 て学ぶ。

と概要 ※オンライン授業(オンデマンド配信 ・リアルタイム配信)を併用 して行うことも

想定

一般目標:災害時の歯科医療について理解する。

学習の到達 個別目標:①災害時の保健医療を理解する。

目標 ②災害犠牲者の身元確認の歯科所見の探取の意義を理解する。

③災害時の歯科保健活動の必要性について理解する。

回 数 捜 業 内 "廿h 担 当者

授 1 包括ケアシステムと災害対応

業
2 災害における歯科的身元確認について

3 歯科領域における災害対策概論

言十 ドライブスルーPCR(COVID-19) への歯科の関わり方
4 

について

5 
災害歯科実習 (実習は B4実習室を想定)

画 -被災地でのポータブル歯科診療ユニットの用い方

6 (選択) 被災地見学学習(希望者のみ;別単位)

アドバイス
災害時の歯科医療、歯科保健、歯科所見からの身元確認など災害時におけ

る歯科医学全般についての知識を学ぶ。

授業時間外学習 講義担当者から別途指示される場合があるのでそれに従うこと。

ナキスト :災害歯科医学(医歯薬出版)

テキスト ・教材・
参考書 災害時の歯科保健医療対策(一世出版)

参考書等
災害と身元確認-ICT時代の歯科情報による個人識別〈医歯薬出

版)

大規模災害時医療(スーパー総合医シリーズ) (中山書庖)

成績評価の方法 出席状況とレポートの内容によって総合的に評価する。
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授業科目 合同講義 授業担当 五十嵐薫

責 任者 頭蓋顔面先天異常学分野
授業細目

曜日一時限 水-3・4
対象年次 5年次

講義室名 A1講義室 科目番号 DOE4:l印815J
学期 9セメスター

授業の目標 樹ヰ領場の疾患 ・治療等に関するテーマについて、複数の専門領域にわたる知識や問題点

並びに目的 の総合的な理解を図り、学際的な問題への取り組み方、問題解決能力を習得する。基礎系

と概要 及び臨床系複数分野の教員がそれぞれの立場から講義 ・解説する。

学習の到達
一般目標 :樹ヰ領繊の疾患 ・治療等に関する諸問題への学際的な取り組みを理解する。

個別目標:①歯科領域の疾患・治療等に関する学際的な背景や問題点を説明できる。
目標

② これらの学際的な問題への取り組み方や解決方法を説明できる。

回 数 授 業 内 "廿h 担当者

， . 2 
口唇裂 ・口蓋裂の基礎と臨床 【G-3-2)】【G-5-1)]

頭蓋顔面先天異常虫学
【E-2-3)】【E-2-4)ー(1)】【E-2-4)ー(11)】【E-4-1)】【E-6】

授
3・4

顎関節症の疹痛、成園、診断、治療 【E-2-1)】
加齢歯科学

【E-2-4)ー(7)】【E-2-4)ー(10)】

業 5・6
メカノバイオロジーの歯学臨床と基礎 【A-8-1)】

顎口腔矯正学
【G-1-2)】【G-2-4)】【ひか2)】【ひ6・2)】【E-4・1}】

7・8
歯科用インプラントの臨床 【Dー2】【E-1-5)】【E-2-1)】

領顔面・口腔外科学
百十 【E-3-4)ー(3)】

9 . ， 0 閉塞性醐民時無呼吸症候群の歯科的治療 【E-2-4)-(11)】 口腔システム補綴学

画

， ，・， 2 
味覚からのヘルスプロモーション 【6-1】【Cー3-4)一(5)】

断ヰ医用情報学
【G-3-4)ー(6)】【E-2-4)ー(11)】【F-3-2)】

， 3・， 4 
歯周病巣局所における同st-parasiteinteraction【G-2-

歯肉歯周治療学
1)】【C-2-2)】【G-4-1)】【G-4-2)】【E-3-2)】【E-3-3)】

アド1¥イス 講義の担当分野、内容、 l順番及び講義室は、都合により変更されることがある。

慢業時間外学習 講義担当分野より別途指示される場合があるので、それに従うこと。

テキスト ・教材・
講義担当分野より別途指示される場合があるので、それに従うこと。

参考書等

成績評価の方法 担当教員の評価を集計して判定する。
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授業科目 匿の倫理・社会の倫理 授業担当
0笹野泰之

鈴 木 敏 彦

授業細目 責 任者
歯学部教務委員会

曜日一時限 木一3，4
対象年次

9セメスター 講義室名 61講義室 科目番号 DDE-DEN815J 
学期

慢業の目標
目標と目的 臨床実習を目前に控えた時期に、社会性および職業観について深く考え

並びに目的
将来の歯科医師、歯学研究者としての自覚を持たせ、倫理観を醸成する機会とする。

と概要
概要 :学外から招聴する多彩な講師の講義を受講し、「生命倫理Jr医療倫理・医療安

全Jr社会倫理Jr研究倫理Jに関して広く学ぶ。

一般目標 :多彩な分野の講師から直接講義を受け、医療者として具備すべき倫理につ

学習の到達
いて学ぶ。

個別目標 :① 生命倫理、医療倫理 ・医療安全の基本ついて概説できる。
目標

②社会倫理、研究倫理の基本ついて概説できる。

③ 将来の歯科医師、歯学研究者としての自覚を持つ。

回 数 捜 業 内 台F直『 担 当者

医療倫理と医療安全
総合歯科診療部、

予防歯科学、歯科医用
【A-1-1)】【A-1-2)】【A-1-3)】

情報学、歯科薬理学

医療倫理と医療安全 E 
伊藤道議(東北医科薬

2 科大学医学部准教
【A-l-l)】【A-1-2)】【A-1-3)】

授)

3 
先天異常にかかわる倫理 安田通量生(広島大学
【A-l-l)】【A-1-2)】【A-1-3)】 名誉教授)

臨床倫理学と臨床死生学
清水哲郎(岩手保健医

捜 4 療大学
【A-l-l)】【A-1-2)】【A-1-3)】

学長)

山口美智子
業

5 薬害肝炎との闘い 【A-l-l)】【A-1-2)】【A-1-3)】
(薬害肝炎

全国原告団前

代表)

言十
6 

聴覚障害者の立場から歯科医療に望むこと 松崎丈(宮城教育大

【A-l-l)】【A-1-2)】【A-1-3)】 学准教綬)

7 遺伝学的検査の倫理 【A-l-1)】【A-1-2)】【A-1-3)】
武藤香織(東京大学医

画 科学研究所教授)

8 学術研究の倫理 【A-l-1)】【A-1-2)】【A-1-3)】
羽田貴史(東北大学名

誉教綬)

伊関憲

救急科からみた医療安全と緊急対応
(福島県立

9 医科大学医学部
【A-6-1)】【A-6-2)】【A-6-3)】

救急医療学講座

教授)

新生児の倫理 生と死の臨床における歯科医療
武田康男(東アジアグ

1 0 リーフの集い
【A-1-1)】【A-1-2)】【A-1-3)】

代表)

• 多彩な講師の講義を直権受講できる貴重な後会なので、自覚をもって授業に

アドパイス 臨むこと。

- 質問等による授業への積極的な参加を期待する。

慢業時間外学習 - 関心を持った内容について、自主的にさらに深く学んでほしい。

テキスト ・教材・参考書等 講師より指示される場合があるので、それに従うこと。

成績評価の方法 出席とレポート提出により評価する。
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慢業平ヰ目 イノベイティ ブ展開歯学 授業担当
0高橋信博

真柳弦

責任者
口腔生化学分野

授業細目 未来型歯学・歯科医療 歯学イノベーションリエゾンセンター

曜日一時隈 7]<-3・4
対象年次 5年次

講義室名 Al講義室 科目番号 即E-D印817J
学期 9セメスター

目標と目的 :超少子局齢社会の日本において必要となる、あらゆるフイフスァージに対応

した全人的断ヰ医療のための基礎的知識を習得する。
授業の目標 概要 :異分野融合型歯学、先端歯科医療、再生医療、食と健康、 口腔ケア ・リハビリテーシ

並びに目的 ヨン、医療・介護・福祉における他職種連携、地域包括ケアシステムや災害医療における対

と概要 応など、これからの歯学・歯科医療において、緊急性 ・重要性の高い領繊について学ぶ。

※五大学連傷事業:課題解決型高度医療人材養成プログラム「健康長寿を育む歯学教育コンソーシアムJ
(文部科学省事業平服6年度~平成30年度)で行われた大学別科目をペースに講義を行う。

一般目標:将来の歯学 ・歯科医療のあり方について、具体的に考察できる。

個別目標;①歯科医療に応用可能な生体材料、医療機器に求められる諸性質ならびにその臨

床応用に向けて必要な研究および承認申請等について理解する。

②口腔衛生状態の維持向上、ならびに口腔機能の維持回復を目的とする口腔のケ

ア ・リハビリテーションにおいて、歯科医療専門職種が医療・介護・福祉など

学習の到達 他領減の専門職種と連携を行う必要性を理解する。

目標 ③口から始まる健康長寿社会の実現に向けて、歯学・食品学・栄聾学などの最新

の臨床および研究から、食や健康の入り口となる口腔について理解する。

④幹細胞研究やバイオテクノ ロジーの進展をふまえたこれからの歯科医学に必

要となる再生医療の基礎知識を学ぶ。

信准会との関わりの中で歯科医療・口腔科学の役割について、地域包括ケアシス

テムや災害医療における対応を理解し、説明できる。

回 数 授 業 肉 同廿情 担当者

授 歯学発の医療機器・技術イノベーション 【A-8-1)】【[)-1)】
佐々木啓一1 • 2 

【[)-2)】

異業種連携で進化する口腔ケア・リハビリァーション
業 3・4 【A-5-1)】【A-7-1)】【ふ2-2)】【E-2-1)】【E-5-1)】【F-3- 小関健由

7)】

言十 5・6 口腔が支える食と健康 【A-8-1)】【B-1)】 若森実

7・8 口腔から始まる再生医療 【A-8-1)】【ひら3)】 福本敏

画
社会と医療を繋く宙科情報倫理【A-7-1)】【B-2-2)】【ト2-

9 . 1 0 
3)】【B-4-1)】【B-4-2)】

小板健

アド1¥イス 講義の担当者、肉容、順番及び講義室は、都合により変更されることがある。

授業時間外学習 準備学習および理解度確認のための課題等を求めることがある。

テキスト ・教材・参考書等 別途指示される場合があるので、それに従うこと。

成績評価の方法 担当教員の評価を集計して判定する。
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口腔生化学

授業科目 歯学基礎演習
歯科薬理学

口腔分子制御学分野

口腔器官構造学

授業担当 口腔生理学

歯科生体材料学

責任者 国際断ヰ保健学

授業細目 口腔病理学

顎口腔組織発生学

顎口腔機能創建学

歯科法医情報学分野

第1週
火3.4、木3.4

曜日一時隈
第2週 対象年次

9セメスター 講義室名
各分野研究

科目番号 即EーD印819J火3.4、水5 学期 室等
第 3週以降

水5

授業の目標
目標と目的 :プレ大学院授業として、英語学術論文等の抄読を通して、英語文献の読解力を

並びに目的
養う。

と概要
概要 :学生は基礎系分野の中から 1分野を選択し演習を受ける。 10セメスターの「基礎研

究実習』と一貫した授業科目である。

一般目標:英語学術文献の読解力を養う。

学習の到達 個別目標:① 英語学術文献の読解を経験する。

目標 ②学術論文の構成(フォーマット)を概説できる。

③学術論文作成に関する倫理の基本を概説できる。

授
回 数 慢 業 内 押~ 担当者

授業責任者

業
第 1週 演習内容の説明

(笹野泰之)

各分野演習

担当教員

言十

第2週以降 演習 [Aー2-1)】臥.-2-2)】臥-8-1)】
各分野演習

担当教員

画

アド1¥イス
- 第 1週の『演習内容の説明Jを参考に、受講を希望する演習を各自が選択す

る。具体的な履修方法は第1週に授業責任者が説明する。

授業時間外学習 - 演習課題となる英語学術文献について、読解の予習と復習を欠かさないこと。

テキスト ・教材・参考.等 授業で随時紹介する。

成績評価の方法 出席やレポー ト提出等による。
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授業科目 歯学臨床ゼミ
授業担当 山田聡

石幡浩志

責任者 歯肉歯周治療学分野

授業細目

曜日一時限
火- 3・4 対象年次 5年;欠

講義室名 当目指定 科目番号 凶E4>印819J
木- 5 学期 9セメスター

目標と目的歯科医療上の意思ぷ頃には、問題発見能力と情報収集能力、臨床推論能力が欠

授業の目標
かせない。本授業の回線は、掛ヰ医師に必須のこれらの能力の習得、ならびにそれに必要な

態度の酒養である。
並びに目的

概要本授業は阻形式で実施する。学生は少人数のめ←プに分かれ、担当教員に加えて、
と概要

各グループlこ配されたチューターの指導のもと、グループ討議、自己学習、成果報告のプロ

セスを実践する。

一般目標:グJv-ープ討議、自己学習、成果報告のプロセスを通じて、自ら考察する能力、目

学習の到達
標に向けて他者と協調して行動する態度を身につける。

目標
個別目標 :①臨床上の意思決定に必要な医療情報が収集できる。

②医療情報に基づき、病態を診断できる。

③診断に基いて、治療方針を提案できる。

慢 回 数 授 業 内 廿"‘開 担当者

業 1-6 
歯科臨床ゼミ ・シナリオ 1 【A-2-1)】【A-2-2)】

担当教員
【E-1-1)】

計 7-12 
歯科臨床ゼミ ・シナリオ 2 【A-2-1)】【A-2-2)】

担当教員
【E-1-1)】

画 13-18 
歯科臨床ゼミ・シナ リオ 3 【A-2-1)】【A-2-2)】

担当教員
【E-1-1)】

アド1¥イス
開L形式の授業は、統合的で創造的な学習である。グJv-ープ内での学習プロセス

で他者から学ぶ姿勢やプロセスに能動的に参加する態度を養ってほしい。

授業時間外学習
本慢業は、自己学習や学習成果の報告用プレゼンテーション資料の作成など、

授業時間外の学習過程を含む。

テキスト ・教材・参考書等 特になし。

成績評価の方法
授業への出席を前提に、授業への積極性、能鮒主、成果に係る担当教員の評価

に基づいて判定する。

-152 -



口腔生化学

授業科目 基礎研究実習
歯科薬理学

口腔分子制御学分野

口腔器官構造学

授業担当 口腔生理学

歯科生体材料学

責任者 国際断ヰ保健学

授業細目 口腔病理学

顎口腔組織発生学

顎口腔機能創建学

歯科法医情報学分野

水 1，2，3，4
対象年次 各分野研究

曜日一時限 木 1，2，3，4
学期

10セメスター 講義室名
室等

科目番号 OOEーo印820J
金 3，4

目標と目的:プレ大学院授業として配属基礎系分野で研究実援を体験させリサーチマインド

慢業の目標 の酒饗を目指す。さらに研究実習の一環として、研究倫理の基本を理解させる。

並びに目的 概要 :9セメスターに受講する『歯学基礎演習」で選択した基礎系分野で研究実習に取り組

と概要 む。一般財団法人公正研究推進協会仏開IN)の研究倫理教育プログラムを受講後、 5年次

の9月から 11月まで、授業時間約200時間を研究実習に当てる。

一般目標:実践を通して、研究に携わる責任感と研究への関心を醸成する。

学習の到達 個別目標:① 研究倫理の基本を概観できる。

目標 ②研究におけるf箭E収集、企画立案、実施、まとめ、報告等のプロセスを概説

できる。

授
回 数 授 業 内 "台h 担当者

一般財団法人公正研究推進協会(伊RIN)研究倫理教育プ
笹野泰之

業 第1回 (歯学剖激務委
ログラム受講 【A-ト1)】臥一2-2)】臥一2-3)】

会)

言十

第2回~ 各分野での研究実習 臥-2-1)】臥-2-2)】臥，8-1)】 各分野担当教員

画

アドJ¥イス
- 具体的な研究実習内容は各分野担当者が説明する。伊RIN研究倫理教育プロ

グラムの受講日程は掲示等で通知する。

授業時間外学習 - 各分野担当者が指導する。

テキスト ・教材・参考・等 各分野担当者で随時紹介する。

成績評価の方法 出席やレポー ト提出等による。
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授業科目
臨床シミュレーション

実習 授業担当
0高橋哲

佐々木啓一
断ヰ治療の基礎

責任者

授業細目
(統合型実習)

曜日一時限
火-2 対象年次 5年次

講義室名
83講義室

科目番号 DDE-DEN821J 
金一1・2 学 期 10セメスター 83実習室

授業の目標
統合型実習模型とシナリオを用いて、基本的な歯科湖寮における診査、 S鎌町、外科的処置を含め、保存約治療、補綴的

並びに目的
治療に至るまでの一連の治療の耐1を修得する。

と概要

一般目標:高頻度:樹将繍を実践するための基本的知織・伎能および態度を、シミユv-ション実習倣合型犠型実習)

を通して修得する。

個別目標・① 口悠内所見とエックス線検査所見から治療計画を立案できる。

学習の到達
②模型上で髄腔関拡から根管充壌の基本操作を行うことができる。

③模型よで歯石探査と卿の基本樹乍を行うことができる。
目標 ④模型上でう蝕除去および窓渦形成の基本操作を行うことができる。

⑤模型上で普通敏歯および縫合の基本録作を行うことができる。

⑥模型よでコンポジツトレジン究績の基本樹年を行うことができる。

⑦模型上で前歯部ブロピジョナルブリッジ製作(直後掛の基本的操作を行うことができる。

回 数 授 業 内 台開』

担当者

1 統合型実習の説朗、診査、診断、治療計画立案
育肉寿

9月4日(火) 診査、診断、治療計画立案(口腔嫡学分野)

z 
統合型実習{保存系) 保存系教員

9月7日(金)

3 

9月14日(金)
統合型実習{保存系) 11 

4 

9月 21 日~
統合型実習(保存系) 11 

4 
統合型実習(顎口腔外科料全野) 顎口腔外科学分野教員

9月25日(火)

8 
統合型実習(保存ヨ~ 保存系教員

9月28日(金)

9 
統合型実習(補綴系 :口腔システム補綴学分野) 補綴系教員

10月58(量的

10 
統合型実習(補綴系 :口腔システム補綴学分野)

10月12日(金)
11 

1 1 
統合型実習(繍綴系 :分子・再生歯科卒欄駒摺) 奥山弥生

10月19日 {金)

12 
統合型実習(補綴系;分子 ・再生歯科補級制燭) 奥山弥生

10月26日{金)

- 近し司寺釆に待ち受ける臨床実習では、実際の患者と嬢し、コミユーケーションを構築し、インフォー

ムド ・コンセン トを行うなどの態度が霊要である。また、基輔qな診療 ・臨床技能について自験を通

して習得していく ことが求められる。従って臨床実習に進む前に、臨床能力の嬬織だけでなく態度お

アドバイス
よぴ銭能について本シミュレーション実習を通して十分に訓練する必要性を自覚して実習に臨むこ

と。

- 本実習は、模様患者模型を相手にした臨床想定実習である。実際に自分が患者さんを診る場面を想定

して実習に臨むこと.身なり ・服装に宙意し、欠席.遅刻をしないように.届けでなき欠席は、 t回

でも履修不可となるので十分に留意すること。

授業時間外学習
限られた実習時間内で理解を深めるために、関連するこれまでの授業で用いた教科書および実習書につい

て十分に予習 ・ 復習をしたよで実習に~おこと。

これまでに履修した各分野の実習書

Oral Oiagnosis制刷io同y8凶伺ition悦子再生商柵動部)

テキスト・教材・参考書等 クラウンブリッジテクニック(第2版)医曾薬出版 2018

スタンダー ド部分床義歯学(第2版)争研書院 2010

保存修復学21(第5版)永末書后2017

本実習への出席を必須とし、実習中の行動、態度および理解度、 ttm物等により総合的に評価する。実習

成績評価の方法 中にこのままでは将来、患者の診療に関わらせることができないと考えられるようなアンプロフェッショ

ナルな行動や態度があり、指導者カ鳴り返し指摘しても変わらない場合には単位取得を不可とする。
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授業科目
臨床シミュレーション

実習 授業担当

O溝口 到

餅ヰ矯正学・ インフォーム
責 任者

授業細目
ドコンセン ト実習

曜日一時限
火-2 対象年;欠 5年次

講義室名
63講義室

科目番号 DDE-DEN821J 
金-1・2 学期 10セメスター 63実習室

慢業の目標
断ヰ矯正臨床に特徴的な初診面談、相談ならびにインフォームドコンセントの重要性および面

並びに目的
接技術を理解する。

と概要

一般目標:インフォームドコンセントおよび面後技術の基本的知識・技能および態度を理解す

学習の到達
る。

目標
個別目標:① インフォームドコンセントの重要性を理解する。

② インフォームドコンセン トをロールプレイで体感して理解を深める。

③ 初診面談をロールプレイで体感して面接技術を理解する。

回 数 捜 業 肉
廿Hゐ 『 担 当 者

1 インフォームドコンセント 【E-1-1)Q)tJ、ら⑧】【 E-4-1)①
教員全員

1 0月日(火) から⑦ 】

2 医療面談(矯正相談)【E-1-1)Q)tJ、ら⑧】【 E-4-1)ci鴻、ら
ぐわ 1 

11 

1 0月 日 (火)

本実習は、模様患者 (学生同士)を相手にした臨床想定実習である。実際に自分が

ア ドバイス
患者さんを診る場面を想定して実習に臨むこと。身なり ・服装に留意し、欠席、遅

刻をしないように。届け出なき欠席は、1固でも履修不可となるので+分に留意す

ること。

控業時間外学習
インフォームドコンセントとは何かを理解しておしまた、講義で配布される講義

レジュメを用いて復習することにより理解を深めることを心得ること。

テキスト・教材・参考書等 テキストは別途配布する。

本実習への出席を必須と し、学習到達目標の達成度をチヱツクリストにより=副面す

成績評価の方法
る。実習中にこのままでは将来、患者の診療に関わらせることができないと考えら

れるようなアンプロフェッショナルな行動や態度があり、指導者が繰り返し指摘し

ても変わらない場合には不合格とする。
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授業科目 臨床講義A
授業担当

臨床実習総責任者

責 任者

授業細目

躍日一時限 金-3・4
対象年次 5年次

講義室名 A1講義室 科目番号 DOE-D印401J
学期 10セメスター

按業の目標 目標と目的 :歯科臨床における問題解決に必要な知識やエピデンスを菅得するため

並びに目的 概要 :日常臨床で重要となる種々のテーマについて各科・部で担当する講義を聴講し、内容

と概要 を理解する。

学習の到達
一般目標 :

目標
個別目標 :

授
回 数 授 業 内 開廿』 担当者

1....20 各科・部の指導者による講義 各科 ・部教員

業

言十

画

ア ドバイス 「詳細については、臨床実習要項を参照のこと

授業時間外学習

テキスト ・教材・参考書等

成績評価の方法 出席、 レポー ト等により総合的に評価
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授業科目 臨床講義B
授業担当

臨床実習総責任者

責 任者
授業細目

対象年;欠
6年次

瞳日一時限 金-3・4 1 1-1 2セメ 講義室名 A1講議室 科目番号 DOE-D印211
学期

スター

授業の目的
目標と目的 :歯科臨床における問題解決に必要な知識やエピデンスを習得するため。

と概要
概要 :日常臨床で重要となる種々のテーマについて各科 ・部で担当する講義を聴講し、内容

を理解する。

学習の到達
一般目標 :

目標
個別目標 :

回 数 授 業 内 廿胃 h 担 当 者

控 21-67 各科・部の指導者による講義 各科・部教員

業

計

画

ア ドバイス 詳細については、臨床実習要項を参照のこと

授業時間外学習

テキスト・教材・参考書等

民縮平価の方法 出席、 レポート等により総合的に評価
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授業科目 臨床実習A
授業担当

臨床実習総責任者

責任者

慢業細目

月~金一 対象年次 5年次
東北大学病苦言

曜日一時限 講義室名 及ぴ 科目番号 即日制402J
1-4 学期 10セメスター

A1R義室

授業の目的と
目標と目的・概要基本的な診察や技能を修得し、断ヰ医学・医療の進歩と改善に資するた

めに、臨床を通して研究意欲と基礎的素養を身に付け、卒業後に歯科医師としての資質・能
概要

カを酒養する。

一般目標:一口腔単位の歯科治療を行うために患者情報の収集・分析、診断、治療言官菌、記事制こついての知識・技能及び態
度を修得する。歯科診療を実施するために必要な医療安全・感染対策について¢籾弘樹E及び態度を修得する。歯棉書療

を実践するための基本候鶴床手銭を修得する。 法令を遵守し、保健 ・ 医綴 ・ 樹止 ・ 介寝耳~J度を理解し、チーム医療、地減震
療、病診逮捕制こついての知挽銅色及び懲度を修得する。臨床実習を通して患者中心の医療を実践し、歯手ヰ医師として必要
な医の倫理、患者の権利についての伺肱態度を修得する.
個別目線:

① 歯科・口腔疾患を正しく惨斯し、治療方針・治績計画の立案、予後の鉱員IWできる。

② 鯵断並びに治療方針・治療計画を患者!こわかりやすく説朋できる。
③ 主観的所見、客観的所見、評価、言偲密(SOAI'>による診療録及的旨示書を作成できる。

④ 患者の訴え、また指導医からの指鱒事項も参考に、治療結果を適正に評価できる。

⑤ 医療安全対策 (楊準予防策、感象予防、医療機鶏の操作者事を含む)を実銭できる。

⑥ 一次救命処置:<BlS>を実施できる。
⑦ 薬責耐性G脈>1こ配慮した適切な抗菌薬の処方ができる。

⑧ 局所筋書寺(表面府軍寺・浸潤麻鈴}を実施できる。

学習の到達
⑨ 永久歯の単純彼歯を実施できる。
⑬ 軟組織の小手術を実施できる。

目標 ⑪ う蝕その他の歯の硬組織疾患 {象牙質知覚過敏症を含む}の保存修復治療ができる。

⑫ 歯髄・線尖性歯周疾患の治療ができる。

⑬ 歯周基本治療ができる。
⑪ 歯質の欠損に対する歯冠補綴治僻できる。

⑮ 歯の欠績に対する織統台療ができる。

⑪ 口俊衛生指導を実施できる。

⑪ 歯科疾患を予防するための処雀ができる。
⑩ 小児に対する歯科予防処置を実施できる。

⑬ 機型及び頭部エックス線規格写真等を分析、診断し、臨繍:iE5繍の言閣を立案できる。

⑫ 地域医療・地減保健(在宅医療 (1書簡歯科診療を含む)、地峨包括ケアシステム)を経験する。

⑫ 病鯵連携、病病連携を経絵する。

⑫ 多機種連燐 (断端生士、歯守地ヱ士、医師、薬部師、看鏡獅、その他の関連勝種並ぴに介護蜘によるチーム医療
を経験する。

⑮ 綴拠に基づいた医療⑪M>、 Narrative-basω 恥dici冊〈防M>に基づいた患者中心の医療を実践する。

⑮ インフォームド・コンセントを得ることができる。

捜 回 数 授 業 内 台- 担当者
業

計 詳細については、臨床実習要項を参照のこと【G-l-1)、

画 2)】【G-2】【G-3】【G-4]【G-5】

アドバイス 詳細については、臨床実習要項を参照のこと

授業時間外学 習 詳細については、臨床実習要項を参照のこと

テキス ト・教材・参考書等 詳細については、臨床実習要項を参照のこと

成績評価の方法
完了症例数、レポート、修了認定試験等により総合的に評価

なお出席状況についても成績評価の際の判断資料とする。
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授業科目 臨床実習B
授業担当

臨床実習総責任者

責 任者

授業細目

月~金一 対象年次 6年次
東北大学病院

E種目一時限 講義室名 および 科目番号 OOE-DE桝12J
1-4 学期 1 1 -1 2i?}~~・

A1際毅室

擾業の目的
目標と目的 ・綴要 :基本的な診察や技能を修得し、断ヰ医学 ・医療の進歩と改善に資するた

と概要
めに、臨床を通して研究意欲と基礎的素養を身に付け、卒業後に歯科医師としての資質・能

カを酒養する。

ー般目標:ーロ飽単位の歯科治療を行うために怠樹輔の収集・分析、診断、治療計画、記録についての知機・技能民地

度を修得する。歯科鯵療を実給するために必要な医療安全・感染対策についての知織、後能及び態度を修得する。歯科診療
を実践するための基本候鵡床手抜を修得する。法令を遵守し、保健・医療・福祉・介護衛肢を理解し、チーム医療、紛議医
療、病言書違担障についての知詠技能及び態度を修得する。臨床実習を通して患者中心の医療を実践し、歯キヰ医師として必要
な医の倫理、患者の緩和lについての剣肱慨を修得する。
個別目線:

21 歯科・口腔疾患を正しく修衝し、治療方針・治療計画の立案、予後の推潟It品tできる。
22 診断並びに湖紡針・治療計画を患者I功かりやすく説明できる。
23 主掛 q所見客観的所見、開面、 2個〈ぬW>によるt繍録及的旨示書を作成できる。
24 患者の!lfえ、また指導医からの指摘事項も参考に、治療結果を適正に野価できる。
25 医療安全対策 (標準予防策、感染予紡、医療機器蜘操作等を含む)を実践できる.
26 一次救命処置<BLS>を実施できる。
27 薬斉耐性仏楓>1ご配慮した適切な抗菌薬の処方ができる。

28 局所府軍寺(表面府僻・浸潤府務}を実施できる。

学習の到達
29 永久歯の単級抜歯を実施できる。

目標
30 軟組織の小手術を実般できる。
31 う蝕その他の歯の硬絡織疾患 {象牙賀気撹渇敏定を含む}の保存修復治織ができる。

32 歯髄・根尖性歯局疾患の治療ができる。
33 歯周基本治療ができる。
34 歯質の欠績に対する歯冠補統台療ができる。

35 歯の欠損に対する補統治僚ができる。
36 口腔衛生指導を実施できる.
37 歯科疾患を予防するための処置ができる。
38 小児に対する歯科予防処置を実施できる。

39 模型及び頭部エックス綴織絡写真等を分析、診厳し、歯科矯iE台療の計画を立案できる。
40 紺揚医療・地場保健(在宅医療(訪問歯科診療を含む)、地荷量包括ケアシステム)を経験する。
@ 病診速機、病病遺書障を経験する。

⑫ 多職種連燐 (歯科衛生士、歯制支工士、医節、薬斉蜘、看穫富市、その他の関連職種並びに介護職〉によるチーム医療

を経験する。
⑮ 根鎚に基づいた医療くEBM>、 Narrat i ve-basω 恥dici問。制1>1二基づいた患者中心の医銀を実践する.
⑮ インフォームド・コンセントを得ることができる。

捜
回 数 授 業 内 H廿~ 担当者

業

言十 詳細については、臨床実習要項を参照の』と 【G-l-1)、

画 2)】【G-2]【Gー3】【G-4]【か6】

アドバイス 詳細については、臨床実習要項を参照のこと

授業時間外学 習 詳細については、臨床実習要項を参照のこと

テキスト・教材・参考書等 詳細については、臨床実習要項を参照のこと

脚質評価の方法
完了症例数、レポート、修了認定試星第等lこより総合的に評価

なお出席状況についても成績評価の際の判断資料とする。

AHυ 

P
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授業科目 歯学海外研修 授業担当
洪 光

責任者
歯学イノベーションリエゾンセンター

授業細目 国際連携推進部門

曝日一時限 集中講義
対象年次 1-6年次

講義室名 C1セミ十圭 科目番号 即E-OE附 lJ
学期 全セメスター

目標と目的本捜業の目標は、歯学部学生が世界の歯学基幹校との交流を通し、世

界各国の口腔保険医療、歯学教育研究、歯科医療現場を体験 ・実践することによ

授業の目標
り、国際的視野を養い、学生レベルでの歯学・歯科医療国際ネッ トワークを早期構

築し、歯学部での国際化推進学生リーダーを養成することである。
並びに目的

概要:本授業は、歯学部で行っている海外短期派遣留学プログラム(バーチャルプ
と概要

ログラムも含む)に参加することにより、海外連携校指導教員、学生と共に海外の

口腔医療、歯科医療現場に参画し、体験型学習を行う。さらに、派遣地の歯学教育

研究に関しでも体験を行う。

一般目標 :国際的視野を養い、国際交流に積極的取り組む」とができる。

個別目標 :

歯科医療事情の相互理解:派遣先国々の歯科医療事情を理解し、日本との相違

を説明できる。

学習の到達
2 世界各国における歯学教育 ・研究現状を把握し、それぞれの地域の歯学・歯科

目標
レベル向上のために、今からできることを説明できる。

3 英語によるコミュニケーション能力の向上及び国際化視点の酒養 .積極的に派

遣先の教員、学生とコミュニケーションがとれ、議論するための必要なコミュニケーシ

ヨン能力を向上する。
4 参加学生が帰国後、連携校との交流を継続し、リアルタイムに情報交換を行う

など、歯学 ・歯科医療 国際ネットワークを形成する。

捜 回 数 授 業 肉 4廿『 担当者

業
詳細は、別途通知する。 【A-7-2)】

言十

画

- 海外短期派遣留学プログフムには JASSOによる奨学金支援プログフム

もあり、奨学金支給資格は GPAによる判断されるため、各学年で優秀な成

アドバイス
績を収めるよう心かけること。

- 海外派遣には英語力が要求されるが、ネイティブに話さなければなら

ないことではなく、コミュニケーション能力が大事なので、自信を持って

取り組むこと。

授業時間外学習 派遣先の大学情報、国情報などについて事前に予習することが望ましい。

テキスト ・教材・参考書等 講師より指示される場合があるので、それに従うこと。

成績評価の方法
派遣先教員からの評価レポート及び海外研修終了後のレポー トを基に判定

する。成績はAA，A，B，C，D判定とする。
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実務家教員一覧

口腔生化学分野 高橋信博
口腔生化学分野 鷲尾純平

口腔分子制御学分野 菅原俊
口腔分子制御学分野 多国 情之
歯内歯周治療学分野 山 田 聡
歯内歯周治療学分野 根本英

歯周病科 鈴木茂樹
歯科保存学分野 薪藤正寛

国際歯科保健学分野 小坂健
国際歯科保健学分野 相田潤
歯科法医学分野 鈴木敏彦
予防歯科学分野 小関健由

小児発達歯科学分野 福本敏
小児発達歯科学分野 山田亜矢

小児歯科 粛藤幹
小児歯科 丸谷由里子

頭蓋顔面先天異常学分野 五十嵐薫

顎口腔機能治療部 西村 書晃
顎口腔矯正学分野 溝:口到
顎口腔矯正学分野 北浦英樹

矯正歯科 福永智広
口腔生理学分野 中井淳一
口腔生理学分野 千葉美麗
歯科薬理学分野 若森実
歯科薬理学分野 中 村 卓史
口腔病理学分野 清水良央

歯科医用情報学分野 飯久保正弘
口腔診断科 庄司 憲明

顎顔面 ・口腔外科学分野 品 橋 哲
顎顔面 ・口腔外科学分野 山内健介
顎顔面 ・口腔外科学分野 永井 宏和

歯科口腔外科 千葉雅俊
歯科口腔外科 森士朗

歯科口腔外科 宮下 { 

歯科口腔外科 野上晋之介
歯科口腔麻酔学分野 水田健太郎
歯科口腔麻酔学分野 星島宏

総合歯科学分野 菊池雅彦
口腔器官解剖学分野 市川 博之

顎口腔組織発生学分野 笹野泰之
口腔システム補綴学分野 佐々木啓一
口腔システム補巌学分野 小川 徹

岐合回復科 依田信裕
岐合回復科 天雲太一

分子 ・再生歯科補綴学分野 江草宏
岐合修復科 山田将博

加齢歯科学分野 服部 佳功
口腔機能回復科 ・高齢者歯科治療部 山口哲史

歯学イノベーションリエゾ、ンセンター 洪 光
歯学イノベーションリエゾンセンター 金高弘恭

地域口腔健康科学分野 坪 井 明人
口腔腫痕制御学分野 堀内久徳
機能画像歯科学分野 瀧靖之
生体再生歯工学分野 鎌倉慎治

学顔面口腔再建治療部 小山重人

-161一



6. 歯学部・歯学研究科教員名簿

口腔生化学分野

高橋信博

鷲尾純平

竹内友希

口腔微生物学分野

口腔分子制御学分野

宮原俊二

黒石智誠

多田浩之

電話は022・717・(分野の4桁No.)

学部長・研究科長 寓橋信樽

エコロジー歯学講座

(8295) 歯肉歯周治療学分野 (8336) 

教授 山 田 聡 教授

講師 根本英二 准教授

助教 石 幡 浩 志 助教

荘司佳奈子 助教

〈歯周病科〉

鈴 木 茂 樹 講師

(8321) 

教授

講師 歯科保存学分野分野 (8343) 

講師 聖書藤 正寛 教授

VENKATAIAH VENKATA SURESH研究助教

〈保存修復科〉

八幡祥生 助教

柿内裕輔 助教
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地域共生社会歯学講座

国際歯科保健学分野 (7638) 頭蓋顔面先天異常学分野 (8277) 

小坂健 教授 五 十 嵐 薫 教授

遠藤千晶 研究助教

歯科法医情報学分野 (8269) 〈顎口腔機能治療部〉

鈴木敏彦 准教授 西村 蕎晃 講師

小坂萌 助教 土屋忍 助教

島田栄理遺 診療助教

予防歯科学分野 (8327) 板 垣 祐 介 診療助教

小関健由 教授

驚藤恵一 助教 顎口腔矯正学分野 (8374) 

石河理紗 研究助教 溝口到 教授

〈予防歯科〉 北浦英樹 准教授

丹田 奈緒子 助教 吉 田 倫 子 助教

百々 美奈 助教 〈矯正歯科〉

福 永 智 広 講師

小児発遺歯科学分野 (8382) 佐々木紀代 助教

福本敏 教捜 大柳俊仁 助教

山田 亜矢 准教授 佐々木聡史 診療助教

星川聖良 研究助教

〈小児歯科〉

斎藤幹 講師

丸谷由里子 講師

日野綾子 助教

中村 友昭 診療助教
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病態マネジメント歯学講座

口腔生理学分野 (8292) 顎顔面・口腔外科学分野 (8350) 

中井淳一 教授 高橋哲 教授

安藤恵子 准教授 山内健介 准教授

千葉美麗 講師 永井宏和 准教授

工藤忠明 助教 松 井 桂 子 助教

三浦桂一郎 助教

瀬瀬衆 助教

歯科薬理学分野 (8311) 〈歯科顎口腔外科〉

若森実 教授 千葉雅俊 講師

中村 卓史 准教授 森士朗 講師

宮下 仁 講師

野上 晋之介 講師

口腔病理学分野 (8303) 江劃祐史 助教

熊本裕行 教授 武田裕利 助教

驚藤悠 助教 森 島 浩 允 助教

梶田倫功 診療助教

岩 間 亮 介 診療助教

歯科医用情報学分野 (8390) 歯科口腔麻酔学分野 (8420) 

飯久保 正弘 教授 水田健太郎 教授

庄司憲明 講師 星島宏 准教授

古内需 助教 〈歯科麻酔嬉痛管理科〉

官原由美 子 助教 田中 志典 講師

安田真 助教

〈顎口腔画像診断科〉

小嶋郁穂 講師 総合歯科診療部 (8434) 

熊坂晃 助教 菊池 雅彦 教授

嶋田雄介 診療助教 泉 田 明男 助教

佐藤 しづ子 助教

王鋭 助教
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リハビリテーション歯学講座

口腔器官解剖学分野 (8283) 分子・再生歯科補綴学分野 (8363) 

市川博之 教授 江草宏 教授

佐藤匡 講師 山田将博 准教授

矢島健大 助教 原田章生 助教

清水良央 助教 大川博子 助教

佐野 有哉 研究助教 〈暁合修復科〉

新 部 邦 透 講師

顎口腔組織発生学分野 (8287) 奥山弥生 助教

笹野泰之 教授 長崎敦洋 助教

山口恵 助教 勝目悠介 診療助教

YANG MU CHEN 研究助教

加齢歯科学分野 (8396) 

歯科生体材料学分野 (8317) 服部 佳功 教授

高田雄京 ;雀教授 田中恭恵 助教

高橋 正敏 助教 小宮山賓将 助教

伊 藤 佳 彦 研究助教

顎口腔機能創建学分野 (7635) 〈口腔機能回復科〉

鈴木治 教授 山口哲史 講師

潰井瞭 助教 猪狩洋平 助教

沼崎貴子 助教

口腔システム補綴学分野 (8369) 

佐々木 啓一 教授

小川徹 准教授

白石成 助教

日原 大賞 助教

〈唆合回復科〉

依田信裕 講師

実雲太一 講師

重光竜二 助教

宮下牧子 診療助教
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イノベーションリエゾン歯学講座 (協力講座)

国際連携推進部門

洪光

地域展開部門

相田 潤

洪光

HUANG CUI 

金高弘恭

相田潤

長柳弦

山田由香刺

SUN LU 

LlMRAKSASIN PHOONSUK 

草間太郎

地域口腔健康科学分野

口腔腫痛制御学分野

堀内久徳

機能画像歯科学分野

瀧靖之

(8259) 

教授

教授

異分野融合部門

金高弘恭

歯学イノベーションリエゾンセンター

教授 (国際連携推進部門)

教授 (国際連携推進部門)

教授 (異分野融合部門)

教授 (地域展開部門)

助教

助教

研究助教

研究助教

研究助教

先端再生医学研究センター

地域医療支援部門

口腔腫簿病態学講座 (協力講座)

(8263) 

教授 (東北メディカル ・メガパンク機構)

(8415) 

教授

(8556) 

教授 (スマート・エイジング学際重点研究センター)
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生体融合素材学分野

生体機能素材学分野

生体再生歯工学分野

鎌倉慎治

官野 太郎

中村圭祐

石山希里香

高木智

松下健二

新飯田俊平

新生体素材学講座(協力講座)

生体再生歯工学講座 (協力講座)

教授 (医工学研究科)

先端フリーラジカル制御学共同研究講座

教授

准教授

助教

白土翠

宍 戸 駿 一

次世代歯科材料工学寄付講座

口腔免疫病態制御学講座 (連携構座)

客員教授 (国立国際医療研究センタ一研究所)

長寿口腔科学講座(連携講座)

客員教授 (国立長寿医療研究センター研究所)

客員教授 (国立長寿医療研究センター研究所)

その他(各種事業関係教員)

インターフェイスプロジェクト支援室

西岡貴窓 助教
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東北大学病院歯科診療部門

〈総合歯科診療部〉 〈歯科医療管理部〉

菊池雅彦 教授 小 林 洋 子 助教

泉田明男 助教 渡辺隼 助教

佐藤 しづ子 助教

王鋭 助教 〈顎顔面口腔再建治療部〉

小 山 重 人 准教授

〈障がい者歯科治療部〉 佐藤奈央子 助教

高橋温 助教

〈歯科インプラントセンター〉

〈周術期口腔健康管理部〉 佐藤智哉 診療助教

泉田 一賓 助教

互野 亮 診療助教
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7.歯学部・歯学研究科学生相談室

歯学部 ・歯学研究科では、学部学生および大学院学生を対象として学生の抱える問題に対処す

べく「学生相談室J を設けております。勉学、進路、生活に関することはもとより、宗教団体へ

の強制勧誘、セクシュアルハラスメン卜等々 、相談に応じ、必要があればしかるべきサービスや

専門家の紹介もいた しますのでできるだけ早く相談してください。

相談内容は秘密事項として扱われますが、相談室のみでは解決できない事柄の場合、相談者の

了承のもとに関連する教員や委員会と協議することがあります。

相談時間 :担当委員と相談者の都合により随時行います。

受 付 :教務係(電話 022-717-8248; e-mail: soudan@dent.tohoku.ac.jp) 

相 談員 :[学部学生]学部教務委員会委員長、学年担当教務委員、学生支援専門委員会委員長

[大学院生]大学院教務委員会委員長
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8.歯学部・歯学研究科教員(講師以上)オフィスアワー

エコロジー歯学講座

口腔生化学分野 (8295) 

高 橋 信 博 教授 月曜日 16時........17時

鷲 尾 純 平 講師 火曜日 16時........17時

口腔分子制御学分野 (8321) 

菅 原 俊 二 教授 月曜日 16時........17時

黒 石 智 誠 講師 木曜日 17時........18時

多田浩之 講師 金曜日 16時........17時

歯肉歯周治療学分野 (8336) 

山田聡 教授 月曜日 16時........17時

根本英二 准教授 火曜日 15時........17時

〈歯周病科〉

鈴 木 茂 樹 講師 火曜日 16時........17時

歯科保存学分野分野 (8343) 

粛藤正寛 教授 月曜日 16時........17時

地域共生社会歯学講座

国際歯科保健学分野 (7638) 

小坂健 教授 木曜日 16時........17時

歯科法医情報学分野 (8269) 

鈴 木 敏 彦 准教授 木曜日 7時30分........9時

予防歯科学分野 (8327) 

小関健由 教授 火曜日 15時........16時

小児発達歯科学分野 (8382) 

福本敏 教授 火曜日 16時........17時

山田 E矢 准教授 水曜日 16時........17時

〈小児歯科〉

斎藤幹 講師 水曜日 16時........17時

丸 谷 由 里子 講師 水曜日 16時........17時
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頭蓋顔面先天異常学分野 (8379) 

五 十 嵐 薫 教授 金曜日 16時~17時

〈顎口腔機能治療部〉 (8277) 

西 村 喜 晃 講師 (事前に要連絡)

顎口腔矯正学分野 (8374) 

溝口到 教授 (事前に要連絡)

北 浦 英 樹 准教授 月曜日 16時~17時

〈矯正歯科〉

福永智広 講師 火曜日 16時~17時

病態マネジメント歯学講座

口腔生理学分野 (8292) 

中井淳一 教授 (事前に要連絡)

安藤恵子 准教授 (事前に要連絡)

千葉美麗 講師 木曜日 16時~17時

歯科薬理学分野 (8311) 

若森実 教授 木曜日 17時~18時

中村卓史 准教授 水曜日 15時~16時

口腔病理学分野 (8303) 

清 水 良 央 助教 月曜日 16時~17時

歯科医用情報学分野 (8390) 

飯久保正 弘 教授 月曜日 16時~17時

庄司憲明 講師 水曜日 16時~17時

〈顎口腔画像診断科〉

小 嶋 都 穂 講師 金曜日 16時~17時

顎顔面・口腔外科学分野 (8350) 

高橋哲 教授 水曜日 16時~17時

山内健介 准教授 月曜日 16時~17時

永井宏和 准教授 月曜日 17時~18時

〈歯科顎口腔外科〉

千 葉 雅 俊 講師 金曜日 16時~17時

森士朗 講師 月曜日 16時~17時

宮下仁 講師 (事前に要連絡)

野上 晋之介 講師 木曜日 16時~17時
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歯科口腔麻酔学分野 (8420) 

水田 健太郎 教授 月曜日 16時~17時

星島 宏 准教授 (事前に要連絡)

〈歯科麻酔嬉痛管理科〉

田中志典 講師 月曜日 16時~17時

総合歯科診療部 (8434) 

菊池雅彦 教授 月曜日 16時~17時

リハビリテーション歯学講座

口腔器官解剖学分野 (8283) 

市川博之 教授 火曜日 1 6時~17時

佐藤匡 講師 火曜日 16時~17時

顎口腔組織発生学分野 (8287) 

笹野泰之 教授 金曜日 17時~18時

歯科生体材料学分野 (8317) 

高田雄京 准教授 水曜日 16時~17時

顎口腔機能創建学分野 (7635) 

鈴木治 教授 火曜日 1 6時~17時

口腔システム補綴学分野 (8369) 

佐々木 啓一 教授 月曜日 1 6時~17時

金曜日 16時~17時

小川徹 准教授 水曜日 16時~17時

〈岐合回復科〉

依田信裕 講師 木曜日 16時~17時

天雲 太一 講師 木曜日 16時~17時

分子・再生歯科補綴学分野 (8363) 

江草 宏 教授 火曜日 16時~17時

山田 将博 准教授 木曜日 17時~18時

〈岐合修復科〉

新 部 邦 透 講師 水曜日 17時'"'-'18時

加齢歯科学分野 (8396) 

服部佳功 教授 木曜日 16時'"'-'1 7時

〈口腔機能回復科〉

山口哲史 講師 金曜日 16時~17時
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歯学イノベーションリヱゾンセンター

国際連携推進部門

洪光 教授 火曜日 1 6時~17時

異分野融合部門

金高弘恭 教授 木曜日 16時~17時

地域展開部門

相田潤 教授 月曜日 1 6時~17時

先端再生医学研究センター

地域医療支援部門

地域口腔健康科学分野

口腔腫癌病態学講座(協力講座)

口腔腫藩制御学分野

堀内 久徳

(8263) 

教授 (事前に要連絡)

機能画像歯科学分野

瀧靖之

(8556) 

教授 (事前に要連絡)

生体再生歯工学講座(協力講座)

生体再生歯工学分野

鎌倉慎治

(8235) 

教授 木曜日 16時~17時

東北大学病院歯科診療部門

〈顎顔面口腔再建治療部〉

小山重人 准教授 木曜日 16時~17時
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9.歯学部・歯学研究科建物案内

基礎研究棟 (A棟)

8階 口腔生化学分野、口腔分子制御学分野

7階 歯科薬理学分野、口腔生理学分野

6階 口腔器官解剖学分野、顎日目掛旦織発生学分野

5階 国際歯科保健学分野、口腔微生物学分野

4階 口腔病理学分野、歯科生側料学分野

3階 A3講義室、 A3セミナー室、生化・細菌実習室、環境歯学研究センター

2階 図書室、自習室、生理・薬理実習室

1階 A1講義室、歯科法医情報学分野

土師皆 学生ロッカ一室(男子)

実習講義棟 (B梯

8階

7階

6階

5階

B4講義室、B4実習室、B4準備室、B4セミナー室

B3講義室、 B3実習室、B3準備室(1)、B3準備室(2)、B3セミナー室

B2講義室、 B2実習室、組織準備室、病理準備室、理工測定室、 B2セミナー室

B1講義室、 B1実習室、実習準備室、暗室、X線室、教員控室、処置室、ホーノレ

歯科保存学分野、歯内歯周治療学分野、感染予防対策治療部、顎口腔機能治療部

口腔システム補綴学分野、分子・再生歯科補綴学分野

加齢歯科学分野、歯科医用情報学分野、顎顔面口腔再建治療部

顎顔面・口住外科学分野、頭議顔面先天異常学分野

4階
総合歯科診療部、障害者歯科治療部、領口腔矯正学分野、予防歯科学分野、歯学イノベーションリエゾ、ンセンター(異

分野融合部門)

3階
顎口腔機能創建学分野、小児発達歯科学分野、次世代歯科材料工学共同研究講座、先端フリーフジカル制御学共

同研究講座、医工学研究科、C3セミナー室

2階 歯科口腔麻酔学分野、教育ラボ2、臨床実習生控室

1階
事務室、学生フウンジ、歯学イノベーションリエゾンセンター(国際連携推進部門)(地域展開部門)、大会議室、小会議 l

室、 C1セミナー室、食堂

地階 学生ロッカー室(女子)

第二臨床研究棟 (D梯

2階 IPBL@----⑦ 

1階 IpBl①~③

歯学部構内図

司 1¥4陸銀迎到 U 富mzE 」 J H 喝ゴ J wpl~ r-J  H回 十
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